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備 考

工学部

機械工学科

電気電子情報工学科

応用化学科

臨床工学科

情報学部

情報工学科

情報メディア学科

創造工学部

応用バイオ科学部

応用バイオ科学科

栄養生命科学科

看護学部

看護学科

神奈川県厚木市
下荻野1030番地

新
設
学
部
等
の
概
要

大 学 の 目 的
本学は、教育基本法に則り、学校教育法の定める大学として広く知識を授けると共
に深く専門の学芸を教授研究し、豊かな教養と円滑な人格を備えた有為な人材を育
成して文化の発展と人類福祉の増進に寄与することを目的とする。

収容
定員

卒業要件単位数
計

フ リ ガ ナ カナガワコウカダイガク

記 入 欄

フ リ ガ ナ

学　校　法　人　　幾　徳　学　園

神　奈　川　工　科　大　学　（KANAGAWA INSTITUTE OF TECHNOLOGY）

計 画 の 区 分

教育
課程

―　科目

4

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ガッコウホウジン　イクトクガクエン

大 学 の 名 称

大学の収容定員に係る学則変更

事 項

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

設 置 者

新設学部等の名称
講義

大 学 本 部 の 位 置

現有の教育研究組織における進学需要や人材需要への対応として、最近の受験生の
進学需要や企業等の人材需要の高い分野における養成規模の充実を図ることとし、
入学者選抜の機能が低下しない範囲での入学定員の変更を行う。

所　在　地
修業
年限

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

入学
定員

基 本 計 画

神奈川県厚木市下荻野１０３０番地

編入学
定　員

　　年　月
第　年次

開設する授業科目の総数

人年次
人

－
312

（280）

―　　　　単位

実験・実習

―　科目

人

―

480 学士（工学）

4
78

（70）
学士（工学）

学士（工学）

4

新 設 学 部 等 の 名 称

演習

120 －

4 60 － 240

年

―　科目 ―　科目

40 － 160 学士（工学）

4
155

（140）
－

620
（560）

学士（工学）

情報ネットワーク・
コミュニケーション
学科

4
100

（95）
－

400
（380）

学士（工学）

4
165

（150）
－

660
（600）

学士（工学）

自動車システム開発
工学科

4
55

（50）
－

220
（200）

学士（工学）

ロボット・メカトロ
ニクス学科

4
50

（40）
－

200
（160）

学士（工学）

ホームエレクトロ
ニクス開発学科

4 40 － 160 学士（工学）

計
1,148

(1,085)
4,592

(4,340)

4
125

（120）
－

500
（480）

4 80 －

平成29年4月
第1年次

平成22年4月
第1年次

4 80 － 320 学士（看護学）

学士（工学）

320 学士（栄養学）

昭和50年4月
第1年次

平成29年4月
第1年次

昭和50年4月
第1年次

平成27年4月
第1年次

平成29年4月
第1年次

平成29年4月
第1年次

該当なし
同一設置者内における変更状況
（定員の移行，名称の変更等）

平成29年4月
第1年次

平成29年4月
第1年次

平成27年4月
第1年次

平成29年4月
第1年次

平成20年4月
第1年次
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工学部　　

機械工学科

工学部
　　　

電気電子情報工学科

工学部
　　　

応用化学科

工学部
　　　

臨床工学科

情報学部

情報工学科

情報学部

情報ネットワーク・

コミュニケーション学科

情報学部
　　　

情報メディア学科

創造工学部　

自動車システム開発工学科

創造工学部
　　　　　

ロボット・メカトロニクス学科

創造工学部
　　　

ホームエレクトロニクス開発学科

応用バイオ科学部　

応用バイオ科学科

応用バイオ科学部
　　　

栄養生命科学科

看護学部　

看護学科

基礎・教養教育センター

工学教育研究推進機構

情報教育研究センター

教育開発センター

教職教育センター

教

員

組

織

の

概

要

新

設

分

1 0 0 0 1

（1） （0） （0） （0）

0 2 2 1

0 0

（0）（0）

0

（1）

（0） （0） （0） （2） （2） （1） （0）

0 0

-

（5）

219合　　　　計

（118） （65） （15） （-）

19

（24）

120 67 7 25

（212）

（18） （9） （0） （2） （29） （1）

（0） （1） （0） （0） （1）

計
18 9 0 2

（0）

29 1 -

（-）

1

（0）

0 1 0 0 1 0 0

（0）

1 0 0

（1） （0） （0） （0） （1） （0）

0

（115）（16） （8） （0） （0） （24） （0）

00

16 8 0 0 24 0 115

79

（6） （4） （4） （3） （17） （6） （21）

8 6 6 4 24 10

（5） （16）

9 3 0 1 13 5 16

（9） （3） （0） （1） （13）

34

（9） （4） （0） （3） （16） （0） （34）

9 4 0 3 16 0

（15）

15

（4） （4） （0） （0） （8） （0）

4 4 0 0 8 0

（0） （11）

6 3 0 0 9 0 11

（6） （3） （0） （0） （9）

16

（8） （2） （0） （4） （14） （0） （16）

8 2

9

0 4 14 0

（9）（9） （9） （0） （4） （22） （0）

9 0 4 22 0

（11）

9

（8） （4） （1） （2） （15） （0）

8 4 1 2 15 0 11

3

（14） （5） （0） （1） （20） （1） （3）

14 5 0 1 20 1

（6）（6） （2） （0） （1） （9） （0）

6 2 0 1 9 0 6

（11） （0） （27）（6） （5） （0）

6 5 0 0

（0）

（18）

2711 0

（7） （4） （0） （0） （11） （0）

7 4 0 0 11 0 18

（7） （0） （3） （18） （2） （18）

187 3

講師 助手
学　部　等　の　名　称

教授

18 2

兼 任
教 員 等

専任教員等

人

8

人人

計

0

（8）

准教授

人

助教

人人人

計
102 58 7 23 190 18 -

（100） （56） （5） （22） （183） （14） （-）

既
設
分
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工学部

機械工学科
平成27年度入学定
員減(△20人)

電気電子情報工学科

応用化学科

臨床工学科

93

15

82 129

7

47

7

（　    　　0　㎡）

― 千円 ― 千円

― 千円 ― 千円

大学全体

大学全体

47 46

0 15

0 14

人

520 学士（工学）

語学学習施設

倍

1,422千円

第４年次

0 ㎡ 0 ㎡

0 ㎡

0 ㎡

0 ㎡

213

情報処理学習施設

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金 1,574千円 1,412千円

第１年次 第２年次 第５年次 第６年次

1,432千円

　神奈川工科大学

― 千円

編入学
定　員

学位又
は称号

入学
定員

〔うち外国書〕

7,209〔5,035〕

（7,209〔5,035〕）

629席

冊 種

講義室

学術雑誌

77 室

演習室

〔うち外国書〕

236,526〔60,549〕　

面積

5,021.54 ㎡ 232,000冊

大学全体

（236,526〔60,549〕）

236,526〔60,549〕

（236,526〔60,549〕）

6,826〔5,033〕

（6,826〔5,033〕）

体育館
面積

6,706.61 ㎡

区　分

図書館

経費
の見
積り

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

（ 18,612 ）（6,933）

第３年次 第４年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

（7,209〔5,035〕）

第６年次

0 ㎡

共用する他の
学校等の専用

0 ㎡

6,933

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

89

（　89　）

18,612

（6,826〔5,033〕）

（0） （15）

（14）（0）

（6,933） （ 18,612 ）

896,933

（　89　）

点点 点

18,612

（15）

（7）

125,685.09 ㎡

（129）

38,015.93 ㎡

（14）

14

（82）

（　100,302.33 ㎡）

134,503.75 ㎡

89,659.42 ㎡

計

0 ㎡

0 ㎡

計

0 ㎡

共用する他の
学校等の専用

6,828.40 ㎡

（補助職員　3人）

  100,302.33 ㎡

14 室 1 室

校　　　舎

134,503.75 ㎡

（　　　　　0　㎡）（　100,302.33 ㎡）

0 ㎡

38,015.93 ㎡

小 計

そ の 他 6,828.40 ㎡

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

区　　　分

125,685.09 ㎡

運 動 場 用 地

職　　　種

事 務 職 員

（7）

（47）

計

人人

（46） （93）

図書

電子ジャーナル

実験実習室

大学全体

新設学部等の名称
専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

6,826〔5,033〕

7,209〔5,035〕

計

専　　任

（47）

計

校 舎 敷 地

専　　用

そ の 他 の 職 員

共　　用

0

兼　　任

新設学部等の名称

合 計

共　　用

  100,302.33 ㎡

専　　用

34 室 94 室
教室等

校
　
　
地
　
　
等

技 術 職 員

図 書 館 専 門 職 員

機械・器具視聴覚資料

（補助職員　0人）

0 ㎡89,659.42 ㎡

（0）

〔うち外国書〕

標本

室

室　　　数

収容
定員

修業
年限

年 年次
人

昭和50年度4

人

開設
年度

定　員
超過率

学 部 等 の 名 称

開設前年度 第１年次 第５年次

所　在　地

大 学 の 名 称

人

1.18

4 70 － 280 学士（工学）

－

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

― 千円

1.15 昭和50年度

1.18

1.2260 240 学士（工学） 昭和50年度

神奈川県厚木市
下荻野1030番地120 －

4 40 － 80 学士（工学） 1.13 平成27年度

4

大学全体
（図書費には、
電子ジャーナ
ル、データベー
ス、その他の経
費（運用コスト

を含む））

209千円 209千円 209千円 209千円 ― 千円 ― 千円

239,360千円 239,360千円

第３年次

― 千円

 71,977千円  71,977千円  71,977千円  71,977千円  71,977千円

239,360千円 239,360千円 ― 千円

164,000千円 150,000千円 150,000千円 150,000千円

定員超過率は暫定
値

野球場1面、サッカー場1面、テニスコート4面

既
設
大
学
等
の
状
況

110,000千円
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情報学部

情報工学科

平成27年度入学定
員減(△5人)

情報メディア学科
平成27年度入学定
員減(△20人)

創造工学部

平成27年度入学定
員減(△25人)

平成27年度入学定
員減(△40人)

平成27年度入学定
員減(△10人)

応用バイオ科学部

応用バイオ科学科

栄養生命科学科

看護学部

看護学科

機械工学専攻

電気電子工学専攻

情報工学専攻

機械工学専攻

電気電子工学専攻

情報工学専攻

神奈川県厚木市
下荻野1030番地

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

既
設
大
学
等
の
状
況

附属施設の概要

博士（工学）

6

1.18

4 140 － 560 学士（工学） 1.23 平成15年度

情報ネットワーク・
コミュニケーション
学科

4 95 － 390 学士（工学） 1.11 平成16年度

4 150 － 640 学士（工学） 1.18 平成16年度

1.18

自動車システム開発
工学科

4 50 － 250 学士（工学） 1.11 平成20年度

ロボット・メカトロ
ニクス学科

4 40 － 240 学士（工学） 1.26 平成20年度

ホームエレクトロ
ニクス学科

4 40 － 180 学士（工学）

4 120 － 480 学士（工学） 1.19

－ 320 学士（栄養学） 1.01

1.17 平成20年度

1.13

平成20年度

平成22年度

1.08

4 80 － 160 学士（看護学） 1.08

4 80

工学研究科博士前期課程 0.95

2 14 － 28 修士（工学） 0.75

16 － 32 修士（工学） 0.68

平成27年度

平成元年度

平成元年度

応用化学・バイオ
サイエンス専攻

2 16 － 32 修士（工学） 1.09 平成元年度

2

機械システム工学専攻 2 14 － 28 修士（工学） 0.57 平成2年度

2 18 － 36 修士（工学） 1.47 平成5年度

ロボット・メカトロ
ニクスシステム専攻

2 6 － 12 修士（工学） 1.16 平成22年度

工学研究科博士後期課程 0.40

3 2 － 6 博士（工学） 0.00 平成5年度

3 2 － 6 博士（工学） 0.33 平成6年度

応用化学・バイオ
サイエンス専攻

3 2 － 6 博士（工学）

0.83

0.33 平成5年度

機械システム工学専攻 3 2 － 6 0.50 平成5年度

①名　称：情報教育研究センター
　目　的：教育、研究及び事務処理等の適正な管理運用に努める
　所在地：神奈川県厚木市下荻野1030番地　　　設置年月：昭和58年3月
　規模等：総面積1,748㎡
　　　　（教育用ＰＣ）
　　　　　ハードウエア 富士通社製パソコンFMV-ESPRIMO D550/B 347台

②名　称：工学教育研究推進機構
　目　的：研究･教育活動の支援及び先端学術の研究
　所在地：神奈川県厚木市下荻野1030番地　　　設置年月：平成8年4月
　規模等：総面積 3,267.9㎡　/　大型設備装置（ナノテクノロジー室等10室）
　　　　　実験実習室（化学･物理）、研究開発プロジェクト、工作工場

③名　称：先進技術研究所
　目　的：先進技術による実用化を目的とする研究開発
　所在地：神奈川県厚木市下荻野1030番地　　　設置年月：平成26年6月
　規模等：総面積 1,038㎡　/　研究プロジェクト（3プロジェクト）

平成8年度3 2 － 博士（工学）

大 学 の 名 称 　神奈川工科大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員



平成28年度
入学
定員

収容
定員 平成29年度

入学
定員

収容
定員 変更の事由

神奈川工科大学 神奈川工科大学
工学部　 工学部　

120 480 120 480

電気電子情報工学科 70 280 ⇒ 電気電子情報工学科 78 312 定員変更(8)

応用化学科 60 240 応用化学科 60 240

臨床工学科 40 160 臨床工学科 40 160

情報学部　 情報学部　
情報工学科 140 560 ⇒ 情報工学科 155 620 定員変更(15)

95 380 ⇒ 100 400 定員変更(5)

情報メディア学科 150 600 ⇒ 情報メディア学科 165 660 定員変更(15)

50 200 ⇒ 55 220 定員変更(5)

40 160 ⇒ 50 200 定員変更(10)

40 160 40 160

応用バイオ科学部 応用バイオ科学部
応用バイオ科学科　 120 480 ⇒ 応用バイオ科学科　 125 500 定員変更(5)

栄養生命科学科　 80 320 栄養生命科学科　 80 320

看護学部 看護学部
看護学科　 80 320 看護学科　 80 320

1,085 4,340 1,148 4,592

神奈川工科大学大学院 神奈川工科大学大学院

工学研究科　博士前期課程 工学研究科　博士前期課程

機械工学専攻 14 28 機械工学専攻 14 28
電気電子工学専攻 16 32 電気電子工学専攻 16 32

16 32 16 32

機械システム工学専攻 14 28 機械システム工学専攻 14 28
情報工学専攻 18 36 情報工学専攻 18 36

6 12 6 12

84 168 84 168

工学研究科　博士後期課程 工学研究科　博士後期課程

機械工学専攻 2 6 機械工学専攻 2 6
電気電子工学専攻 2 6 電気電子工学専攻 2 6

2 6 2 6

機械システム工学専攻 2 6 機械システム工学専攻 2 6

情報工学専攻 2 6 情報工学専攻 2 6
10 30 10 30

計

学校法人幾徳学園　収容定員変更認可等に関わる組織の移行表　

創造工学部

自動車システム
　開発工学科

ロボット・
　メカトロニクス学科

ホームエレクトロニクス
　開発学科

機械工学科

情報ネットワーク・
　コミュニケーション学科

ロボット・
　メカトロニクス学科

ホームエレクトロニクス
　開発学科

計

創造工学部

機械工学科

自動車システム
　開発工学科

情報ネットワーク・
　コミュニケーション学科

応用化学・
　バイオサイエンス専攻

計

計

応用化学・
　バイオサイエンス専攻

ロボット・メカトロニクス
　システム専攻

計

応用化学・
　バイオサイエンス専攻

計

応用化学・
　バイオサイエンス専攻

ロボット・メカトロニクス
　システム専攻







Ｋ２

Ｋ１

Ｋ３

Ａ１

Ｅ３ Ｅ４

Ｅ６Ｃ３

Ｄ１

多目的グラウンド

スタジアム

テニスコート

Ｄ２

中央緑地公園

学校法人幾徳学園　神奈川工科大学　校舎配置図

校地面積：１２７，６７５．３５㎡（校舎敷地+運動場敷地）

　　　 敷地合計：134,503.75㎡（校舎敷地：89,659.42㎡、運動場用地：38,015.93㎡、その他敷地（駐車場、山中湖ｾﾐﾅｰﾊｳｽ等）：6,828.4㎡）

Ｒ

※赤色部分は校地面積に算入されない部分

※青色が申請学科にて利用する建物

学生駐車場：1,141.14㎡

来客駐車場：86.48㎡

来客駐車場：91.20㎡

Ｃ７

ｽﾏｰﾄﾊｳｽ認証ｾﾝﾀｰ：88.92㎡

来客駐車場：251.94㎡

　Ｆ１

山中湖ｾﾐﾅｰﾊｳｽ：5,168.72㎡

Ｋ４

Ｃ２
Ｃ５

Ｃ１

Ｃ６

Ｅ２

Ｄ３

Ｂ５

Ａ５Ａ６

Ｅ５

Ｂ７

Ｃ４

Ｅ１
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神奈川工科大学学則 

 

                                （昭和50年４月１日制定) 

 

      第１章  総    則 

      （目   的） 

第 １ 条  本学は、教育基本法に則り、学校教育法の定める大学として広く知識を授けると 

      共に深く専門の学芸を教授研究し、豊かな教養と円満な人格を備えた有為な人材を 

      育成して文化の発展と人類福祉の増進に寄与することを目的とする。 

        （建学の理念） 
第１条の２  本学は、広く勉学意欲旺盛な学生を集め、豊な教養と幅広い視野を持ち、創造性

に富んだ技術者を育てて科学技術立国に寄与するとともに、教育・研究を通じて地

域社会との連携強化に努める。 
（教育目的と目標） 

第１条の３  本学は、教育の目的・目標を「別表Ａ」に定め、これを公表するものとする。 
（人材の養成及び教育研究上の目的） 

第１条の４  本学は、学部、学科、課程ごとの人材の養成及び教育研究上の目的を「別表Ｂ」

にそれぞれ定め、これを公表するものとする。 
第１条の５ （自己評価等） 

  本学は、その教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成する 

      ため、本学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行うよう努 

      めるものとする。 

      （学部・学科及び収容定員） 

第 ２ 条  本学に次の学部及び学科を置き、その収容定員は次のとおりとする。 

学  部 学        科 入学定員 収容定員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工学部 

       

       

機械工学科 

電気電子情報工学科 

応用化学科 

臨床工学科 

120 名 

       78 名 

       60 名 

40 名 

  480 名 

  312 名 

  240 名 

160 名 

情報学部 情報工学科 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 

155 名 

100 名 

165 名 

620 名 

400 名 

660 名 

創造工学部 

       

自動車ｼｽﾃﾑ開発工学科 

ﾛﾎﾞｯﾄ・ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ学科 

ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ開発学科 

55 名 

       50 名 

       40 名  

  220 名 

  200 名 

160 名 

応用ﾊﾞｲｵ科学部 応用ﾊﾞｲｵ科学科 

栄養生命科学科 

125 名 

80 名 

500 名 

320 名 

看護学部 看護学科 80 名 320 名 

計 1,148 名 4,592 名  

２． 前項の他に教職課程及び学芸員課程を置く。 
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（留学生別科） 

第２条の２  本学に留学生別科を置く。 

    ２． 留学生別科の課程及び収容定員は、次のとおりとする。 

別科名 課 程 入学定員 収容定員 

留学生別科 日本語研修課程 40名 40名 

    ３． 留学生別科に関する規程は、別に定める。 

 

       第２章  職員組織 

      （職   員） 

第 ３ 条  本学に次の職員を置く。 

学 長 
教育職員（教授・准教授・講師・助教・助手及びその他の教員） 
事務職員・技術職員等 

    ２． 職員及びその職制に関する規則は別に定める。 

      （学   長） 

第 ４ 条  学長は、校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

        ２． 学長のもとに副学長を置くことができる。 

    ３．  副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

      （教育職員の職務） 

第  ５  条   教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力

及び実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事

する。 

２．  准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及

び実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事す

る。 

３．  助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識及び能力を有する

者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

４． 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事す

る。 

５．  講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

       （職員の事務分掌） 

第 ６ 条  学長のもとに教学事項に関する事務を分掌するため、副学長、学部長、学科長、

教務主任、学生部長、入学委員長、キャリア就職センター委員長、自己評価委員長、

図書館長、情報教育研究センター所長、工業教育研究推進機構長、教育開発センタ

ー所長、基礎・教養教育センター所長、系列総会会長、国際センター所長及び教職

教育センター所長を置く。 

     ２．  学長のもとに一般事項に関する事務を分掌するため事務局を置く。 

 

       第３章  教授会及び大学協議会 

            （教授会） 

第 ７ 条  大学に教授会を置く。 
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        ２． 教授会は、専任教授をもって組織する。 

    ３． 教授会は、学長が招集し、その議長となる。 

    ４． 教授会は、教授現在員の過半数が出席しなければ開催することができない。 

    ５． 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるもの

とする。 

       (1) 学生の入学、卒業及び課程の修了 

       (2) 学位の授与 

       (3) 前二号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見

を聴くことが必要なものとして学長が定めるもの。 

６． 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長その他の教授会が置かれ 

る組織の長（以下この項において「学長等」という。）がつかさどる教育研究に 

関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができ 

る。 

７． 教授会の組織には、准教授その他の職員を加えることができる。 

      （大学協議会） 

第７条の２  本学に大学協議会を置く。 

    ２． 大学協議会に関する規定は、別に定める。 

 

       第４章  修業年限・学年・学期及び休日・休業日 

      （修業年限） 

第 ８ 条  本学の修業年限は４年とする。 

      （在学期間） 

第 ９ 条  本学学生の在学期間は、通算して８年を超えることはできない。 

      （学   年） 

第 10 条  学年は４月１日より始まり３月31日に終わる。 

      （学   期） 

第 11 条  学年を分けて、次の２学期とする。 

      (1)前 期  ４月１日から９月３０日まで 

(2)後 期 １０月 1 日から３月３１日まで 

    ２．前項の規定にかかわらず、後期に属する授業科目は夏期休業終了後から始まる。 

（休   日） 

第 12 条  休日は次のとおりとする。 

       (1) 日 曜 日 

       (2) 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

       (3) 創立記念日  ５月７日 

２． 前項に定めた休日は都合により授業日にすることがある。 

      （休 業 日） 

第 13 条  休業日は次のとおりとする。 

       (1) 春期休業   ３月21日から    ４月７日まで 

       (2) 夏期休業   ７月21日から    ９月15日まで 

        (3) 冬期休業   12月21日から翌年１月10日まで 
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    ２． 前項に定めた休業日は都合により多少移動することがある。 

    ３． 臨時休業については、その都度学長が定めるものとする。 

 

       第５章  教育課程及び履修方法 

      （授業科目） 

第 14 条  本学の授業科目の区分は、次に示す共通基盤教育、専門教育並びに教職及び学芸

員に関する科目とする。 

      共通基盤教育：豊かな人間性と広い視野を養うとともに、総合的な判断力を養う 

ための科目群。 

      専門教育：科学技術者としての基盤を培うための専門基礎導入科目、専門基礎科目

並びにそれぞれの専門分野において有為な科学技術者を養成するための

専門科目群。 

      （授業科目及び単位数） 

第 15 条  授業科目の種類及び単位数は、別表第１から第４までのとおりとする。 

      （履修方法） 

第 16 条  学生は、前条に定める授業科目及び別に定める「履修規程」に従い授業科目（以 

      下「科目」という）を必修及び選択により履修しなければならない。 

    ２． 履修しようとする科目については、科目担当教員の承認を受けなければならない。 

        （他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第16条の２  学生が他の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位の 

      うち、教授会が教育上有益と認めたものは、３０単位を超えない範囲で本学におけ 

      る授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

     ２．  前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

        （大学以外の教育施設等における学修） 

第16条の３  学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣      

が別に定める学修（平成３年度文部省告示第68号）を、教授会が教育上有益と認め

た場合は、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

     ２． 前項により与えることができる単位数は、前条第１項により本学において修得し 

      たものとみなす単位数と合わせて３０単位を超えないものとする。 

       （入学前の既修得単位等の認定） 

第16条の４  学生が入学前に他の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得し 

      た単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）のうち、教授会が教育上有益 

      と認めたものは、本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことが 

      できる。 

      ２． 学生が入学前に行った前条第１項に規定する学修を、教授会が教育上有益と認め 

      た場合は、本学における履修とみなし、単位を与えることができる。 

      ３． 前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、 

      転学等の場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、合わせて 

      ３０単位を超えないものとする。 

       （科目の単位） 

第 17 条   各授業科目の単位数は、教授会において定めるものとする。 
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      ２． 授業科目の単位数の算定に当たっては、１単位の授業科目を４５時間の学修を必 

      要とする内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、原則として次 

      の基準により単位数を計算するものとする。 

       (1) 講義については、１５時間の授業をもって１単位とする。 

       (2) 演習については、３０時間の授業をもって１単位とする。 

       (3) 実験、実習、製図及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で必 

        要と認められる時間の授業をもって１単位とする。 

 (4) 講義と演習を併用する科目については、講義 10 時間と演習 10時間の授業をも

って 1 単位とする。 

      ３． 前項の規定にかかわらず、卒業研究等の授業科目については、その学修の成果を   

評価して単位数を定めることができる。 

      （１年間の授業期間） 

第17条の２  １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、３５週にわたることを原 

      則とする。 

      （修了認定の方法） 

第 18 条  科目修了の認定は、平素の成績及び筆記試験又は論文等による。但し実験・実習・

演習・製図・保健体育実技等は、平素の成績によって認定することができる。 

      （修了認定の資格） 

第 19 条  各科目について、出席すべき時間数の３分の２以上に達しない者は、その科目の 

      修了認定を受ける資格が与えられないものとする。 

      （修了認定の評価） 

第 20 条  科目の成績は、秀・優・良・可・不可の５段階をもって表示し、不可は、未修了      

とする。 

（成績評価基準等の明示） 

第 20 条の２   本学の授業科目は、授業の方法及び内容並びに 1年間の授業計画をあらかじめ明

示するものとする。 

２.   成績評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生

に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがって適切にお

こなうものとする。 

（教育職員の組織的研修等） 

第 20 条の３   本学は、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施す

るものとする。 

 

       第６章  卒業及び学位授与 

      （卒   業） 

第 21 条  本学に４年以上在学し、別表第５に規定する卒業要件を充足した者には、卒業証 

      書を授与する。 

      （教員の免許状） 

第 22 条  教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法及び教育 

      職員免許法施行規則に定める所要の単位を修得しなければならない。 

    ２． 本学の学科において、当該所要資格を取得できる教員の免許状の種類は、別表第
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４の３に掲げるとおりとする。 

      （学位授与） 

第 23 条  本学を卒業した者には、学科の分野により次の学位を授与する。 

（1）学士（工学） 

（2）学士（栄養学） 

（3）学士（看護学） 

 

       第７章  入学・転学・休学・復学・退学等 

      （入学の時期） 

第 24 条  入学の時期は、毎学年の始めとする。 

      （入学の資格） 

第 25 条  本学の第１年次に入学できるものは、次の各号の一に該当するものとする。 

       (1) 高等学校を卒業した者 

       (2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者 

        (3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる 

         者で文部科学大臣の指定したもの 

        (4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在 

          外教育施設の当該課程を修了した者 

       (5) 文部科学大臣の指定した者 

       (6) 大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）により文部科学大臣の行 

         なう大学入学資格検定に合格した者 

              (7) その他本学において、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上 

         の学力があると認めた者 

      （入学の許可） 

第 26 条  入学志願者に対しては、学力試験の結果及び出身学校長から送付された調査書等 

      を資料として選考し、入学を許可する。但し、必要に応じて面接試験を行うことが 

      ある。 

       

（入学手続） 

第 27 条  入学の許可を得た者は、指定の期限内に所定の様式による保証人連署の誓約書、 

      出身高等学校の卒業証明書、その他必要書類及び所定の入学納付金を提出しなけれ 

      ばならない。 

    ２． 前項の手続を指定の期限内に行なわなかった者については、入学許可を取り消す。 

      （保 証 人） 

第 28 条  保証人は、父母又は独立の生計を営む成年者で本人の身上に関する一切の責任を 

      負い得る者でなければならない。 

      （学士入学） 

第 29 条  本学を卒業し、さらに他の学科に入学を志願する者若しくは他の修学年限４年の 

      大学を卒業し、さらに本学に入学を志願する者があるときは、欠員のある場合に限 

      り、選考の上、入学を許可することがある。 

      （再 入 学） 
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第 30 条  やむを得ない事由により、本学の学籍を離れた者で同一学科に再入学を志願する 

      者があるときは、欠員のある場合に限り、選考の上、入学を許可することがある。 

      （編 入 学） 

第 31 条  第３年次又は２年次においては欠員ある場合は大学２年次又は１年次終了者、短 

      期大学卒業者、高等専門学校卒業者、専修学校の専門課程で文部科学大臣の定める      

基準を満たすものを修了した者及び学校教育法施行規則第92条の３で認められた入      

学志願者について試験を行い編入学を許可することがある。 

    ２． 編入学の時期は、学年始めとし、本人の既修の授業科目単位数についてはその一 

      部又は全部を本学において認定し、今後履修すべき授業科目、単位数を決定する。 

      （転部・転科） 

第 32 条  在学中に転部又は転科を志願する者があるときは、欠員のある場合に限り選考の      

上、転部又は転科を許可することがある。 

      （休   学） 

第 33 条  病気その他やむを得ない理由で休学しようとする者は、その理由を詳記した休学 

      願を保証人連署の上提出し、許可を受けなければならない。なお、病気のときは、 

      医師の診断書を添えなければならない。 

    ２． 休学の期間は１年を超えることはできない。但し、特別の事情があるときは、そ 

      の期間の延長を許可することがある。なお、その場合通算して４年以上になっては 

      ならない。 

    ３． 休学した期間は、これを在学期間に算入しない。 

      （復   学） 

第 34 条  休学者はその理由が消滅したときは、その旨を保証人連署の上願い出て許可を受 

      け、復学することができる。 

      （転   学） 

第 35 条  在学者が他の大学に入学又は転学しようとするときは、あらかじめ許可を受けな 

      ければならない。但し、二重学籍については、これを認めない。 

（退   学） 

第 36 条  在学者が退学しようとするときは、その事由を詳記した願書を保証人連署の上願 

      い出て、許可を受けなければならない。 

      （除   籍） 

第 37 条  次の各号の一に該当する者は除籍する。 

       (1) 在学期間が所定の年数を超える者 

       (2) 納付金等を滞納し催告してもこれに応じない者 

 

       第８章  外国人留学生 

      （外国人留学生） 

第 38 条  外国人で本学に留学を志願する者は、選考の上、入学を許可する。 

 

       第９章  研究生・科目等履修生・単位互換履修生・特別聴講学生 

      （研 究 生） 

第 39 条  研究生は、本学教員の直接の助言指導を受け、特定の研究課題について研究する 
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      ものとする。 

    ２． 研究生として入学を志願できる者は次のとおりとする。 

       (1) 本学又は他の大学を卒業した者 

       (2) 大学卒業程度の学力があると認められた者 

    ３． 研究生として入学を志願する者は、研究しようとする事項を記載した入学願書に 

      履歴書及び検定料を添えて願い出なければならない。また、入学願書には、指導教 

      員の選定につき希望を記載するものとする。 

    ４． 研究生の在学期間は１年とする。但し、引続き在学を希望する者に対しては、さ 

      らに在学期間を延長することができる。 

    ５． 研究生は、指導教員及び科目担当教員の承認を得て講義、実験及び演習等に出席 

      することができる。 

    ６． 研究生は、研究期間修了時に研究事項を記載した報告書を提出しなければならな 

      い。 

      （科目等履修生） 

第 40 条  第25条に定める者で本学において特定の科目の履修を志願する者があるときは、 

      一般の授業に支障のない場合に限り、選考の上、科目等履修生として入学を許可す 

      ることがある。 

    ２． 科目等履修生の入学時期は学期の始めとする。 

    ３． 科目等履修生で、履修科目の試験に合格した者に対しては、単位を与える。 

            （単位互換履修生・特別聴講学生） 

第 41 条  他の大学又は短期大学との協定に基づき、本学において特定の科目の履修を志願      

する者があるときは、選考の上、単位互換履修生又は特別聴講学生として入学を許      

可することがある。   

（研究生等の規則） 

第 42 条  特別の規定のない限り本学則の規程は、研究生、科目等履修生、単位互換履修生      

及び特別聴講学生にもこれを準用する。但し、第16条、第21条、第23条はこの限り      

でない。 

 

       第10章   入学検定料・学生納付金 

      （入学検定料・学生納付金） 

第 43 条  入学検定料及び年間学生納付金の納入額は「別表第６」に定めるとおりとする。 

      なお、研究生、科目等履修生及び特別聴講学生の納付金は「別表第７」に定めると      

おりとする。 

    ２． 学生納付金等は、所定の期限までに、納入しなければならない。 

    ３． 学生納付金中授業料は、年額を２回に均等分割し納入するものとする。 

       但し、研究生、科目等履修生及び特別聴講学生は分納を認めない。 

    ４． 在学生に対しては、事情により授業料の全額又は一部免除を行うことがある。 

    ５． 転学、退学した者又は、その在学した期間に対応する学生納付金を納入しなけれ

ばならない。 

    ６． 休学した場合、その休学期間中における学生納付金は、事由により該当期間中の 

      納付金を減免することがある。 
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    ７． 既に納付した納付金は、別に定めがある場合を除き、これを返還しない。 

       第11章  賞    罰 

      （表   彰） 

第 44 条  在学生にして人物並びに学業優秀な者に対しては、これを表彰することがある。 

      （懲   戒） 

第 45 条  本学所定の規則に違反し、秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者は懲 

      戒処分とする。 

    ２． 懲戒は訓告、停学及び退学とする。 

      （懲戒による退学） 

第 46 条  前条の退学は、次の各号のいずれかに該当する者について行うことができる。 

       (1) 性行不良で改善の見込みがないと認められた者 

       (2) 学内の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

       (3) 学業を怠り成業の見込がないと認められた者 

       (4) 正当の理由がなくて出席が常でない者 

 

       第12章  学生の指導と課程外教育 

      （生活指導） 

第 47 条  在学生の個人並びに集団の生活指導と課程外の教育を重視し、そのための諸機関 

      を置く。 

（健康管理） 

第 48 条  在学生の健康管理のために健康管理室を置く。 

 

       第13章  研 究 所 

      （研 究 所） 

第 49 条  本学に必要に応じて研究所を置くことができる。 

    ２． 研究所に関する規程は、別に定める。 

 

       第14章  公開講座及び講習会等 

      （公開講座等） 

第 50 条  本学は、文化の向上、成人教育その他の目的のために公開講座・講習会等を開設 

      することがある。 

附  則１． この学則の実施に関する必要な細則は、別に「履修規程」等に定める。 

    ２． この学則は、昭和50年４月１日から施行する。 

    ３． この学則の改正は、昭和53年４月１日から施行する。 

    ４． この学則の改正は、昭和54年４月１日から施行する。 

    ５． この学則の改正は、昭和55年４月１日から施行する。 

    ６． この学則の改正は、昭和56年４月１日から施行する。 

    ７． この学則の改正は、昭和57年４月１日から施行する。 

    ８． この学則の改正は、昭和58年４月１日から施行する。 

    ９． この学則の改正は、昭和59年４月１日から施行する。 

    10． この学則の改正は、昭和60年４月１日から施行する。 
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    11． この学則の改正は、昭和61年４月１日から施行する。但し、第２条の規定にかか 

      わらず昭和62年度から平成６年度までの間の入学定員は次のとおりとする。 

学   部 学            科 入学定員    

   

   

   

   

   

     

工 学 部 

機械工学科 

電気工学科 

工業化学工学科 

機械システム工学科 

情報工学科 

１８０名 

１８０名 

１７０名 

１００名 

１００名 

計 ７３０名 

  12． この学則の改正は、昭和62年４月１日から施行する。 

    13． この学則の改正は、昭和63年４月１日から施行する。 

    14． この学則の改正は、平成元年４月１日から施行する。 

    15． 第２条及び附則11の定めにかかわらず、機械システム工学科及び情報工学科の入 

      学定員については、平成２年度から平成10年度までの間次のとおりとする。 

           

               

              

学   部 学            科 入学定員 

 
工 学 部 

機械システム工学科 

情報工学科 

    １３０名 

    １３０名 

       この学則の改正は、平成２年４月１日から施行する。 

    16． この学則の改正は、平成３年４月１日から施行する。 

    17.  第２３条の改正は、平成４年３月１日から施行する。 

    18.  この学則の改正は、平成４年４月１日から施行する。 

    19.  この学則の改正は、平成５年４月１日から施行する。 

    20.  この学則の改正は、平成６年４月１日から施行する。 

    21.  第２条及び附則11の定めにかかわらず、機械工学科、電気電子工学科及び工業化 

      学工学科の入学定員については、引き続き平成７年度から平成11年度までの期間に 

      おいて次のとおりとする。 

           

           

             

           

学   部 学            科 入学定員    

   

   

   

工 学 部 

機械工学科 

電気電子工学科 

工業化学工学科 

    １８０名 

    １８０名 

    １７０名 

       この学則の改正は、平成７年４月１日から施行する。 

       ただし、神奈川工科大学工学部電気工学科の名称は、改正後の学則第２条、第22 

      条第２項、別表第２、別表第３、別表第５及び附則２１（入学定員に限る）の規定 

      にかかわらず、平成７年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなく 

      なるまでの間、存続するものとする。 

    22.  附則21に定める工業化学工学科の学科名称は、平成８年度から応用化学科とする。 

    23.  この学則の改正は、平成８年４月１日から施行する。 

       ただし、神奈川工科大学工学部工業化学工学科の名称は、改正後の学則第２条、 

      第22条第２項、別表第２、別表第３、別表第５及び附則２２の規定にかかわらず、 

      平成８年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、 

      存続するものとする。 
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    24.  第２条及び附則15の定めにかかわらず、情報工学科の入学定員については、平成 

      ９年度から平成10年度までの間次のとおりとする。 

          

             

学   部 学            科 入学定員    

  工 学 部 情報工学科     １９０名 

       この学則の改正は、平成９年４月１日から施行する。 

        25.   この学則の改正は、平成10年４月１日から施行する。 

        26.   第２条、附則11、附則15及び附則24の定めにかかわらず、機械システム工学科及 

      び情報工学科の入学定員については、平成11年度に限り次のとおりとする。 

学   部 学      科 入学定員 

工 学 部 機械システム工学科 

情報工学科 

  １３０名 

  １９０名 

             この学則の改正は、平成11年４月１日から施行する。 

              ただし、神奈川工科大学工学部機械システム工学科の名称は、改正後の学則第２ 

      条、第22条第２項、別表第２、別表第３、及び別表第５の規定にかかわらず、平成 

      11年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続 

      するものとする。 

 27．  この学則の改正は、平成12年４月１日から施行する。                         

          ただし、第２条の規定にかかわらず、機械工学科、電気電子工学科、応用化学科、 

          システムデザイン工学科、情報工学科の平成12年度の入学定員は次のとおりとする。 

学   部 学        科 入学定員                  

                 工 学 部 機械工学科 

電気電子工学科 

応用化学科 

システムデザイン工学科 

情報工学科 

   １６０名 

  １６８名 

   １６４名 

   １２７名 

   １７０名 

 
     28．  この学則の改正は、平成13年４月１日から施行する。                         

          ただし、第２条の規定にかかわらず、機械工学科、電気電子工学科、応用化学科、 

          システムデザイン工学科、情報工学科の平成13年度の入学定員は次のとおりとする。 

 

学   部 学        科 入学定員                  

工 学 部 機械工学科 

電気電子工学科 

応用化学科 

システムデザイン工学科 

情報工学科 

  １６０名 

    １６６名 

    １６３名 

    １２４名 

   ２１５名 

 
       29.  この学則の改正は、平成14年４月１日から施行する。 

          ただし、第２条の規定にかかわらず、機械工学科、電気電子工学科、応用化学科、 

          システムデザイン工学科の平成14年度の入学定員は次のとおりとする。 
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学   部    学        科    入学定員 

工 学 部 機械工学科 

電気電子工学科 

応用化学科 

システムデザイン工学科 

１５０名 

１４４名 

１５２名 

１２１名 

        
     30． この学則の改正は、平成15年４月１日から施行する。 

          ただし、第２条の規定にかかわらず、機械工学科、電気電子工学科、応用化学科、 

          システムデザイン工学科の平成15年度の入学定員は次のとおりとする。 

 学   部    学        科    入学定員                  

 工 学 部 機械工学科 

電気電子工学科 

応用化学科 

システムデザイン工学科 

  １４６名 

    １４２名 

    １５１名 

    １１７名 

              なお、工学部情報工学科は、平成15年３月31日をもって廃止する。 

また、平成15年３月31日に工学部情報工学科に在学し、平成15年４月１日に情報 

      学部情報工学科に在学する者が、工学部情報工学科で修得した単位は、情報学部情 

      報工学科で修得したものとみなす。 

        31． この学則の改正は、平成16年４月１日から施行する。 

              なお、工学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科は、平成16年３月31日をもって廃止する。 

      また、平成16年３月31日に工学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科に在学し、平成16年４月１日に 

      情報学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科に在学する者が、工学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科で修得した単 

      位は、情報学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科で修得したものとみなす。 

    32.  この学則の改正は、平成17年４月１日から施行する。 

        33.  この学則の改正は、平成18年４月１日から施行する。  

       なお、工学部システムデザイン工学科及び福祉システム工学科は、平成 18 年３

月 31 日をもって廃止する。ただし、工学部電気電子工学科、システムデザイン工

学科及び福祉システム工学科は、改正後の学則第２条、第 22 条第２項、別表第１、

別表第２別表第３、及び別表第５の規定にかかわらず、平成 18 年３月 31 日に当該

学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 
34． この学則の改正は、平成 19年４月１日から施行する。 

        35.   この学則の改正は、平成 20 年 4月 1 日から施行する。 

              なお、工学部自動車システム開発工学科、ロボット・メカトロニクス学科及び応

用バイオ科学科は、平成 20 年 3 月 31 日をもって廃止する。また、平成 20 年 3

月 31 日に工学部自動車システム開発工学科、ロボット･メカトロニクス学科及

び応用バイオ科学科に在学し、平成２０年４月１日に創造工学部自動車システム

開発工学科及びロボット･メカトロニクス学科並びに応用バイオ科学部応用バイ

オ科学科に在学する者が、工学部自動車システム開発工学科で修得した単位は、

創造工学部自動車システム開発工学科で修得したものとみなし、工学部ロボット･

メカトロニクス学科で修得した単位は、創造工学部ロボット･メカトロニクス学科

で修得したものとみなし、工学部応用バイオ科学科で修得した単位は、応用バイ
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オ科学部応用バイオ科学科で修得したものとみなす。 

36． この学則の改正は、平成 21 年４月１日から施行する。 

37． この学則の改正は、平成 22 年４月１日から施行する。 

38． この学則の改正は、平成 23 年４月１日から施行する。 

39． この学則の改正は、平成 24 年４月１日から施行する。 

40． この学則の改正は、平成 25 年４月１日から施行する。 

41． この学則の改正は、平成 26 年４月１日から施行する。 

42． この学則の改正は、平成 27 年４月１日から施行する。 

43． この学則の改正は、平成 28 年４月１日から施行する。 

44． この学則の改正は、平成 29 年４月１日から施行する。 

 

 

 

 
 
 



1 

別表Ａ「教育目的と教育目標」 

『考え、行動する人材の育成』 －社会で活躍できる人づくり－ 

この教育目的を実現するために、以下の４項目を本学の教育目標とする。 

（1）創造する力 

（2）豊かな人間性 

（3）コミュニケーション能力 

（4）基礎学力 

 
 
別表Ｂ「学部、学科等の人材の養成及び教育研究上の目的」 
【基礎・教養教育センター】 

基礎科目、教養科目を通して、工学系、情報系、バイオ系の専門教育を学ぶための共通の基礎的な

知識を身に付け、また、社会人として生きていくための教養をもち、自分で物事を考えていくことの

できる能力を身に付けることを目的とする。 
【教職課程】 

社会や子どもの変化にともなう多様な教育ニーズに対応できる能力を養うとともに、個性豊かな創

造性や新たな課題へ積極的に挑戦できる意欲と実践力を持つ教師の育成を目的とする。特に本学の特

質を生かし、工学基礎学力をもとにした科学教育に貢献できる教師の育成を目指す。 
【学芸員課程】 
欧米では早くから学校教育や生涯教育の一環として、博物館を利用しての教育が盛んに行われてき

ており、わが国においても近年この気運が特に高まってきている。博物館には人類の築いてきた文化

遺産やその研究成果が、工芸品や古文書、標本といった主として「モノ」の形をとって所蔵･展示され

ているが、博物館の専門職として博物館法に定められた専門事項に加えて、科学や文化に深い理解と

洞察を有する資質豊かな学芸員を育成することを目的とする。 

【工学部】 
「工学の基幹となるべき基礎的分野を十分に教授し、併せてグローバル化を志向する」ことを柱と

し、さらに、人類の要望と、地球・地域環境の保全、エネルギー源の確保など、国際的な課題につい

てイノベーションが求められており、工学技術の新しい展開に関して基礎から応用へ向けて創造性を

身に付けた人材を養成することを目的とする。  
○機械工学科 
豊かな教養と幅広い視野をもち、創造性豊かで探求心あふれる機械技術者を養成することを教育方

針とする。また、技術者としての社会的責任と倫理観をもち、急変する地球環境の保全やグローバル

化・高度化する工業製品の開発・設計・生産に貢献できる技術者を養成する。さらに、機械工学の基

礎知識を十分に身につけ、これをもとに、生涯にわたって機械および機械システムを設計する能力を

継続的に構築できる技術者を養成することを目的とする。 
○電気電子情報工学科 

基礎学力の修得を重視し、体験型授業によりコミュニケーション能力、問題解決（デザイン）能力、

情報活用力を養い、社会的要請に応えられる能力を備えた技術者を養成する。特に、学生の個性を生

かした有為な技術者を養成することを目的とする。 
○応用化学科 
応用化学は多岐にわたる産業基盤技術の礎であり、なおかつ学際、専門領域の基礎となる学問であ

る。そのため、応用化学諸分野（生物化学、医薬有機合成、環境化学、エネルギー化学）で必須とな

る基礎知識の習熟と応用力を養成し、さらに社会の要請に沿った柔軟な発想力と優れたコミュニケー

ション能力を有する科学技術者を養成することを目的とする。 
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○臨床工学科 
臨床工学に関する専門的知識と実践的技術を有し、医療機器の安全性確保と有効性維持に貢献する

とともに、チーム医療の中で臨床工学技士の役割を果たしていくことができる人材を養成する。また、

医療機器関係を扱う技術者として必要となる工学や医学の基本的な知識と高度化する医療技術や医療

機器に関する専門知識と技術を身に付け、医療機器を研究開発するための基礎的素養を養成すること

を目的とする。 
【情報学部】 
数理科学および自然科学的素養に加えて、情報システム、ネットワーク応用システム、メディアコ

ンテンツなどの開発に深く係わる社会科学的素養も十分身に付けた新しいタイプのエンジニアを養成

するとともに、幅広い視野と実践力を持つ情報技術（ＩＴ）分野の総合エンジニア、すなわち「理系

のスキルと文系のセンスを兼ね備えたＩＴのプロフェッショナル」を養成することを目的とする。 
○情報工学科 
情報工学は電気、制御、数理などの工学分野と密接な関係を持ち、さらに、生命科学、社会科学、

人文科学、経営科学をも基盤とする。また、極めて広範囲の応用分野を持つ特性を踏まえ、各種のシ

ステム・ソフトウエア技術を機軸とする高度な専門性とともに、多方面の専門家と協調しつつ問題解

決を図るコミュニケーション力と、深い教養と幅広い視野を身につけた創造性豊かな情報技術者を養

成することを目的とする。 
○情報ネットワーク・コミュニケーション学科 

インターネットや携帯電話を初めとする日常生活の重要な社会基盤である情報ネットワークのさら

なる高度化を実現する担い手として、情報処理基礎技術とネットワーク技術およびその応用技術の全

てに精通した、新しい情報ネットワーク技術者を養成することを目的とする。 
○情報メディア学科 

豊かな教養と幅広い視野を持ち、創造性豊かで探究心あふれる情報メディア技術者やコンテンツ制

作者を養成することを教育方針とする。また、社会人者としての社会的責任と倫理観を持ち、拡大す

る情報メディアとそれを利用するアプリケーションやコンテンツを生涯にわたって開発し、創作でき

る人材を養成することを目的とする。 
【創造工学部】 
人にも環境にも優しい社会の創出を目指し、裾野の広い業界を有し、かつ技術の発展とともにたえ

ず先進性を追求している分野を取り扱い、「ものづくり」に強い人材を育成することを教育方針とする。

具体的には、工学と情報をベースに、ものづくりデザイン教育を柱として（学部共通科目として位置

づけている）、創造性、発案力、企画力、分析力、展開力を修得し、問題発見解決型の素養を身に付け

た人材を養成することを目的とする。 
○自動車システム開発工学科 
基礎となる工学技術を統合し、それらを自動車に代表される製品開発に応用できる技術者を養成す

る。つまり、製品開発の源流（市場調査や企画）を含め、製品の仕様決定、概念設計、詳細設計、実

験、製造等の一連の過程を担え、自らの手で情報を入手し、適切に判断できる技術者を育成する。と

りわけ、自動車におけるインテリジェント化、環境、安全性、快適性に対する理解を深め、これから

の自動車産業を支える技術者を養成することを目的とする。 
○ロボット・メカトロニクス学科 
確かな技術力と幅広い視野を身につけ、自ら問題を発見して解決できる能力を有する高度な技術者

を育成することを目的とする。具体的には、人々の生活を豊かにする次世代の“ロボット”や“生活

支援機器”を開発する技術者を育てる。そのため、機械工学、電気電子工学、情報工学などのロボッ

ト・メカトロニクスの要素技術に加え、人と関わり合う“次世代ロボット”に必要な人間工学やプロ

ダクトデザインの知識も学ぶ。さらに、システムインテグレーションの代表であるロボットやマイク

ロコンピュータを利用した組み込み機器などをテーマにした創造教育により、修得した知識を実際の

ものづくりに活かせる確かな技術者を養成する。 
○ホームエレクトロニクス開発学科 
人間と社会との関わりを理解した上で、社会に貢献できるものづくり技術者を養成することを目的

とする。具体的には、電気電子工学の基礎や ICT 技術を修得し、家庭でのエネルギー管理や家電製品

の機能と構成技術の理解を深め、製品開発などをテーマとしたプロジェクト学習やデザイン教育を通

して修得した課題解決力や企画提案力を備えた技術者を養成する。 
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【応用バイオ科学部】 
生命科学は、「バイオテクノロジー」に基盤を置いた「細胞、DNA、微生物など」のミクロな分野

から、エンジニアも含む「食糧生産、エネルギー生産、医薬品生産、環境保全など」で展開されるマ

クロな分野までの幅広い領域を包括する学問である。本学部では「生命科学」をはじめ、生命科学に

関連する「健康科学」や「栄養科学」を含む幅広い基礎知識と高い実践力に加え、生命科学や栄養学

などに関する基礎的な素養を持ち、豊かな創造性とチャレンジ精神を身に付けたバイオ技術者・バイ

オ支援技術者や科学的センスに富んだ管理栄養士を養成することを目的とする。 
○応用バイオ科学科 

生命科学を生活に役立てるための基本的な知識を持ち、さらに最新の生命科学技術を学ぶことによ

り、地域社会はもとより、地球社会に貢献でき、国際性豊かに活躍できるバイオ技術者、バイオ支援

技術者を養成することを目的とする。 
○栄養生命科学科 

健康な社会を目指すとともに、環境を大切にし、人間としての優しさ、豊かさ、思いやりをもてる

人材の育成を目指す。そして、「生命科学」「健康科学」および「栄養科学」を学修することにより、

健康・保健教育・指導や栄養教育・指導の実践を担える科学的センスに富んだ管理栄養士並びに食品

衛生管理者、食品衛生監視員、栄養教諭を養成することを目的とする。 

【看護学部】 
豊かな人間性の形成により、生命の尊厳を基調とした倫理観を身につけ、看護技術に関する専門の

技能を有して、看護技術の革新の推進やそれを役立たせることを職業とし、地域社会の保健・医療・

福祉の向上に貢献することができる看護師を養成することを目的とする。 
○看護学科 

看護学分野に関する基礎的な知識及び基本的な技術と実践能力を有したうえで、看護師として生涯

成長し続けるための基盤となる資質と能力を有すると共に、他の医療関係職種と連携・協働して、地

域社会の医療体制の整備と充実に寄与することのできる人材を養成することを目的とする。 

 
 
 
 



別表第１　共通基盤教育（２０１７年度入学生）

Ｍ－工学部機械工学科(ＭF－航空宇宙学専攻、ＭＳ－ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース､ＭＪ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース)

Ｅ－工学部電気電子情報工学科

　　（ＥＡ－実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＢ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＣ－電気工事･施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ）

Ｃ－工学部応用化学科（ＣＡ－化学応用コース、ＣＪ－総合化学ｴﾝｼﾞﾆｱコース）

Ａ－工学部臨床工学科

Ｉ－情報学部情報工学科（スポーツ情報科学コース、サウンドコミュニケーションコース含む）

Ｎ－情報学部情報ネットワーク・コミュニケーション学科（スポーツ情報科学コース、サウンドコミュニケーションコース含む）

Ｄ－情報学部情報メディア学科（スポーツ情報科学コース、サウンドコミュニケーションコース含む）

Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科

Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科

Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科

Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科

Ｌ－応用バイオ科学部栄養生命科学科

Ｕ－看護学部看護学科

看護学部

MS MJ MF EA EB EC CA CJ Ａ I N D V RS H B L Ｕ
導入系 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ － － － □ 2 3

○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ － － － － ○ ○ ◎ － － － □ 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ － － － ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ □ 2 *3

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ － 2 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3

暮らしの経済 ○ ○ ○ ○ ◇ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

日本国憲法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

日本近現代史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

ヨーロッパの歴史と文化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

アジアの文化と社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

少子高齢化と社会問題 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

マスメディア論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

宗教と倫理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

比較文化論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

芸術論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

社会参加とボランティア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

国際化と異文化理解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

現代社会の心理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 1・2

環境論 ○ ○ ○ ○ ◇ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1・2

人文社会科学演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 3

哲学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

倫理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

文学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

教育学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

心理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・*3

政治学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

経済学 ○ ○ ○ ○ ◇ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

法学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2・3

社会学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 2・3

企業と経営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 2 2・3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 1 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 1 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 1 1・2・3・4

○ ○ ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 1 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 1 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 1 1・2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 1 1・2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1 2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 2

○ ◎ ○ ○ □ ○ － － － ○ ○ ○ ○ － ○ － ○ ◎ ◎ 1 3

○ ◎ ○ ○ □ ○ － ◎ － ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ◎ 1 3

○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1

○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1

○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 1 1

○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1 2・3

○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1 3

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 2 1・2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 2 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ◎ ○ ○ ○ － ○ 2 3

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ 2 1・2・3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ 2 1・2・3

○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － ◎ － － － ○ 2 1・2・3

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ 1 1

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ 2 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － ◎ 2 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ 2 2・3
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(注) １．「身の回りの数学」「実感する科学Ⅰ・Ⅱ」の配当期は、各学科の時間割で確認すること。

２．倫理系の「生命倫理」は、看護学部看護学科のみ1年前期に開講する。

３．人文社会系（ｂ群）「心理学」は、看護学部看護学科のみ3年後期に開講する。　

言
語
応
用
系

数

理

情

報

系

キ
ャ

リ
ア
系 業界研究

インターンシップ

実感する科学Ⅰ

実感する科学Ⅱ

情報リテラシー

キャリア設計

キャリア開発

特別
専攻

倫
理
系

人
文
社
会
系

社会時事・討論演習

グローバル・コミュニケーション

社会・経済事情

ａ
群

特別専攻－機械工学、環境エネルギー、医生命科学、ＩＣＴスペシャリスト、次世代自動車開発、ロボットクリエータ

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

授業科目

必選別

単位数 標準年次工学部 情報学部 創造工学部 応用バイオ科学部

早期インターンシップ準備演習

早期インターンシップ

TOEIC Ⅱ

Reading and Listening A-Ⅰ

Reading and Listening A-Ⅱ

Reading and Listening B-Ⅰ

Reading and Listening B-Ⅱ

日本語表現技術

プレゼンテーション技術

ListeningⅡ

技術文章の書き方

身の回りの数学

科学技術英語Ⅱ

英会話Ⅰ

英会話Ⅱ

総合英語演習

TOEIC Ⅰ

英語Ⅳ

ReadingⅠ
ReadingⅡ
ReadingⅢ
ReadingⅣ

ListeningⅠ

英
語
基
礎
系

ListeningⅢ
ListeningⅣ
科学技術英語Ⅰ

レクレーションスポーツ

生涯スポーツ実技

学外スポーツ

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語Ⅲ

健康・スポーツ科学実習Ⅰ

健康・スポーツ科学実習Ⅱ健
康
･
ス

ポ
ー

ツ
系

新聞理解表現演習Ⅰ

新聞理解表現演習Ⅱ

実践プレゼンテーション・スキル

合計

スタディスキル

情報社会と情報倫理

技術者倫理

生命倫理

現代社会講座

英語Ⅴ

ｂ
群

ｃ
群

英語Ⅵ



別表第１（２０１７年度入学生）

外国語系科目

看護学部

MS MJ MF EA EB EC CA CJ Ａ I N D V RS H B L Ｕ

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 2

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 2

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ － － △ 2

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 1・2・3・4

△ △ △ △ △ △ △ △ － △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 1・2・3・4

(注)

留学生科目

看護学部

MS MJ MF EA EB EC CA CJ Ａ I N D V RS H B L Ｕ

○ － ○ ○ － ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － 2

○ － ○ ○ － ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － 2

○ － ○ ○ － ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － 3

○ － ○ ○ － ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － 3

○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － 1

○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － 1

(注) 1.留学生以外の履修は、認めない。

2.人文社会系、英語基礎系および言語応用系の一部科目に読み替えることがある。

（△自由、－配当なし）

授業科目

必選別

単位数 標準年次工学部 情報学部 創造工学部

ドイツ語 2

フランス語 2

中国語

応用バイオ科学部 特

別

専

攻

2

海外研修英語 2

（○選択、－配当なし）

授業科目

必選別
特
別
専
攻

合計

自己表現法Ⅰ 2

言語と文化Ⅰ 2

標準年次

日本語・日本事情Ⅱ 2

言語と文化Ⅱ 2

10

１．卒業要件上、任意として集計される。

単位数工学部 情報学部 創造工学部

3.但しＣＪコース生に読み替えはしない。

合計 12

海外異文化研修 2

自己表現法Ⅱ 2

日本語・日本事情Ⅰ 2

応用バイオ科学部



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

工学部　機械工学科

Ｓ：クリエイティブエンジニアコ－ス　Ｊ：グロ－バルエンジニアコ－ス　Ｆ：航空宇宙学専攻　
Ｔ：機械工学特別専攻　

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

Ｓ Ｊ Ｆ Ｔ
微分積分学Ⅰ-ｃ □ □ □ － 3 1
微分積分学Ⅰ-ｄ □ □ □ － 3 1
解析学Ⅰ － － － ◎ 3 1
基礎数学 □ － － － 2 1
微分積分学Ⅱ-ｃ □ □ □ － 3 1・2
微分積分学Ⅱ-ｄ □ □ □ ◎ 3 1・2
線形代数学Ⅰ-ａ □ □ □ － 2 1
線形代数学Ⅰ-ｂ □ □ □ ◎ 2 1
線形代数学Ⅱ-ａ □ □ □ － 2 1
線形代数学Ⅱ-ｂ □ □ □ ◎ 2 1

機械系数学 ○ ◎ ◎ ◎ 2 2
ベクトル解析 ○ ○ ○ ○ 2 2
フーリエ解析 ○ ○ ○ ○ 2 2
確率統計 ○ ◎ ◎ － 2 2
確率統計Ｓ － － － ◎ 2 2
関数論Ⅰ ○ ○ ○ － 2 2
関数論Ⅱ ○ ○ ○ － 2 2
物理・化学ユニットプログラム ◎ ◎ ◎ － 3 1
物理・化学ユニットプログラムＳ － － － ◎ 3 1

基礎力学Ⅰ-ａ ■ － ■ － 2 1
基礎力学Ⅰ-c □ □ □ － 3 1
基礎力学Ⅰ-ｄ □ □ □ － 3 1
物理学Ａ － － － ◎ 3 1
基礎力学Ⅱ-ａ ■ － ■ － 2 2
基礎力学Ⅱ-c □ □ □ － 3 1
基礎力学Ⅱ-ｄ □ □ □ － 3 1
物理学Ｂ － － － ◎ 3 1
基礎電磁気学Ⅰ-ａ □ □ □ － 2 1
基礎電磁気学Ⅰ-ｂ □ □ □ － 2 1
物理学Ｃ － － － ◎ 2 2
基礎電磁気学Ⅱ-ａ □ □ □ － 2 2
基礎電磁気学Ⅱ-ｂ □ □ □ － 2 2
物理学Ｄ － － － ◎ 2 2

振動と波動 ○ ○ － ○ 2 2
熱・統計物理学 ○ ○ － ○ 2 3
量子物理 ○ ○ － ○ 2 3
基礎化学Ⅰ-ａ ○ ○ ○ － 2 1
基礎化学Ⅱ-ａ ○ ○ － － 2 1
化学Ａ － － － ○ 2 1
化学Ｂ － － － ○ 2 1
基礎生物学 ○ ○ － － 2 2
生物学概論Ⅰ ○ ○ － － 2 1
生物学概論Ⅱ ○ ○ － － 2 1
ライフサイエンスⅠ － － － ○ 2 1
ライフサイエンスⅡ － － － ○ 2 1
地学概論Ⅰ ○ ○ － ○ 2 2
地学概論Ⅱ ○ ○ － ○ 2 2
材料力学Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1

材料力学Ⅱ □ － － － 2 2
材料力学ⅡJ □ ◎ ◎ ◎ 2 2

生産加工学 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2
流れ学Ⅰ □ － － － 2 2
流れ学ⅠJ □ ◎ ◎ ◎ 2 2
流れ学Ⅱ □ － － － 2 2
流れ学ⅡJ □ ◎ ◎ ◎ 2 2
熱力学Ⅰ □ － － － 2 2
熱力学ⅠJ □ ◎ ◎ ◎ 2 2
熱力学Ⅱ □ － － － 2 2
熱力学ⅡJ □ ◎ ◎ ◎ 2 2

◎ ◎ ◎ ◎ 2 2
機械力学Ⅰ □ － － － 2 2
機械力学ⅠJ □ ◎ ◎ ◎ 2 2

○ － － － 2 2
応用力学J － ◎ － ◎ 2 2
機械工学特別演習Ⅰ － － － ◎ 1 1
機械工学特別演習Ⅱ － － － ◎ 1 1
機械工学特別演習Ⅲ － － － ◎ 1 2
機械工学特別演習Ⅳ － － － ◎ 1 2

単位数 標準年次

専
門
基
礎
導
入

b
群

c
群
d
群

a
群

c
群
d
群
e
群

機械力学入門

教育
区分

授　業　科　目

応用力学

専
門
基
礎

f
群

必選別

e
群

f
群

g
群

h
群

a
群

b
群



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

工学部　機械工学科

Ｓ：クリエイティブエンジニアコ－ス　Ｊ：グロ－バルエンジニアコ－ス　Ｆ：航空宇宙学専攻　
Ｔ：機械工学特別専攻　

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

Ｓ Ｊ Ｆ Ｔ
プログラミング基礎 ○ ○ ○ － 2 1
実践プログラミング ○ ○ ○ － 2 2
数値シミュレ－ション ○ ○ ○ － 2 3
機械及び電気工学実験 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2
機械工学特別講義 ○ ○ － ○ 1 3
航空宇宙学特別講義 － － ◎ ○ 1 3
輪講 ○ ○ ○ ○ 2 4
材料力学Ⅲ ○ ◎ ◎ ◎ 2 2
材料工学 ○ ◎ ◎ ◎ 2 2
流体力学 ○ ○ ○ ○ 2 3
応用熱力学 ○ ○ ○ ○ 2 3
伝熱工学 ○ ◎ ○ ◎ 2 3
機械力学Ⅱ ○ － － － 2 3
機械力学ⅡＪ － ◎ ○ ◎ 2 3
制御工学 ○ ◎ ◎ － 2 3
ロボット工学 ○ ○ － ○ 2 4
自動車工学 ○ ○ － ○ 2 3
航空宇宙工学 ○ ○ ○ ○ 2 3

飛行力学入門 － － ◎ ○ 2 2
飛行力学 － － ○ ○ 2 3
航空宇宙工学概論 － － ○ ○ 2 1
航空無線工学（認定） － － ○ － 2 2
航空宇宙機構造力学 － － ◎ ○ 2 3
高速空気力学 ○ ○ ○ ○ 2 4
航空宇宙推進工学 ○ ○ ○ ○ 2 3
宇宙機システム工学 － － ○ ○ 2 3
航空宇宙通信システム － － ○ ○ 2 4
飛行制御概論 － － ○ ○ 2 2
航空法概論 － － ○ ○ 2 2
留学英語Ⅰ ○ ○ ○ － 3 1
留学英語Ⅱ ○ ○ ○ － 3 1
留学英語Ⅲ ○ ○ ○ － 1 2
留学英語Ⅳ ○ ○ ○ － 2 2
Aviation Fundamental and English － － ○ － 3 2
海外航空宇宙学研修Ａ － － ○ － 2 3
海外航空宇宙学研修Ｂ － － ○ － 2 3
海外航空宇宙学研修Ｃ － － ○ － 2 3
海外航空宇宙学研修Ｄ － － ○ － 2 3
機械設計法Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2
機械設計法Ⅱ ◎ ◎ ○ ◎ 2 2
機械製図基礎 ◎ ◎ ◎ ◎ 1 2
創造実験 － ○ ○ － 2 3
海外機械工学研修Ⅰ ○ ○ ○ － 2 1・2・3
機械製図ユニット ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2
創造設計ユニットⅠ ◎ － － － 4 3
機械設計製図ユニット － ◎ － □ 2 3
航空機設計 － － ◎ □ 2 3
機械工学プロジェクトⅠ ◎ ◎ － □ 2 1
機械工学プロジェクトⅡ ◎ ◎ － □ 2 1
航空宇宙実験プロジェクト － － ◎ □ 4 1
航空宇宙プロジェクト － － ○ － 2 3
創造設計ユニットⅡ □ － － － 4 3
機械応用実験 － □ □ ○ 2 3
海外機械工学研修Ⅱ □ □ □ □ 4 3
海外機械工学特別専攻留学 － － － □ 2 3
1年生機械工学特別専攻ゼミⅠ － － － ◎ 1 1
1年生機械工学特別専攻ゼミⅡ － － － ◎ 1 1
2年生機械工学特別専攻ゼミⅠ － － － ◎ 1 2
2年生機械工学特別専攻ゼミⅡ － － － ◎ 1 2
卒業研究Ⅰ － ○ ○ ○ 3 3
卒業研究Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ 6 4

（Stop the CO2 プログラム）
Stop the CO2 入門 ○ － － － 2 1
Stop the CO2 とライフデザイン ○ － － － 2 1
Stop the CO2 プロジェクトⅠ ○ － － － 1 1
Stop the CO2 プロジェクトⅡ ○ － － － 2 2
Stop the CO2 プロジェクトⅢ ○ ○ － － 2 3
Stop the CO2 最前線 ○ ○ － － 2 3
環境と新エネルギー ○ ○ － － 2 3
新素材と省エネ技術 ○ ○ － － 2 3

Ｓ：188
Ｊ：171
Ｆ：182
Ｔ：154

工業概論
職業指導Ⅰ
職業指導Ⅱ
木材加工概論
金属加工概論
機械概論
電気概論
栽培概論
情報とコンピュータ概論
幾何学
代数学
統計学

（注) １．他コ－スの選択科目を履修する場合は、自由科目として履修できる。         

２．「海外機械工学研修」および「インターンシップ」は春季または夏季休業期間中に実施する。

３．■（選択必修科目）は、履修制限科目（同群の再履修者専用科目）である。

*3：Aviation Fundamental and English修得者は基盤教育科目の科学技術英語ⅠおよびⅡを受講免除とする

の選択必修である。

 ただし、単位取得した科目の内容と、SSCCにおける他科目の履修状況により認定できない場合もある。

*5：協定により受講可能なレギュラ－コ－ス科目に関しては、SSCCでの単位取得により自由科目としての単位認定を原則とする。

*1：春・夏休みに集中講義（１日４時間、週５日、２週）で行われる。尚、留学英語Ⅰ修得者は基盤教育科目の英語Ⅰ，Ⅱ

およびⅢを受講免除とする　【ＣＡＰ外科目】

およびⅥを受講免除とする　【ＣＡＰ外科目】

*2：春・夏休みに集中講義（１日４時間、週５日、２週）で行われる。尚、留学英語Ⅱ修得者は基盤教育科目の英語Ⅳ，Ⅴ

*4：Ｓコ－スは創造設計ユニットⅡと海外機械工学研修Ⅱの選択必修であり、Ｊコ－スは機械応用実験と海外機械工学研修Ⅱ

（教職関連）

教科に関する専門科目
別表第４-２参照
(注1)卒業要件単位数には含まない。
(注2)教職課程登録者のみ履修可。

専
門

航
空
宇
宙

設
計
開
発
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

航
空
宇
宙
海
外
留
学
関
連

教育
区分

授　業　科　目 単位数 標準年次

合計

必選別



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

工学部 電気電子情報工学科
Ａ：実践的エンジニアコース Ｂ：グローバルエンジニアコース

Ｃ：電気工事・施工管理エキスパートコース Ｔ：環境エネルギー特別専攻

Ａ Ｂ Ｃ Ｔ
電気電子数学 ◎ ◎ ◎ ○ 3 1

微分積分学Ⅰ-ｃ □ □ □ － 3 1
微分積分学Ⅰ-ｄ □ □ □ － 3 1
微分積分学Ⅱ-ｃ □ □ □ － 3 2
微分積分学Ⅱ-ｄ □ □ □ － 3 2
線形代数学Ⅰ-ａ □ □ □ － 2 1
線形代数学Ⅰ-ｂ □ □ □ － 2 1
線形代数学Ⅱ-ａ □ □ □ － 2 2
線形代数学Ⅱ-ｂ □ □ □ － 2 2
基礎数学 □ － □ － 2 1
ベクトル解析 ○ □ ○ ○ 2 2
フーリエ解析 ○ □ ○ ○ 2 2

解析学Ⅰ － － － ◎ 3 1
解析学Ⅱ － － － ○ 2 1
微分方程式 － － － ○ 3 2
線形代数学 － － － ◎ 3 1
確率統計 ○ ○ ○ － 2 2
確率統計Ｓ － － － ○ 2 1
関数論Ⅰ ○ ○ ○ － 2 2
関数論Ⅱ ○ ○ ○ － 2 2
物理・化学ユニットプログラム ◎ ◎ ◎ － 3 2
物理・化学ユニットプログラムＳ － － － ◎ 3 2

基礎力学Ⅰ-ａ ■ － ■ － 2 1
基礎力学Ⅰ-ｂ □ □ □ － 2 1
基礎力学Ⅰ-ｄ □ □ □ － 3 1

基礎力学Ⅱ-ａ ● － ● － 2 2
基礎力学Ⅱ-ｂ ○ ○ ○ － 2 1
基礎力学Ⅱ-ｄ ○ ○ ○ － 3 1
物理学Ａ － － － ◎ 3 1
物理学Ｂ － － － ◎ 3 1
振動と波動 ○ ○ ○ ○ 2 2
基礎化学Ⅰ-ａ ○ ○ ○ － 2 1
基礎化学Ⅱ-ａ ○ ○ ○ － 2 1
化学Ａ － － － ○ 2 1
化学Ｂ － － － ○ 2 1
生物学概論Ⅰ ○ ○ ○ － 2 2
生物学概論Ⅱ ○ ○ ○ － 2 2
ライフサイエンスⅠ － － － ○ 2 1
ライフサイエンスⅡ － － － ○ 2 1
基礎電気回路Ⅰ ◎ ◎ ◎ － 3 1
基礎電気回路Ⅱ ◎ ◎ ◎ － 3 1・2
基礎電子回路 ◎ ◎ ◎ － 3 2

電気磁気学Ⅰ □ － □ － 3 2
電気磁気学Ⅰ-EB □ ◎ □ ◎ 3 2
電気磁気学Ⅱ □ － □ － 3 2
電気磁気学Ⅱ-EB □ ◎ □ ◎ 3 2

電気電子入門講座(認定） ○ ○ ○ ○ 2 1
電気電子ユニット入門 ○ ○ ○ － 2 1

プログラミング入門 ○ □ ○ ○ 2 1
回路解析Ⅰ ○ □ ○ ◎ 3 2
回路解析Ⅱ ○ □ ○ ◎ 3 2
アナログ電子回路 ○ □ ○ － 2 2
論理回路 ○ □ ○ － 2 2
電気電子計測 ○ □ ○ ○ 2 2

Ｃ言語 ○ ◎ ○ ○ 2 2
－ － － ◎ 2 1
－ － － ◎ 2 1
－ － － ◎ 2 1
－ － － ◎ 2 2
－ － － ◎ 2 2

（ユニットプログラム）
電気電子基礎ユニット ◎ ◎ ◎ ◎ 3 1
電気電子応用ユニット ◎ ◎ ◎ ◎ 4 2

電子回路Ⅲ

c
群

教育
区分

授　業　科　目

電気回路Ⅰ
電気回路Ⅱ

ｃ
群

ｄ
群

専
門
基
礎

ａ
群

必選別
単位数 標準年次

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

電子回路Ⅰ
電子回路Ⅱ

ｂ
群

専
門
基
礎
導
入

ａ
群

ｂ
群



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

工学部 電気電子情報工学科
Ａ：実践的エンジニアコース Ｂ：グローバルエンジニアコース

Ｃ：電気工事・施工管理エキスパートコース Ｔ：環境エネルギー特別専攻

Ａ Ｂ Ｃ Ｔ
環境・エネルギー * ○ □ ○ － 2 2
電気機器学 ○ □ ○ ○ 2 3
制御工学 ○ □ ○ ○ 2 3
半導体工学 ○ □ ○ ○ 2 2
電気電子材料 ○ □ ○ ○ 2 3
電子デバイス ○ □ ○ ○ 2 3
電子通信工学 ○ □ ○ ○ 2 2
コンピュータ工学 ○ □ ○ ○ 2 3
電磁波とその応用 ○ □ ○ ○ 2 3

エネルギーと電力システム制御 * ○ ○ ○ ○ 2 3
電力システム工学 ○ ○ ○ ○ 2 3
電気法規及び施設管理 ○ ○ ○ ○ 2 3
パワーエレクトロニクス ○ ○ ○ ○ 2 3
プラズマ工学 ○ ○ ○ ○ 2 3
光エレクトロニクス ○ ○ ○ ○ 2 3
モバイル・ユビキタス ○ ○ ○ ○ 2 3
デジタル通信とネットワーク ○ ○ ○ ○ 2 3
マイコン回路設計講座 ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4

基礎LSI設計講座 ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4

電気情報技術者(検定)Ⅰ ○ － ○ ○ 2 1・2・3・4

電気情報技術者(検定)Ⅱ ○ － ○ ○ 2 1・2・3・4

－ － － □ 2 2
－ － － □ 2 3
－ － － □ 2 3
○ － ○ － 2 1・2・3・4

○ － ◎ － 2 1・2・3・4

電気電子設計製図 ○ ◎ ◎ ○ 2 3
（ユニットプログラム）
電気電子専門ユニット ◎ ◎ ◎ ◎ 4 3

電気電子発展ユニット □ － □ － 2 3
電気電子設計及び特別研究ユニット □ ◎ □ ◎ 3 3

－ － － ◎ 1 1
－ － － ◎ 1 1
－ － － ◎ 1 2
－ － － ◎ 1 2

特別専攻海外研修 － － － ◎ 2 3
電気電子工学ゼミ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 4
卒業研究 ◎ ◎ ◎ ◎ 6 4

A:175
B:153
C:175
T:144

Stop the CO2 入門

Stop the CO2 とライフデザイン

Stop the CO2 プロジェクトⅠ

Stop the CO2 プロジェクトⅡ

Stop the CO2 プロジェクトⅢ

Stop the CO2 最前線

新素材と省エネ技術

工業概論
職業指導Ⅰ
職業指導Ⅱ
木材加工概論
金属加工概論
機械概論
電気概論
栽培概論
情報とコンピュータ概論
幾何学
代数学
統計学
*：Stop the CO2関連科目

合計

Stop the CO2 プログラム

別表第３参照
(注)卒業要件上、修得後の単位に
ついては、任意として集計され
る。

（教職関連）

教科に関する専門科目
別表第４-２参照
(注1)卒業要件単位数には含まな
い。
(注2)教職課程登録者のみ履修
可。

（Stop the CO2 プログラム）

専
門

ａ
群

環境と再生可能エネルギー

１年生特別専攻ゼミⅠ
１年生特別専攻ゼミⅡ

標準年次

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

ｄ
群

ｃ
群

環境とエレクトロニクス
エネルギーマネージメントシステム

ｂ
群

電気工事士講座(検定)Ⅰ
電気工事士講座(検定)Ⅱ

２年生特別専攻ゼミⅡ
２年生特別専攻ゼミⅠ

教育
区分

授　業　科　目
必選別

単位数



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

工学部 応用化学科

Ａ：化学応用コース　Ｊ：総合化学エンジニアコース　Ｔ：医生命科学特別専攻

Ａ Ｊ Ｔ
化学系数学　 ◎ ◎ ○ 3 1

線形代数学 － － ○ 3 1
線形代数学Ⅰ-ａ ○ □ － 2 1
線形代数学Ⅱ-ａ ○ □ － 2 2

－ － ◎ 3 1
－ － ○ 2 1
－ － ○ 3 2

確率統計 ○ ○ － 2 2
－ － ◎ 2 1

基礎力学Ⅰ-ａ □ □ － 2 1
基礎力学Ⅰ-ｄ □ □ － 3 1
基礎力学Ⅱ-ａ ◯ □ － 2 1
基礎力学Ⅱ-ｄ ◯ □ － 3 1
基礎電磁気学Ⅰ-ａ □ □ － 2 2
基礎電磁気学Ⅰ-ｂ □ □ － 2 2
基礎電磁気学Ⅱ-ａ ◯ □ － 2 2
基礎電磁気学Ⅱ-ｂ ◯ □ － 2 2

物理学Ａ － － ◎ 3 1
物理学Ｂ － － ○ 3 1
物理学Ｃ － － ○ 2 2
物理学Ｄ － － ○ 2 2
物理・化学ユニットプログラム ◯ ◎ － 3 3
物理・化学ユニットプログラムS － － ◎ 3 3

基礎化学Ⅰ-ｂ □ □ － 2 1
基礎化学Ⅰ-ｄ □ □ － 3 1

基礎化学Ⅱ-ｂ ◯ ◯ － 2 1
基礎化学Ⅱ-ｄ ◯ ◯ － 3 1
化学Ａ － － ◎ 2 1
化学Ｂ － － ◎ 2 1
基礎生物学 ◯ ◯ － 2 2
生物学概論Ⅰ ◯ ◯ － 2 1・2
生物学概論Ⅱ ◯ ◯ － 2 1・2
地学概論Ⅰ ◯ ◯ － 2 2
地学概論Ⅱ ◯ ◯ － 2 2
ライフサイエンスⅠ － － ◎ 2 1
ライフサイエンスⅡ － － ◎ 2 1
生命と物質，エネルギー ◎ ◎ ◎ 1 1
生活と環境の化学 ◎ ◎ ◎ 1 1
化学基礎演習 ◎ ◎ ○ 1 1
コンピュータ技術の応用 ◯ ◎ ○ 2 3
分析化学 ◎ ◎ ◎ 2 1
環境化学実験 ◎ ◎ ◎ 2 1
化学技術と分離操作 ◯ ◎ ○ 2 3
流体とエネルギー ◯ ◎ ○ 2 3
応用化学概論 ◎ ◎ ◎ 2 2
実験デザイン基礎編 ◎ ◎ ◎ 1 1
実験デザイン応用編　 ◎ ◎ ◎ 1 2
医科学概論 － － ◎ 2 1

□ － － 2 1
□ ◎ ◎ 2 1
□ － － 2 2
□ ◎ ◎ 2 2
□ － － 2 1
□ ◎ ◎ 2 1
□ － － 2 2
□ ◎ ◎ 2 2
□ － － 2 2
□ ◎ ◎ 3 2
□ － － 2 2
□ ◎ ◎ 2 2
□ － － 2 2
□ ◎ ◎ 2 2
□ － － 4 2
□ ◎ ◎ 4 2
□ － － 4 2
□ ◎ ◎ 4 2

ｉ
群

物理化学実験ユニットプログラム
物理化学実験ユニットプログラムＪ

ｈ
群

合成化学実験ユニットプログラム
合成化学実験ユニットプログラムＪ

ｇ
群

化学反応の応用技術
化学工学基礎

ｆ
群

化学反応とエネルギー
溶液の性質と熱力学

ｅ
群

化学反応はなぜ進行するのか
物理化学基礎

有機医薬品化学入門
基礎有機化学

ｄ
群

医薬品の効果と反応
有機官能基の化学

非金属元素の化学
ｂ
群

身の回りの金属元素
金属元素の化学

ｆ
群

専
門
基
礎

専
門
基
礎

ａ
群

地球と生命の元素

ｃ
群

ｃ
群
ｄ
群
ｅ
群

微分方程式

確率統計S
ｂ
群

専
門
基
礎
導
入

ａ
群

解析学I
解析学II

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

教育
区分

授　業　科　目
必選別

単位数 標準年次



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

工学部 応用化学科

Ａ：化学応用コース　Ｊ：総合化学エンジニアコース　Ｔ：医生命科学特別専攻

Ａ Ｊ Ｔ
生体物質化学 ○ － － 2 2
生体物質化学Ｊ ○ □ ○ 2 2
生物化学 ○ □ ○ 2 3
バイオプロセス化学 ○ □ ○ 2 3
生物工学 ○ □ ○ 2 3
医薬・有機合成入門 ○ － － 2 2
医薬・有機合成入門Ｊ ○ □ ○ 2 2
有機反応化学 ○ □ ◎ 2 3
高分子化学 ○ □ ○ 2 3
医薬品合成化学 ○ □ ◎ 2 3
環境化学基礎 ○ － － 2 2
環境化学基礎Ｊ ○ □ ○ 2 2
大気・水質環境 * ○ □ ○ 2 3
環境保全・エコロジー * ○ □ ○ 2 3
環境化学計測 ○ □ ○ 2 3
エネルギー化学入門 ○ － － 2 2
エネルギー化学入門Ｊ * ○ □ ○ 2 2
量子化学 ○ □ ○ 2 3
エネルギー材料科学 ○ □ ○ 2 3
エネルギーシステムデザイン ○ □ ○ 2 3

応用化学実験 ◎ － － 2 3
応用化学実験Ｊ － ◎ ◎ 2 3
生物化学実験 ○ ◎ ◎ 2 3
セラミックス材料 ○ ○ ○ 2 3
電気化学 ○ ○ ○ 2 3
化学プラント工学 ○ ○ ○ 2 3
生産工学 ○ ○ ○ 2 3
化学反応工学 ○ ○ ○ 2 3
総合物理学概論 ○ ○ ○ 2 3
総合化学概論 ○ ○ ○ 2 3
生理学 － － ◎ 2 2
薬理学 － － ◎ 2 2
生命機能材料化学 － － ◎ 2 3
基礎医学 － － ◎ 2 2
免疫化学 － － ◎ 2 3
応用化学ゼミ ○ ◎ － 1 2
１年生特別専攻ゼミⅠ － － ◎ 1 1
１年生特別専攻ゼミⅡ － － ◎ 1 1
２年生特別専攻ゼミⅠ － － ◎ 1 2
２年生特別専攻ゼミⅡ － － ◎ 1 2
３年生特別専攻ゼミ － － ◎ 1 3
海外化学研修Ⅰ ○ ○ ○ 2 1・2・3
応用化学特別講義 ◎ ○ ○ 1 3

機器分析ユニットプログラム □ □ ○ 4 3
特別専攻海外研修 － － □ 2 3
海外化学研修Ⅱ □ □ □ 4 3

総合化学ゼミ ○ ◎ ◎ 1 4
甲種危険物取扱者（検定） ○ ○ ○ 2 1・2・3・4

卒業研究 ◎ － － 6 4
卒業研究Ｊ － ◎ － 6 4
卒業研究（特別専攻） － － ◎ 6 4
（Stop the CO2 プログラム）

Stop the CO2 入門 ○ ○ － 2 1

Stop the CO2 とライフデザイン ○ ○ － 2 1

Stop the CO2 プロジェクトⅠ ○ ○ － 1 1

Stop the CO2 プロジェクトⅡ ○ ○ － 2 2

Stop the CO2 プロジェクトⅢ ○ ○ － 2 3

Stop the CO2 最前線 ○ ○ － 2 3
環境と新エネルギー ○ ○ － 2 3
新素材と省エネ技術 ○ ○ － 2 3

工業概論
職業指導Ⅰ
職業指導Ⅱ
地学実験
(注) １．専門基礎導入科目の同一名称科目（ａ～ｄ付き）は、何れかの科目を択一し、履修すること。

２．ＣＡコース生は、選択必修科目について、各群から１科目を選択し履修すること。

　　プロジェクト専門科目で名称の末尾がＪ、Ｊ無しとなっている科目を履修する場合は択一すること。

３．ＣＪコース生は、専門基礎導入科目選択必修科目の各群および卒研準備群において１科目を選択し履修すること。

　　また、プロジェクト専門科目から４科目以上（択一したプロジェクトから３科目以上を含む）を履修すること。

卒研
準備群

エ
ネ
ル
ギ
ー

化
学

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
専
門
科
目

（教職関連）
教科に関する専門科目
別表第４-２参照
(注1)卒業要件単位数には含まない。
(注2)教職課程登録者のみ履修可。

合計
Ａ：206
Ｊ：176
Ｔ：166

単位数 標準年次

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

生
物
化
学

医
薬
有
機
合
成

環
境
化
学

教育
区分

授　業　科　目
必選別

専
門



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

医学概論 ◎ 2 1

解剖学 ◎ 2 1

基礎医学実習 ◎ 2 1

公衆衛生学 ◎ 2 1

生理学 ◎ 2 1

病理学 ◎ 2 2

生化学 ◎ 2 2

免疫学 ◎ 2 2

薬理学 ◎ 2 2

看護学概論 ◎ 2 2

電気工学Ⅰ（直流回路、交流回路） ◎ 2 1

電気工学Ⅱ（過渡現象、電磁気学） ◎ 2 1

電気工学実習 ◎ 1 1

電子工学Ⅰ（基礎） ◎ 2 2

電子工学Ⅱ（発展） ◎ 2 2

電子工学実習 ◎ 1 2

医用電気電子工学実習 ○ 1 3

機械工学 ◎ 2 1

機械工学演習 ◎ 1 1

材料工学 ◎ 2 2

計測工学 ◎ 2 2

応用数学 ◎ 2 1

応用数学演習 ◎ 1 1

医療統計学 ○ 1 2

システム制御工学Ⅰ（基礎） ◎ 2 3

システム制御工学Ⅱ（発展） ◎ 2 3

システム制御工学実習 ◎ 1 3

情報処理工学 ◎ 2 1

情報処理工学実習 ◎ 1 1

医療情報セキュリティ ○ 2 3

医用工学概論 ◎ 2 1
生体計測機器学Ⅰ（基礎） ◎ 2 1
生体計測機器学Ⅱ（発展） ◎ 2 2
生体計測機器学実習 ◎ 2 2
生体物性工学 ◎ 2 3
医用機器学概論 ◎ 2 1
医用治療機器学Ⅰ（基礎） ◎ 2 2
医用治療機器学Ⅱ（発展） ◎ 2 2
医用治療機器学実習 ◎ 2 2
放射線概論 ○ 2 3
画像診断機器学 ○ 2 3
生体機能代行装置学Ⅰ（基礎） ◎ 2 2
生体機能代行装置学Ⅱ（発展） ◎ 2 2
血液浄化装置学 ◎ 2 2
呼吸療法装置学 ◎ 2 3
体外循環装置学 ◎ 2 3
生体機能代行装置学実習Ⅰ（基礎） ◎ 2 3
生体機能代行装置学実習Ⅱ（発展） ◎ 1 3
医用機器安全管理学 ◎ 2 3
医用機器安全管理学実習 ◎ 2 3
関係法規 ◎ 2 2
人間工学 ○ 2 2
臨床人間工学 ○ 2 3
臨床医学総論Ⅰ(外科、内科、感染症等) ◎ 2 2
臨床医学総論Ⅱ(腎臓泌尿器系、消化器系等) ◎ 2 3
臨床医学総論Ⅲ（麻酔科学、手術部医学） ◎ 2 3
臨床検査概論 ○ 2 3
救急救命医学 ○ 2 3
チーム医療論 ○ 2 4
臨床実習 ◎ 4 4
臨床工学セミナー ○ 2 4
卒業研究 ◎ 4 4

119

専
門
基
礎
科
目

人体の構造及
び機能

医
療
情
報
技
術
と
シ

ス
テ
ム
工
学
の
基
礎

医
用
機
器
学

そ
の
他

標準年次

合計

医
用
生
体
工
学

専
門
科
目

臨床実習

医
学
的
基
礎

工学部  臨床工学科
（◎必修、○選択）

科目
区分

授業科目の名称 必選別

関
連
臨
床
医
学

単位数

医
用
安
全
管
理
学

生
体
機
能
代
行
技
術
学

理
工
学
的
基
礎



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

情報学部　情報工学科

Ａ：一般　Ｂ：スポーツ情報科学コース　Ｃ：サウンドコミュニケーションコース　
Ｔ：ＩＣＴスペシャリスト特別専攻

基礎数学 ○ ○ ○ － 2 1

数理論理学 ○ ○ ○ ○ 2 1
離散数学 ○ ○ ○ ○ 2 1
解析学Ⅰ － － － ◎ 3 1
解析学Ⅱ － － － ○ 2 1
微分方程式 － － － ○ 3 2
線形代数学 － － － ◎ 3 1
確率統計S － － － ◎ 2 1
微分積分学Ⅰ-ｃ ○ ○ ○ － 3 1
微分積分学Ⅰ-ｄ ○ ○ ○ － 3 1
線形代数学Ⅰ-ａ ○ ○ ○ － 2 1
線形代数学Ⅰ-ｂ ○ ○ ○ － 2 1
微分積分学Ⅱ-ｃ ○ ○ ○ － 3 2
微分積分学Ⅱ-ｄ ○ ○ ○ － 3 2
線形代数学Ⅱ-ａ ○ ○ ○ － 2 2
線形代数学Ⅱ-ｂ ○ ○ ○ － 2 2
数理統計学 ○ ○ ○ － 2 2
物理学A － － － ◎ 3 1

物理学B － － － □ 3 1
化学A － － － □ 2 1
ライフサイエンスⅠ － － － □ 2 1

物理学C － － － ○ 2 2
物理学D － － － ○ 2 2
化学B － － － ○ 2 1
ライフサイエンスⅡ － － － ○ 2 1

情報と科学技術 ○ ○ ○ □ 2 1
情報と知的財産権 ○ ○ ○ □ 2 1
情報と文化 ○ ○ ○ □ 2 1

（集中講義）
実践的マーケティング論 ○ ○ ○ ○ 2 3
実践的マネジメント論 ○ ○ ○ ○ 2 3
情報工学リテラシー ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1・2
計算機概論 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1
計算機アーキテクチャー ○ ○ ○ ○ 2 1
ソフトウェア基礎論 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1
アルゴリズムとデータ構造 ○ ○ ○ ○ 2 2
ネットワーク基礎論 ○ ○ ○ ○ 2 2
WEB技術入門 ○ ○ ○ ○ 2 2
システム工学 ○ ○ ○ ○ 2 2
経営管理論 ○ ○ ○ ○ 2 2
論理回路 ○ ○ ○ ○ 2 1
電気回路 ○ ○ ○ ○ 2 1
マルチメディア入門 ○ ○ ○ ○ 2 2
情報理論 ○ ○ ○ ○ 2 2
（スポーツ情報科学コース）
スポーツ科学 ○ ○ － ○ 2 1
スポーツ情報科学概論 ○ ○ － ○ 2 1
（サウンドコミュニケーションコース）
発声生理学 － － ○ － 2 1
音声録音技術 － － ○ － 2 1
（ユニットプログラム）
C言語基礎ユニットⅠ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1
C言語基礎ﾕﾆｯﾄⅡ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 1
C言語基礎ユニットⅢ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1
C言語基礎ユニットⅣ ○ ○ ○ ○ 1 1
情報工学基礎ユニットⅠ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2
（特別専攻演習）
ICT特別演習Ⅰ － － － ◎ 1 1
ICT特別演習Ⅱ － － － ◎ 1 1
ICT特別演習Ⅲ － － － ◎ 1 2
ICT特別演習Ⅳ － － － ◎ 1 2

Ｂ Ｃ

専
門
基
礎
導
入

a
群

専
門
基
礎

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

Ｔ
授　業　科　目

Ａ

必選別

b
群

標準年次
教育
区分

単位数



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

情報学部　情報工学科

Ａ：一般　Ｂ：スポーツ情報科学コース　Ｃ：サウンドコミュニケーションコース　
Ｔ：ＩＣＴスペシャリスト特別専攻

情報工学特別講義 ◎ ◎ ◎ ◎ 1 2
プログラム言語処理 ○ ○ ○ ○ 2 2
オペレーティングシステム ○ ○ ○ ○ 2 3
情報技術者概論 ○ ○ ○ ○ 2 3
C++言語 ○ ○ ○ ○ 3 2
JAVA言語 ○ ○ ○ ○ 3 2
ソフトウェア工学 ○ ○ ○ ○ 2 2
コンピュータネットワーク ○ ○ ○ ○ 2 2
中級IT国家資格取得支援講義 ○ ○ ○ ○ 2 2
UMLモデリング ○ ○ ○ ○ 2 3
ネットワーク管理論 ○ ○ ○ ○ 2 3
モバイルコンピューティング ○ ○ ○ ○ 2 3
オブジェクト指向分析設計論 ○ ○ ○ ○ 2 3
情報セキュリティ ○ ○ ○ ○ 2 3
システム管理論 ○ ○ ○ ○ 2 3
上級IT国家資格取得支援講義 ○ ○ ○ ○ 2 3
ヒューマンインターフェース ○ ○ ○ ○ 2 2
オペレーションズリサーチ ○ ○ ○ ○ 2 2
情報技術と企業経営 ○ ○ ○ ○ 2 2
WEBプログラミング ○ ○ ○ ○ 2 3
情報システム概論 ○ ○ ○ ○ 2 3
情報デザイン論 ○ ○ ○ ○ 2 3
経営情報システム ○ ○ ○ ○ 2 3
データ管理設計 ○ ○ ○ ○ 2 3
ソフトウェアモデル論 ○ ○ ○ ○ 2 3
生産流通サービス論 ○ ○ ○ ○ 2 3
論理回路設計 ○ ○ ○ ○ 2 2
人工知能基礎論 ○ ○ ○ ○ 2 2
信号処理基礎 ○ ○ ○ ○ 2 2
データベース ○ ○ ○ ○ 2 3
組み込みシステム ○ ○ ○ ○ 2 3
知識工学 ○ ○ ○ ○ 2 3
認識処理工学 ○ ○ ○ ○ 2 3
情報検索システム ○ ○ ○ ○ 2 3
データベース管理論 ○ ○ ○ ○ 2 3
分散システム ○ ○ ○ ○ 2 3
組み込みソフトウェア工学 ○ ○ ○ ○ 2 3
自然言語処理 ○ ○ ○ ○ 2 3
生産ソフトウェアシステム ○ ○ ○ ○ 2 3
（スポーツ情報科学コース）
スポーツ統計解析 ○ ○ － ○ 2 2
スポーツ映像処理 ○ ○ － ○ 2 2
スポーツ計測処理 ○ ○ － ○ 2 2
スポーツ映像分析 ○ ○ － ○ 2 2
トレーニングと情報技術 ○ ○ － ○ 2 3
スポーツ情報分析 ○ ○ － ○ 2 3
（サウンドコミュニケーションコース）
音響学入門 － － ○ － 2 2
音声コミュニケーション概論 － － ○ － 2 2
コンテンツ文化論 － － ○ － 2 3
音響シミュレーション － － ○ － 2 3
サウンドコミュニケーション基礎Ⅰ － － ○ － 2 2
サウンドコミュニケーション基礎Ⅱ － － ○ － 2 2
（ユニットプログラム）
情報工学基礎ユニットⅡ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2・3
情報工学応用ユニットⅠ ◎ － － ◎ 3 3
情報工学応用ユニットⅡ ◎ － － ◎ 3 3
スポーツ情報科学ユニットⅠ － ◎ － － 3 3
スポーツ情報科学ユニットⅡ － ◎ － － 3 3
サウンドコミュニケーションユニットⅠ － － ◎ － 3 3
サウンドコミュニケーションユニットⅡ － － ◎ － 3 3
（卒業研究関係）
情報工学セミナー ◎ ◎ 2 4
１年生特別専攻セミナーⅠ － － － ◎ 1 1
１年生特別専攻セミナーⅡ － － － ◎ 1 1
２年生特別専攻セミナーⅠ － － － ◎ 1 2
２年生特別専攻セミナーⅡ － － － ◎ 1 2
ICTスペシャリストセミナー － － － ◎ 2 3
ICT特別演習Ⅴ － － － ◎ 1 3
ICT特別演習Ⅵ － － － ◎ 1 3
卒業研究 ◎ ◎ ◎ ◎ 6 4
（目的別プログラム）
プロジェクト研究Ⅰ ○ ○ ○ － 1 1・2・3・4
プロジェクト研究Ⅱ ○ ○ ○ － 1 1・2・3・4
（海外実習系）
ＩＣＴ海外研修Ⅰ － － － ◎ 2 3
ＩＣＴ海外研修Ⅱ － － － ○ 2 3
（検定系）
初級情報技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4
基本情報技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4
応用情報技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4
高度情報技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4

Stop the CO2 入門

Stop the CO2 とライフデザイン

Stop the CO2 プロジェクトⅠ

Stop the CO2 プロジェクトⅡ

Stop the CO2 プロジェクトⅢ

Stop the CO2 最前線

環境と新エネルギー
新素材と省エネ技術

工業概論
職業指導Ⅰ
職業指導Ⅱ
情報と職業

教科に関する専門科目
別表第４-２参照
(注1)卒業要件単位数には含まない。
(注2)教職課程登録者のみ履修可。

専
門

（Stop the CO2 プログラム）

Stop the CO2 プログラム

別表第３参照
(注)卒業要件上、修得後の単位については、任意として集計さ
れる。

（教職関連）

合計

Ａ：193
Ｂ：193
Ｃ：193
Ｔ：214

標準年次

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

Ａ Ｔ
教育
区分

授　業　科　目
必選別

単位数
Ｂ Ｃ



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

情報学部 情報ネットワーク･コミュニケーション学科

Ａ：一般　Ｂ：スポーツ情報科学コース　Ｃ：サウンドコミュニケーションコース　
Ｔ：ＩＣＴスペシャリスト特別専攻

基礎数学 ○ ○ ○ － 2 1
数理論理学 ○ ○ ○ ○ 2 1
離散数学 ○ ○ ○ ○ 2 1
解析学Ⅰ － － － ◎ 3 1
解析学Ⅱ － － － ○ 2 1
微分方程式 － － － ○ 3 2
線形代数学 － － － ◎ 3 1
確率統計S － － － ◎ 2 1
微分積分学Ⅰ-c ○ ○ ○ － 3 1
微分積分学Ⅰ-d ○ ○ ○ － 3 1
線形代数学Ⅰ-a ○ ○ ○ － 2 1
線形代数学Ⅰ-b ○ ○ ○ － 2 1
微分積分学Ⅱ-c ○ ○ ○ － 3 2
微分積分学Ⅱ-d ○ ○ ○ － 3 2
線形代数学Ⅱ-a ○ ○ ○ － 2 2
線形代数学Ⅱ-b ○ ○ ○ － 2 2
数理統計学 ○ ○ ○ － 2 2
物理学A － － － ◎ 3 1

物理学B － － － □ 3 1
化学A － － － □ 2 1
ライフサイエンスⅠ － － － □ 2 1

物理学C － － － ○ 2 2
物理学D － － － ○ 2 2
化学B － － － ○ 2 1
ライフサイエンスⅡ － － － ○ 2 1

情報と科学技術 ○ ○ ○ □ 2 1
情報と知的財産権 ○ ○ ○ □ 2 1
情報と文化 ○ ○ ○ □ 2 1

（集中講義）
実践的マーケティング論 ○ ○ ○ ○ 2 3
実践的マネジメント論 ○ ○ ○ ○ 2 3
情報ネットワーク工学Ⅰ ○ ○ ○ ○ 2 1
情報ネットワーク概論 ○ ○ ○ ○ 2 1
情報ネットワーク工学Ⅱ ○ ○ ○ ○ 2 1
情報ネットワークリテラシー ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1
情報セキュリティ概論 ○ ○ ○ ○ 2 1
（スポーツ情報科学コース）
スポーツ科学 ○ ○ － ○ 2 1
スポーツ情報科学概論 ○ ○ － ○ 2 1
（サウンドコミュニケーションコース）
発声生理学 － － ○ － 2 1
音声録音技術 － － ○ － 2 1
（ユニットプログラム）
情報ネットワーク導入ユニットⅠ ◎ ◎ ◎ ◎ 4 1
情報ネットワーク導入ユニットⅡ ◎ ◎ ◎ ◎ 4 1
（特別専攻演習）
ICT特別演習Ⅰ － － － ◎ 1 1
ICT特別演習Ⅱ － － － ◎ 1 1
ICT特別演習Ⅲ － － － ◎ 1 2
ICT特別演習Ⅳ － － － ◎ 1 2

単位数

専
門
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礎

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）
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Ｂ ＣＡ Ｔ

専
門
基
礎
導
入

a
群

b
群



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

情報学部 情報ネットワーク･コミュニケーション学科

Ａ：一般　Ｂ：スポーツ情報科学コース　Ｃ：サウンドコミュニケーションコース　
Ｔ：ＩＣＴスペシャリスト特別専攻

ネットワーク工学 ○ ○ ○ ○ 2 2
インターネットアプリケーション ○ ○ ○ ○ 2 2
インターネット技術 ○ ○ ○ ○ 2 2
Web技術 ○ ○ ○ ○ 2 2
ネットワークルーティング ○ ○ ○ ○ 2 3
ネットワークプログラミング ○ ○ ○ ○ 2 3
ネットワークインターフェース ○ ○ ○ ○ 2 3
ネットワーク解析技法 ○ ○ ○ ○ 2 3
通信工学 ○ ○ ○ ○ 2 2
マルチメディア処理 ○ ○ ○ ○ 2 2
情報セキュリティマネジメント ○ ○ ○ ○ 2 2
光通信技術 ○ ○ ○ ○ 2 2
メディア表現工学 ○ ○ ○ ○ 2 2
情報セキュリティと法制度 ○ ○ ○ ○ 2 2
情報理論 ○ ○ ○ ○ 2 2
ソフトウェア工学 ○ ○ ○ ○ 2 2
ディジタル移動通信 ○ ○ ○ ○ 2 3
ヒューマンインターフェース ○ ○ ○ ○ 2 3
電子認証 ○ ○ ○ ○ 2 3
データベース ○ ○ ○ ○ 2 3
モバイルネットワーク ○ ○ ○ ○ 2 3
ソーシャルメディア技術 ○ ○ ○ ○ 2 3
ネットワークセキュリティ ○ ○ ○ ○ 2 3
分散処理 ○ ○ ○ ○ 2 3
（スポーツ情報科学コース）
スポーツ統計解析 ○ ○ － ○ 2 2
スポーツ映像処理 ○ ○ － ○ 2 2
スポーツ計測処理 ○ ○ － ○ 2 2
スポーツ映像分析 ○ ○ － ○ 2 2
トレーニングと情報技術 ○ ○ － ○ 2 3
スポーツ情報分析 ○ ○ － ○ 2 3
（サウンドコミュニケーションコース）
音響学入門 － － ○ － 2 2
音声コミュニケーション概論 － － ○ － 2 2
コンテンツ文化論 － － ○ － 2 3
音響シミュレーション － － ○ － 2 3
サウンドコミュニケーション基礎Ⅰ － － ○ － 2 2
サウンドコミュニケーション基礎Ⅱ － － ○ － 2 2
（ユニットプログラム）
情報ネットワーク基礎ユニットⅠ ◎ ◎ ◎ ◎ 4 2
情報ネットワーク基礎ユニットⅡ ◎ ◎ ◎ ◎ 4 2
情報ネットワークコースユニット ◎ － － ◎ 4 3
情報ネットワーク応用ユニット ◎ － － ◎ 4 3
スポーツ情報科学ユニットⅠ － ◎ － － 3 3
スポーツ情報科学ユニットⅡ － ◎ － － 3 3
サウンドコミュニケーションユニットⅠ － － ◎ － 3 3
サウンドコミュニケーションユニットⅡ － － ◎ － 3 3
（卒業研究関係）
情報ネットワークセミナー ◎ ◎ ◎ ◎ 2 4
１年生特別専攻セミナーⅠ － － － ◎ 1 1
１年生特別専攻セミナーⅡ － － － ◎ 1 1
２年生特別専攻セミナーⅠ － － － ◎ 1 2
２年生特別専攻セミナーⅡ － － － ◎ 1 2
ICTスペシャリストセミナー － － － ◎ 2 3
ICT特別演習Ⅴ － － － ◎ 1 3
ICT特別演習Ⅵ － － － ◎ 1 3
卒業研究 ◎ ◎ ◎ ◎ 6 4
（目的別
プログラム）
プロジェクト研究Ⅰ ○ ○ ○ － 1 1･2･3･4
プロジェクト研究Ⅱ ○ ○ ○ － 1 1･2･3･4
（海外実習系）
ＩＣＴ海外研修Ⅰ － － － ◎ 2 3
ＩＣＴ海外研修Ⅱ － － － ○ 2 3
（検定系）
初級情報技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1･2･3･4
基本情報技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1･2･3･4
応用情報技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1･2･3･4
高度情報技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1･2･3･4
ネットワーク技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1･2･3･4
応用ネットワーク技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1･2･3･4

Ａ：158
Ｂ：156
Ｃ：168
Ｔ：179

Stop the CO2 入門

Stop the CO2 プロジェクトⅠ
Stop the CO2 プロジェクトⅡ
Stop the CO2 プロジェクトⅢ
Stop the CO2 最前線
環境と新エネルギー
新素材と省エネ技術

工業概論
職業指導Ⅰ
職業指導Ⅱ
情報と職業

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

Ａ Ｔ
教育
区分

授　業　科　目
必選別

単位数 標準年次
Ｂ Ｃ

Stop the CO2 とライフデザイン

合計

（教職関連）

教科に関する専門科目
別表第４-２参照
(注1)卒業要件単位数には含まない。
(注2)教職課程登録者のみ履修可。

専
門

（Stop the CO2 プログラム）

Stop the CO2 プログラム

別表第３参照
(注)卒業要件上、修得後の単位については、任意と
して集計される。
但し，特別専攻においては卒業要件単位数に含まな
い。



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

Ａ：一般　Ｂ：スポーツ情報科学コース　Ｃ：サウンドコミュニケーションコース　
Ｔ：ＩＣＴスペシャリスト特別専攻

基礎数学 ○ ○ ○ ‐ 2 1
数理論理学 ○ ○ ○ ○ 2 1
離散数学 ○ ○ ○ ○ 2 1
解析学Ⅰ ‐ ‐ ‐ ◎ 3 1
解析学Ⅱ ‐ ‐ ‐ ○ 2 1
微分方程式 ‐ ‐ ‐ ○ 3 2
線形代数学 ‐ ‐ ‐ ◎ 3 1
確率統計S ‐ ‐ ‐ ◎ 2 1
微分積分学Ⅰ-c ○ ○ ○ ‐ 3 1
微分積分学Ⅰ-d ○ ○ ○ ‐ 3 1
線形代数学Ⅰ-a ○ ○ ○ ‐ 2 1
線形代数学Ⅰ-b ○ ○ ○ ‐ 2 1
微分積分学Ⅱ-c ○ ○ ○ ‐ 3 2
微分積分学Ⅱ-d ○ ○ ○ ‐ 3 2
線形代数学Ⅱ-a ○ ○ ○ ‐ 2 2
線形代数学Ⅱ-b ○ ○ ○ ‐ 2 2
数理統計学 ○ ○ ○ ‐ 2 2
物理学A ‐ ‐ ‐ ◎ 3 1

物理学B ‐ ‐ ‐ □ 3 1
化学A ‐ ‐ ‐ □ 2 1
ライフサイエンスⅠ ‐ ‐ ‐ □ 2 1

物理学C ‐ ‐ ‐ ○ 2 2
物理学D ‐ ‐ ‐ ○ 2 2
化学B ‐ ‐ ‐ ○ 2 1
ライフサイエンスⅡ ‐ ‐ ‐ ○ 2 1

情報と科学技術 ○ ○ ○ □ 2 1
情報と知的財産権 ○ ○ ○ □ 2 1
情報と文化 ○ ○ ○ □ 2 1

（集中講義）
実践的マーケティング論 ○ ○ ○ ○ 2 3
実践的マネジメント論 ○ ○ ○ ○ 2 3

ゲーム制作論 ○ ○ ○ ○ 2 1
メディアコンテンツ制作概論 ○ ○ ○ ○ 2 2
Web制作 ○ ○ ○ ○ 2 2
マルチメディア入門 ○ ○ ○ ○ 2 2
ディジタルデザイン ○ ○ ○ ○ 2 2
ビジュアルシミュレーション ○ ○ ○ ○ 2 3
フィジカルコンピューティング ○ ○ ○ ○ 2 3
情報メディアプロデュース論 ○ ○ ○ ○ 2 3
IT基礎 ◎ ◎ ◎ ◎ 4 1
計算機構成論 ○ ○ ○ ○ 2 2
情報理論と信号処理 ○ ○ ○ ○ 2 2
メディア・セキュリティ ○ ○ ○ ○ 2 3
応用プログラミングＡ ○ ○ ○ ○ 3 2
応用プログラミングＢ ○ ○ ○ ○ 3 2
応用プログラミングＣ ○ ○ ○ ○ 1 3
ソフトウェア開発 ○ ○ ○ ○ 2 3
スポーツ科学 ○ ○ － ○ 2 1
スポーツ情報科学概論 ○ ○ － ○ 2 1
発声生理学 ○ － ○ ○ 2 1
音声録音技術 ○ － ○ ○ 2 1

‐ ‐ ‐ ◎ 1 1
‐ ‐ ‐ ◎ 1 1
‐ ‐ ‐ ◎ 1 2
‐ ‐ ‐ ◎ 1 2

Webシステム ○ ○ ○ ○ 2 2
コラボレイティブ
Web ○ ○ ○ ○ 2 2
データベース ○ ○ ○ ○ 2 3
インタラクションデザイン ○ ○ ○ ○ 2 3
映像メディアシステム ○ ○ ○ ○ 2 2
画像情報処理 ○ ○ ○ ○ 2 2
ヒューマンインターフェース ○ ○ ○ ○ 2 3
画像認識システム ○ ○ ○ ○ 2 3
サウンド解析 ○ ○ ○ ○ 2 2
音楽論 ○ ○ ○ ○ 2 2
コンピュータ音楽制作 ○ ○ ○ ○ 2 3
サウンド情報処理 ○ ○ ○ ○ 2 3
グラフィックス基礎論 ○ ○ ○ ○ 2 2
CGデザイン ○ ○ ○ ○ 2 2
CGアニメーション ○ ○ ○ ○ 2 3
メディアアート ○ ○ ○ ○ 2 3
ゲームデザイン論 ○ ○ ○ ○ 2 2
ゲームグラフィックス ○ ○ ○ ○ 2 2
ゲームプログラミング ○ ○ ○ ○ 2 3
ゲームAI ○ ○ ○ ○ 2 3
キャラクタ概論I ○ ○ ○ ○ 2 2
キャラクタ概論Ⅱ ○ ○ ○ ○ 2 2
キャラクタ創作論 ○ ○ ○ ○ 2 3
キャラクタ制作 ○ ○ ○ ○ 2 3

キ
ャ

ラ

ク

タ

専
門

イ

ン

タ

ラ

ク

シ
ョ

ン

メ

デ
ィ

ア

イ

メ
ー

ジ

メ

デ
ィ

ア

サ

ウ

ン

ド

メ

デ

ィ

ア

（特別専攻演習）

情報学部　情報メディア学科

Ａ Ｔ授　業　科　目
必選別

ICT特別演習Ⅰ

情
報
メ
デ
ィ

ア
基
礎

ポ
ー

ツ

情

報

科
学

コ
ー

サウンドコ
ミュニケー
ションコー

ス

　（◎必修、○選択、－配当なし）

標準年次

ICT特別演習Ⅲ

Ｂ

ゲ
ー

ム

ク

リ

エ
ー

タ

Ｃ

Ｇ

ア

ニ

メ
ー

タ

ICT特別演習Ⅳ

単位数
教育
区分

専
門
基
礎
導
入

a
群

b
群

ICT特別演習Ⅱ

Ｃ

情
報
技
術
基
礎

専
門
基
礎



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

Ａ：一般　Ｂ：スポーツ情報科学コース　Ｃ：サウンドコミュニケーションコース　
Ｔ：ＩＣＴスペシャリスト特別専攻

スポーツ統計解析 ○ ○ － ○ 2 2

スポーツ映像処理 ○ ○ － ○ 2 2

スポーツ計測処理 ○ ○ － ○ 2 2

スポーツ映像分析 ○ ○ － ○ 2 2

トレーニングと情報技術 ○ ○ － ○ 2 3

スポーツ情報分析 ○ ○ － ○ 2 3

音響学入門 ○ － ○ ○ 2 2

音声コミュニケーション概論 ○ － ○ ○ 2 2

コンテンツ文化論 ○ － ○ ○ 2 3

音響シミュレーション ○ － ○ ○ 2 3
サウンドコミュニケーション基礎 － － ○ － 2 2

サウンドコミュニケーション基礎 － － ○ － 2 2

（ユニットプログラム）

情報メディア基盤ユニット ◎ ◎ ◎ ◎ 4 1

情報メディア導入ユニット ◎ ◎ ◎ ◎ 4 1

情報メディア基礎ユニットⅠ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2

情報メディア基礎ユニットⅡ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2

情報メディア専門ユニットⅠ ◎ ◎ ◎ ◎ 3 3

情報メディア専門ユニットⅡ ◎ ◎ ◎ ◎ 3 3

スポーツ情報科学ユニットⅠ － ◎ － － 3 3

スポーツ情報科学ユニットⅡ － ◎ － － 3 3

サウンドコミュニケーションユニットⅠ － － ◎ － 3 3

サウンドコミュニケーションユニットⅡ － － ◎ － 3 3

（卒業研究関係）

情報メディアセミナー ◎ ◎ ◎ ◎ 2 4

１年生特別専攻セミナーⅠ － － － ◎ 1 1

１年生特別専攻セミナーⅡ － － － ◎ 1 1

２年生特別専攻セミナーⅠ － － － ◎ 1 2

２年生特別専攻セミナーⅡ － － － ◎ 1 2

ICTスペシャリストセミナー － － － ◎ 2 3

ICT特別演習Ⅴ － － － ◎ 1 3

ICT特別演習Ⅵ － － － ◎ 1 3

卒業研究 ◎ ◎ ◎ ◎ 6 4

（海外実習系）

国際情報メディア実習 ○ ○ ○ ○ 1 1・2・3・4

海外情報メディア研修Ⅰ ○ ○ ○ ○ 2 2

海外情報メディア研修Ⅱ ○ ○ ○ ○ 2 3

海外情報メディア研修Ⅲ ○ ○ ○ ○ 2 3

ＩＣＴ海外研修Ⅰ － － － ◎ 2 3

ＩＣＴ海外研修Ⅱ － － － ○ 2 3

（目的別プログラム）

メディア実践講座 ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4

ゲームクリエータ特訓 ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4

プロダクションCGクリエータ特訓 ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4

キャラクタクリエータ特訓 ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4

プロジェクト研究Ⅰ ○ ○ ○ － 1 1・2・3・4

プロジェクト研究Ⅱ ○ ○ ○ － 1 1・2・3・4

プロジェクト研究Ⅲ ○ ○ ○ － 1 1・2・3・4

プロジェクト研究Ⅳ ○ ○ ○ － 1 1・2・3・4

プロジェクト研究Ⅴ ○ ○ ○ － 1 1・2・3・4

プロジェクト研究Ⅵ ○ ○ ○ － 1 1・2・3・4

（資格・検定系）

IT応用 ○ ○ ○ ○ 2 2

メディア技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4
初級情報技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4

基本情報技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4

応用情報技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4

高度情報技術者（検定） ○ ○ ○ ○ 2 1・2・3・4

Ａ：208
Ｂ：202
Ｃ：196
Ｔ：221

Stop the CO2 入門

Stop the CO2 とライフデザイン

Stop the CO2 プロジェクトⅠ

Stop the CO2 プロジェクトⅡ

Stop the CO2 プロジェクトⅢ

Stop the CO2 最前線

環境と新エネルギー

新素材と省エネ技術

工業概論

職業指導Ⅰ

職業指導Ⅱ

情報と職業

教科に関する専門科目
別表第４-２参照
(注1)卒業要件単位数には含まない。
(注2)教職課程登録者のみ履修可。

合計

（Stop the CO2 プログラム）

Stop the CO2 プログラム

別表第３参照
(注)卒業要件上、修得後の単位については、任意として集計さ
れる。

標準年次

（◎必修、○選択、－配当なし）

教育
区分 Ａ Ｔ

（教職関連）

専門

Ｂ Ｃ授　業　科　目
必選別

単位数

ス
ポ
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ツ
情
報
科
学

コ
ー

ス

サ
ウ
ン
ド
コ
ミ
ュ
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ケ
ー

シ
ョ
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ス



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

創造工学部　自動車システム開発工学科

□ ‐ 3 1
□ ‐ 3 1
□ ‐ 2 1
□ ‐ 3 1・2
□ ‐ 3 1
‐ ◎ 3 1
‐ ◎ 2 1
‐ ◎ 3 2
□ ‐ 2 1
□ ‐ 2 1
□ ‐ 2 1
□ ‐ 2 1
‐ ◎ 3 1

機械系数学 ◎ ‐ 2 2
ベクトル解析 ‐ ○ 2 2
確率統計 ○ ‐ 2 2

‐ ○ 2 1
フーリエ解析 ‐ ○ 2 2

□ ‐ 2 1
□ ‐ 3 1
□ ‐ 3 1
□ ‐ 2 2
□ ‐ 3 1
□ ‐ 3 1
□ ‐ 2 1
□ ‐ 2 1
□ ‐ 2 2
□ ‐ 2 2
‐ ◎ 3 1
‐ ◎ 3 1
‐ ◎ 2 2
‐ ○ 2 2

振動と波動 ‐ ○ 2 2
熱・統計物理学 ○ ○ 2 3
量子物理 ○ ○ 2 3
基礎化学Ⅰ-ａ ○ ‐ 2 3

‐ ◎ 2 1
‐ ○ 2 1

物理･化学ユニットプログラム ◎ ‐ 3 1
‐ ◎ 3 1
‐ ○ 2 1
〇 〇 2 2
〇 〇 2 1
〇 〇 1 2

基礎電子回路 □ ‐ 2 2
基礎電子回路S □ ◎ 2 2

○ ‐ 1 1
○ ‐ 1 1
◎ ◎ 2 1
◎ ◎ 2 2
◎ ◎ 2 2
◎ ◎ 2 2

機械力学 □ ‐ 2 2
機械力学S □ ◎ 2 2
材料力学 □ ‐ 2 2
材料力学S □ ◎ 2 2
熱力学 □ ‐ 2 2
熱力学S □ ◎ 2 2

〇 ‐ 1 2
流体力学 □ ‐ 2 2
流体力学S □ ◎ 2 2

化学B

基礎力学Ⅰ-ａ

自動車要素設計Ⅱ

基礎電磁気学Ⅱ-ａ
基礎電磁気学Ⅱ-ｂ

ものづくりデザインの基礎

自動車要素設計Ⅰ

物理学Ｂ

Ｃ言語
Ｃ言語演習
i
群

物理学Ａ

m
群

工学基礎演習Ⅰ
工学基礎演習Ⅱ
基礎製図
自動車のための情報・通信入門

力学演習

j
群
k
群
l
群

確率統計Ｓ

ｅ
群

ｆ
群

化学A

基礎力学Ⅰ-ｃ

基礎力学Ⅱ-ｃ

基礎力学Ⅰ-ｄ
基礎力学Ⅱ-ａ

物理学Ｃ
物理学Ｄ

標準年次

ｄ
群

線形代数学

解析学 I
解析学 II
微分方程式

線形代数学Ⅰ-ａ
線形代数学Ⅰ-ｂ
線形代数学Ⅱ-ａ
線形代数学Ⅱ-ｂ

教育
区分

授　業　科　目
必選別

単位数

ｃ
群

微分積分学Ⅱ-ｄ
微分積分学Ⅱ-ｃ

創
造
工
学
部
共
通

専
門
基
礎

Ｖ
科
専
門
基
礎

ｇ
群

基礎力学Ⅱ-ｄ
基礎電磁気学Ⅰ-ａ
基礎電磁気学Ⅰ-ｂ

物理･化学ﾕﾆｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑＳ
ライフサイエンスⅠ

ｈ
群

Ａ：一般　　Ｔ：次世代自動車開発特別専攻

Ａ Ｔ

専
門
基
礎
導
入

ａ
群

ｂ
群

微分積分学Ⅰ-ｃ
微分積分学Ⅰ-ｄ
基礎数学

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

創造工学部　自動車システム開発工学科

自動車制御ｼｽﾃﾑのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 〇 〇 2 3
数値シミュレーションの基礎 ○ ○ 2 3
制御工学 ○ ‐ 2 3
制御工学S ‐ □ 2 3
制御ハードウエア ○ ○ 2 3
自動車制御プロセッサ ○ ○ 2 2
次世代自動車制御 ○ □ 2 3
次世代自動車情報通信 ○ □ 2 3
カーエレクトロニクス ○ ○ 2 2
次世代自動車動力 ○ □ 2 3
電気自動車システム工学 ○ ○ 2 3
マルチボディダイナミクス ○ ‐ 2 2
マルチボディダイナミクスS ‐ □ 2 2
次世代自動車力学 ○ □ 2 3
カーエアロダイナミクス ○ ‐ 2 3
カーエアロダイナミクスS ‐ □ 2 3
機構学 ○ ○ 2 3
次世代自動車安全 ○ □ 2 3
自動車開発プロセス概論 〇 〇 2 2
材料強度力学 ○ ‐ 2 2
材料強度力学S ‐ □ 2 2
自動車用材料学 ○ ○ 2 3
次世代車両構造系ダイナミクス ○ □ 2 3
オートモーティブエンジニアリング ○ ○ 2 3
自動車のための加工学 ○ ○ 2 3
応用熱力学 ○ ‐ 2 2
応用熱力学S ‐ □ 2 2
自動車エンジン工学 * ○ ○ 2 3
車と社会 ○ ○ 2 3

自動車システム工学プロジェクト入門 ◎ ‐ 2 1
自動車システム工学プロジェクトⅠ ○ ‐ 2 2
自動車システム工学プロジェクトⅡ ○ ‐ 2 2
自動車開発プロジェクト ○ ‐ 2 2
自動車開発プロジェクトⅠ ○ ‐ 2 3
自動車開発プロジェクトⅡ ○ ‐ 2 3

‐ ◎ 2 2
‐ ○ 2 2
‐ ○ 2 2
‐ ○ 2 3
‐ ○ 2 3

１年生特別専攻ゼミⅠ ‐ ◎ 1 1
１年生特別専攻ゼミⅡ ‐ ◎ 1 1
２年生特別専攻ゼミⅠ ‐ ◎ 1 2
２年生特別専攻ゼミⅡ ‐ ◎ 1 2
海外自動車工学研修 ○ ‐ 2 2
海外自動車工学研修S ‐ ◎ 2 3
輪講 ○ ○ 2 4
卒業研究 ◎ ◎ 6 4

Ａ：165
Ｔ：137

Stop the CO2 入門
Stop the CO2 とライフデザイン
Stop the CO2 プロジェクトⅠ
Stop the CO2 プロジェクトⅡ

Stop the CO2 プロジェクトⅢ

Stop the CO2 最前線

環境と新エネルギー
新素材と省エネ技術
（教職関連）
工業概論
職業指導Ⅰ
職業指導Ⅱ

*：Stop the CO2関連科目

Ａ：一般　　Ｔ：次世代自動車開発特別専攻

Ａ Ｔ 単位数 標準年次

次世代自動車開発プロジェクトⅢ

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

教育
区分

授　業　科　目
必選別

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
化
電

気

自

動

車

先
進
自
動
車
性
能
ス

マ
ー

ト

ス

ト

ラ

ク

チ
ャ

ー

環
境
・
交
通

（ユニットプログラム）

次世代自動車開発プロジェクトⅤ
（総合科目）

合計

（Stop the CO2 プログラム）

Stop the CO2 プログラム
別表第３参照
(注)卒業要件上、修得後の単位については、
任意として集計される。

教科に関する専門科目
別表第４-２参照
(注1)卒業要件単位数には含まない。
(注2)教職課程登録者のみ履修可。

専
門

次世代自動車開発プロジェクトⅠ
次世代自動車開発プロジェクトⅡ

次世代自動車開発プロジェクトⅣ



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

創造工学部 ロボット・メカトロニクス学科

Ｓ：一般　Ｔ：ロボットクリエータ特別専攻

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

○ － 2 1
解析学Ⅰ － ◎ 3 2
線形代数学 － ◎ 3 2
確率統計Ｓ － ◎ 2 2

離散数学 － □ 2 2
解析学Ⅱ － □ 2 2
ベクトル解析 － □ 2 2
フーリエ解析 － □ 2 2
微分方程式 － □ 3 2

○ － 3 1
○ － 3 1
○ － 3 2
○ － 3 2
○ － 2 2
○ － 2 2
○ － 2 2
○ － 2 2

物理学Ａ － ◎
物理学Ｂ － □ 3 2
化学Ａ － □ 2 2
ライフサイエンスⅠ － □ 2 2

物理学Ｃ － ○ 2 3
物理学Ｄ － ○ 2 3
化学Ｂ － ○ 2 2
ライフサイエンスⅡ － ○ 2 2
基礎力学Ⅰ-a ○ － 2 1
基礎力学Ⅰ-b ○ － 2 1
基礎力学Ⅱ-a ○ － 2 1
基礎力学Ⅱ-b ○ － 2 1

○ ○ 2 2
○ － 3 2
○ ○ 2 2
◎ － 2 1
◎ － 2 1
◎ － 2 2
◎ － 2 3
◎ － 2 3
◎ － 2 1
◎ － 2 1
◎ － 2 1
◎ － 2 2
○ ○ 2 1
○ ○ 2 1
○ ○ 2 2
○ ○ 2 1
□ □ 2 2
□ □ 2 2
□ □ 2 2
□ □ 2 2
□ □ 2 2
□ □ 2 2
□ □ 2 2
□ □ 2 2
□ □ 2 3
□ □ 2 3
□ □ 2 2
□ □ 2 2
□ □ 2 3
□ □ 2 3

専
門

必選別

Ｓ Ｔ

a群

b群

ロボット制御

ロ
ボ
ッ

ト
・
人
間
特
性
応
用
科
目
群

材料力学
機械力学

標準年次

プロダクトデザイン開発Ⅱ

組み込み機器入門
Android開発入門
加齢と運動機能
身体動作の科学
プロダクトデザイン開発Ⅰ

人間工学
生活ニーズと支援開発
機構学

ＣＡＤ
アナログ回路
ディジタル回路
ロボットシミュレーション

組み込みソフトウェア設計
情報通信技術
センサ工学

ロ

ボ
ッ

ト

・

人

間

特

性

基

礎

科

目

群

プログラミング
応用力学
ロボット工学概論
設計製図
コンピュータアーキテクチャ
キャンパスライフ実践論

線形代数学Ⅰ-b
線形代数学Ⅱ-a
線形代数学Ⅱ-b

振動と波動
物理・化学ユニットプログラム

専
門
基
礎

創
造
工
学
部
共
通

科
目
群

ものづくりデザインの基礎
基礎電気回路
回路設計入門

教育
区分

授　業　科　目 単位数

専
門
基
礎
導
入

基礎数学

微分積分学Ⅰ-c
微分積分学Ⅰ-d
微分積分学Ⅱ-c
微分積分学Ⅱ-d
線形代数学Ⅰ-a



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

創造工学部 ロボット・メカトロニクス学科

Ｓ：一般　Ｔ：ロボットクリエータ特別専攻

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

○ ○ 2 3
○ ○ 2 3
○ ○ 2 3
○ ○ 2 3
○ ○ 2 3
○ ○ 2 3
○ ○ 2 3
○ ○ 2 3
○ ○ 2 3
○ ○ 2 2
○ ○ 2 3
○ ○ 4 1
○ ○ 4 1

ロボット開発設計ユニットⅠ ○ ○ 4 2
ロボット開発設計ユニットⅡ ○ ○ 4 2
ロボット開発設計ユニットⅢ ○ ○ 4 3
ロボット開発設計ユニットⅣ ○ ○ 4 3
ロボットクリエータ養成ゼミⅠ － ◎ 1 1
ロボットクリエータ養成ゼミⅡ － ◎ 1 1
ロボットクリエータ養成ゼミⅢ － ◎ 1 2
ロボットクリエータ養成ゼミⅣ － ◎ 1 2
ロボットクリエータ養成ゼミⅤ － ◎ 1 3
ロボットクリエータ養成ゼミⅥ － ◎ 1 3
次世代ロボット開発Ⅰ（ロボット機械要素技術） － ◎ 2 1
次世代ロボット開発Ⅱ（ロボット電子要素技術） － ◎ 2 1
次世代ロボット開発Ⅲ（ロボット制御技術） － ◎ 2 2
次世代ロボット開発Ⅳ（ロボット通信技術） － ◎ 2 2
次世代ロボット開発Ⅴ（自律ロボット技術） － ◎ 2 3
次世代ロボット開発Ⅵ（ロボット知能化技術） － ◎ 2 3
（集中講義）
アドバンストロボティックス － ○ 2 2
ロボットインテリジェンス － ○ 2 2
ネットワークロボティックス － ○ 2 3
輪講 ◎ ◎ 2 4
卒業研究 ◎ ◎ 6 4

プロジェクト研究実践Ⅰ ○ ○ 2 1・2・3
プロジェクト研究実践Ⅱ ○ ○ 2 1・2・3
プロジェクト研究実践Ⅲ ○ ○ 2 1・2・3
プロジェクト研究実践Ⅳ ○ ○ 2 1・2・3
プロジェクト研究実践Ⅴ ○ ○ 2 1・2・3
プロジェクト研究実践Ⅵ ○ ○ 2 1・2・3
特別専攻海外創造工学研修 － ◎ 2
海外創造工学研修 ○ － 2 1・2・3・4
MOS検定（WORD） ○ ○ 1 1・2・3・4
MOS検定（EXCEL） ○ ○ 1 1・2・3・4
初級情報処理技術者試験（検定） ○ ○ 2 1・2・3・4
基本情報処理技術者試験（検定） ○ ○ 2 1・2・3・4

Ｓ：165
Ｔ：175

Stop the CO2 入門

Stop the CO2 とライフデザイン

Stop the CO2 プロジェクトⅠ

Stop the CO2 プロジェクトⅡ

Stop the CO2 プロジェクトⅢ

Stop the CO2 最前線

環境と新エネルギー
新素材と省エネ技術

工業概論
職業指導Ⅰ
職業指導Ⅱ
木材加工概論
金属加工概論
機械概論
電気概論
栽培概論
情報とコンピュータ概論

Stop the CO2 プログラム

別表第４-４参照
(注)卒業要件上、修得後の単位について
は、任意として集計される。

（教職関連）

教科に関する専門科目
別表第３-１-２参照
(注1)卒業要件単位数には含まない。
(注2)教職課程登録者のみ履修可。

専
門

特
別
専
攻
科
目
群

専
門

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
系
認
定

資
格
系
認
定

合計

（Stop the CO2 プログラム）

Android開発実践
認知行動科学論
人間工学計測法

ユ

ニ
ッ

ト

プ

ロ

グ

ラ

ム

ロボメカ基礎ユニットⅠ
ロボメカ基礎ユニットⅡ

ロ
ボ
ッ

ト
・
人
間
特
性
発
展
科
目
群

流れ学
画像処理工学
知能情報処理

ロボット製品設計
ヒューマン・ロボットインタラクション
ハードウェア記述言語
組み込み機器設計

教育
区分

授　業　科　目
必選別

単位数 標準年次
Ｓ Ｔ

メカトロニクス



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

創造工学部 ホームエレクトロニクス開発学科

Ａ：一般　　Ｔ：環境エネルギー特別専攻

基礎数学 ○ － 2 1
□ － 3 1
□ － 3 1

解析学Ⅰ － ◎ 3 1
解析学Ⅱ － ○ 2 1
微分方程式 － ○ 3 2
線形代数学 － ◎ 3 1
電気電子数学 ◎ ○ 3 1
確率統計Ｓ － ○ 2 1
ベクトル解析 － ○ 2 2
フーリエ解析 － ○ 2 2

◎ － 3 1
基礎力学Ⅱ-d ○ － 3 1
基礎電磁気学Ⅰ-b ◎ － 2 2
基礎電磁気学Ⅱ-b ◎ － 2 2
物理学A － ◎ 3 1
物理学B － ◎ 3 1
物理学C － ○ 2 2
物理学D － ○ 2 2
振動と波動 ○ ○ 2 2
量子物理 ○ ○ 2 3
物理・化学ユニットプログラム ◎ - 3 2
物理・化学ユニットプログラムS - ◎ 3 2
基礎化学Ⅰ-a ○ － 2 1
化学A － ○ 2 1
化学B － ○ 2 1
基礎生物学 ○ － 2 2
ライフサイエンスⅠ － ○ 2 1
ライフサイエンスⅡ － ○ 2 1
電気回路Ⅰ － ◎ 2 1
電気回路Ⅱ － ◎ 2 1
電子回路Ⅰ － ◎ 2 1
電子回路Ⅱ － ◎ 2 2
電子回路Ⅲ － ◎ 2 2
電気磁気学Ⅰ－EB － ◎ 3 2
電気磁気学Ⅱ－EB － ◎ 3 2
回路解析Ⅰ － ◎ 3 2
回路解析Ⅱ － ◎ 3 2
ものづくりデザインの基礎 ○ ○ 2 2
電気電子回路Ⅰ ◎ － 3 1
電気電子回路Ⅱ ◎ － 3 1
電気電子回路Ⅲ ◎ － 3 2
情報技術の基礎 ◎ ○ 2 1
C言語プログラム ◎ ◎ 2 1
センサと計測技術 ◎ ○ 3 2
メカトロニクスの基礎 ◎ ○ 2 2
電気電子工学 ◎ ○ 2 3
スマートハウスと製図 ◎ ◎ 2 3
プロダクトデザインと３DCAD ○ ○ 2 2
電気電子回路設計 ◎ ○ 3 3
ロボット家電と制御 ◎ ○ 2 3
家電製品と電気法規 ○ ○ 2 3
家電製品と組込み技術 ◎ ○ 2 2
スマートハウスとエネルギー管理 ◎ ○ 2 2

専
門

創
造
工
学
部
共
通

専
門
基
礎

専
門

基
礎

専
門
基
礎
導
入

微分積分学Ⅰ-c
微分積分学Ⅰ-d

基礎力学Ⅰ-d

特
別
専
攻
・
専
門
基
礎

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

標準年数
教育
区分

授　業　科　目
必選別

単位数
Ａ Ｔ



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

創造工学部 ホームエレクトロニクス開発学科

Ａ：一般　　Ｔ：環境エネルギー特別専攻

デジタル音響機器と信号処理 ○ ○ 2 3
ホームエレクトロニクス ◎ ○ 2 3
環境とエレクトロニクス *1　　 ○ ◎ 2 2
エネルギーマネジメントシステム *1　　　　○ ◎ 2 3
環境と再生可能エネルギー *1　　 ○ ◎ 2 3
（問題解決型ユニットプログラム）
ものづくりプロジェクトⅠ ◎ ◎ 2 1
ものづくりプロジェクトⅡ ◎ ◎ 2 2
ものづくりチャレンジプロジェクト ○ ○ 2 1・2・3・4

企業連携プロジェクト入門 ◎ ◎ 2 2
企業連携プロジェクトⅠ ◎ ◎ 3 3
企業連携プロジェクトⅡ ◎ ◎ 3 3
海外創造工学研修 ○ ○ 2 1・2・3・4

（卒業研究関係）
ホームエレクトロニクス開発ゼミ ◎ ◎ 2 4
１年生特別専攻ゼミⅠ － ◎ 1 1
１年生特別専攻ゼミⅡ - ◎ 1 1
２年生特別専攻ゼミⅠ - ◎ 1 2
２年生特別専攻ゼミⅡ - ◎ 1 2
特別専攻海外研修 - ◎ 2 3
卒業制作プロジェクト □ － 6 4
卒業研究 □ ◎ 6 4
（認定）
家電技術者検定Ⅰ ○ ○ 2 1・2・3・4

家電技術者検定Ⅱ ○ ○ 2 1・2・3・4

家電情報技術者検定Ⅰ ○ ○ 2 1・2・3・4

家電情報技術者検定Ⅱ ○ ○ 2 1・2・3・4

Lab VIEW アカデミー検定 ○ ○ 2 1・2・3・4

（集中講座）
エレクトロニクス入門講座（認定） ○ ○ 2 1
マイコン回路設計講座 ○ ○ 2 1・2・3・4

Lab VIEW 特訓講座 ○ ○ 2 2・3・4

Stop the CO2 入門 ○ － 2 1
Stop the CO2 とライフデザイン ○ － 2 1
Stop the CO2 プロジェクトⅠ ○ － 1 1
Stop the CO2 プロジェクトⅡ ○ － 2 2
Stop the CO2 プロジェクトⅢ ○ － 2 3
Stop the CO2 最前線 ○ － 2 3
環境と新エネルギー ○ － 2 3
新素材と省エネ技術 ○ － 2 3

A:140  T:151

工業概論
職業指導Ⅰ
職業指導Ⅱ
木材加工概論
金属加工概論
機械概論
電気概論
栽培概論
情報とコンピュータ概論
情報と職業
 (注)　*1：一般コースの学生への開講期は４年次となる。また履修に関しては履修条件（104単位以上修得

    およびGPA 2.0以上）がある。

授　業　科　目
必選別

単位数 標準年数
Ａ Ｔ

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

教科に関する専門科目
別表第４-２参照
(注1)卒業要件単位数には含まない。
(注2)教職課程登録者のみ履修可。

専
門

合計

（Stop the CO2 プログラム）

（教職関連）

教育
区分



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）
応用バイオ科学部  応用バイオ科学科

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

Ａ Ｔ

基礎力学Ⅰ-ａ ○ - 2 1

基礎力学Ⅱ-ａ ○ - 2 1

基礎電磁気学Ⅰ-ａ ○ - 2 2

物理・化学ユニットプログラム ◎ - 3 1

基礎化学Ⅰ-ａ ○ - 2 1

基礎化学Ⅱ-ａ ○ - 2 1

地学概論I ○ ○ 2 2

地学概論Ⅱ ○ ○ 2 2

解析学I - ◎ 3 1

解析学II - ○ 2 1

微分方程式 - ○ 3 2

線形代数学 - ○ 3 1

確率統計S - ◎ 2 1

物理学A - ◎ 3 1

物理学B - ○ 3 1

物理学C - ○ 2 2

物理学D - ○ 2 2

物理・化学ユニットプログラムS - ◎ 3 1

化学A - ◎ 2 1

化学B - ◎ 2 1

ライフサイエンスⅠ - ◎ 2 1

ライフサイエンスII - ◎ 2 1

生命科学Ⅰ ◎ ○ 2 1

生命科学Ⅱ ◎ ○ 2 1

微生物学 ○ ○ 2 1

バイオ工学基礎 ◎ ○ 2 1

バイオ物理化学Ⅰ ○ ○ 2 1

バイオ物理化学Ⅱ ○ ○ 2 2

生化学入門 ◎ ○ 2 1

分析化学 ◎ ◎ 2 1

有機化学 ◎ ◎ 2 1

生物無機化学 ○ ○ 2 1

化学・生物学基礎実験 - ◎ 2 1

化学・生物学基礎ユニットプログラム ◎ - 4 1

バイオ基礎ユニットプログラム ◎ ◎ 3 1

医科学概論 - ◎ 2 1

単位数 標準年次

Ａ：一般　Ｔ：医生命科学特別専攻

専
門
基
礎

教育
区分

授　業　科　目
必選別

専
門
基
礎
導
入



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

応用バイオ科学部  応用バイオ科学科

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

Ａ Ｔ
細胞生物学 ○ ○ 2 2
分子生物学 ○ ○ 2 2
遺伝子工学 ○ ○ 2 2
応用微生物学 ○ ○ 2 2
植物バイオテクノロジー ○ ○ 2 3
動物バイオテクノロジー ○ ○ 2 3
バイオ機器分析ユニットプログラム ◎ ◎ 4 2
機器分析実験 ◎ ○ 2 3
生物工学 ○ ○ 2 3
生物有機化学 ○ ◎ 2 2
生化学Ⅰ ◎ ◎ 2 2
生化学Ⅱ ◎ ◎ 2 2
高分子科学 ○ ○ 2 3
食品化学・微生物学実験 ◎ ◎ 2 2
生化学実験 ◎ ◎ 2 2
応用バイオ科学実験 ◎ ○ 2 3
機器分析 ○ - 2 3
バイオインフォマティクス実習 ○ ○ 1 3

公衆衛生学 ○ ○ 2 2
環境科学 ○ - 2 2
環境工学 ○ - 2 3
環境保全学 ○ - 2 3
基礎医学 ○ ◎ 2 2
病態薬理学 ○ ○ 2 3
免疫化学 ○ ◎ 2 3
創薬化学 ○ - 2 3
化粧品科学 ○ ○ 2 3
生理活性物質化学 ○ ○ 2 3
生物機能科学 ○ ○ 2 3
食品機能化学 ○ ○ 2 2
食品衛生学 ○ - 2 2
食品分析学 ○ - 2 3
食品工学 ○ - 2 3
食品加工学 ○ - 2 3
分子栄養学 ○ - 2 3

生理学 - ◎ 2 2
薬理学 - ◎ 2 2
生命機能材料化学 - ◎ 2 3
有機反応化学 - ◎ 2 3
医薬品合成化学 - ◎ 2 3
先端バイオ科学 ○ ○ 2 3
バイオ製品科学 ○ ○ 2 3
１年生特別専攻ゼミⅠ - ◎ 1 1
１年生特別専攻ゼミⅡ - ◎ 1 1
２年生特別専攻ゼミⅠ - ◎ 1 2
２年生特別専攻ゼミⅡ - ◎ 1 2
３年生特別専攻ゼミ - ◎ 1 3
輪講 ◎ ◎ 2 4
卒業研究 ◎ ◎ 6
（オプショナルプログラム）
バイオ総合演習Ⅰ ○ ○ 1 2
バイオ総合演習Ⅱ ○ ○ 1 3
国際コミュニティバイオ英語Ⅰ ○ ○ 1 2
国際コミュニティバイオ英語Ⅱ ○ ○ 1 2
海外バイオ研修Ⅰ ○ ○ 2 1・2・3
海外バイオ研修Ⅱ ○ □ 4 3
特別専攻海外研修 - □ 2 3
バイオ特別実験 ○ ○ 1 1・2・3
機器分析特別実験 ○ ○ 2 3
課題研究Ⅰ ○ - 1 1・2
課題研究Ⅱ ○ - 1 2・3
（認定）
バイオ技術者中級（検定） ○ ○ 2 1・2・3・4
バイオ技術者上級（検定） ○ ○ 2 1・2・3・4

Stop the CO2 入門

Stop the CO2 とライフデザイン

Stop the CO2 プロジェクトⅠ

Stop the CO2 プロジェクトⅡ

Stop the CO2 プロジェクトⅢ

Stop the CO2 最前線

環境と新エネルギー
新素材と省エネ技術
（教職関連）
工業概論
職業指導Ⅰ
職業指導Ⅱ
地学実験

（Stop the CO2 プログラム）

Stop the CO2 プログラム
別表第３参照
(注)卒業要件上、修得後の単位については、
任意として集計される。

教科に関する専門科目
別表第４-２参照
(注1)卒業要件単位数には含まない。
(注2)教職課程登録者のみ履修可。

合計
T:162

健
康
･
医
療

食
品
･
食
糧

A:146

専
門

環境･
エネル
ギー

教育
区分

授　業　科　目
必選別

単位数 標準年次

Ａ：一般　Ｔ：医生命科学特別専攻



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）
応用バイオ科学部　 栄養生命科学科

化学基礎 ◎ 2 1
化学基礎実験 ◎ 1 1
生物学概論Ⅰ ○ 2 1
生物有機化学 ○ 2 1
生命科学概論 ◎ 2 1

栄養生命科学概論 ◎ 2 1
健康管理論 ◎ 2 2
公衆衛生学 ◎ 2 2
解剖生理学Ⅰ ◎ 2 1
解剖生理学Ⅱ ◎ 2 2
解剖生理学実験 ◎ 1 2
生化学Ⅰ ◎ 2 1
生化学実験Ⅰ ◎ 1 1
生化学Ⅱ ◎ 2 2
生化学実験Ⅱ ○ 1 2
微生物学 ○ 2 1
微生物学実験 ○ 1 1
病理病態学Ⅰ ○ 2 2
病理病態学Ⅱ ○ 2 3
食品学Ⅰ ◎ 2 1
食品学実験Ⅰ ◎ 1 1
食品学Ⅱ ◎ 2 2
食品学実験Ⅱ ○ 1 2
食品衛生学 ◎ 2 2
食品衛生学実験 ◎ 1 2
調理学 ◎ 2 1
調理学実習Ⅰ ◎ 1 1
調理学実習Ⅱ ◎ 1 1
調理学実験 ◎ 1 2
基礎栄養学 ◎ 2 2
基礎栄養学実験 ◎ 1 2
応用栄養学Ⅰ ◎ 2 2
応用栄養学Ⅱ ○ 2 3
応用栄養学Ⅲ ○ 2 3
応用栄養学実習 ◎ 1 3
栄養教育論Ⅰ ◎ 2 2
栄養教育論Ⅱ ◎ 2 3
栄養教育論Ⅲ ○ 2 3
栄養教育論実習Ⅰ ◎ 1 3
栄養教育論実習Ⅱ ○ 1 3
臨床栄養学Ⅰ ◎ 2 2
臨床栄養学Ⅱ ◎ 2 2
臨床栄養学Ⅲ ○ 2 3
臨床栄養学Ⅳ ○ 2 3
臨床栄養学実習Ⅰ ◎ 1 3
臨床栄養学実習Ⅱ ◎ 1 3
公衆栄養学Ⅰ ◎ 2 2
公衆栄養学Ⅱ ○ 2 3
公衆栄養学実習 ◎ 1 3

（◎必修、○選択）

教育
区分

授　業　科　目
必
選
別

単位数

専
門
基
礎
導
入

標準年次

公
衆
栄
養
学

臨
床
栄
養
学

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち

食
べ
物
と
健
康

専
門
基
礎

社会・環
境と健康

基

礎

栄

養

学

応
用
栄
養
学

専
門

栄
養
教
育
論



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）
応用バイオ科学部　 栄養生命科学科

給食経営管理論Ⅰ ◎ 2 2
給食経営管理論Ⅱ ◎ 2 2
給食経営管理実習 ◎ 1 2
総合演習 ○ 2 3・4
臨床栄養Ａ臨地実習 ○ 3 4
臨床栄養Ｂ臨地実習 ○ 2 4
公衆栄養臨地実習 ○ 1 4
給食経営臨地実習 ○ 1 3
給食運営臨地実習 ◎ 1 3

輪講 ○ 2 4
卒業研究 ◎ 4 4

栄養サポートチーム(NST)論 ○ 2 3
食品加工学 ○ 2 3
食品工学 ○ 2 3
食品官能評価論 ○ 2 3
食品物性学 ○ 2 3
食品分析学 ○ 2 3
食品機能学 ○ 2 3
管理栄養士基礎セミナー ○ 2 2
専門演習Ⅰ ○ 1 4
専門演習Ⅱ ○ 1 4
給食経営システム論 ○ 2 3
分子栄養学 ○ 2 3
臨床生化学 ○ 2 4
Web技術入門 ○ 2 2
画像情報処理 ○ 2 2
情報統計 ○ 2 3
基礎栄養学概論 ○ 2 1
+α資格取得プロジェクトⅠ(食品産業) ○ 2 3・4
+α資格取得プロジェクトⅡ(スポーツ栄養) ○ 2 3・4
+α資格取得プロジェクトⅢ(家電) ○ 2 3・4
+α資格取得プロジェクトⅣ(臨床栄養) ○ 2 3・4
+α資格取得プロジェクトⅤ(食育) ○ 2 3・4
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Stop the CO2 入門

Stop the CO2 とライフデザイン

Stop the CO2 プロジェクトⅠ

Stop the CO2 プロジェクトⅡ

Stop the CO2 プロジェクトⅢ

Stop the CO2 最前線

環境と新エネルギー

新素材と省エネ技術

（教職関連）

学校栄養指導論

食育指導論

教科に関する専門科目　       
   別表第４-２参照
(注1)卒業要件単位数には含ま
ない。
(注2)教職課程登録者のみ履修
可。

（◎必修、○選択）

教育
区分

授　業　科　目
必
選
別

単位数 標準年次

合計

（Stop the CO2 プログラム）

Stop the CO2 プログラ
ム
別表第３参照
(注)卒業要件上、修得後
の単位については、任意
として集計される。

専
門

給

食

経

営

管

理

論

総
合
演
習
･
臨
地
実
習

専
門
発
展
科
目

専
門
関
連
科
目

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目



別表第２　専門教育（２０１７年度入学生）

看護師のための数学基礎 ○ 1 1

看護師のための生物・化学基礎 ○ 1 1

形態機能学Ⅰ(運動器・神経系) ◎ 2 1

形態機能学Ⅱ(循環器・内臓系) ◎ 2 1

感染免疫学 ◎ 2 1

病態学 ◎ 2 1

薬理学 ◎ 2 2

臨床栄養学 ◎ 2 3

臨床心理学 ◎ 1 3

疾病治療学Ⅰ（内科系） ◎ 2 1

疾病治療学Ⅱ（外科系） ◎ 2 2

疾病治療学Ⅲ（精神・老年） ◎ 1 2

疾病治療学Ⅳ（母性・小児） ◎ 1 2

社会福祉学 ◎ 2 3

公衆衛生学 ◎ 1 2

疫学Ⅰ ◎ 1 3

疫学Ⅱ ○ 1 3

保健医療福祉行政論Ⅰ ◎ 1 3

保健医療福祉行政論Ⅱ ○ 2 3

保健統計学Ⅰ ◎ 1 3

保健統計学Ⅱ ○ 1 4

基礎看護学概論 ◎ 2 1

看護倫理 ◎ 1 2

看護技術総論（基本技術） ◎ 1 1

基礎看護技術Ⅰ（日常生活援助） ◎ 2 1

基礎看護技術Ⅱ（ヘルスアセスメント） ◎ 1 1

基礎看護技術Ⅲ（診療援助技術） ◎ 2 2

基礎看護技術Ⅳ（看護過程） ◎ 1 2

健康教育学 ◎ 1 1

看護のための人間工学 ◎ 1 1

地域保健医療看護論　 ◎ 1 1

基礎看護学実習Ⅰ(早期体験実習) ◎ 1 1

基礎看護学実習Ⅱ(看護援助過程実習) ◎ 2 2

成人看護学概論 ◎ 1 1

成人看護活動論Ⅰ(急性期) ◎ 2 1

成人看護活動論Ⅱ(慢性期) ◎ 2 2

成人看護活動論Ⅲ(成人看護技術) ◎ 1 2

成人看護学実習Ⅰ(急性期) ◎ 3 3・4

成人看護学実習Ⅱ（慢性期） ◎ 3 3・4

老年看護学概論 ◎ 1 1

老年看護活動論Ⅰ ◎ 2 2

老年看護活動論Ⅱ ◎ 1 2

老年看護学実習Ⅰ（地域） ◎ 1 3

老年看護学実習Ⅱ（施設） ◎ 1 3・4

老年看護学実習Ⅲ（病棟） ◎ 2 3・4

小児看護学概論 ◎ 1 2

小児看護活動論Ⅰ ◎ 2 2

小児看護活動論Ⅱ ◎ 1 3

小児看護学実習Ⅰ（発達援助） ◎ 1 3

小児看護学実習Ⅱ（療養） ◎ 1 3・4

母性看護学概論 ◎ 1 2

母性看護活動論Ⅰ ◎ 2 2

母性看護活動論Ⅱ ◎ 1 3

母性看護学実習 ◎ 2 3・4

精神看護学概論 ◎ 1 2

精神看護活動論Ⅰ ◎ 2 2

精神看護活動論Ⅱ ◎ 1 3

精神看護学実習 ◎ 2 3・4

在宅看護学概論 ◎ 1 2

在宅看護活動論Ⅰ ◎ 2 2

在宅看護活動論Ⅱ ◎ 1 3

在宅看護学実習 ◎ 2 3・4

医療安全学 ◎ 1 3

看護管理学 ○ 1 3

国際看護学 ○ 1 4

家族看護学 ○ 1 4

認知症ケア論 ○ 1 4

スピリチュアルケア論 ○ 1 4

実践総合演習（OSCE） ◎ 1 3

看護統合実習 ◎ 2 4

専門職間連携活動論 ◎ 1 4

医療機器と在宅技術Ⅰ ◎ 1 3

医療機器と在宅技術Ⅱ ◎ 1 4

災害看護学 ◎ 1 2

災害看護活動論 ◎ 1 3

看護研究Ⅰ ◎ 2 3

看護研究Ⅱ ◎ 2 4

公衆衛生看護学概論 ◎ 1 2

公衆衛生看護活動論 ○ 2 3

公衆衛生看護管理論 ○ 1 4

学校看護学 ○ 1 3

産業看護学 ○ 1 3

公衆衛生看護技術論 ○ 1 3

産業・学校看護学実習 ○ 1 4

公衆衛生看護学実習 ○ 4 4
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健
康
支
援
と

社
会
保
障
制
度

合計

専
門
教
育

看
護
の
基
本

人
間
の
発
達
段
階
と
看
護
活
動

看
護
の
統
合
と
発
展

看護研究

公
衆
衛
生
看
護
学

専
門
基
礎
導
入
・
専
門
基
礎
教
育

専門基礎
導入

人
体
の
構
造
機
能
・

疾
病
と
回
復
促
進

（◎必修、○選択）
看護学部　看護学科

教育
区分

授業科目の名称 必選別 単位数 標準年次



別表第３　 Stop the CO2プログラム(２０１７年度入学生)

Ｍ－工学部機械工学科（MS ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース、MJ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース、MＦ 航空宇宙学専攻）

Ｅ－工学部電気電子情報工学科（EA 実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ、ＥＢ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､EC 電気工事・施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ）

Ｃ－工学部応用化学科（CA 化学応用コース、CJ 総合化学エンジニアコース）

Ａ－工学部臨床工学科

Ｉ－情報学部情報工学科（スポーツ情報科学コース、サウンドコミュニケーションコース含む）

Ｎ－情報学部情報ネットワーク・コミュニケーション学科（スポーツ情報科学コース、サウンドコミュニケーション

コース含む）

Ｄ－情報学部情報メディア学科（スポーツ情報科学コース、サウンドコミュニケーションコース含む）

Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科

Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科

Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科

Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科

Ｌ－応用バイオ科学部栄養生命科学科

Ｕ－看護学部看護学科

特別専攻－機械工学、環境エネルギー、医生命科学、ＩＣＴスペシャリスト、次世代自動車開発、ロボットクリエータ

看護学部

MS MJ MＦ EA EＢ EC CA CJ Ａ Ｉ Ｎ Ｄ V RS H B L Ｕ

Stop the CO2入門 ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 1

Stop the CO２とライフデザイン ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 1

Stop the CO2プロジェクトⅠ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 1 1

Stop the CO2プロジェクトⅡ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 2

Stop the CO2プロジェクトⅢ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 3

Stop the CO2最前線 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 3

環境と新エネルギー ○ ○ － － － － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 3

新素材と省エネ技術 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 2 3

環境伝熱学　　　　　　　　　　　　　[M科開講科目]

環境・エネルギー　　　　　　　　　　[E科開講科目]

エネルギーと電力システム制御　　　  [E科開講科目]

環境保全・エコロジー　　　　　　　　[C科開講科目]

大気・水質環境                      [C科開講科目]

エネルギー化学入門J　　　　　 　　　[C科開講科目]

自動車エンジン工学　　　　　　　　　[V科開講科目]

スマートハウスとエネルギー管理　  　[H科開講科目]

微生物学　　　　　　　　　　　　　　[B科開講科目]

生物工学　　　　　　　　　　　　　　[B科開講科目]

１．［Stop the CO2専用科目群・各学科提供StopTheCO2関連科目群］の配当学科以外の科目は、他学科履修となります。

ｂ
群

ｃ
群

［各学科提供StopTheCO2関連科目群］

２．Stop the CO2プログラムの科目から、15単位以上を修得した場合に修了証を交付する。

　　なお、a群からc群は、各群1科目以上合計9単位以上の修得を条件とする。

（○選択、△自由、－配当無し）

授業科目

必選別
単
位
数

標
準
年
次

a
群

工学部 情報学部 創造工学部 応用バイオ科学部
特
別
専
攻

［Stop the CO2専用科目群］



　　別表第４の１　　教職に関する科目(２０１７年度入学生)



Ｔ-機械工学特別専攻)

ＥＣ－電気工事･施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ、ＥＴ－環境ｴﾈﾙｷﾞｰ特別専攻）

Ｔ－ＩＣＴスペシャリスト特別専攻)

Ｃ-サウンドコミュニケーションコース、Ｔ－ＩＣＴスペシャリスト特別専攻)

Ｔ－ＩＣＴスペシャリスト特別専攻)

技術 数学 理科 工業 数学 理科 情報

対象学科

Ｍ・Ｅ・

Ｃ・Ｉ・

Ｎ・Ｄ・

Ｖ・Ｒ・

Ｈ・Ｂ

工業概論 － － － ◎ － － － － 2 1

職業指導Ⅰ － － － ◎ － － － － 2 3

職業指導Ⅱ － － － ◎ － － － － 2 3

情報と職業 － － － － － － ○ － 2 3

地学実験 － ◎ － － ○ － － 1 3

幾何学 － ◎ － － ◎ － － － 2 2

代数学 － ○ － － ○ － － － 2 3

統計学 － ○ － － ○ － － － 2 3

木材加工概論 ◎ － － － － － － － 2 1

金属加工概論 ◎ － － － － － － － 2 1

機械概論 ◎ － － － － － － － 2 1

電気概論 ◎ － － － － － － － 2 1

栽培概論 ◎ － － － － － － － 2 1

情報とコンピュータ概論 ◎ － － － － － － － 2 1

学校栄養指導論 － － － － － － － ◎ 2 2

食育指導論 － － － － － － － ◎ 2 3

Ｃ・Ｂ Ｍ・Ｅ Ｃ・Ｂ
Ｉ・Ｎ・
Ｄ

Ｌ

教
職
関
連

Ｍ・Ｅ・
Ｒ・Ｈ

Ｍ・Ｅ

（◎必修、○選択、－配当なし）

授業科目

必選別

単位数 標準年限

中学校教諭一種免許状 高等学校教諭一種免許状 栄養教諭
一種免許

状

対象学科 対象学科

Ｄ－情報学部情報メディア学科(Ａ－一般、Ｂ-スポーツ情報科学コース、Ｃ-サウンドコミュニケーションコース、

Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科(Ａ－一般、Ｔ－次世代自動車開発特別専攻)

Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科（ＲＳ－一般、Ｔ-ロボットクリエータ特別専攻）

Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科(Ａ－一般、Ｔ－環境エネルギー特別専攻)

Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科(Ａ－一般、Ｔ－医生命科学特別専攻)

Ｌ－応用バイオ科学部栄養生命科学科

別表第４の２　教科に関する専門科目(２０１７年度入学生) 

Ｍ－工学部機械工学科(ＭF－航空宇宙学専攻、ＭＳ－ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ、ＭＪ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ、

Ｅ－工学部電気電子情報工学科（ＥＡ－実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ、ＥＢ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ、

Ｃ－工学部応用化学科（ＣＡ－化学応用ｺｰｽ、ＣＪ－総合化学ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ、ＣＴ－医生命科学特別専攻）

Ｉ－情報学部情報工学科(Ａ－一般、Ｂ-スポーツ情報科学コース、Ｃ-サウンドコミュニケーションコース、

Ｎ－情報学部情報ネットワーク・コミュニケーション学科(Ａ－一般、Ｂ-スポーツ情報科学コース、



別表第４の３　教員免許状の種類（２０１７年度入学生）

技　術

数　学

工　業

数　学

中学校教諭一種免許状 理　科

工　業

理　科

自動車システム開発工学科 高等学校教諭一種免許状 工　業

中学校教諭一種免許状 技　術

高等学校教諭一種免許状 工　業

中学校教諭一種免許状 技　術

中学校教諭一種免許状 理　科

工　業

理　科

栄養生命科学科

応用バイオ科学部
応用バイオ科学科

高等学校教諭一種免許状

 栄養教諭一種免許状

工　業

情 報 学 部

情報工学科

情報ネットワーク・コミュニケーション学科

情報メディア学科

高等学校教諭一種免許状

工　業

情　報

創 造 工 学 部

ロボット・メカトロニクス学科

ホームエレクトロニクス開発学科
高等学校教諭一種免許状

免許状授与の所要資格を得させるための課程をおく学部・学科 免 許 状 の 種 類 免許教科

工　学　部

機械工学科

電気電子情報工学科

中学校教諭一種免許状

高等学校教諭一種免許状

応用化学科
高等学校教諭一種免許状



別表第４の４　学芸員課程に関する科目(２０１７年度入学生)

生涯学習概論 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1

博物館概論 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1

博物館経営論 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2

博物館資料論 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2

博物館資料保存論 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2

博物館展示論 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1

博物館情報･ﾒﾃﾞｨｱ論 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1

博物館教育論 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1

博物館実習Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 2

博物館実習Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 3

*工学部臨床工学科、応用バイオ科学部栄養生命科学科を除く。

（◎必修）

授業科目

必選別

単位数 標準年次
*工学部 情報学部 創造工学部 ＊応用バイオ科学部

博
物
館
に
関
す
る
科
目

・「学芸員」資格の要件：[学芸員課程に関する科目]の必修科目19単位を修得すること。

・「生涯学習概論」「博物館概論」「博物館経営論」「博物館資料論」「博物館資料保存論」「博物館展示論」

　「博物館情報・ﾒﾃﾞｨｱ論」「博物館教育論」の８科目１６単位は、卒業要件の自由科目に含める事が出来る。

科目区分 概要 履修要件

博物館実習Ⅰ
事前実務指導

（学内実習など）

学芸員課程に関する科目のうち、
必修科目10単位以上修得している
こと

博物館実習Ⅱ
博物館実習

(事前事後の指導を含む)
博物館実習Ⅰを修得していること



別表第５　卒業要件（２０１７年度入学生）　

工学部　機械工学科 機械工学特別専攻

S J F ＊注1

必修 1 1 1 必修 1

必修 − 2 2 選必 2

選択 2 − − 必修 6

必修 2 2 2 ａ群 選択 2

ａ群 選択 4 6 4 ｂ群 選択 2

ｂ群 選択 2 2 2 ｃ群 選択 2

ｃ群 選択 2 2 2 選択 1

選択 4 − 2 必修 8

選択 1 1 1 必修 6

選択 4 4 4 必修 2

必修 − 2 − 必修 6

選択 4 3 4 （小計） (38)

必修 4 4 − 必修 27

選択 2 2 6 必修 27

必修 3 3 3 必修 24

（小計） (35) (34) (33) 選必 8[10]

必修 32 58 55 選択 −

専門基礎導入ａ～ｈ群 選必 17 20 18 （小計） (86)

専門基礎 ａ～ｆ群 選必 12 − − −

選必 4 2[4] 2[4] 124

選択 14 10 16

（小計） (79) （90） （91）

10 − −

124 124 124

キャリア系

専門基礎導入

合計

注1）Ｓ（ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱ）コース、Ｊ（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱ）コース、Ｆ（航空宇宙学)専攻

注2）各群から1科目を択一し修得すること。

注3）任意とは、以下の修得単位を示す。

専門基礎

専門

任意

共通基盤教育・専門教育の卒業要件をオーバーした修得単位、他コース・他学科・他大学科目、外国語系科目、留学生
科目、Stop the CO2プログラム科目、自由科目、教職・学芸員課程に関する一部修得単位

共通基盤
教育

専門教育

導入系

倫理系

人文社会系

専門教育
専門 合計

任意

必選別
卒業必要
単位数

共通基盤
教育

導入系

倫理系

人文社会系

健康・スポーツ系

英語基礎系

数理情報系

キャリア系

倫理系、人文社会系（自由選択）

教育区分 必選別

言語応用系

卒業必要単位数
教育区分

健康・スポーツ系

英語基礎系

言語応用系

数理情報系



Ａ Ｂ Ｃ ＊注1

必修 1 1 1 必修 1

必修 － 2 － 選必 2

選択 2 － 2 必修 6

必修 2 2 2 ａ群 選択 2

ａ群 選択 4 6 4 ｂ群 選択 2

ｂ群 選択 2 2 2 ｃ群 選択 2

ｃ群 選択 2 2 2 選択 1

選択 2 － 2 必修 8

選択 1 1 1 必修 6

選択 4 4 4 必修 2

選必 － 3 － 必修 6

選択 3 2 3 （小計） 38

必修 4 4 4 必修 15

選択 2 2 2 必修 29

必修 3 3 3 必修 21

（小計） (32) (34) (32) 選必 4

必修 34 47 38 選択 17

専門基礎導入 ａ～ｄ群 選必 7 9 7 ＊注2 （小計） 86

ａ～ｃ群 選必 6 8 6 ＊注3 124

選択 8 － 8

ａ～ｄ群 選必 2 6 2 ＊注4

選択 22 16 18

選択 － 4 －

（小計） (79) （90） （79）

13 － 13 ＊注5

124 124 124

注4）Ａ・Ｃコースは,d群から1科目を択一し修得すること。Ｂコースはa,b,c群から各1科目以上を選択し修得すること。

注5）任意とは以下の修得単位を示す。

共通基盤教育・専門教育の卒業要件をオーバーした修得単位、他コース・他学科・他大学科目、外国語系科目、留学生科
目、
Stop the CO2プログラム科目、自由科目、教職・学芸員課程に関する一部修得単位

注1）Ａ（実践的ｴﾝｼﾞﾆｱ）コース、Ｂ（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱ）コース、Ｃ（電気工事・施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄ)コース

注2）各コースともa,b,d群において各1科目を択一し修得すること。またＢコースはc群において1科目以上修得すること。

注3）Ａ・Ｃコースはa,b群から各1科目を択一し修得すること。Ｂコースはc群から3科目8単位以上の選択必修科目を修得する

任意

合計

専門教育

専門基礎
合計

専門

数理情報系

専門教育

専門基礎導入

キャリア系

専門

専門基礎

倫理系
倫理系

人文社会系

数理情報系

言語応用系
キャリア系

教育区分 必選別
卒業必要
単位数

倫理系、人文社会系（自由選択） 英語基礎系

健康・スポーツ系 言語応用系

共通基盤
教育

導入系

英語基礎系

工学部　電気電子情報工学科 環境エネルギー特別専攻

別表第５　卒業要件（２０１７年度入学生）

共通
基盤教育

導入系

人文社会系

健康・スポーツ系

教育区分 必選別
卒業必要単位数



工学部　応用化学科 医生命科学特別専攻

Ａ Ｊ ＊注1

必修 1 1 必修 1

必修 － 2 選必 2

選択 2 － 必修 6

必修 2 2 ａ群 選択 2

必修 － 2 ｂ群 選択 2

選必 － 4 ｃ群 選択 2

選択 4 － 選択 1

選必 － 2 英語基礎系 必修 8

選択 2 － 言語応用系 必修 6

選必 － 2 必修 2

選択 2 － 必修 6

選択 2 － （小計） (38)

選択 1 1 専門基礎導入 必修 19

選択 4 4 専門基礎 必修 35

必修 － 3 専門 必修 30

選択 3 2 選必 2

必修 6 6 （小計） （86）

必修 3 3 124

（小計） (32) (34)

必修 23 58

専門基礎導入ａ～ｆ群 選必 6 12

専門基礎 ａ～ⅰ群 選必 22 －
プロジェクト

専門科目 選必 － 8 ＊注3

卒研準備群 選必 4 4 ＊注4

選択 20 －

（小計） (75) (82)

17 8 ＊注5

124 124

注1）Ａ（化学応用）コース、Ｊ（総合化学エンジニア）コース

注2）各群から１科目を択一し修得すること。

注4）卒研準備群から１科目を択一し修得すること。

注5）任意とは、以下の修得単位を示す。

合計

注3）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ専門科目から４科目以上（択一したﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄから３科目以
上）を修得すること。

専門教育

＊注2

専門

英語基礎系

言語応用系

共通基盤教育

導入系

任意

数理情報系

共通基盤教育

導入系

ｃ群
数理情報系

ｂ群

共通基盤教育・専門教育の卒業要件をオーバーした修得単位、他コース・他学科・他大
学科目、外国語系科目、留学生科目、Stop the CO2プログラム科目、自由科目、教職・

学芸員課程に関する一部修得単位

キャリア系 合計

健康・スポーツ系

専門教育

必選別

人文社会系

人文社会系

ａ群

健康・スポーツ系

卒業必要
単位数

キャリア系

倫理系、人文社会系（自由選択）

倫理系
倫理系

別表第５　卒業要件（２０１７年度入学生）

教育区分 必選別
卒業必要単位数

教育区分
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工学部 臨床工学科

必修 1

必修 2

ａ群 選択 4

ｂ群 選択 2

ｃ群 選択 2

選択 1

選択 4

選択 3

選択 2

（小計） （21）

人体の構造及び機能 必修 6

医学的基礎 必修 14

理工学的基礎 必修 20

医療情報技術とシステム工学の基礎 必修 8

（小計） （48）

医用生体工学 必修 10

医用機器学 必修 8

生体機能代行技術学 必修 13

医用安全管理学 必修 6

関連臨床医学 必修 6

臨床実習 必修 4

その他 必修 4

(小計） (51)

選択 4

12

136

注1）任意とは、以下の修得単位を示す。

任意

数理情報系

共通基盤教育・専門教育の卒業要件をオーバーした修得単位、他コース・他学科・他大学科目

臨床工学技士の国家試験の受験資格を得るためには、医用電気電子工学実習、医療統計学、放射線概論、画
像診断機器学、人間工学、臨床人間工学、臨床検査概論、救急救命医学、チーム医療論の9科目を履修しな
ければならない。

言語応用系

合計

専門基礎分野

専門教育

専 門　分　野

卒業必要単位数教育区分 必選別

共通基盤教育

導入系

倫理系

人文社会系

健康・スポーツ系

英語基礎系



情報学部　情報工学科 ICTスペシャリスト特別専攻

A B C ＊注1

必修 1 1 1 必修 1

必修 2 2 2 選必 2 ＊注2

必修 2 2 2 必修 6

ａ群 選択 4 4 4 ａ群 選択 2

ｂ群 選択 2 2 2 ｂ群 選択 2

ｃ群 選択 2 2 2 ｃ群 選択 2

選択 2 2 2 選択 1

選択 1 1 1 必修 8

選択 4 4 4 必修 6

選必 2 2 2 ＊注2 必修 2

選択 1 1 1 必修 6

必修 6 6 6 選択 2

必修 3 3 3 （小計） (40)

（小計） (32) (32) (32) 必修 11

必修 30 30 30 ａ群 選必 2 ＊注2

選択 45 45 45 ｂ群 選必 2 ＊注2

（小計）（75） （75） （75） 専門基礎・専門 必修 44

17 17 17 ＊注3 選択 25

124 124 124 （小計） （84）

124

注1）Ａ－一般、Ｂ-スポーツ情報科学コース、Ｃ-サウンドコミュニケーションコース

注2）1科目以上を選択し修得すること。

注3）任意とは、以下の修得単位を示す。

共通基盤教育・専門教育の卒業要件をオーバーした修得単位、他学科・他大学科目、外国語系科目、留学生科目、Stop the 
CO2プログラム科目、自由科目、教職・学芸員課程に関する一部修得単位

合計

合計

任意

専門教育
専門教育

専門基礎導入
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教育区分 必選別 教育区分

倫理系、人文社会系（自由選択）共通基盤　　
　　　　　　
　教育

人文社会系

健康・スポーツ系

卒業必要単位数
必選別

卒業必要
単位数

倫理系

英語基礎系

健康・スポーツ系

言語応用系

共通
基盤教育

言語応用系

数理情報系

導入系

英語基礎系

導入系

倫理系

キャリア系

数理情報系

キャリア系

人文社会系



情報学部　情報ネットワーク・コミュニケーション学科 ICTスペシャリスト特別専攻

A B C ＊注1

必修 1 1 1 必修 1

必修 2 2 2 選必 2 ＊注2

必修 2 2 2 必修 6

ａ群 選択 4 4 4 ａ群 選択 2

ｂ群 選択 2 2 2 ｂ群 選択 2

ｃ群 選択 2 2 2 ｃ群 選択 2

選択 2 2 2 選択 1

選択 1 1 1 必修 8

選択 4 4 4 必修 6

選必 2 2 2 ＊注2 必修 2

選択 1 1 1 必修 6

必修 6 6 6 選択 2

必修 3 3 3 （小計） (40)

（小計） (32) (32) (32) 必修 11

必修 34 32 32 ａ群 選必 2 ＊注2

選択 41 43 43 ｂ群 選必 2 ＊注2

（小計） (75) (75) (75) 専門基礎・専門 必修 48

17 17 17 ＊注3 選択 21

124 124 124 （小計） （84）

124

注1）Ａ－一般、Ｂ-スポーツ情報科学コース、Ｃ-サウンドコミュニケーションコース

注2）1科目以上を選択し修得すること。

注3）任意とは、以下の修得単位を示す。

専門教育

任意

合計

キャリア系

専門教育

専門基礎導入

共通基盤教育・専門教育の卒業要件をオーバーした修得単位、他学科・他大学科目、外国語系科目、留学生
科目、Stop the CO2プログラム科目、自由科目、教職・学芸員課程に関する一部修得単位

卒業必要単位数

合計

導入系

共通基
盤教育

導入系

倫理系

数理情報系

英語基礎系 言語応用系

言語応用系
数理情報系

キャリア系

倫理系、人文社会系（自由選択） 健康・スポーツ系

健康・スポーツ系 英語基礎系

必選別
卒業必
要

単位数
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倫理系

人文社会系

教育区分 必選別 教育区分

人文社会系

共通基
盤教育



情報学部　情報メディア学科 ICTスペシャリスト特別専攻

A B C ＊注1

必修 1 1 1 必修 1

必修 2 2 2 選必 2 ＊注2

必修 2 2 2 必修 6

ａ群 選択 4 4 4 ａ群 選択 2

ｂ群 選択 2 2 2 ｂ群 選択 2

ｃ群 選択 2 2 2 ｃ群 選択 2

選択 2 2 2 選択 1

選択 1 1 1 必修 8

選択 4 4 4 必修 6

選必 2 2 2 ＊注2 必修 2

選択 1 1 1 必修 6

必修 6 6 6 選択 2

必修 3 3 3 （小計） (40)

（小計） (32) (32) (32) 必修 11

必修 30 30 30 ａ群 選必 2 ＊注2

選択 45 45 45 ｂ群 選必 2 ＊注2

（小計） (75) (75) (75) 専門基礎・専門 必修 44

17 17 17 ＊注3 選択 25

124 124 124 （小計） （84）

124

注1）Ａ－一般、Ｂ-スポーツ情報科学コース、Ｃ-サウンドコミュニケーションコース

注2）1科目以上を選択し修得すること。

注3）任意とは、以下の修得単位を示す。

合計

共通基盤教育・専門教育の卒業要件をオーバーした修得単位、他学科・他大学科目、外国語系科目、留学生
科目、Stop the CO2プログラム科目、自由科目、教職・学芸員課程に関する一部修得単位

数理情報系

キャリア系

専門教育

専門基礎導入

専門教育

任意

合計

健康・スポーツ系

健康・スポーツ系 英語基礎系

英語基礎系 言語応用系

言語応用系
数理情報系

キャリア系

卒業必
要

単位数

共通基
盤教育

導入系

共通基
盤教育

導入系

倫理系 倫理系

人文社会系 人文社会系

倫理系、人文社会系（自由選択）
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教育区分 必選別
卒業必要単位数

教育区分 必選別



創造工学部　自動車システム開発工学科 次世代自動車開発特別専攻

必修 1 必修 1

倫理系 選択 2 選必 2

必修 2 必修 6

ａ群 選択 4 ａ群 選択 2

ｂ群 選択 2 ｂ群 選択 2

ｃ群 選択 2 ｃ群 選択 2

選択 2 選択 1

選択 1 必修 8

選択 4 必修 6

選択 3 必修 2

必修 6 必修 6

必修 3 （小計） （38）

（小計） (32) 専門基礎導入 必修 24

必修 21 専門基礎 必修 18

ａ群～m群 選必 27 ＊注1 必修 14

選択 34 選必 12

（小計） (82) 選択 14

10 ＊注2 任意 4 ＊注3

124 （小計） （86） ＊注4

注1）各群から1科目を択一し修得すること。 124

注2）任意とは、以下の修得単位を示す。

注3）専門教育の卒業要件をオーバーした取得単位、他学科・他大学科目に関する一部修得単位。

専門教育
専門教育 専門

任意

合計

合計

注4）専門教育86単位以上には必修科目56単位、選択必修科目12単位以上（マルチボディダイナミクスＳ、材料強度学Ｓ、応用熱力学Ｓ、カーエ
アロダイナミクスＳ、制御工学Ｓの5科目中3科目以上。次世代自動車力学、次世代自動車動力、次世代車両構造系ダイナミクス、次世代自動車
制御、次世代自動車情報通信、次世代自動車安全の6科目中3科目以上）を修得することを含む。

共通基盤教育・専門教育の卒業要件をオーバーした修得単位、他学科・他大学科目、外国語系科目、留学生科目、Stop the CO2プログラム科
目、自由科目、教職・学芸員課程に関する一部修得単位

英語基礎系

言語応用系 数理情報系

数理情報系 キャリア系

キャリア系

教育区分
卒業必要
単位数

共通
基盤教育

導入系

共通
基盤教育

導入系

人文社会系 人文社会系

健康・スポーツ系

健康・スポーツ系

必選別

倫理系、人文社会系（自由選択）

英語基礎系 言語応用系

倫理系

別表第５　卒業要件（２０１７年度入学生）

教育区分 必選別
卒業必要
単位数
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創造工学部　ロボット・メカトロニクス学科 ロボットクリエータ特別専攻

必修 必修 1

選択 選必 2

必修 必修 6

ａ群 選択 ａ群 選択 2

ｂ群 選択 ｂ群 選択 2

ｃ群 選択 ｃ群 選択 2

選択 選択 1

選択 必修 8

選択 必修 6

必修 必修 2

選択 必修 6

必修 （小計） (38)

必修 必修 11

（小計） a群 選必 2

必修 b群 選必 2

選必 必修 28

選択 選必 20

（小計） 選択 20

＊注1 （小計） (83)

3

124合計

教育区分 必選別
卒業必要
単位数

注1）任意とは、以下の修得単位を示す。

共通基盤教育・専門教育の卒業要件をオーバーした修得単位、他コース・他学科・他大学科目、外国語系科目、留学生
科目、Stop the CO2プログラム科目、自由科目、教職・学芸員課程に関する一部修得単位

共通基盤
教育

導入系

倫理系

人文社会系

健康・スポーツ系

英語基礎系

専門教育

専門基礎導入

   専門基礎・専門

任意

言語応用系

数理情報系

キャリア系

任意 10

合計 124

数理情報系 6

キャリア系 3

(32)

専門教育

26

20

36

(82)

健康・スポーツ系 1

英語基礎系 4

言語応用系

人文社会系

2

4

2

2

倫理系、人文社会系（自由選択） 2

教育区分 必選別
卒業必要
単位数

共通基盤
教育

導入系 1

倫理系 2

2

1



創造工学部　ホームエレクトロニクス開発学科

必修 1 必修 1

必修 2 選必 2

必修 2 必修 6

ａ群 選択 4 ａ群 選択 2

ｂ群 選択 2 ｂ群 選択 2

ｃ群 選択 2 ｃ群 選択 2

選択 2 選択 1

選択 1 必修 8

選択 4 必修 6

選択 4 必修 2

必修 8 必修 6

必修 3 （小計） (38)

（小計） (35) 必修 15

必修 60 専門基礎・専門 必修 58

選必 3 ＊注1 選択 13

選必 6 ＊注2 （小計） (86)

選択 7 124

（小計） (76)

13 ＊注3

124

注1）各群から1科目を択一し修得すること。

注2）卒業制作プロジェクトあるいは、卒業研究のいずれかの科目を修得すること。

注3）任意とは、以下の修得単位を示す。

英語基礎系

英語基礎系

言語応用系

倫理系、人文社会系（自由選択） 健康・スポーツ系

健康・スポーツ系

言語応用系

数理情報系

倫理系

人文社会系

合計

専門基礎導入

専門教育

専門基礎導入

専門基礎・専門

合計

任意

人文社会系

数理情報系

教育区分 必選別
卒業必要
単位数

共通
基盤教育

導入系

共通
基盤教育

導入系

倫理系

キャリア系

共通基盤教育・専門教育の卒業要件をオーバーした修得単位、他学科・他大学科目、外国語系科目、留学生科目、Stop the 
CO2プログラム科目、自由科目、教職・学芸員課程に関する一部修得単位

専門教育
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教育区分 必選別
卒業必要
単位数

キャリア系
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応用バイオ科学部　応用バイオ科学科 医生命科学特別専攻

必修 1 必修 1

必修 2 選必 2

必修 2 必修 6

ａ群 選択 4 ａ群 選択 2

ｂ群 選択 2 ｂ群 選択 2

ｃ群 選択 2 ｃ群 選択 2

選択 2 選択 1

選択 1 英語基礎系 必修 8

選択 4 言語応用系 必修 6

選択 3 必修 2

必修 6 必修 6

必修 3 （小計） (38)

（小計） (32) 専門教育 専門基礎導入 必修 19

必修 46 専門基礎 必修 11

選択 30 専門 必修 41

（小計） (76) 選必 2

16 選択 13

124 （小計） （86）

124

注1）任意とは、以下の修得単位を示す。

　共通
基盤教育

　共通
基盤教育

英語基礎系

言語応用系

数理情報系 キャリア系

導入系

健康・スポーツ系

倫理系、人文社会系（自由選択）

卒業必要
単位数

教育区分 必選別
卒業必要
単位数

教育区分

共通基盤教育・専門教育の卒業要件をオーバーした修得単位、他学科・他大学科目、外国語系
科目、留学生科目、Stop the CO2プログラム科目、自由科目、教職・学芸員課程に関する一部

修得単位

キャリア系

必選別

数理情報系

導入系

合計

健康・スポーツ系

専門教育

任意

倫理系 倫理系

人文社会系 人文社会系

合計



応用バイオ科学部　栄養生命科学科

必修 1

必修 2

ａ群 選択 4

ｂ群 選択 2

ｃ群 選択 2

選択 2

選択 1

英語基礎系 選択 4

選択 3

必修 6

（小計） (27)

必修 64

選択 29

（小計） （93）

4 ＊注1

124

注1）任意とは、以下の修得単位を示す。

専門教育

任意

合計

共通基盤教育

倫理系

人文社会系

倫理系、人文社会系（自由選択）

健康・スポーツ系
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言語応用系

卒業必要
単位数

導入系

共通基盤教育・専門教育の卒業要件をオーバーした修得単位、他学科・他
大学科目、外国語系科目、留学生科目、Stop the CO2プログラム科目、自

由科目、教職・学芸員課程に関する一部修得単位

教育区分 必選別

数理情報系
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看護学部看護学科

必修 1

人文社会系 必修 2

選択 1

選択 2

必修 5

必修 2

選択 4

（小計） （17）

必修 19

必修 6

選択 4

（小計） （29）

必修 16

必修 38

必修 15

必修 4

必修 1

選択 4

（小計） （78）

124

看護研究

公衆衛生看護学

専門教育

健康支援と社会保障制度
専門基礎導入・
専門基礎教育

数理情報系

看護の基本

人間の発達段階と看護活動

看護の統合と発展

合計

教育区分 卒業必要単位数

共通基盤教育

導入系

健康・スポーツ系

英語基礎系

言語応用系

必選別

人体の構造機能・疾病と回復促進



費　目

学　科

工学部

機械工学科

電気電子情報工学科

応用化学科

情報学部

情報工学科

情報ネットワーク・コミュニケーション学科

情報メディア学科

創造工学部

自動車システム開発工学科

ロボット・メカトロニクス学科

ホームエレクトロニクス開発学科

応用バイオ科学部

応用バイオ科学科

費　目

学　科

応用バイオ科学部 1年次 1,470,000円 1年次 1,640,000円

2年次 1,480,000円 2年次 1,480,000円

3年次 1,490,000円 3年次 1,490,000円

4年次 1,500,000円 4年次 1,500,000円

工学部 1年次 1,460,000円 1年次 1,650,000円

2年次 1,470,000円 2年次 1,470,000円

3年次 1,480,000円 3年次 1,480,000円

4年次 1,490,000円 4年次 1,490,000円

看護学部 1年次 1,660,000円 1年次 1,850,000円

2年次 1,670,000円 2年次 1,670,000円

3年次 1,680,000円 3年次 1,680,000円

4年次 1,690,000円 4年次 1,690,000円

（注）1.

2.

3.

4.

栄養生命科学科

臨床工学科

看護学科

入学検定料 入学金 授業料

①　30,000円
　　

②　15,000円

170,000円

190,000円

190,000円

合計

別表第６　入学検定料・学生納付金（２０１７年度入学生）

授業料 合計

①　30,000円
　　

②　15,000円
170,000円

1年次　1,370,000円

2年次　1,380,000円

3年次　1,390,000円

4年次　1,400,000円

1年次　1,540,000円

2年次　1,380,000円

3年次　1,390,000円

4年次　1,400,000円

入学検定料 入学金

編入学・学士入学・再入学する学生の納付金は、入学検定料及び入学金について当該入学年度の納付金額とし、その他

の納付金は、編入学・学士入学・再入学の対象となる学年が納付する金額とする。

休学者は、学生納付金（学籍管理費）として、半期5万円、年間10万円を納付する。

この表の学生納付金は平成28年度以降に入学する学生に適用する。但し、平成27年度以前に入学した学生は、その入学

年度に定めた学生納付金を納付する。

表中の入学検定料①は、推薦入試、アドミッションズ・オフィス入試、一般入試並びに編入学、学士入学、再入学の各

試験に適用し、②は、センター方式(大学入試センター試験利用による選抜)入試に適用する。



研究生及び科目等履修生の納付金

（１）研究生納付金

費　　　目 金          額 

入学検定料 １５，０００円

入　学　金 １００，０００円

授　業　料 ２００，０００円

（２）科目等履修生の納付金

費　　　目 金          額 

入学検定料 １５，０００円

履　修　料 １０，０００円

（３）特別聴講学生の納付金

費　　　目 金          額 

授　業　料 １０，０００円

別表第７　研究生、科目等履修生及び特別聴講学生の納付金（２０１７年度入学生）

１単位あたり

備　　　　　　考

１単位あたり

備　　　　　　考

本学卒業生は入学金を免除する

（年額）

備　　　　　　考



 

 

 

神奈川工科大学学則の一部変更[収容定員変更]  

 

 

１．変更事項及び変更理由 

（1）神奈川工科大学学則第 2条(学部・学科及び収容定員)の工学部電気電子情報工学科、 

情報学部情報工学科、情報ネットワーク・コミュニケーション学科、情報メディア学 

科、創造工学部自動車システム開発工学科、ロボット・メカトロニクス学科、応用バ 

イオ科学部応用バイオ科学科の入学定員、収容定員を変更する。 

 

理由：本学は、社会的な要請や受験生の動向を踏まえ教育研究組織と教育研究環境の整 

備・充実に努めている。今後も高等教育機関として、使命と役割を一層果たして 

いくため別紙のとおり入学定員を変更する。 

 

２．変更年月日 

平成 29 年 4月 1日 

 

３．新旧対照表 

別添のとおり 

 

 

以上 



神奈川工科大学学則（２０１７年度） 神奈川工科大学学則（２０１６年度）

第１条から第１条の５省略 第１条から第１条の５省略

（学部・学科及び収容定員）　　　　　　 （学部・学科及び収容定員）　　　　　　

第  ２  条 第  ２  条

学　部 学  科 入学定員 収容定員 学　部 学  科 入学定員 収容定員

機 械 工 学 科 120 名  480 名 機 械 工 学 科 120 名  480 名

電気電子情報工学科  78 名  312 名 電気電子情報工学科  70 名  280 名

応 用 化 学 科  60 名  240 名 応 用 化 学 科  60 名  240 名

臨 床 工 学 科  40 名  160 名 臨 床 工 学 科  40 名  160 名

情 報 工 学 科 155 名  620 名 情 報 工 学 科 140 名  560 名

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 100 名  400 名 情報ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科  95 名  380 名

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 165 名  660 名 情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 150 名  600 名

自動車ｼｽﾃﾑ開発工学科  55 名  220 名 自動車ｼｽﾃﾑ開発工学科  50 名  200 名

ﾛﾎﾞｯﾄ・ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ学科  50 名  200 名 ﾛﾎﾞｯﾄ・ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ学科  40 名  160 名

ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ開発学科  40 名  160 名 ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ開発学科  40 名  160 名

応用ﾊﾞｲｵ科学科 125 名  500 名 応用ﾊﾞｲｵ科学科 120 名  480 名

栄養生命科学科  80 名  320 名 栄養生命科学科  80 名  320 名

看 護 学 部 看 護 学 科  80 名  320 名 看 護 学 部 看 護 学 科  80 名  320 名

1,148 名 4,592 名 1,085 名  4,340 名

第２条の２から第５０条省略 第２条の２から第５０条省略

附則 附則

１．～４２．省略 １．～４２．省略

４３．この学則は、平成２８年４月１日から施行する。 ４３．この学則は、平成２８年４月１日から施行する。

４４．この学則は、平成２９年４月１日から施行する。

※下線の部分が変更箇所

神奈川工科大学学則の一部変更[収容定員変更] 新旧対照表　

改正（新） 現行（旧）

本学に次の学部及び学科を置き、その収容定員は次のとおりとする。 本学に次の学部及び学科を置き、その収容定員は次のとおりとする。

工 学 部 工 学 部

情報学部 情報学部

創造工学部 創造工学部

応用ﾊﾞｲｵ科学部 応用ﾊﾞｲｵ科学部

計 計

２．　前項の他に教職課程及び学芸員課程を置く。 ２．　前項の他に教職課程及び学芸員課程を置く。



神奈川工科大学 教授会運営規程 

第 １ 条  教授会の運営については学則第７条に定めるもののほか本規程の定めるところに

よる。 

第 ２ 条  教授会は教授現在員の過半数が出席しなければ開催することができない。但し、長

期病欠者及び公務出張者は、ここでの現在員に含まれないものとする。 

第 ３ 条  教授会の議事は、出席構成員の過半数によって決し、賛否同数のときは議長の決す

るところによる。 

第 ４ 条  教授会は原則として、月１回開くものとする。但し、学長が必要と認めた場合は、

臨時に教授会を開くことができる。 

第 ５ 条  本規程は、合同教授会を召集する場合に準用する。 

第 ６ 条  本規程の改正は、学長が発議する。 

附   則  １．本規程は、平成２年４月１日から施行する。 
２．本規程の改正は、平成２７年４月１日から実施する。 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容 

平成２９年度より、神奈川工科大学の工学部電気電子情報工学科、情報学部情報工学科、情

報ネットワーク・コミュニケーション学科、情報メディア学科、創造工学部自動車システム開

発工学科、ロボット・メカトロニクス学科、応用バイオ科学部応用バイオ科学科の入学定員の

変更を行うこととした。 

具体的には、工学部電気電子情報工学科の入学定員を７０名から７８名、情報学部情報工学

科の入学定員を１４０名から１５５名、情報ネットワーク・コミュニケーション学科の入学定

員を９５名から１００名、情報メディア学科の入学定員を１５０名から１６５名、創造工学部

自動車システム開発工学科の入学定員を５０名から５５名、ロボット・メカトロニクス学科の

入学定員を４０名から５０名、応用バイオ科学部応用バイオ科学科の入学定員を１２０名から

１２５名へと変更することとした。（資料１） 

 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

本学では、開学以来、伝統的な工学分野に関する教育研究を中心として、生活の利便向上の

ための技術教育を展開してきたが、現代社会においては、科学と技術の融合なくしては、真の

技術者教育は困難なことから、自然認識を深めるための科学教育を加えた幅広い科学技術教育

としての充実を図るとともに、この本学の教育目的を適切に表現するために、昭和６３年４月

より、大学名称を幾徳工業大学から神奈川工科大学へと改称した。 

以来、工学分野における教育内容を基盤として、科学技術としての教育内容の整備と充実に

努め、平成１５年４月には、工学部の情報系学科の発展的な改組による情報学部を設置し、平

成１８年４月には、機械工学、電気電子工学、情報工学などの基幹分野における教育内容の融

合による自動車システム開発工学科とロボット・メカトロニクス学科、平成２０年４月からは、

ホームエレクトロニクス開発学科を設置するとともに、上記の３学科構成の創造工学部を新設

した。 

一方、学則第一章、第一条に掲げている本学の目的である「教育基本法に則り、学校教育法

の定める大学として広く知識を授けると共に深く専門の学芸を教授研究し、豊かな教養と円満

な人格を備えた有為な人材を育て文化の発展と人類福祉の増進に寄与すること」のさらなる具

現化にむけて、特に、「人類福祉の増進に寄与すること」の具現化を目指して、工学分野及び

情報分野に加え、生命・健康分野を新たな教育研究対象とすることとした。 

具体的には、平成１８年４月に工学部の応用化学科の教育内容を基礎として、生命科学やバ

イオテクノロジーを教育研究対象とし、健康・医療バイオなどに関する教育内容を教授する応

用バイオ科学科を設置し、その後、平成２０年４月には、工学部から応用バイオ科学科を発展

的に独立させ、応用バイオ科学部を設置した。 
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また、平成２２年４月には、地域における保健医療や産業社会の多様化による栄養管理を取

り巻く諸情勢を踏まえ、応用バイオ科学部に管理栄養士の養成を目的とする栄養生命科学科を

設置し、ＮＳＴ（栄養サポートチーム）に対応できる管理栄養士の育成にむけて、臨床栄養の

プロジェクト教育を推進している。 

さらに、学則第一章、第一条に掲げている大学の目的を具現化するものとして推進してき

た生命・健康分野の新たな教育研究組織として、平成２７年４月には、工学部に臨床工学科

を設置するとともに、地域社会の要請を踏まえた新たな教育組織として看護学部看護学科を

設置し、大学の目的として掲げている「人類福祉の増進に寄与すること」の具現化にむけて、

生命・健康分野の教育研究組織の整備と充実を行っている。（資料２） 

加えて、本学では、開学以来、常に教育研究環境の整備と充実に努めてきたことから、十分

な校舎等施設を有しているが、学術研究の進展などを踏まえた教育研究環境のさらなる整備と

充実に向けて、既設キャンパスの再整備計画（第一期：平成１６年度～平成２１年度、第二期：

平成２４年度～）を策定し、教育研究環境の整備がなされたところである。 

このように、本学では社会的な要請や受験生の動向を踏まえた教育研究組織と教育研究環境

の整備・充実に努めてきたところであるが、今後、本学が高等教育機関としての使命と役割を

一層果たしていくためには、社会的な要請に対するより積極的な対応が必要であることから、

現有の教育研究組織における進学需要や人材需要への対応として、最近の受験生の進学需要や

企業等の人材需要の高い分野における養成規模の充実を図ることとし、入学者選抜の機能が低

下しない範囲での入学定員の変更を行うこととした。 

 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

（ア）教育課程の変更内容 

収容定員変更を計画している電気電子情報工学科、情報工学科、情報ネットワーク・コミ

ュニケーション学科、情報メディア学科、自動車システム開発工学科、ロボット・メカトロ

ニクス学科、応用バイオ科学科における教育課程は、教育上の目的を明確にし、それらを達

成するために必要な授業科目を開設するとともに、各授業科目を必修科目及び選択科目に分

け、各年次に適切に配当することにより、体系的な教育課程として編成している。 

また、高等教育の大衆化に伴う多様な学生の受け入れへの対応や専門教育の基礎重視傾向

への対応、さらには、専門教育の学際化や総合化の傾向への対応など、社会環境の急速な変

化に伴う基礎教育の充実が求められていることから、この点に十分配慮したうえで、基礎的

な専門教育の充実と強化を図ることが重要であるという認識のもとに、平成２０年１２月の

答申「学士課程教育の構築に向けて」を踏まえ、平成２４年度から新教育課程をスタートさ

せ、さらに教育課程の点検・見直しによる整備と充実に努めてきている。 

特に、学部段階の専門教育においては、細分化された狭い分野を教えるだけでなく、基礎、
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基本を重視し、専門の骨格を正確に把握させることが必要であるとともに、総合的な知識や

技能を身に付けることができるような幅広い教育を施すことが重要であるという認識のも

とに、基礎、基本を中心として、科目間の関係や履修の順序、単位数等に配慮し、系統性と

順次生のある体系的な編成としている。（資料３） 

一方、教養教育については、本学の目的である「豊かな教養と円満な人格を備えた有為な

人材」の育成にむけて、中央教育審議会答申などで指摘されている重要性や意義を踏まえた

うえで、教育上の目的や習得する知識と能力を明確にしたうえで、それらを具現化するため

の科目群の設定と授業科目の配置による編成としている。（資料４） 

このように、本学では大学設置基準における教育課程の編成方針や中央教育審議会答申に

おける学士課程教育の質的転換への方策などを踏まえつつ、教育課程の整備と充実に努めて

きていることから、収容定員を変更した場合でも教育上の支障はないものと考えているが、

今般、収容定員が増加することから、今後とも必要に応じて、教育課程のさらなる整備と充

実に努めることとする。 

 

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

 １ 教育方法 

同時に授業を行う学生数は、授業の方法や施設・設備等の教育上の諸条件を考慮して、教

育効果を十分にあげることができるよう適切な設定としており、授業方法ごとの標準的な学

生数については、講義形式の授業科目は、最少で１０人、最大で２５０人、演習形式の授業

科目は、最少で５人、最大で５０人、実習形式及び実践形式の授業科目は、最少で５人、最

大で５０人としている。 

授業の方法については、知識の理解を目的とする教育内容については、講義形式を中心と

した授業形態を採るとともに、態度・志向性及び技術や技能の習得を目的とする教育内容に

ついては、演習形式による授業形態を採ることとし、理論的知識や能力を実務に応用する能

力を身に付けることを目的とする教育内容については、実験形式や実習形式による授業形態

を採ることとしている。 

配当年次については、基礎から基幹へと体系的な学習が可能となるようにするとともに、

特に、専門教育においては、専門分野の教育内容ごとに、知識、技術、応用といった授業の

内容と科目間の関係や履修の順序に留意するとともに、単位制度の４年間における制度設計

の観点を踏まえて、特定の学年や学期において偏りのある履修登録がなされないように配慮

した配当としている。 

成績評価基準等の明示等については、卒業時における学生の質を確保する観点から、予め

学生に対して各授業における学習目標やその目標を達成するための授業の方法、計画等を明

示したうえで、成績評価基準や卒業認定基準を提示し、これに基づき厳格な評価を行うとも
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に、客観的な評価基準を適用することから、厳格な成績評価の方法として、ＧＰＡ制度を導

入している。 

履修科目の登録の上限については、単位制度の実質化の観点を踏まえたうえで、学生の主

体的な学習を促し、教室における授業と教室外の学習を合わせた充実した授業を展開するこ

とにより学習効果を高めるために、履修単位数の上限（ＣＡＰ）を４８単位としている。 

さらに、本学では教育方法の特色として、現代社会におけるＩＣＴを活用した情報管理や

情報共有が進展していることを踏まえたうえで、ＩＣＴの活用に関する基礎的な素養を涵養

することとしており、既設学部等で構築してきたＩＣＴを活用した教育方法や授業運営を導

入している。 

具体的には、キャリアポートフォリオの活用による学修計画の立案・活動成果の蓄積・学

習成績の管理、タブレット端末の利用による情報の収集・分析・管理や授業の予習復習・実

習支援、電子教材を利用したｅラーニングによる授業実践などＩＣＴの体験的な活用による

教育方法を導入している。 

このように、本学では、質保証システムの整備・確立にむけて、教育効果を十分にあげる

ことのできる授業の方法や学生数の設定、単位制度の実質化の観点に立った各種制度の導入、

ＩＣＴを活用した教育方法や授業運営の導入など、常に教育方法の点検と見直しに努めてい

ることから、収容定員を変更した場合でも教育上の支障はないものと考えているが、今般、

収容定員が増加することから、今後とも教育方法のさらなる整備と充実に努めることとする。 

２ 履修指導方法 

履修指導方法は、授業を受ける学生に対して、教員が相談に応じる専用の時間を設けるこ

とにより、個別のきめ細やかな教育指導を行う体制を整えるとともに、学期ごとに学年別の

履修ガイダンスを実施したうえで、学生の適性や能力に応じて学生の履修科目の選択に関す

る助言を行うクラス担任制度を設け、個別の履修相談に応じるなど、学生への履修指導体制

を整備している。 

また、学部教育段階では、基礎的な専門知識や技能を確実に修得させることに重点を置く

ことが重要であるとの認識のもとに、各専門分野の学問体系と学習段階に即した授業科目を

配置しているとともに、単位制度の実質化を図る観点から、特定の学期における偏りのある

履修登録を避け、学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修が可能となるよう養成する

具体的な人材像に対応した典型的な履修モデルを提示している。（資料５） 

このように、本学では、質保証システムの整備・確立にむけて、個別の学生に対する履修

指導体制を整えていることから、収容定員を変更した場合でも教育上の支障はないものと考

えているが、今般、収容定員が増加することから、今後とも履修指導方法のさらなる整備と

充実に努めることとする。 
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（ウ）教員組織の変更内容 

 １ 大学全体 

本学の教員組織は、教育課程の編成方針を踏まえたうえで、主要分野の授業科目数や単位

数に応じて、各教育内容における教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を

有する専任教員を配置しているとともに、年齢構成においても特定の年齢層に偏ることのな

いよう配慮しており、教育研究水準の維持向上や教育研究の活性化に支障がない構成となる

よう配慮している。（資料６） 

現在、大学全体の教員組織としては、大学設置基準に定める基準教員数１６４人に対して、

教授１１８人、准教授６５人、講師５人、助教２４人、計２１２人の専任教員を配置してお

り、大学設置基準に定める基準教員数を４８人上回る十分な専任教員を配置していることか

ら、収容定員を変更した場合でも教育上の支障はないものと考えている。なお上記記載の専

任教員数には収容定員の増加に伴い、教員組織のより一層の充実を図ることから、平成２８

年度から前倒し採用した専任教員２人を含むものとしている。（資料７） 

また、大学全体における専任教員１人当たりの学生数については、現在約２０．５人と適

切な比率であり、収容定員を変更した場合の同比率については、約２１．７人と若干上がる

ものの適切な範囲内であることから、教育上の支障はないものと考えている。（資料８） 

 ２ 収容定員変更を計画している学科 

（１）工学部 電気電子情報工学科 

電気電子情報工学科の専任教員数は、現在、大学設置基準に定める基準教員数８人に対

して、１１人の専任教員を配置しており、大学設置基準に定める基準教員数を３人上回る

専任教員数としている。 

また、電気電子情報工学科の専任教員１人当たりの学生数は、現在約２５．５人と適切

な比率であり、収容定員を変更した場合の同比率は、約２８．４人と若干上がるものの適

切な範囲内であると考えている。 

教員組織の編成については、電気電子情報工学分野における主要な授業科目を中心とし

て、授業科目数及び単位数に応じて、電気電子情報工学分野における教育上、研究上又は

実務上の優れた知識、能力及び実績を有する教授７人、准教授４人による編成としている。 

年齢構成については、教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化に支障がない構成

とすることから、３０歳代２人、４０歳代５人、５０歳代２人、６０歳代２人から構成し

ており、次世代を担う若手教員の育成を視野に入れ、特定の年齢に偏ることのないように

配慮した年齢構成としている。 

このように、電気電子情報工学科では、大学設置基準に定める基準教員数を３人上回る

専任教員を配置しており、入学定員を７０人から７８人に変更した場合でも専任教員１人

当たりの学生数において適切な比率を維持できることから、教育上の支障はないものと考
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えている。（資料８、資料９） 

（２）情報学部 情報工学科 

情報工学科の専任教員数は、現在、大学設置基準に定める基準教員数１０人に対して、

２０人の専任教員を配置しており、大学設置基準に定める基準教員数を１０人上回る専任

教員数としている。 

また、情報工学科の専任教員１人当たりの学生数は、現在約２８．０人と適切な比率で

あり、収容定員を変更した場合の同比率は、約３１．０人と若干上がるものの適切な範囲

内であると考えている。 

教員組織の編成については、情報工学分野における主要な授業科目を中心として、授業

科目数及び単位数に応じて、情報工学分野における教育上、研究上又は実務上の優れた知

識、能力及び実績を有する教授１４人、准教授５人、助教１人による編成としている。 

年齢構成については、教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化に支障がない構成

とすることから、３０歳代１人、４０歳代９人、５０歳代７人、６０歳代３人から構成し

ており、次世代を担う若手教員の育成を視野に入れ、特定の年齢に偏ることのないように

配慮した年齢構成としている。 

このように、情報工学科では、大学設置基準に定める基準教員数を１０人上回る専任教

員を配置しており、入学定員を１４０人から１５５人に変更した場合でも専任教員１人当

たりの学生数において適切な比率を維持できることから、教育上の支障はないものと考え

ている。（資料８、資料９） 

（３）情報学部 情報ネットワーク・コミュニケーション学科 

情報ネットワーク・コミュニケーション学科の専任教員数は、現在、大学設置基準に定

める基準教員数９人に対して、１５人の専任教員を配置しており、大学設置基準に定める

基準教員数を６人上回る専任教員数としている。 

また、情報ネットワーク・コミュニケーション学科の専任教員１人当たりの学生数は、

現在約２５．３人と適切な比率であり、収容定員を変更した場合の同比率は、約２６．７

人と若干上がるものの適切な範囲内であると考えている。 

教員組織の編成については、情報ネットワーク・コミュニケーション学分野における主

要な授業科目を中心として、授業科目数及び単位数に応じて、情報ネットワーク・コミュ

ニケーション学分野における教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を有

する教授８人、准教授４人、講師１人、助教２人による編成としている。 

年齢構成については、教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化に支障がない構成

とすることから、３０歳代２人、４０歳代６人、５０歳代５人、６０歳代２人から構成し

ており、次世代を担う若手教員の育成を視野に入れ、特定の年齢に偏ることのないように

配慮した年齢構成としている。 
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このように、情報ネットワーク・コミュニケーション学科では、大学設置基準に定める

基準教員数を６人上回る専任教員を配置しており、入学定員を９５人から１００人に変更

した場合でも専任教員１人当たりの学生数において適切な比率を維持できることから、教

育上の支障はないものと考えている。（資料８、資料９） 

（４）情報学部 情報メディア学科 

情報メディア学科の専任教員数は、現在、大学設置基準に定める基準教員数１１人に対

して、２２人の専任教員を配置しており、大学設置基準に定める基準教員数を１１人上回

る専任教員数としている。 

また、情報メディア学科の専任教員１人当たりの学生数は、現在約２７．３人と適切な

比率であり、収容定員を変更した場合の同比率は、約３０．０人と若干上がるものの適切

な範囲内であると考えている。 

教員組織の編成については、情報メディア学分野における主要な授業科目を中心として、

授業科目数及び単位数に応じて、情報メディア学分野における教育上、研究上又は実務上

の優れた知識、能力及び実績を有する教授９人、准教授９人、助教４人による編成として

いる。 

年齢構成については、教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化に支障がない構成

とすることから、３０歳代４人、４０歳代８人、５０歳代３人、６０歳代７人から構成し

ており、次世代を担う若手教員の育成を視野に入れ、特定の年齢に偏ることのないように

配慮した年齢構成としている。 

このように、情報メディア学科では、大学設置基準に定める基準教員数を１１人上回る

専任教員を配置しており、入学定員を１５０人から１６５人に変更した場合でも専任教員

１人当たりの学生数において適切な比率を維持できることから、教育上の支障はないもの

と考えている。（資料８、資料９） 

（５）創造工学部 自動車システム開発工学科 

自動車システム開発工学科の専任教員数は、大学設置基準に定める基準教員数８人に対

して現在は、平成２８年度から着任した新規採用専任教員２人を含め１４人の専任教員を

配置しており、大学設置基準に定める基準教員数を６人上回る専任教員数となる。 

また、自動車システム開発工学科の専任教員１人当たりの学生数は、現在約１４．３人

と適切な比率であり、収容定員を変更した場合の同比率は、約１４．７人と若干上がるも

のの適切な範囲内であると考えている。 

教員組織の編成については、自動車システム開発工学分野における主要な授業科目を中

心として、授業科目数及び単位数に応じて、自動車システム開発工学分野における教育上、

研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を有する教授８人、准教授２人、助教４人

による編成としている。 
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年齢構成については、教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化に支障がない構成

とすることから、４０歳代２人、５０歳代３人、６０歳代９人から構成しており、次世代

を担う若手教員の育成を視野に入れ、特定の年齢に偏ることのないように配慮した年齢構

成としている。 

このように、自動車システム開発工学科では、大学設置基準に定める基準教員数を６人

上回る専任教員を配置しており、入学定員を５０人から５５人に変更した場合でも専任教

員１人当たりの学生数において適切な比率を維持できることから、教育上の支障はないも

のと考えている。（資料８、資料９） 

（６）創造工学部 ロボット・メカトロニクス学科 

ロボット・メカトロニクス学科の専任教員数は、現在、大学設置基準に定める基準教員

数８人に対して、９人の専任教員を配置しており、大学設置基準に定める基準教員数を１

人上回る専任教員数となる。 

また、ロボット・メカトロニクス学科の専任教員１人当たりの学生数は、現在約１７．８

人と適切な比率であり、収容定員を変更した場合の同比率は、約２２．２人と若干上がる

ものの適切な範囲内であると考えている。 

教員組織の編成については、ロボット・メカトロニクス学分野における主要な授業科目

を中心として、授業科目数及び単位数に応じて、ロボット・メカトロニクス学分野におけ

る教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を有する教授６人、准教授３人

による編成としている。 

年齢構成については、教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化に支障がない構成

とすることから、４０歳代４人、５０歳代３人、６０歳代２人から構成しており、次世代

を担う若手教員の育成を視野に入れ、特定の年齢に偏ることのないように配慮した年齢構

成としている。 

このように、ロボット・メカトロニクス学科では、大学設置基準に定める基準教員数を

１人上回る専任教員を配置しており、入学定員を４０人から５０人に変更した場合でも専

任教員１人当たりの学生数において適切な比率を維持できることから、教育上の支障はな

いものと考えている。（資料８、資料９） 

（７）応用バイオ科学部 応用バイオ科学科 

応用バイオ科学科の専任教員数は、現在、大学設置基準に定める基準教員数１５人に対

して、１６人の専任教員を配置しており、大学設置基準に定める基準教員数を１人上回る

専任教員数としている。 

また、応用バイオ科学科の専任教員１人当たりの学生数は、現在約３０．０人と適切な

比率であり、収容定員を変更した場合の同比率は、約３１．３人と若干上がるものの適切

な範囲内であると考えている。 
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教員組織の編成については、応用バイオ科学分野における主要な授業科目を中心として、

授業科目数及び単位数に応じて、応用バイオ科学分野における教育上、研究上又は実務上

の優れた知識、能力及び実績を有する教授９人、准教授４人、助教３人による編成として

いる。 

年齢構成については、教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化に支障がない構成

とすることから、３０歳代３人、４０歳代７人、５０歳代４人、６０歳代２人から構成し

ており、次世代を担う若手教員の育成を視野に入れ、特定の年齢に偏ることのないように

配慮した年齢構成としている。 

このように、応用バイオ科学科では、大学設置基準に定める基準教員数を１人上回る専

任教員を配置しており、入学定員を１２０人から１２５人に変更した場合でも専任教員１

人当たりの学生数において適切な比率を維持できることから、教育上の支障はないものと

考えている。（資料８、資料９） 

 

（エ）施設・設備の変更内容 

 １ 校地・運動場の整備状況 

本学のキャンパスは、神奈川県厚木市下荻野に位置し、現在、校地面積約１２５，６８５

㎡を有しているとともに、学生の休息その他の利用のための適当な空地を含む十分な校地面

積を確保しており、大学教育に相応しい環境を整えている。 

運動場は、校舎と同じ敷地内に約３８，０１６㎡の面積を確保しており、運動用の設備と

しては、全天候対応人工芝フィールド及び陸上４００ｍトラック、サッカー・ラグビー及び

長短距離走の競技、フットサルやソフトボール等多目的に活用できるよう整備しているとと

もに、両翼９５ｍ、センター１２０ｍの人工芝の野球場を設け、硬式野球、ソフトボールや

フットサルにも対応が可能であり、加えて、全天候型テニスコート４面も有して、授業及び

課外活動に利用している。 

また、校地の中心部には約６，７００㎡の緑地公園を設けており、ベンチ（１８０席）や

芝地での学生の休憩やコミュニケーションの場として活用しているとともに、屋外での催し

物を開催する際のステージ（１，５００人が観覧可能）としての機能や災害時における一時

避難場所（２，０００人が避難可能）としての機能も兼ね備えている。 

 ２ 施設・設備の整備状況 

本学では、学術研究の進展などを踏まえた教育研究環境のさらなる整備と充実に向けて、

既設キャンパスの再整備計画（第一期：平成１６年度～平成２１年度、第二期：平成２４年

度～）を策定し、教育研究環境の整備を進め、現在では３４棟の校舎等施設を有し、その延

床面積は約１００，３０２㎡となっている。 

学部教育に必要となる主要な教室等の内訳としては、講義室７７室、演習室３４室、実験・
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実習室９４室、情報処理室１４室の他、図書館、学長室、会議室、事務室、保健室、学生

自習室、学生食堂などを備えており、これらの施設や設備を有効的に利用することにより、

収容定員を変更した場合でも教育上の支障はないものと考えているが、収容定員が増加す

ることから、今後とも必要に応じて、教育研究環境のさらなる整備と充実を図ることとす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料１

平成28年度
入学
定員

収容
定員 平成29年度

入学
定員

収容
定員 変更の事由

神奈川工科大学 神奈川工科大学
工学部　 工学部　

120 480 120 480

電気電子情報工学科 70 280 ⇒ 電気電子情報工学科 78 312 定員変更(8)

応用化学科 60 240 応用化学科 60 240

臨床工学科 40 160 臨床工学科 40 160

情報学部　 情報学部　
情報工学科 140 560 ⇒ 情報工学科 155 620 定員変更(15)

95 380 ⇒ 100 400 定員変更(5)

情報メディア学科 150 600 ⇒ 情報メディア学科 165 660 定員変更(15)

50 200 ⇒ 55 220 定員変更(5)

40 160 ⇒ 50 200 定員変更(10)

40 160 40 160

応用バイオ科学部 応用バイオ科学部
応用バイオ科学科　 120 480 ⇒ 応用バイオ科学科　 125 500 定員変更(5)

栄養生命科学科　 80 320 栄養生命科学科　 80 320

看護学部 看護学部
看護学科　 80 320 看護学科　 80 320

1,085 4,340 1,148 4,592

神奈川工科大学大学院 神奈川工科大学大学院

工学研究科　博士前期課程 工学研究科　博士前期課程

機械工学専攻 14 28 機械工学専攻 14 28
電気電子工学専攻 16 32 電気電子工学専攻 16 32

16 32 16 32

機械システム工学専攻 14 28 機械システム工学専攻 14 28
情報工学専攻 18 36 情報工学専攻 18 36

6 12 6 12

84 168 84 168

工学研究科　博士後期課程 工学研究科　博士後期課程

機械工学専攻 2 6 機械工学専攻 2 6
電気電子工学専攻 2 6 電気電子工学専攻 2 6

2 6 2 6

機械システム工学専攻 2 6 機械システム工学専攻 2 6

情報工学専攻 2 6 情報工学専攻 2 6
10 30 10 30

計 計

応用化学・
　バイオサイエンス専攻

応用化学・
　バイオサイエンス専攻

計 計

計 計

応用化学・
　バイオサイエンス専攻

応用化学・
　バイオサイエンス専攻

ロボット・メカトロニクス
　システム専攻

ロボット・メカトロニクス
　システム専攻

自動車システム
　開発工学科

自動車システム
　開発工学科

ロボット・
　メカトロニクス学科

ロボット・
　メカトロニクス学科

ホームエレクトロニクス
　開発学科

ホームエレクトロニクス
　開発学科

学校法人幾徳学園　収容定員変更認可等に係る組織の移行表　

機械工学科 機械工学科

情報ネットワーク・
　コミュニケーション学科

情報ネットワーク・
　コミュニケーション学科

創造工学部 創造工学部



資料 ２

工学、情報、生命・健康分野における学部学科の変遷

実施年 工学分野 情報分野 生命・健康分野

昭和50年～60年 機械工学科、電気工学科、工業化学工学科

昭和61年 機械システム工学科を新設 情報工学科を新設

平成7年
電気工学科を電気電子工学科に学科名称
変更

平成8年
工業化学工学科を応用化学科に学科名称
変更

平成11年
機械システム工学科をシステムデザイン工
学科に学科名称変更

平成12年 福祉システム工学科を新設 情報ネットワーク工学科を新設

平成15年 情報学部情報工学科を開設

平成16年
情報学部情報メディア学科新設
工学部情報ネットワーク工学科を改組転換し、
情報学部情報ネットワーク工学科を開設

平成18年

自動車システム開発工学科、ロボット・メカト
ロニクス学科新設
電気電子工学科を電気電子情報工学科に
名称変更
システムデザイン工学科、福祉システム工学
科の募集を停止

応用バイオ科学科を新設

平成20年 ホームエレクトロニクス開発学科を新設
情報ネットワーク工学科を同情報ネットワーク・
コミュニケーション学科に名称変更

応用バイオ科学部応用バイオ科学科を開設

平成22年 応用バイオ科学部に栄養生命科学科を新設

平成27年
工学部に臨床工学科を新設
看護学部看護学科を開設



ＥＡ
工学部 電気電子情報工学科【実践的エンジニアコース・カリキュラムツリー】 ：必修 ：選択必修 ：選択

（入学前） 

電気電子入門講座 2 

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 

電気磁気学Ⅰ 3 

後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

電気・電子・情報工学の基礎を身に付け、それらを実
際に応用する際の考え方を身に付ける。 

基礎電気回路Ⅰ 3 基礎電気回路Ⅱ 3 

基礎電子回路 3 

回路解析Ⅰ 3 回路解析Ⅱ 3 

アナログ電子回路 2 

電気磁気学Ⅱ 3 

電気磁気学Ⅰ-ＥＢ 3 電気磁気学Ⅱ-ＥＢ 3 

電気電子計測 2 

環境ｴﾈﾙｷﾞｰ 2 

電気法規および 

施設管理 2 

電気機器学 2 

制御工学 2 

電気電子材料 2 

プラズマ工学 2 

電子デバイス 2 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学 2 論理回路 2 

半導体工学 2 

Ｃ言語 2 プログラミング入門 2 

ﾓﾊﾞｲﾙ･ﾕﾋﾞｷﾀｽ 2 電子通信工学 2 

光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 2 

電力ｼｽﾃﾑ工学 2 

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 2 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ通信と 

ﾈｯﾄﾜｰｸ 2 

電磁波とその応用 2 

電気電子設計製図 2 

電気電子発展 

ユニット 2 

電気電子設計および特別研究ユニット 3 

電気電子基礎 

ユニット 3 
電気電子ﾕﾆｯﾄ入門 2 

マイコン回路設計講座 2 ・ 基礎ＬＳＩ設計講座 2 

電気電子専門 

ユニット 4 

電気電子応用 

ユニット 4 

電気情報技術者（検定）Ⅰ.Ⅱ ・ 電気工事士講座（検定）Ⅰ.Ⅱ 各2 

卒業研究  6 

電気電子工学ゼミ  2 

[電力・機器・制御] 
電気エネルギーの発生、伝達、利用に関する技術を
学ぶとともに、習得した専門知識を活用して、実際の
機器制御技術に適用できるだけでなく、環境とエネル
ギーの問題なども考慮して総合的に対応できる能力
を身につける。 

[半導体・電子デバイス・光エレクトロニクス] 
基本デバイスおよび基本回路の動作原理や特性を
理解するとともに、回路設計手法の基礎を習得し、回
路設計および評価に携わるための素養を身につける。 

[情報通信・情報処理] 
情報技術および情報通信ネットワークの基本的事項
を理解し、習得した専門知識を活用して、実際の技術
に適用する能力を身につける。 

自分の考えや成果を明確に相手に伝えるためのプレ
ゼンテーション能力と相手の質問や意見を理解して
的確にこたえる能力を身に付ける。 

企画・設計・実行・分析を繰り返し、問題点を明らかに
し、技術の進歩に対応できる素養と習慣を身に付け
る。 

ｴﾈﾙｷﾞｰと電力 

ｼｽﾃﾑ制御 2 

専門基礎導入科目 
数学分野 

基礎数学 2 

微分積分学Ⅱ 3 

線形代数学Ⅰ 2 線形代数学Ⅱ 2 

電気電子数学 3 

ベクトル解析 2 

専門基礎導入科目 
物理学分野 

物理・化学 

基礎力学Ⅰ 2・3 基礎力学Ⅱ 2・3 波動と振動 2 

専門基礎導入科目 
化学分野 基礎化学Ⅰ 2 基礎化学Ⅱ 2 

専門基礎導入科目 
生物学分野 生物学概論Ⅰ 2 

微分積分学Ⅰ 3 

生物学概論Ⅱ 2 

フーリエ解析 2 

関数論Ⅰ 2 関数論Ⅱ 2 

確率統計 2 



ＥＢ

工学部 電気電子情報工学科【グローバルエンジニアコース・カリキュラムツリー】 ：必修 ：選択必修 ：選択

（入学前） 

電気電子入門講座 2 

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

電気・電子・情報工学の基礎を身に付け、それらを実
際に応用する際の考え方を身に付ける。 

基礎電気回路Ⅰ 3 基礎電気回路Ⅱ 3 

基礎電子回路 3 

回路解析Ⅰ 3 回路解析Ⅱ 3 

アナログ電子回路 2 

電気磁気学Ⅰ-ＥＢ 3 電気磁気学Ⅱ-ＥＢ 3 

電気電子計測 2 

環境ｴﾈﾙｷﾞｰ 2 

電気法規および 

施設管理 2 

ｴﾈﾙｷﾞｰと電力 

ｼｽﾃﾑ制御 2 

電気機器学 2 

制御工学 2 

電気電子材料 2 

プラズマ工学 2 

電子デバイス 2 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学 2 論理回路 2 

半導体工学 2 

Ｃ言語 2 プログラミング入門 2 

ﾓﾊﾞｲﾙ･ﾕﾋﾞｷﾀｽ 2 電子通信工学 2 

光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 2 

電力ｼｽﾃﾑ工学 2 

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 2 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ通信と 

ﾈｯﾄﾜｰｸ 2 

電磁波とその応用 2 

電気電子基礎 

ユニット 3 
電気電子ﾕﾆｯﾄ入門 2 

マイコン回路設計講座 2 ・ 基礎ＬＳI設計講座 2 

電気電子専門 

ユニット 4 

電気電子応用 

ユニット 4 

卒業研究  6 

電気電子工学ゼミ  2 

[電力・機器・制御] 
電気エネルギーの発生、伝達、利用に関する技術を
学ぶとともに、習得した専門知識を活用して、実際の
機器制御技術に適用できるだけでなく、環境とエネル
ギーの問題なども考慮して総合的に対応できる能力
を身につける。 

[半導体・電子デバイス・光エレクトロニクス] 
基本デバイスおよび基本回路の動作原理や特性を理
解するとともに、回路設計手法の基礎を習得し、回路
設計および評価に携わるための素養を身につける。 

[情報通信・情報処理] 
情報技術および情報通信ネットワークの基本的事項
を理解し、習得した専門知識を活用して、実際の技術
に適用する能力を身につける。 

自分の考えや成果を明確に相手に伝えるためのプレ
ゼンテーション能力と相手の質問や意見を理解して的
確にこたえる能力を身に付ける。 

企画・設計・実行・分析を繰り返し、問題点を明らかに
し、技術の進歩に対応できる素養と習慣を身に付ける。 

回路解析Ⅱ 3 

アナログ電子回路 2 

電気電子設計製図 2 

電気電子設計および特別研究ユニット 3 

専門基礎導入科目 
数学分野 

微分積分学Ⅱ 3 

線形代数学Ⅰ 2 線形代数学Ⅱ 2 

電気電子数学 3 

ベクトル解析 2 

専門基礎導入科目 
物理学分野 

物理・化学 

ユニットプログラム 3 

基礎力学Ⅰ 2・3 基礎力学Ⅱ 2・3 波動と振動 2 

専門基礎導入科目 
化学分野 基礎化学Ⅰ 2 基礎化学Ⅱ 2 

専門基礎導入科目 
生物学分野 生物学概論Ⅰ 2 

微分積分学Ⅰ 3 

生物学概論Ⅱ 2 

フーリエ解析 2 

関数論Ⅰ 2 関数論Ⅱ 2 

確率統計 2 



ＥＣ
工学部 電気電子情報工学科【電気工事・施工管理エキスパートコース・カリキュラムツリー】 ：必修 ：選択必修 ：選択

（入学前） 

電気電子入門講座 2 

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 

電気磁気学Ⅰ 3 

後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

電気・電子・情報工学の基礎を身に付け、それらを実
際に応用する際の考え方を身に付ける。 

基礎電気回路Ⅰ 3 基礎電気回路Ⅱ 3 

基礎電子回路 3 

回路解析Ⅰ 3 回路解析Ⅱ 3 

アナログ電子回路 2 

電気磁気学Ⅱ 3 

電気磁気学Ⅰ-ＥＢ 3 電気磁気学Ⅱ-ＥＢ 3 

電気電子計測 2 

環境ｴﾈﾙｷﾞｰ 2 
ｴﾈﾙｷﾞｰと電力 

ｼｽﾃﾑ制御 2 

電気機器学 2 

制御工学 2 

電気電子材料 2 

プラズマ工学 2 

電子デバイス 2 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学 2 論理回路 2 

半導体工学 2 

Ｃ言語 2 プログラミング入門 2 

ﾓﾊﾞｲﾙ･ﾕﾋﾞｷﾀｽ 2 電子通信工学 2 

光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 2 

電力ｼｽﾃﾑ工学 2 

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 2 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ通信と 

ﾈｯﾄﾜｰｸ 2 

電磁波とその応用 2 

電気電子設計製図 2 

電気電子発展 

ユニット 2 

電気電子設計および特別研究ユニット 3 

電気電子基礎 

ユニット 3 
電気電子ﾕﾆｯﾄ入門 2 

マイコン回路設計講座 2 ・ 基礎ＬＳI設計講座 2 

電気電子専門 

ユニット 4 

電気電子応用 

ユニット 4 

電気情報技術者（検定）Ⅰ.Ⅱ ・ 電気工事士講座（検定）Ⅰ.Ⅱ 各2 

卒業研究  6 

電気電子工学ゼミ  2 

[電力・機器・制御] 
電気エネルギーの発生、伝達、利用に関する技術を
学ぶとともに、習得した専門知識を活用して、実際の
機器制御技術に適用できるだけでなく、環境とエネル
ギーの問題なども考慮して総合的に対応できる能力
を身につける。 

[半導体・電子デバイス・光エレクトロニクス] 
基本デバイスおよび基本回路の動作原理や特性を
理解するとともに、回路設計手法の基礎を習得し、回
路設計および評価に携わるための素養を身につける。 

[情報通信・情報処理] 
情報技術および情報通信ネットワークの基本的事項
を理解し、習得した専門知識を活用して、実際の技
術に適用する能力を身につける。 

自分の考えや成果を明確に相手に伝えるためのプレ
ゼンテーション能力と相手の質問や意見を理解して
的確にこたえる能力を身に付ける。 

企画・設計・実行・分析を繰り返し、問題点を明らか
にし、技術の進歩に対応できる素養と習慣を身に付
ける。 

電気法規および 

施設管理 2 

専門基礎導入科目 微分積分学Ⅰ 3 線形代数学Ⅰ 2 専門基礎導入科目 基礎力学Ⅰ 2・3 専門基礎導入科目 基礎化学Ⅰ 2 専門基礎導入科目 生物学概論Ⅰ 2 

専門基礎導入科目 
数学分野 

基礎数学 2 

微分積分学Ⅱ 3 

線形代数学Ⅰ 2 線形代数学Ⅱ 2 

電気電子数学 3 

ベクトル解析 2 

専門基礎導入科目 
物理学分野 

物理・化学 

ユニットプログラム 3 

基礎力学Ⅰ 2・3 基礎力学Ⅱ 2・3 波動と振動 2 

専門基礎導入科目 
化学分野 基礎化学Ⅰ 2 基礎化学Ⅱ 2 

専門基礎導入科目 
生物学分野 生物学概論Ⅰ 2 

微分積分学Ⅰ 3 

生物学概論Ⅱ 2 

フーリエ解析 2 

確率統計 2 

関数論Ⅰ 2 関数論Ⅱ 2 



ＥＢ

工学部 電気電子情報工学科【環境エネルギー特別専攻・カリキュラムツリー】 ：必修 ：選択必修 ：選択

電子回路Ⅰ 2

（入学前） 

電気電子入門講座 2 

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

電気・電子・情報工学の基礎を身に付け、それらを実
際に応用する際の考え方を身に付ける。 

電気回路Ⅰ 2 電気回路Ⅱ 2 

電子回路Ⅱ 2 

回路解析Ⅰ 3 回路解析Ⅱ 3 

電子回路Ⅲ 2 

電気磁気学Ⅰ-ＥＢ 3 電気磁気学Ⅱ-ＥＢ 3 

電気電子計測 2 

電気法規および 

施設管理 2 

ｴﾈﾙｷﾞｰと電力 

ｼｽﾃﾑ制御 2 

電気機器学 2 

制御工学 2 

電気電子材料 2 

プラズマ工学 2 

電子デバイス 2 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学 2 

半導体工学 2 

Ｃ言語 2 プログラミング入門 2 

ﾓﾊﾞｲﾙ･ﾕﾋﾞｷﾀｽ 2 電子通信工学 2 

光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 2 

電力ｼｽﾃﾑ工学 2 

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 2 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ通信と 

ﾈｯﾄﾜｰｸ 2 

電磁波とその応用 2 

電気電子基礎 

ユニット 3 
電気電子ﾕﾆｯﾄ入門 2 

マイコン回路設計講座 2 ・ 基礎ＬＳI設計講座 2 

電気電子専門 

ユニット 4 

電気電子応用 

ユニット 4 

卒業研究  6 

電気電子工学ゼミ  2 

[電力・機器・制御] 
電気エネルギーの発生、伝達、利用に関する技術を
学ぶとともに、習得した専門知識を活用して、実際の
機器制御技術に適用できるだけでなく、環境とエネル
ギーの問題なども考慮して総合的に対応できる能力
を身につける。 

[半導体・電子デバイス・光エレクトロニクス] 
基本デバイスおよび基本回路の動作原理や特性を理
解するとともに、回路設計手法の基礎を習得し、回路
設計および評価に携わるための素養を身につける。 

[情報通信・情報処理] 
情報技術および情報通信ネットワークの基本的事項
を理解し、習得した専門知識を活用して、実際の技術
に適用する能力を身につける。 

自分の考えや成果を明確に相手に伝えるためのプレ
ゼンテーション能力と相手の質問や意見を理解して的
確にこたえる能力を身に付ける。 

企画・設計・実行・分析を繰り返し、問題点を明らかに
し、技術の進歩に対応できる素養と習慣を身に付ける。 

電気電子設計製図 2 

電気電子設計および特別研究ユニット 3 

専門基礎導入科目 
数学分野 

微分方程式 2 

線形代数学 3 

解析学Ⅰ 3 

ベクトル解析 2 

専門基礎導入科目 
物理学分野 

物理・化学 

ユニットプログラムS 3 

物理学A 3 物理学B 3 波動と振動 2 

専門基礎導入科目 
化学分野 化学A 2 化学B 2 

専門基礎導入科目 
生物学分野 ライフサイエンスⅠ 2 

解析学Ⅱ 2 

ライフサイエンスⅡ 2 

フーリエ解析 2 

確率統計S 2 

環境とエレクトロニク  2 エネルギーマネージメント 環境と再生可能エネルギー 

１年生特別専攻ゼミⅠ 1 ２年生特別専攻ゼミⅠ 1 

特別専攻海外研修 2  

電気電子数学 3 

[環境エネルギー特別専攻 固有の科目] 
 １年生特別専攻ゼミⅡ 1 ２年生特別専攻ゼミⅡ 1 



Ｉ
情報学部 情報工学科【カリキュラムツリー】 ：必修　 ：選択

計算機ｱｰｷﾃｸﾁｬ 2 

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

ユニットプログラム【ベーシック情報コース】：コンピュータを専門的に
扱う上での知識を深め、実践的なプログラミング技術やスキルを学
ぶことで、問題発見、解決力等の総合的な学習力が身につき、プロ

C言語プログラミング 
ユニットⅠ 3 

情報工学 
リテラシー 2 

計算機概論 2 

C言語プログラミング 
ユニットⅡ 3 

情報工学基礎 
ユニットⅠ 2 

情報工学基礎 
ユニットⅡ 2 

情報工学特別講義 1 

情報工学応用 
ユニットⅠ 3 

情報工学応用 
ユニットⅡ 3 

卒業研究6 
情報工学セミナー 2 

情報技術者概論 2 

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 2 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ言語処理 2 

JAVA言語 3 

ｿﾌﾄｳｪｱ工学 2 

C++言語 3 

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑと 
ﾃﾞｰﾀ構造 2 

Web技術入門 2 

ｿﾌﾄｳｪｱ基礎論 2 UMLモデリング 2 
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ 

指向分析設計論 2 

データ管理設計 2 情報ｼｽﾃﾑ概論 2 

Webﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 2 

ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 2 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞﾘｻｰﾁ 2 

情報技術と企業経営 2 

情報デザイン論 2 

経営情報ｼｽﾃﾑ 2 

データベース 2 

ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2 

生産流通サービス論 2 

情報検索ｼｽﾃﾑ 2 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理論 2 

分散システム 2 

情報セキュリティ 2 

システム管理論 2 

組み込み 
ｿﾌﾄｳｪｱ工学 2 

ﾈｯﾄﾜｰｸ管理論 2 

ﾓﾊﾞｲﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ 2 

組み込みｼｽﾃﾑ 2 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ 2 ﾈｯﾄﾜｰｸ基礎論 2 

論理回路設計 2 

システム工学 2 

経営管理論 2 

論理回路 2 電気回路 2 

知識工学 2 自然言語処理 2 

認識処理工学 2 

上級IT国家資格 
取得支援講義 2 

人工知能基礎論 2 

信号処理基礎 2 情報理論 2 

中級IT国家資格 
取得支援講義 2 

マルチメディア入門 2 

プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ 各1 

初級情報技術者（検定）・基本情報技術者（検定）・応用情報技術者（検定）・高度情報技術者（検定）  各2 

リテラシー系【ベーシック情報コース】：オフィス系アプリケーションを
中心とした体験的な学習により、情報工学の基本的事項が身につき、
コンピュータを使いこなすことができる。 

コンピュータシステム系【ベーシック情報コース】：コンピュータのハー
ドウェアおよびソフトウェアの基本を理解することで、コンピュータの
仕組みや動作原理を説明することができる。 

ソフトウェア工学系【システム開発運用コース】：アルゴリズムとデー
タ構造、オブジェクトの基本的な考え方、および、分析・設計・プログ
ラミング・テストの各種技法を理解し、それらを活用してソフトウェア
を開発することが出来る。 

ＷＥＢ開発系【情報デザインコース】：ＷＥＢに関連する技術やプログ
ラミング言語の基本を学ぶことで、ＷＥＢアプリケーションの基本動
作や開発手法の説明やＷＥＢプログラミングの設計を行うことができ
る。 

企業情報システム系【情報デザインコース】：企業がＩＴ技術を経営に
活用するために必要な基礎理論を学ぶとともに、企業における業務
プロセス、および業務を支援するＩＴ技術を理解することで、それらに
関連する課題を解決することができる。 

データベース系【情報スペシャリストコース】：データベースの処理技
術を理解することで、データベース設計やデータの検索技術に関す
る技術的な説明やデータベースの基本的な操作を行うことができる。 

ネットワークシステム系【システム開発運用コース】：情報ネットワー
クの基本を学ぶとともに、ネットワーク構築やセキュリティを含むコン
ピュータネットワーク全体について理解することで、ネットワークの構
築に関する技術的な説明をすることができる。 

組み込みシステム系【情報スペシャリストコース】：コンピュータの
ハードウェアの基本を理解するとともに、組み込み機器における
ハードウェア、ソフトウェア等のプロセス全体についての知識を得る
ことで、組み込みシステムについて技術的な説明をすることができる。 

知能情報処理系【情報スペシャリストコース】：人工知能や知識を用
いた問題解決等のシステムの基本を理解することで、コンピュータシ
ステムにおける知能情報処理のアルゴリズムやプロセスについて技
術的な課題を解決することができる。 

デジタルメディア系【情報スペシャリストコース】：コンピュータが扱う
デジタル情報や信号の基本を理解することで、デジタル情報の応用
利用技術について技術的な説明をすることができる。 

情報処理技術資格【システム開発運用コース】：情報処理の基本を
学び、情報処理技術者の資格試験の基本的な内容について理解す
ることで、情報処理試験に関する設問を解くことができる。 

目的別プログラム【ベーシック情報コース】：課題の調査・報告を行う
上での経験を経ることで、問題発見、解決力等の総合的な学習力を
使って、自らのアイデアを具現化することができる。 

分散システム 2 

生産ソフトウェアシステ
ム  2 

専門基礎導入科目 
数学分野 

基礎数学 2 微分積分学Ⅱ 3 微分積分学Ⅰ 3 

線形代数学Ⅰ 2 線形代数学Ⅱ 2 

専門基礎導入科目 
情報学部共通分野 情報と知的財産権 2 情報と科学技術 2 

数理論理学 2 離散数学Ⅰ 2 数理統計学 2 

情報と文化 2 実践的ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論 2 実践的ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論 2 



Ｉ
情報工学科【ＩＣＴスペシャリスト特別専攻・カリキュラムツリー】 ：必修　 ：選択

計算機ｱｰｷﾃｸﾁｬ 2 

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

ユニットプログラム【ベーシック情報コース】：コンピュータを専門的に
扱う上での知識を深め、実践的なプログラミング技術やスキルを学
ぶことで、問題発見、解決力等の総合的な学習力が身につき、プロ

C言語プログラミング 
ユニットⅠ 3 

情報工学 
リテラシー 2 

計算機概論 2 

C言語プログラミング 
ユニットⅡ 3 

情報工学基礎 
ユニットⅠ 2 

情報工学基礎 
ユニットⅡ 2 

情報工学特別講義 1 

情報工学応用 
ユニットⅠ 3 

情報工学応用 
ユニットⅡ 3 

卒業研究 6 
情報工学セミナー 2 

情報技術者概論 2 

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 2 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ言語処理 2 

JAVA言語 3 

ｿﾌﾄｳｪｱ工学 2 

C++言語 3 

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑと 
ﾃﾞｰﾀ構造 2 

Web技術入門 2 

ｿﾌﾄｳｪｱ基礎論 2 UMLモデリング 2 
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ 

指向分析設計論 2 

データ管理設計 2 情報ｼｽﾃﾑ概論 2 

Webﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 2 

ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 2 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞﾘｻｰﾁ 2 

情報技術と企業経営 2 

情報デザイン論 2 

経営情報ｼｽﾃﾑ 2 

データベース 2 

ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2 

生産流通サービス論 2 

情報検索ｼｽﾃﾑ 2 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理論 2 

分散システム 2 

情報セキュリティ 2 

システム管理論 2 

組み込み 
ｿﾌﾄｳｪｱ工学 2 

ﾈｯﾄﾜｰｸ管理論 2 

ﾓﾊﾞｲﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ 2 

組み込みｼｽﾃﾑ 2 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ 2 ﾈｯﾄﾜｰｸ基礎論 2 

論理回路設計 2 

システム工学 2 

経営管理論 2 

論理回路 2 電気回路 2 

知識工学 2 自然言語処理 2 

認識処理工学 2 

上級IT国家資格 
取得支援講義 2 

人工知能基礎論 2 

信号処理基礎 2 情報理論 2 

中級IT国家資格 
取得支援講義 2 

マルチメディア入門 2 

初級情報技術者（検定）・基本情報技術者（検定）・応用情報技術者（検定）・高度情報技術者（検定）  各2 

リテラシー系【ベーシック情報コース】：オフィス系アプリケーションを
中心とした体験的な学習により、情報工学の基本的事項が身につき、
コンピュータを使いこなすことができる。 

コンピュータシステム系【ベーシック情報コース】：コンピュータのハー
ドウェアおよびソフトウェアの基本を理解することで、コンピュータの
仕組みや動作原理を説明することができる。 

ソフトウェア工学系【システム開発運用コース】：アルゴリズムとデータ
構造、オブジェクトの基本的な考え方、および、分析・設計・プログラ
ミング・テストの各種技法を理解し、それらを活用してソフトウェアを
開発することが出来る。 

ＷＥＢ開発系【情報デザインコース】：ＷＥＢに関連する技術やプログ
ラミング言語の基本を学ぶことで、ＷＥＢアプリケーションの基本動作
や開発手法の説明やＷＥＢプログラミングの設計を行うことができる。 

企業情報システム系【情報デザインコース】：企業がＩＴ技術を経営に
活用するために必要な基礎理論を学ぶとともに、企業における業務
プロセス、および業務を支援するＩＴ技術を理解することで，それらに
関連する課題を解決することができる。 

データベース系【情報スペシャリストコース】：データベースの処理技
術を理解することで、データベース設計やデータの検索技術に関す
る技術的な説明やデータベースの基本的な操作を行うことができる。 

ネットワークシステム系【システム開発運用コース】：情報ネットワーク
の基本を学ぶとともに、ネットワーク構築やセキュリティを含むコン
ピュータネットワーク全体について理解することで、ネットワークの構
築に関する技術的な説明をすることができる。 

組み込みシステム系【情報スペシャリストコース】：コンピュータの
ハードウェアの基本を理解するとともに、組み込み機器におけるハー
ドウェア、ソフトウェア等のプロセス全体についての知識を得ることで、
組み込みシステムについて技術的な説明をすることができる。 

知能情報処理系【情報スペシャリストコース】：人工知能や知識を用
いた問題解決等のシステムの基本を理解することで、コンピュータシ
ステムにおける知能情報処理のアルゴリズムやプロセスについて技
術的な課題を解決することができる。 

デジタルメディア系【情報スペシャリストコース】：コンピュータが扱うデ
ジタル情報や信号の基本を理解することで、デジタル情報の応用利
用技術について技術的な説明をすることができる。 

情報処理技術資格【システム開発運用コース】：情報処理の基本を
学び、情報処理技術者の資格試験の基本的な内容について理解す
ることで、情報処理試験に関する設問を解くことができる。 

特別プログラム【特別専攻】：専門基礎及び専門科目の講義を踏まえ、
より高度な内容を演習形式で学び、理解を深めることができる。また、
コンピュータ科学の諸分野への見識を高め、興味ある分野に関する
具体的なテーマを設定し、セミナー形式で課題の調査・研究・報告
などの総合的な学習を行うことにより、技術者・研究者として自らのア
イデアで問題を解決する能力を身につけることができる。 

分散システム 2 

生産ソフトウェアシステ
ム  2 

専門基礎導入科目 
数学分野 

専門基礎導入科目 
情報学部共通分野 

解析学Ⅰ 3 微分方程式 3 解析学Ⅱ 2 

線形代数学 3 

情報と知的財産権 2 情報と科学技術 2 

数理論理学 2 離散数学 2 

情報と文化 2 実践的ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論 2 実践的ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論 2 

物理学A 3 

化学A 2 

ライフサイエンスⅠ 2 

物理学B 3 物理学C 2 物理学D 2 

化学B 2 

ライフサイエンスⅡ 2 

確率統計S 2 

専門基礎導入科目 
物理学分野 

専門基礎導入科目 
化学分野 

専門基礎導入科目 
生物学分野 

資格系【検定】：情報技術者に関する指定した資格試験に合格した場

合に単位を認定する。 

ICT特別演習Ⅰ 1 ICT特別演習Ⅱ 1 ICT特別演習Ⅲ 1 ICT特別演習Ⅳ 1 ICT特別演習Ⅴ 1 ICT特別演習Ⅵ 1 

1年生特別専攻 
セミナー 2 

2年生特別専攻 
セミナー 2 

ICTスペシャリスト 
セミナー 2 

ICT海外研修Ⅰ 2 ICT海外研修Ⅱ 2 
海外実習系【特別専攻】：専門の実習を通じて、国際人としての感性

を養い、実践的な英語力、国際感覚を身につける。 



N

情報学部　情報ネットワーク・コミュニケーション学科【カリキュラムツリー】 ：必修　 ：選択

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学Ⅰ 2 

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

【情報基礎系・応用系】 
利用する情報機器及びシステムを把握する
ためのコンピュータシステムやネットワーク
に関する知識をもち、基本的なアプリケー
ションソフトが使用できる。 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学Ⅱ 2 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ概論 2 ネットワーク工学 2 インターネット技術 2 ﾈｯﾄﾜｰｸﾙｰﾃｨﾝｸﾞ 2 ﾈｯﾄﾜｰｸｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 2 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2 

情報ｾｷｭﾘﾃｨ概論 2 

ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 2 ﾈｯﾄﾜｰｸ解析技法 2 

通信工学 2 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ移動通信 2 ﾓﾊﾞｲﾙﾈｯﾄﾜｰｸ 2 

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ処理 2 

Web技術 2 

ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 2 ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ技術 2 

情報ｾｷｭﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 2 情報ｾｷｭﾘﾃｨと法制度 2 電子認証 2 ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ 2 

情報ﾈｯﾄﾜｰ 
ｸ導入ユニットⅠ 

4 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 
導入ユニットⅡ 

4 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 
基礎ユニットⅠ 

4 

情報ﾈｯﾄﾜｰ 
ｸ基礎ユニットⅡ 

4 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 
コースユニット 

4 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 
応用ユニット 

4 

初級情報技術者（検定）・基本情報技術者（検定）・応用情報技術者（検定）・高度情報技術者（検定）・ﾈｯﾄﾜｰｸ技術者（検定）   各2 

プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ 各1 

情報ネットワークセミナー 2 
卒業研究 6 

分散処理 2 データベース 2 

情報理論 2 

光通信技術 2 

メディア表現工学 2 

【情報ネットワーク基盤系】 

ネットワークに関する基本的な知識・技術を

身につけ、小規模なネットワークやサーバ

の管理、簡単なWebアプリケーションの開発

【情報セキュリティ系】 
暗号やユーザ認証など情報セキュリティ基
礎技術を身につけるとともに、実社会で運
用管理するための不正プログラム対策・
ネットワークセキュリティ対策技術を習得し、

【ネットワーク技術系】 
有線および無線通信における情報伝送の
仕組みと関連する技術を学び、実社会で利
用されている各種通信システムの概要につ
いて理解する。 

【アプリケーション系】 
ディジタルメディアで扱う新しいコンテンツの
実現を可能とする能力を身につけ、コン
ピュータ上で2D・3D画像や音楽・音声を用
いた情報表現を行える。 

【ユニットプログラム・セミナー・卒研】 
情報ネットワーク、Webコミュニケーション、
情報セキュリティに関連する学習課題に対
して実験や調査を計画し実践することにより、
プロジェクトの進め方を習得するとともに授
業で学習した知識・技術の応用力を身につ
ける。 

【資格系】 
情報技術者に関する指定した資格試験に
合格した場合に単位を認定する。 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸﾘﾃﾗｼｰ 2 ソフトウェア工学 2 

専門基礎導入科目 
数学分野 

基礎数学 2 微分積分学Ⅱ 3 微分積分学Ⅰ 3 

線形代数学Ⅰ 2 線形代数学Ⅱ 2 

専門基礎導入科目 
情報学部共通分野 情報と知的財産権 2 情報と科学技術 2 

数理論理学 2 離散数学Ⅰ 2 数理統計学 2 

情報と文化 2 実践的ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論 2 実践的ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論 2 



Ｉ
情報学部 情報ネットワーク・コミュニケーション学科【ＩＣＴスペシャリスト特別専攻・カリキュラムツリー】 ：必修　 ：選択

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

初級情報技術者（検定）・基本情報技術者（検定）・応用情報技術者（検定）・高度情報技術者（検定）・ﾈｯﾄﾜｰｸ技術者（検定）   各2 

専門基礎導入科目 
数学分野 

専門基礎導入科目 
情報学部共通分野 

解析学Ⅰ 3 微分方程式 3 解析学Ⅱ 2 

線形代数学 3 

情報と知的財産権 2 情報と科学技術 2 

数理論理学 2 離散数学 2 

情報と文化 2 実践的ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論 2 実践的ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論 2 

物理学A 3 

化学A 2 

ライフサイエンスⅠ 2 

物理学B 3 物理学C 2 物理学D 2 

化学B 2 

ライフサイエンスⅡ 2 

確率統計S 2 

専門基礎導入科目 
物理学分野 

専門基礎導入科目 
化学分野 

専門基礎導入科目 
生物学分野 

ICT特別演習Ⅱ 1 ICT特別演習Ⅲ 1 ICT特別演習Ⅳ 1 ICT特別演習Ⅴ 1 ICT特別演習Ⅵ 1 

1年生特別専攻 
セミナー 2 

2年生特別専攻 
セミナー 2 

ICTスペシャリスト 
セミナー 2 

ICT海外研修Ⅰ 2 ICT海外研修Ⅱ 2 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学Ⅰ 2 情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学Ⅱ 2 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ概論 2 ネットワーク工学 2 インターネット技術 2 ﾈｯﾄﾜｰｸﾙｰﾃｨﾝｸﾞ 2 ﾈｯﾄﾜｰｸｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 2 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 2 

情報ｾｷｭﾘﾃｨ概論 2 

ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 2 ﾈｯﾄﾜｰｸ解析技法 2 

通信工学 2 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ移動通信 2 ﾓﾊﾞｲﾙﾈｯﾄﾜｰｸ 2 

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ処理 2 

Web技術 2 

ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 2 ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ技術 2 

情報ｾｷｭﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 2 
情報ｾｷｭﾘﾃｨと法制度 

2 
電子認証 2 ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ 2 

情報ﾈｯﾄﾜｰ 
ｸ導入ユニットⅠ 

4 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 
導入ユニットⅡ 

4 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 
基礎ユニットⅠ 

4 

情報ﾈｯﾄﾜｰ 
ｸ基礎ユニットⅡ 

4 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 
コースユニット 

4 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 
応用ユニット 

4 

情報ネットワークセミナー 2 
卒業研究 6 

分散処理 2 データベース 2 

情報理論 2 

光通信技術 2 

メディア表現工学 2 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸﾘﾃﾗｼｰ 2 ソフトウェア工学 2 

ICT特別演習Ⅰ 1 

【情報基礎系・応用系】 
利用する情報機器及びシステムを把握するためのコンピュータシス
テムやネットワークに関する知識をもち、基本的なアプリケーション
ソフトが使用できる。 

【情報ネットワーク基盤系】 

ネットワークに関する基本的な知識・技術を身につけ、小規模な

ネットワークやサーバの管理、簡単なWebアプリケーションの開発

ができる。 

【情報セキュリティ系】 
暗号やユーザ認証など情報セキュリティ基礎技術を身につけるとと
もに、実社会で運用管理するための不正プログラム対策・ネット
ワークセキュリティ対策技術を習得し、セキュリティマネジメント・法
制度について理解する。 

【ネットワーク技術系】 
有線および無線通信における情報伝送の仕組みと関連する技術を
学び、実社会で利用されている各種通信システムの概要について
理解する。 

【アプリケーション系】 
ディジタルメディアで扱う新しいコンテンツの実現を可能とする能力
を身につけ、コンピュータ上で2D・3D画像や音楽・音声を用いた情
報表現を行える。 

【検定】 
 

【特別専攻プログラム】 
専門基礎及び専門科目の講義を踏まえ，より高度な内容を
演習形式で学び，理解を深めることができる．また，コン
ピュータ科学の諸分野への見識を高め，興味ある分野に関
する具体的なテーマを設定し，セミナー形式で課題の調査・
研究・報告などの総合的な学習を行うことにより，技術者・研

【ユニットプログラム】 
情報ネットワーク、Webコミュニケーション、情報セキュリティに関連
する学習課題に対して実験や調査を計画し実践することにより、プ
ロジェクトの進め方を習得するとともに授業で学習した知識・技術
の応用力を身につける。 

【海外実習系】 
国際人としての感性を養い、実践的な英語力、国際感覚を身につ



D情報学部 情報メディア学科【カリキュラムツリー】 ：必修　 ：選択

専門基礎導入科目 
数学分野 

専門基礎導入科目 
情報学部共通分野 

計算機構成論 2 

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

【情報メディア基礎】 
各種情報メディアで利用されるアプリケーションやコンテンツの制

作について、演出意図を効果的に表現する基本的な知識と、芸術

的創造性を発揮できる基礎的なスキルを身につける 

ＩＴ基礎 4 

ゲーム制作論  2 
メディアコンテンツ 

制作概論  2 

Web制作  2 

マルチメディア入門  2 

ディジタルデザイン  2 
ビジュアル 

シミュレーション  2 

フィジカル 
コンピューティング  2 

情報メディア 
プロデュース論  2 

情報理論と信号処理 2 メディア・セキュリティ 2 

応用プログラミングＡ 3 応用プログラミンＢ 3 応用プログラミングＣ 1 ソフトウェア開発 2 

【情報技術基礎】 
各種情報メディアを実現するコンピュータをはじめとする基盤技術

の基本的な知識と、システムの構築に必要なハードウェアおよび

ソフトウェアを作成する基本的なスキルを身につける 

Webシステム  2 ｺﾗﾎﾞﾚｲﾃｨﾌﾞWeb  2 データベース  2 
インタラクション 

デザイン 2 

画像情報処理 2 映像メディアシステム 2 画像認識システム 2 
ヒューマン 

インターフェース 2 

サウンド解析 2 音楽論 2 コンピュータ音楽制作 2 サウンド情報処理 2 

グラフィックス基礎論 2 ＣＧデザイン 2 ＣＧアニメーション 2 メディアアート 2 

ゲームデザイン論 2 ゲームグラフィックス 2 ゲームプログラミング 2 ゲームAI 2 

キャラクタ概論Ⅰ 2 キャラクタ概論Ⅱ 2 キャラクタ創作論 2 キャラクタ制作 2 

【インタラクションメディア】 
ネットワークやデータベースをはじめとするインタラクション技術を

習得し、プログラミングなどの体験的演習を通して、Webアプリ

ケーションの開発や携帯コンテンツの制作ができるスキルを身に

【イメージメディア】 
画像処理、映像処理などのヒューマンメディア技術と、高度な情報

技術を身につけ、メディア技術に精通したエンジニアとしてのスキ

ルを身につける 

【サウンドメディア】 
音楽・音響の両分野に精通し、多分野の音声・音響に関わる制

作・編集・音響システムを構築できる技術力とオペレーションスキ

ル、また楽曲を制作する基本的な知識とスキルを身につける 

【ＣＧアニメータ】 
CGによるアニメーション制作に必要な技術とノウハウを習得し、演

出意図を的確に表現する映像コンテンツを制作できる基本的な知

識とスキルを身につける 

【ゲームクリエータ】 
コンテンツ制作の基礎教育と体験的な演習を実施し、技術的な知

識とコンテンツ制作に精通したゲーム分野で活躍するクリエイタと

してのスキルを身につける 

【キャラクタ】 
小説、ドラマ、映画、マンガ、ロボットなどのキャラクターに関する

基礎知識と体験的な演習を通し、多彩な分野で活躍するクリエイ

タとしてのスキルを身につける 

【ユニットプログラム】 
情報メディアの各コースに関連する学習課題に対して実験や調査

を計画し実践することにより、プロジェクトの進め方を習得するとと

もに授業で学習した知識・技術の応用力を身につける 

情報メディア 
基盤ユニット 4 

情報メディア 
導入ユニット 4 

情報メディア 
基礎ユニットⅠ 2 

情報メディア 
基礎ユニットⅡ 2 

情報メディア 
専門ユニットⅠ 3 

情報メディア 
専門ユニットⅡ 3 

卒業研究 6 
情報メディアセミナー 2 

国際情報メディア実習 1 

海外情報 
メディア研修Ⅲ 2 

海外情報 
メディア研修Ⅰ 2 

海外情報 
メディア研修Ⅱ 2 

ﾒﾃﾞｨｱ実践講座 2 

プロジェクト研究Ⅰ～Ⅵ  各1 

メディア技術者（検定） / 初級情報技術者（検定） / 基本情報技術者（検定） /応用情報技術者（検定） / 高度情報技術者（検定）  各2 

【海外実習系】 
ゲームソフトの制作やツールの学習を通じて、国際人としての感

性を養い、実践的な英語力、国際感覚を身につける 

【目的別プログラム】 
実在する情報メディアシステムで利用できるアプリケーションやコ

ンテンツを制作する。具体的な目標の実現に必要な知識やスキ

ルの習得と、それらを実践して具体的な成果物を作成することで、

自主的、能動的な学習力と実践力を身につける 

【検定】 

IT応用 2 情報英語  2 【資格系】 
社会的に認められた資格取得に必要な知識を身につける 

ｹﾞｰﾑｸﾘｴｰﾀ特訓 / ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝCGｸﾘｴｰﾀ特訓 / ｷｬﾗｸﾀｰｸﾘｴｰﾀ特訓 各2 

基礎数学 2 微分積分学Ⅱ 3 微分積分学Ⅰ 3 

線形代数学Ⅰ 2 線形代数学Ⅱ 2 

情報と知的財産権 2 情報と科学技術 2 

数理論理学 2 離散数学 2 数理統計学 2 

情報と文化 2 実践的ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論 2 実践的ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論 2 



Ｉ
情報学部 情報メディア学科【ＩＣＴスペシャリスト特別専攻・カリキュラムツリー】

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

専門基礎導入科目 
数学分野 

専門基礎導入科目 
情報学部共通分野 

解析学Ⅰ 3 微分方程式 3 解析学Ⅱ 2 

線形代数学 3 

情報と知的財産権 2 情報と科学技術 2 

数理論理学 2 離散数学 2 

情報と文化 2 実践的ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論 2 実践的ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論 2 

物理学A 3 

化学A 2 

ライフサイエンスⅠ 2 

物理学B 3 物理学C 2 物理学D 2 

化学B 2 

ライフサイエンスⅡ 2 

確率統計S 2 

専門基礎導入科目 
物理学分野 

専門基礎導入科目 
化学分野 

専門基礎導入科目 
生物学分野 

ICT特別演習Ⅰ 1 ICT特別演習Ⅱ 1 ICT特別演習Ⅲ 1 ICT特別演習Ⅳ 1 ICT特別演習Ⅴ 1 ICT特別演習Ⅵ 1 

1年生特別専攻 
セミナー 2 

2年生特別専攻 
セミナー 2 

ICTスペシャリスト 
セミナー 2 

計算機構成論 2 

【情報メディア基礎】 
各種情報メディアで利用されるアプリケーションやコンテンツの制作

について、演出意図を効果的に表現する基本的な知識と、芸術的

創造性を発揮できる基礎的なスキルを身につける 

ＩＴ基礎 4 

ゲーム制作論  2 
メディアコンテンツ 

制作概論  2 

Web制作  2 

マルチメディア入門  2 

ディジタルデザイン  2 
ビジュアル 

シミュレーション  2 

フィジカル 
コンピューティング  2 

情報メディア 
プロデュース論  2 

情報理論と信号処理 2 メディア・セキュリティ 2 

応用プログラミングＡ 3 応用プログラミンＢ 3 応用プログラミングＣ 1 ソフトウェア開発 2 

【情報技術基礎】 
各種情報メディアを実現するコンピュータをはじめとする基盤技術の

基本的な知識と、システムの構築に必要なハードウェアおよびソフト

ウェアを作成する基本的なスキルを身につける 

Webシステム  2 ｺﾗﾎﾞﾚｲﾃｨﾌﾞWeb  2 データベース  2 
インタラクション 

デザイン 2 

画像情報処理 2  
 

映像メディアシステム 2 
 

画像認識システム 2 
ヒューマン 

インターフェース 2 

サウンド解析 2 音楽論 2 コンピュータ音楽制作 2 サウンド情報処理 2 

グラフィックス基礎論 2 ＣＧデザイン 2 ＣＧアニメーション 2 メディアアート 2 

ゲームデザイン論 2 ゲームグラフィックス 2 ゲームプログラミング 2 ゲームAI 2 

キャラクタ概論Ⅰ 2 キャラクタ概論Ⅱ 2 キャラクタ創作論 2 キャラクタ制作 2 

【インタラクションメディア】 
ネットワークやデータベースをはじめとするインタラクション技術を習

得し、プログラミングなどの体験的演習を通して、Webアプリケーショ

ンの開発や携帯コンテンツの制作ができるスキルを身につける 

【イメージメディア】 
画像処理、映像処理などのヒューマンメディア技術と、高度な情報

技術を身につけ、メディア技術に精通したエンジニアとしてのスキル

を身につける 

【サウンドメディア】 
音楽・音響の両分野に精通し、多分野の音声・音響に関わる制作・

編集・音響システムを構築できる技術力とオペレーションスキル、ま

た楽曲を制作する基本的な知識とスキルを身につける 

【ＣＧアニメータ】 
CGによるアニメーション制作に必要な技術とノウハウを習得し、演出

意図を的確に表現する映像コンテンツを制作できる基本的な知識と

スキルを身につける 

【ゲームクリエータ】 
コンテンツ制作の基礎教育と体験的な演習を実施し、技術的な知識

とコンテンツ制作に精通したゲーム分野で活躍するクリエイタとして

のスキルを身につける 

【キャラクタ】 
小説、ドラマ、映画、マンガ、ロボットなどのキャラクターに関する基

礎知識と体験的な演習を通し、多彩な分野で活躍するクリエイタとし

てのスキルを身につける 

【ユニットプログラム】 
情報メディアの各コースに関連する学習課題に対して実験や調査を

計画し実践することにより、プロジェクトの進め方を習得するとともに

授業で学習した知識・技術の応用力を身につける 

情報メディア 
基盤ユニット 4 

情報メディア 
導入ユニット 4 

情報メディア 
基礎ユニットⅠ 2 

情報メディア 
基礎ユニットⅡ 2 

情報メディア 
専門ユニットⅠ 3 

情報メディア 
専門ユニットⅡ 3 

【特別専攻プログラム】 
専門基礎及び専門科目の講義を踏まえ、より高度な内容を
演習形式で学び、理解を深めることができる。また、コン
ピュータ科学の諸分野への見識を高め、興味ある分野に関
する具体的なテーマを設定し、セミナー形式で課題の調査・
研究・報告などの総合的な学習を行うことにより、技術者・研

国際情報メディア実習 1 

ﾒﾃﾞｨｱ実践講座 2 

メディア技術者（検定） / 初級情報技術者（検定） / 基本情報技術者（検定） /応用情報技術者（検定） / 高度情報技術者（検定）  各2 

【海外実習系】 
ゲームソフトの制作やツールの学習を通じて、国際人としての感性

を養い、実践的な英語力、国際感覚を身につける 

【目的別プログラム】 
実在する情報メディアシステムで利用できるアプリケーションやコン

テンツを制作する。具体的な目標の実現に必要な知識やスキルの

習得と、それらを実践して具体的な成果物を作成することで、自主

的、能動的な学習力と実践力を身につける 

【検定】 

IT応用 2 情報英語  2 【資格系】 
社会的に認められた資格取得に必要な知識を身につける 

ｹﾞｰﾑｸﾘｴｰﾀ特訓 / ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝCGｸﾘｴｰﾀ特訓 / ｷｬﾗｸﾀｰｸﾘｴｰﾀ特訓 各2 

卒業研究 6 
情報メディアセミナー 2 

ICT海外研修Ⅰ 2 ICT海外研修Ⅱ 2 



V
創造工学部 自動車システム開発工学科【カリキュラムツリー】 ：必修　 ：選択必修 ：選択

マルチボディ 

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 

工学基礎演習Ⅰ 1 

後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

工学基礎を身に付け、その知識・能力を専門科目で
適用できる。 工学基礎演習Ⅱ 1 

機械力学 2 

材料力学 2 

熱力学 2 

材料強度力学 2 

応用熱力学 2 自動車エンジン工学 2 

自動車用材料学 2 

カーエアロダイナミクス 2 

次世代車両構造系 

ダイナミクス 2 

電気自動車 
システム工学 2 

流体力学 2 

カーエレクトロニクス 2 基礎電子回路 2 

C言語 2 C言語演習 1 

数値シミュレーションの 

自動車制御 

自動車制御システムの 

プログラミング 2 

制御工学 2 

車と社会 2 

自動車開発 
プロセス概論 2 

自動車のための 
加工学 2 

自動車要素設計Ⅰ 2 基礎製図 2 自動車要素設計Ⅱ 2 

自動車ｼｽﾃﾑ工学 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ入門 2 

自動車ｼｽﾃﾑ工学 
プロジェクトⅠ 2 

自動車ｼｽﾃﾑ工学 
プロジェクトⅡ 2 

自動車設計 
プロジェクト 2 

自動車開発 
プロジェクトⅠ 2 

自動車開発 
プロジェクトⅡ 2 

海外自動車工学研修 2 輪講 2 

卒業研究 6 

自動車開発のために必要とされる物理現象の原理
を理解し、自動車の設計・開発の場面で応用できる。 

電気・電子回路の基礎を理解し、自動車の電装や計
測・制御、さらに電気自動車に応用できる。 

プログラミング能力およびコンピュータ関連知識や技
術を身に付け、自動車の制御や設計・開発に応用で
きる。 

自動制御理論を理解し、自動車のインテリジェント化
に応用できる。 

製品の企画、開発の基礎を学び、統合した製品開発
ができる。 

製品設計における設計力と製図能力を身に付ける。
さらに、その生産方法を理解する。 

座学で習得した知識･能力を実践を通じて応用でき
る。自ら情報を入手し、問題を解決できる。柔軟な思
考力、独創性を身に付け、組織で活躍するためのコ
ミュニケーション能力や実践力を身に付ける。 

専門基礎導入科目 
数学分野 微分積分学Ⅱ 3 微分積分学Ⅰ 3 

線形代数学Ⅰ 2 線形代数学Ⅱ 2 

機械系数学 2 

専門基礎導入科目 
物理学分野 

物理・化学 

ユニットプログラム 3 

基礎力学Ⅰ 3 基礎力学Ⅱ 3 

専門基礎導入科目 
化学分野 基礎化学Ⅰ 2 

専門基礎導入科目 

基礎数学 2 

確率統計 2 

基礎電気磁気学Ⅰ 2 基礎電気磁気学Ⅱ 2 

機構学 2 

力学演習 1 

自動車のための 

ものづくり 
デザインの基礎 2 

次世代自動車力学 2 

次世代自動車動力 2 

次世代自動車 
情報通信 2 

次世代自動車制御 2 

次世代自動車安全 2 

オートモーティブ 
エンジニアリング 2 

機械力学S 2 

材料力学S 2 



創造工学部 自動車システム開発工学科【次世代自動車開発特別専攻・カリキュラムツリー】 ：必修　 ：選択必修 ：選択

マルチボディ 

ダイナミクスS 2 

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

機械力学S 2 

材料力学S 2 

熱力学S 2 

材料強度力学S 2 

応用熱力学S 2 自動車エンジン工学 2 

自動車用材料学 2 

カーエアロ 

ダイナミクス S  2 

次世代車両構造系 

ダイナミクス 2 

次世代自動車制御 2 

電気自動車 
ｼｽﾃﾑ工学 2 

流体力学S 2 

カーエレクトロ 

ニクス 2 
基礎電子回路S 2 

自動車のための 

情報・通信入門 2 

C言語 2 C言語演習 1 

数値シミュレーションの 

基礎 2 

次世代j自動車動力 2 

自動車制御 

プロセッサ 2 

車と社会 2 

制御工学S 2 

ものづくり   
デザインの基礎 2 

オートモーティブ 
エンジニアリング 2 

自動車開発 
プロセス概論 2 

自動車のための 
加工学 2 

自動車要素設計Ⅰ 2 基礎製図 2 自動車要素設計Ⅱ 2 

次世代自動車 
開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅡ 2 

次世代自動車 
開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅢ 2 

次世代自動車 
開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅣ 2 

次世代自動車 
開発ﾌﾟﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅤ 2 

輪講 2 

卒業研究 6 

自動車開発のために必要とされる物理現象の
原理を理解し、自動車の設計・開発の場面で
応用できる。 

電気・電子回路の基礎を理解し、自動車の電
装や計測・制御に応用できる。 

プログラミング能力およびコンピュータ関連知
識や技術を身に付け、自動車の制御や設計・
開発に応用できる。 

自動制御理論を理解し、自動車のインテリジェ
ント化に応用できる。 

製品の企画、開発の基礎を学び、統合した製
品開発ができる。 

製品設計における設計力と製図能力を身に付
ける。さらに、その生産方法を理解する。 

座学で習得した知識･能力を実践を通じて応用
できる。自ら情報を入手し、問題を解決できる。
柔軟な思考力、独創性を身に付け、組織で活
躍するためのコミュニケーション能力や実践力
を身に付ける。 

専門基礎導入科目 
数学分野 

線形代数学 3 

ベクトル解析 2 フーリエ解析 2 

専門基礎導入科目 
物理学分野 

物理・化学 

ユニットプログラムＳ 3 

物理学Ａ 3 物理学Ｂ 3 

波動と振動 2 

専門基礎導入科目 
化学分野 化学B 2 

専門基礎導入科目 
生物学分野 ライフサイエンス 2 

確率統計S 2 

化学Ａ 2 

機構学 2 

解析学Ⅰ 3 解析学Ⅱ 2 微分方程式  ３  

物理学C 2 物理学D 2 

次世代自動車力学 2 

次世代自動車情報通信 

2 

次世代自動車安全 2 

海外自動車工学研修Ｓ 

2 

1年特別専攻ゼミⅠ １ 

次世代自動車 
開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅠ 2 

1年特別専攻ゼミⅡ １ ２年特別専攻ゼミⅠ １ ２年特別専攻ゼミⅡ １ 

自動車制御システムの

プログラミング 2 



微分積分学Ⅰ 3  微分積分学Ⅱ 3  
 

 線形代数学Ⅰ 2  線形代数学Ⅱ 2 
  

基礎力学Ⅰ 2  基礎力学Ⅱ 2 
  

 1 年 次      2  年 次    3 年 次      4 年 次  

前 期    後 期  前 期    後 期  前 期    後 期  前 期    後 期 

 

創造工学部 ロボット・メカトロニクス学科［ カリキュラムツリー ］ ：必修 ：選択必修 ：選択 

 
 

科目群の学習・教育目標 
 
 
 

専門基礎導入科目 
数学分野 

基 礎 数 学 2 

 
 

専門基礎導入科目 
物理学分野 

物理・化学ユニット 3 波動と振動 2 

 
 
 
 

機械、電気・電子、情報、ロボット、組み込 
みの各分野の基礎となる知識を身につける。 

キャンパスライフ実践論 2 

プログラミング 2 

応 用 力 学   2 

基礎電気回路 2 

ロボット工学概論  2 

設 計 製 図   2 

 

 
ロボットの機構設計を行う際に必要となる機 
械工学の知識を身につける。 

 
 

機  構  学   2 

C  A  D 2 

材 料 力 学   2 

機 械 力 学   2 

 
 

流  れ  学   2 

 
ロボットの電装系設計を行う際に必要とな 
る、電気・電子の知識を身につける。 

回路設計入門 2 アナログ回路 2 ディジタル回路 2 センサ工学 2 

 
組み込み機器に関連した学修課題を解決する 
過程を通して、機械、電気・電子、情報等の 
要素技術を統合するスキルを修得し、システ 
ム設計を行うことができる。 

ハードウェア記述言語 2 

組み込み機器入門  2 

Android 開発入門 2 

 
 

組み込み機器設計  2 

Android 開発実践 2 

 
 
 
 

卒 業 研 究 6 
輪 講 2 

ロボットの電装系設計を行う際に必要とな 
る、情報工学の知識を身につける。 

コンピュータアーキテクチャ 2 組み込みソフトウェア設計 2 画像処理工学 2 知能情報処理  2 

 
機械系、電気・電子系、情報系を組み合わ 
せ、ロボットを設計、制御、各種実装を行う 
上で必要となる知識を身につける。 

 
人間の心身機能、特性及び生活環境との関わ 

 
 
 
 

加齢と運動機能 2 

ロボットシミュレーション 2 

ロボット制御      2 

 

身体動作の科学 2 

メカトロニクス 2 

情報通信技術 2 

ロボット製品設計  2 
 

ヒューマン・ロボット 
インタラクション 2 

りを理解し、ロボット・生活支援機器の開発 生活ニーズと支援開発 2 人間工学計測法 2 

に応用する。また、製品開発やそのマネジメ 
ントなど実践的スキルを身につける。 

人 間 工 学 2 認知行動科学論 2 

ものづくりデザインの基礎   2 
 

プロダクトデザイン開発Ⅰ2 
 

プロダクトデザイン開発Ⅱ2 
 

ロボットに関連した学修課題に対する計画、設  
計・製作、評価する過程を通じて、製品開発の進 
め方を修得するとともに、自らが開発したシステ 
ムを他者に的確に説明するスキルを身に付ける。 

 

ロボメカ基礎ユニットⅠ 4 ロボメカ基礎ユニットⅡ  4 ロボット開発設計ユニットⅠ  4 ロボット開発設計ユニットⅡ 4 ロボット開発設計ユニットⅢ 4 ロボット開発設計ユニットⅣ 4 

プロジェクト 研究実践Ⅰ～Ⅵ   各 2 

 
MOS 検定（WORD）・MOS 検定（EXCEL） 各 1 ／ 初級情報処理技術者試験・基本情報処理技術者試験    各 2 

 

海外創造 工学研修 2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



Ｂ

応用バイオ科学部　応用バイオ科学科【カリキュラムツリー】 ：必修 ：選択

専門基礎導入科目
地学分野

微生物学 2 

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 

分子生物学 2 

後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

生命現象を分子レベルで理解し、生物の概念を説明

できるとともにその機能を用いた応用を理解している 

バイオ機器分析 

ユニット 4 

応用微生物学 2 

遺伝子工学 2 

細胞生物学 2 

バイオ物理化学Ⅱ 2 バイオ物理化学Ⅰ 2 

植物ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 2 動物ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 2 

生物工学 2 

機器分析実験 2 
バイオ科学の基盤技術（主に物理化学）を理解しその

応用と意義を説明できる 

化学・生物学基礎 

ユニット 4 
分析化学 2 

有機化学 2 生化学入門 2 

生化学Ⅰ 2 生化学Ⅱ 2 

生物無機化学 2 

生物有機化学 2 

高分子科学 2 

バイオ基礎ユニット 3 食品化学・微生物学実験 2 生化学実験 2 応用ﾊﾞｲｵ科学実験 2 

機器分析特別実験 2 

ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ 

実習 1 

生物を構成する物質とその機能を説明できる 

バイオ科学に関する現象を理解するための実験を自

らデザインし成果を表現することができる 

バイオ科学の情報を収集・整理し利用することができ

る 

生命を構成する物質とその機能および分子レベルで

の生命現象の理解や物理化学を主とする基盤技術等

を基礎として、生命科学における「健康・医療」「食品・

食糧」「環境・エネルギー」に関する知識を身につけて

いる 

公衆衛生学 2 環境科学 2 環境工学 2 

先端バイオ科学 2 

環境保全学 2 化粧品科学 2 

生理活性物質化学 2 

食品工学 2 

食品加工学 2 

分子栄養学 2 

病態薬理学 2 

免疫化学 2 

食品分析学 2 食品衛生学 2 食品機能化学 2 

基礎医学 2 

国際ｺﾐｭﾆﾃｨ 

ﾊﾞｲｵ英語Ⅰ 1 

国際ｺﾐｭﾆﾃｨ 

ﾊﾞｲｵ英語Ⅱ 1 

海外バイオ研修Ⅰ 2 

ﾊﾞｲｵ総合演習Ⅰ 1 

海外バイオ研修Ⅱ 4 

ﾊﾞｲｵ総合演習Ⅱ 1 

卒業研究 6 

輪講 2 

オプショナルプログラム 
バイオ技術者としての総合力や国際性を有したコミュ

ニケーション力などの能力を身につけている。 

課題研究Ⅰ 1 

課題研究Ⅱ 1 

バイオ技術者中級（検定）・バイオ技術者上級（検定） 各2 

生命科学Ⅰ 2 生命科学Ⅱ 2 

ﾊﾞｲｵ特別実験 1 

バイオ工学基礎 2 

専門基礎導入科目 
物理学分野 

物理・化学ユニット 3 

基礎力学Ⅰ 2 基礎力学Ⅱ 2 

専門基礎導入科目 
化学分野 基礎化学Ⅰ 2 基礎化学Ⅱ 2 

生物機能科学 2 

バイオ製品科学 2 

創薬化学 2 

機器分析 2 

情報リテラシー 2 

基礎電磁気学Ⅰ 2 

地学概論Ⅰ 2 地学概論Ⅱ 2 



ＢＴ
応用バイオ科学部　応用バイオ科学科【医生命化学特別専攻・カリキュラムツリー】 ：必修　 ：選択必修 ：選択

専門基礎導入科目
地学分野

専門基礎導入科目
生物分野

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

生命現象を分子レベルで理解し、生物の概念を説明

できるとともにその機能を用いた応用を理解している 

バイオ機器分析 

応用微生物学 2 動物ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 2 

生物工学 2 

機器分析実験 ２ 
医学・薬学を工学分野と融合するために必要となる

知識を修得する 

分析化学 2 

バイオ基礎ユニット 3 食品化学・微生物学実験 2 生化学実験 2 応用ﾊﾞｲｵ科学実験 2 

生物を構成する物質とその機能を説明できる 

バイオ科学に関する現象を理解するための実験を自

らデザインし成果を表現することができる 

医生命科学に関する基礎的な知識および技術を修

得し、医薬、生物、化学、工学などの分野と結び付け

て理解することができる 
 

病態薬理学 2 基礎医学 2 

特別専攻海外バイオ研修 2 

海外バイオ研修Ⅱ 4 

卒業研究 6 

輪講 2 

オプショナルプログラム 
バイオ技術者としての総合力や国際性を有したコミュ

ニケーション力などの能力を身につけている。 

バイオ技術者中級（検定）・バイオ技術者上級（検定） 各2 

ﾊﾞｲｵ特別実験 1 

専門基礎導入科目 
数学分野 

専門基礎導入科目 
物理学分野 

物理・化学ユニットプログラ

物理学A 3 物理学B 3 

専門基礎導入科目 
化学分野 化学A 2 化学B 2 

解析学II ２ 微分方程式 3 

免疫化学 2 

有機反応化学 2 医薬品合成化学 2 

生命機能材料化学 2 

生理学 2 医科学概論 2 

薬理学 2 

解析学I 3 

確率統計S 2 

遺伝子工学 2 

植物ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 2 

有機化学 2 生化学入門 2 生化学Ⅰ 2 生化学Ⅱ 2 高分子科学 2 

化学・生物学基礎実験 2 

生物無機化学 2 

生物有機化学 2 

生理活性物質化学 2 

化粧品科学 2 

生物機能科学 2 公衆衛生学 2 

食品機能化学 2 先端バイオ科学 2 

機２器分析特別実験 2 

バイオ製品科学 2 

ﾊﾞｲｵ総合演習Ⅰ 1 ﾊﾞｲｵ総合演習Ⅱ 1 

国際コミュニティー 国際コミュニティー 

1年生特別専攻ゼミⅠ １ 2年生特別専攻ゼミ１ １ 

医生命科学の情報を収集・整理し利用することがで

きる 
情報リテラシー ２ バイオインフォマティクス実

3年生特別専攻ゼミ 1 

海外バイオ研修Ⅰ2 

1年生特別専攻ゼミⅡ １ 2年生特別専攻ゼミⅡ １ 

生命科学Ⅰ ２ 生命科学Ⅱ ２ 

ライフサイエンスⅠ 2 ライフサイエンスⅡ 2 

微生物学 ２ 細胞生物学 ２ 

分子生物学 2 

バイオ工学基礎 ２ バイオ物理化学Ⅰ ２ バイオ物理化学Ⅱ ２ 

地学概論Ⅰ ２ 地学概論Ⅱ ２ 

物理学C ２ 物理学D ２ 



基盤
共通基盤教育【カリキュラムツリー】

芸術論  2 

科目群の学習・教育目標 
１ 年 次 

前 期 後 期 

２ 年 次 

前 期 後 期 

３ 年 次 

前 期 後 期 

４ 年 次 

前 期 後 期 

倫理系  現代社会および地球環境の視点から技術者や専門家の
役割を理解し、必要な倫理観を身につけるようになる。 

現代社会講座 2 暮らしの経済 2 

ヨーロッパの歴史と文化 2 

情報社会と情報倫理 2 

日本国憲法 2 

環境論 2 比較文化論 2 

人文社会科学演習 2 

現代社会の心理学 2 宗教と倫理 2 

少子高齢化者と社会問題 2 

日本近現代史 2 

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学実習Ⅰ 1 

アジアの文化と社会 2 

マスメディア論 2 

哲学 2 

社会参加とボランティア 2 

情報リテラシー 2 

人文社会系 各自の関心あるテーマを入口としながら豊富な事例を
通じて学ぶことで、人文・社会系の一般教養に関する幅広く総合的
な知識を習得するとともに、文化・歴史の多様性や現代社会の多層
構造を理解し、国際社会や日本社会の今日的事象について多角的
に考え、総合的に判断できるようになる。 

健康・スポーツ系  健康と身体に関する基礎的知識を理解でき、自
らの健康に気づき、改善しようとする実践力を高める。また豊富なス
ポーツ活動により、青年期の健康維持をはかるようになる。 

英語基礎系 語彙の正しい使い方や発音ができ、英文の文法を習
得し、基礎英文の意味が理解でき、簡単な英文が作成でき、英語に
よるコミュニケーションの基礎力を身につけるようになる。 

言語応用系 会話、読解、作文、プレゼンテーション、専門英語を特
化した学習を通して、より高度な、実践的な英語と日本語によるコ
ミュニケーション能力を身につけるようになる。 

身の回りの数学 2 

実感する科学Ⅰ・Ⅱ 各2 

TOEIC Ⅰ 1 

文章表現技術 2 

キャリア設計 1 キャリア開発 2 

科学技術英語Ⅰ 1 英会話Ⅳ 1 

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ準備演習 1 

業界研究 2 

国際化と異文化理解 2 

導入系 大学4年間で主体的に学ぶために必要な基本的な方法
（論理的な思考方法、文章の読み方、レポートの書き方、ICT技術 スタディスキル 1 

技術者倫理 2 

生命倫理 2 

数理情報系 身の回りの数学を学び、必要な数量的スキルと物事
を整理し考える方法を身につける。また、さまざまな科学技術や自
然現象に興味をもち、自然科学に基づいた論理的思考方法も身に
つける。更に多様な情報を収集・分析して適正に判断し、モラルに
則って効果的に活用することができ、ICTスキルを身につけるように
なる。 

キャリア系 学習目標の設定、職業観の形成、自己能力の開発、企
業での職業体験等を行うことによって、4年間で体系的に自己キャリ
アを形成できるようになる。  

インターンシップ 2 

科学技術英語Ⅱ 1 

TOEIC Ⅱ 1 

プレゼンテーション技術 2 技術文章の書き方 2 

英会話Ⅱ 1 英会話Ⅰ 1 英会話Ⅲ 1 

倫理学 2 

文学 2 

教育学 2 

心理学 2 

政治学 2 

経済学 2 

法学 2 

社会学 2 

企業と経営 2 

レクレーションスポーツ 1 

生涯スポーツ実技 1 

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学実習Ⅱ 1 

学外スポーツ 1 

英語Ⅰ 1 

英語Ⅱ 1 

英語Ⅲ 1 

英語Ⅳ 1 

英語Ⅵ 1 

英語Ⅴ 1 



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル　①

倫理系 技術者倫理　２

人文社会　（必修） 現代社会講座　②

人文社会　(a群） 日本国憲法　２ 環境論　２

暮らしの経済　２

人文社会　(b群） 倫理学　２

人文社会　(c群） 経済学　２

健康・スポーツ系 健康・スポーツ科学実習Ⅱ　１

英語基礎系 英語Ⅱ　１ 英語Ⅲ　１ 英語Ⅳ　１ 英語Ⅴ　１

言語応用系 日本語表現技術　２ 科学技術英語Ⅰ　１

数理情報系 身の回りの数学　②

実感する科学Ⅰ　２

情報リテラシー　②

キャリア系 キャリア設計　① キャリア開発　②

小計 必修8単位・選択３単位 必修2単位・選択８単位 選択１単位 選択3単位 選択５単位 選択2単位

必修 電気電子数学　③ 物理・化学ユニットプログラム　③

a群 微分積分学Ⅰ-d　３

ｂ群 微分積分学Ⅱ-d　３

ｃ群 ベクトル解析　２

d群 基礎力学Ⅰ-d　３

選択

小計 必修３単位・選択3単位 選択3単位 必修３単位・選択５単位

必修 基礎電気回路Ⅰ　③ 基礎電気回路Ⅱ　③ 基礎電子回路　③

a群 電気磁気学Ⅰ　③

ｂ群 電気磁気学Ⅱ　③

ｃ群 回路解析Ⅰ　３ 回路解析Ⅱ　３

アナログ電子回路　２

電気電子計測　２

選択 電気電子ユニット入門　２ プログラミング入門　２

ユニットプログラム 電気電子基礎ユニット　③ 電気電子応用ユニット　④

小計 必修3単位・選択2単位 必修６単位・選択2単位 必修６単位・選択３単位 必修７単位・選択7単位

必修 電気電子設計製図　２

a群 環境・エネルギー 　２ 電気機器学　２

制御工学　２

ｂ群 電子デバイス　２

ｃ群 電子通信工学　２ 電力システム工学　２

d群

選択 マイコン回路設計講座　２ エネルギーと電力システム制御 　２ 電気法規及び施設管理　２

プラズマ工学　２ パワーエレクトロニクス　２

デジタル通信とネットワーク　２ 光エレクトロニクス　２

モバイル・ユビキタス　２

ユニットプログラム 電気電子専門ユニット　④ 電気電子発展ユニット　②

小計 選択２単位 選択４単位 必修４単位・選択１２単位 必修２単位・選択１２単位

合計 必修１４単位・選択８単位 必修８単位・選択１３単位 必修９単位・選択１１単位 必修７単位・選択１４単位 必修４単位・選択1７単位 必修２単位・選択１４単位 必修８単位

神奈川工科大学工学部電気電子情報学科　EAコース（電力系）　履修モデル　　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

（〇数字＝必修単位数、無印数字＝選択単位数）

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

共
通
基
盤

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

専
門

電気電子工学ゼミ　②

卒業研究　⑥

年次別合計 43 41 37 8



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル　①

倫理系 技術者倫理　２

人文社会　（必修） 現代社会講座　②

人文社会　(a群） 日本国憲法　２ 環境論　２

暮らしの経済　２

人文社会　(b群） 倫理学　２

人文社会　(c群） 経済学　２

健康・スポーツ系 健康・スポーツ科学実習Ⅱ　１

英語基礎系 英語Ⅱ　１ 英語Ⅲ　１ 英語Ⅳ　１ 英語Ⅴ　１

言語応用系 日本語表現技術　２ 科学技術英語Ⅰ　１

数理情報系 身の回りの数学　②

実感する科学Ⅰ　２

情報リテラシー　②

キャリア系 キャリア設計　① キャリア開発　②

小計 必修8単位・選択３単位 必修2単位・選択８単位 選択１単位 選択3単位 選択５単位 選択2単位

必修 電気電子数学　③ 物理・化学ユニットプログラム　③

a群 微分積分学Ⅰ-d　３

ｂ群 微分積分学Ⅱ-d　３

ｃ群 ベクトル解析　２

d群 基礎力学Ⅰ-d　３

選択

小計 必修３単位・選択3単位 選択3単位 必修３単位・選択５単位

必修 基礎電気回路Ⅰ　③ 基礎電気回路Ⅱ　③ 基礎電子回路　③

a群 電気磁気学Ⅰ　③

ｂ群 電気磁気学Ⅱ　③

ｃ群 回路解析Ⅰ　３ 回路解析Ⅱ　３

アナログ電子回路　２

電気電子計測　２

選択 電気電子ユニット入門　２ プログラミング入門　２

ユニットプログラム 電気電子基礎ユニット　③ 電気電子応用ユニット　④

小計 必修3単位・選択2単位 必修６単位・選択2単位 必修６単位・選択３単位 必修７単位・選択7単位

必修

a群 環境・エネルギー 　２ 電気機器学　２

ｂ群 半導体工学　２ 電子デバイス　２

電気電子材料　２

ｃ群 電子通信工学　２ コンピュータ工学　２

d群

選択 マイコン回路設計講座　２ 電気法規及び施設管理　２

プラズマ工学　２ パワーエレクトロニクス　２

デジタル通信とネットワーク　２ 光エレクトロニクス　２

モバイル・ユビキタス　２

ユニットプログラム 電気電子専門ユニット　④ 電気電子発展ユニット　②

小計 選択２単位 選択６単位 必修４単位・選択１２単位 必修２単位・選択８単位

合計 必修１４単位・選択８単位 必修８単位・選択１３単位 必修９単位・選択１１単位 必修７単位・選択１６単位 必修４単位・選択1７単位 必修２単位・選択１０単位 必修８単位

神奈川工科大学工学部電気電子情報学科　EAコース（半導体・電子デバイス・光エレクトロニクス系）　履修モデル　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

　（〇数字＝必修単位数、無印数字＝選択単位数）

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

共
通
基
盤

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

専
門

電気電子工学ゼミ　②

卒業研究　⑥

年次別合計 43 43 33 8



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル　①

倫理系 技術者倫理　２

人文社会　（必修） 現代社会講座　②

人文社会　(a群） 日本国憲法　２ 環境論　２

暮らしの経済　２

人文社会　(b群） 倫理学　２

人文社会　(c群） 経済学　２

健康・スポーツ系 健康・スポーツ科学実習Ⅱ　１

英語基礎系 英語Ⅱ　１ 英語Ⅲ　１ 英語Ⅳ　１ 英語Ⅴ　１

言語応用系 日本語表現技術　２ 科学技術英語Ⅰ　１

数理情報系 身の回りの数学　②

実感する科学Ⅰ　２

情報リテラシー　②

キャリア系 キャリア設計　① キャリア開発　②

小計 必修8単位・選択３単位 必修2単位・選択８単位 選択１単位 選択3単位 選択５単位 選択2単位

必修 電気電子数学　③ 物理・化学ユニットプログラム　③

a群 微分積分学Ⅰ-d　３

ｂ群 微分積分学Ⅱ-d　３

ｃ群 ベクトル解析　２ フーリエ解析　２

d群 基礎力学Ⅰ-d　３

選択

小計 必修３単位・選択3単位 選択3単位 必修３単位・選択５単位 選択2単位

必修 基礎電気回路Ⅰ　③ 基礎電気回路Ⅱ　③ 基礎電子回路　③

a群 電気磁気学Ⅰ　③

ｂ群 電気磁気学Ⅱ　③

ｃ群 回路解析Ⅰ　３ 回路解析Ⅱ　３

論理回路　２

電気電子計測　２

選択 電気電子ユニット入門　２ プログラミング入門　２

ユニットプログラム 電気電子基礎ユニット　③ 電気電子応用ユニット　④

小計 必修3単位・選択2単位 必修８単位・選択2単位 必修６単位・選択３単位 必修７単位・選択7単位

必修

a群 環境・エネルギー 　２ 電気機器学　２

ｂ群 電子デバイス　２

ｃ群 電子通信工学　２ コンピュータ工学　２ 電磁波とその応用　２

d群

選択 マイコン回路設計講座　２ 電気法規及び施設管理　２

プラズマ工学　２ パワーエレクトロニクス　２

デジタル通信とネットワーク　２ 光エレクトロニクス　２

モバイル・ユビキタス　２

ユニットプログラム 電気電子専門ユニット　④ 電気電子発展ユニット　②

小計 選択２単位 選択４単位 必修４単位・選択１０単位 必修２単位・選択１０単位

合計 必修１４単位・選択８単位 必修８単位・選択１３単位 必修９単位・選択１１単位 必修７単位・選択１７単位 必修４単位・選択1５単位 必修２単位・選択１２単位 必修８単位

神奈川工科大学工学部電気電子情報学科　EAコース（情報通信系）　履修モデル　　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

　（〇数字＝必修単位数、無印数字＝選択単位数）

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

共
通
基
盤

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

専
門

電気電子工学ゼミ　②

卒業研究　⑥

年次別合計 43 44 33 8



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル　①

倫理系 技術者倫理　②

人文社会　（必修） 現代社会講座　②

人文社会　(a群） 日本国憲法　２ 環境論　２

暮らしの経済　２

人文社会　(b群） 倫理学　２

人文社会　(c群） 経済学　２

健康・スポーツ系 健康・スポーツ科学実習Ⅱ　１

英語基礎系 英語Ⅲ　１ 英語Ⅳ　１ 英語Ⅴ　１ 英語Ⅵ　１

言語応用系 英会話Ⅰ　１ 英会話Ⅱ　１ 英会話Ⅲ　１ 科学技術英語Ⅰ　１

日本語表現技術　２

数理情報系 身の回りの数学　②

実感する科学Ⅰ　２

情報リテラシー　②

キャリア系 キャリア設計　① キャリア開発　②

小計 必修8単位・選択４単位 必修2単位・選択９単位 選択2単位 選択3単位 必修2単位、選択3単位 選択2単位

必修 電気電子数学　③ 物理・化学ユニットプログラム　③

a群 微分積分学Ⅰ-d　３

ｂ群 微分積分学Ⅱ-d　３

ｃ群 ベクトル解析　２ フーリエ解析　２

d群 基礎力学Ⅰ-d　３

選択

小計 必修３単位・選択3単位 選択3単位 必修３単位・選択５単位 選択2単位

必修 基礎電気回路Ⅰ　③ 基礎電気回路Ⅱ　③ 電気磁気学Ⅰ-EB　③ 電気磁気学Ⅱ-EB　③

C言語　②

基礎電子回路　③

a群

ｂ群

ｃ群 回路解析Ⅰ　３ 回路解析Ⅱ　３

アナログ電子回路　２

電気電子計測　２

選択 電気電子ユニット入門　２ プログラミング入門　２

ユニットプログラム 電気電子基礎ユニット　③ 電気電子応用ユニット　④

小計 必修3単位・選択2単位 必修6単位・選択2単位 必修８単位・選択3単位 必修７単位・選択7単位

必修 電気電子設計製図　②

a群 環境・エネルギー 　２ 電気機器学　２

制御工学　２

ｂ群 電子デバイス　２

ｃ群 電子通信工学　２ 電力システム工学　２

選択 マイコン回路設計講座　２ エネルギーと電力システム制御 　２ 電気法規及び施設管理　２

プラズマ工学　２ パワーエレクトロニクス　２

デジタル通信とネットワーク　２ 光エレクトロニクス　２

モバイル・ユビキタス　２

ユニットプログラム 電気電子専門ユニット　④

電気電子専門ユニット及び特別研究ユニット　③

小計 選択２単位 選択４単位 必修７単位・選択１２単位 必修２単位・選択１０単位

合計 必修１４単位・選択９単位 必修８単位・選択１４単位 必修１１単位・選択１２単位 必修７単位・選択１６単位 必修９単位・選択1５単位 必修２単位・選択１２単位 必修８単位

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

共
通
基
盤

神奈川工科大学工学部電気電子情報学科　EBコース　履修モデル　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

（〇数字＝必修単位数、無印数字＝選択単位数）

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

専
門

年次別合計 ４５単位 46 38 8単位

電気電子工学ゼミ　②

卒業研究　⑥



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル　①

倫理系 技術者倫理　２

人文社会　（必修） 現代社会講座　②

人文社会　(a群） 日本国憲法　２ 環境論　２

暮らしの経済　２

人文社会　(b群） 倫理学　２

人文社会　(c群） 経済学　２

健康・スポーツ系 健康・スポーツ科学実習Ⅱ　１

英語基礎系 英語Ⅱ　１ 英語Ⅲ　１ 英語Ⅳ　１ 英語Ⅴ　１

言語応用系 日本語表現技術　２ 科学技術英語Ⅰ　１

数理情報系 身の回りの数学　②

実感する科学Ⅰ　２

情報リテラシー　②

キャリア系 キャリア設計　① キャリア開発　②

小計 必修8単位・選択３単位 必修2単位・選択８単位 選択１単位 選択3単位 選択５単位 選択2単位

必修 電気電子数学　③ 物理・化学ユニットプログラム　③

a群 微分積分学Ⅰ-d　３

ｂ群 微分積分学Ⅱ-d　３

ｃ群 ベクトル解析　２

d群 基礎力学Ⅰ-d　３

選択

小計 必修３単位・選択3単位 選択3単位 必修３単位・選択５単位

必修 基礎電気回路Ⅰ　③ 基礎電気回路Ⅱ　③ 基礎電子回路　③

a群 電気磁気学Ⅰ　③

ｂ群 電気磁気学Ⅱ　③

ｃ群 回路解析Ⅰ　３ 回路解析Ⅱ　３

アナログ電子回路　２

電気電子計測　２

選択 電気電子ユニット入門　２ プログラミング入門　２

ユニットプログラム 電気電子基礎ユニット　③ 電気電子応用ユニット　④

小計 必修3単位・選択2単位 必修6単位・選択2単位 必修６単位・選択３単位 必修７単位・選択7単位

必修 電気電子設計製図　②

a群 環境・エネルギー 　２ 電気機器学　２

制御工学　２

ｂ群 電子デバイス　２

ｃ群 電子通信工学　２ 電力システム工学　２

d群 電気工事士講座（検定）Ⅱ　②

選択 マイコン回路設計講座　２ エネルギーと電力システム制御 　２ 電気法規及び施設管理　２

プラズマ工学　２ パワーエレクトロニクス　２

デジタル通信とネットワーク　２ 光エレクトロニクス　２

モバイル・ユビキタス　２

ユニットプログラム 電気電子専門ユニット　④ 電気電子発展ユニット　②

小計 選択２単位 選択４単位 必修４単位・選択１２単位 必修６単位・選択１０単位

合計 必修１４単位・選択８単位 必修８単位・選択１３単位 必修９単位・選択１１単位 必修７単位・選択１４単位 必修４単位・選択1７単位 必修６単位・選択１２単位 必修８単位

神奈川工科大学工学部電気電子情報学科　ECコース　履修モデル　　　　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

（〇数字＝必修単位数、無印数字＝選択単位数）

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

共
通
基
盤

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

専
門

電気電子工学ゼミ　②

卒業研究　⑥

年次別合計 43 41 39 8



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル　①

倫理系 技術者倫理　２

人文社会　（必修） 新聞理解表現演習Ⅰ　① 新聞理解表現演習Ⅱ　① 実践プレゼンテーション・スキル　① 社会時事・討論演習　① グローバル・コミュニケーション　① 社会・経済事情　①

人文社会　(a群） マスメディア論　２

人文社会　(b群） 倫理学　２

人文社会　(c群） 経済学　２

健康・スポーツ系 健康・スポーツ科学実習Ⅱ　１

英語基礎系 ReadingⅠ　① ReadingⅡ　① ReadingⅢ　① ReadingⅣ　①

ListeningⅠ　① ListeningⅡ　① ListeningⅢ　① ListeningⅣ　①

言語応用系 科学技術英語Ⅰ　① 科学技術英語Ⅱ　①

Reading and Listening A-Ⅰ　① Reading and Listening A-Ⅱ　①

Reading and Listening B-Ⅰ　① Reading and Listening B-Ⅱ　①

数理情報系 情報リテラシー　②

キャリア系 キャリア設計　① キャリア開発　②

早期インターンシップ準備演習　① 早期インターンシップ　②

小計 必修７単位・選択２単位 必修６単位・選択１単位 必修5単位 必修3単位 必修４単位・選択４単位 必修4単位・選択2単位

必修 解析学Ⅰ　③ 線形代数学　③ 物理・化学ユニットプログラムS　③

物理学A　③ 物理学B　③

選択 電気電子数学　３ 確率統計S　２

小計 必修６単位・選択3単位 必修６単位・選択２単位 必修３単位

必修 電気回路Ⅰ　② 電気回路Ⅱ　② 電子回路Ⅱ　② 電子回路Ⅲ　②

電子回路Ⅰ　② 電気磁気学ⅠーEB　③ 電気磁気学Ⅱ-EB　③

回路解析Ⅰ　③ 回路解析Ⅱ　③

選択 C言語　２ 電気電子計測　２

ユニットプログラム 電気電子基礎ユニット　③ 電気電子応用ユニット　④

小計 必修2単位 必修７単位 必修８単位・選択２単位 必修１２単位・選択２単位

必修 1年生特別専攻ゼミⅠ　① 1年生特別専攻ゼミⅡ　① ２年生特別専攻ゼミⅠ　① ２年生特別専攻ゼミⅡ　① 特別専攻海外研修　②

選択必修 環境とエレクトロニクス　２ エネルギーマネージメントシステム　 環境と再生可能エネルギー　２

選択 電気機器学　２ 電力システム工学　２

制御工学　２ 電気法規及び施設管理　２

エネルギーと電力システム制御　２ パワーエレクトロニクス　２

ユニットプログラム 電気電子専門ユニット　④

電気電子専門ユニット及び特別研究ユニット　③

小計 必修1単位 必修１単位 必修１単位 必修1単位・選択2単位 必修７単位・選択８単位 必修２単位・選択８単位 必修８単位

合計 必修１６単位・選択５単位 必修２０単位・選択３単位 必修１７単位・選択２単位 必修１６単位・選択４単位 必修１１単位・選択１２単位 必修６単位・選択１０単位 必修８単位

神奈川工科大学工学部電気電子情報学科　ETコース（環境エネルギー特別専攻）　履修モデル　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

　（〇数字＝必修単位数、無印数字＝選択単位数）

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

共
通
基
盤

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

専
門

電気電子工学ゼミ　②

卒業研究　⑥

年次別合計 43 39 39 8



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系   スタディスキル  ①

倫理系 情報社会と情報倫理 ②

人文社会   現代社会講座  ②   日本国憲法  2   アジアの文化と社会  2   日本近現代史  2 　政治学　2

  　少子高齢化と社会問題  2   哲学  2   文学  2

健康・スポーツ系   健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1 　レクレーションスポーツ　2

英語基礎系 英語I　1 　英語ＩＩ　1 　英語ＩＩＩ　1 英語ＩＶ　1

言語応用系   英会話Ⅰ  1  　英会話ＩＩ   1   英会話ＩＩＩ 1   英会話ＩＶ  1

  文書表現技術 2

数理情報系   身の回りの数学 ②

  実感する科学Ⅰ ②

　情報リテラシー　②

キャリア系   キャリア設計 ①   キャリア開発  ②

小計 必修 10 単位，選択 3単位  必修 2単位，選択 6単位 選択  ７単位 選択  6単位 必修　2 単位　選択 4単位

  数理論理学  2   離散数学   2     線形代数学Ⅱ 2   数理統計学  2

  線形代数学Ⅰ 2  

  情報と科学技術 2   情報と知的財産権  2

小計 選択 4単位 選択  6単位 選択  4単位 選択  2単位

　情報工学リテラシー　②
  計算機概論   ②   ソフトウェア基礎論    ②

  C言語プログラミングユニットⅠ  ③  C言語プログラミングユニットⅡ  ③情報工学基礎ユニットI ②

   WEB技術入門  2

 開発技術の基礎   電気回路  2   論理回路  2    アルゴリズムとデータ構造  2

   経営管理論  2

小計 必修 5単位，選択 2単位 必修 7単位　　選択2単位 必修 2単位　　選択 6単位

  情報工学特別講義  ①

  プログラム言語処理 2

  C++言語  3   Java言語  3

  

  論理回路設計  2   ソフトウェア工学  2   UMLモデリング 2   オブジェクト指向分析設計論 2

  データ管理設計 2

  情報技術と企業経営  2   情報システム概論  2   システム管理論 2

  データベース管理論 2

  人工知能基礎論  2    モバイルコンピューティング  2   分散システム 2

    データベース 2

  情報工学基礎ユニットⅡ ②

  情報工学応用ユニット I ③   情報工学応用ユニットⅡ ③

小計 選択  5単位 必修 3単位，選択 11単位 必修 3単位，選択 8単位 必修 3単位，選択 10単位

合計 必修 15単位，選択 9単位 必修 9単位，選択14単位 必修　2単位　選択 22単位 必修 3単位，選択 19単位 必修 5単位，選択 12単位 必修 3単位，選択 10単位

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

共
通
基
盤

神奈川工科大学情報学部情報工学科　情報システム開発技術者　履修モデル　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

（〇数字＝必修単位数、無印数字＝選択単位数）

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

専
門

年次別合計 47単位 46単位 30単位 8単位

   専門総括

  プログラミング

  開発技術

  開発企画・管理技術

  情報工学コア技術

  ユニットプログラム

情報工学セミナー ②
卒業研究 ⑥

必修 8単位

必修 8単位

 ユニットプログラム

  数理的基礎

  専門と社会

  情報工学の基礎



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル　１

倫理系 情報社会と情報倫理　２

人文社会 現代社会講座　２ 国際化と異文化理解　② 暮らしの経済　② 政治学　② 起業と経営　②

倫理学　②

健康・スポーツ系 健康スポーツ科学実習II　①

英語基礎系 英語I　① 英語II　① 英語III　① 英語IV　①

言語応用系 プレゼンテーション技術　２ 科学技術英語I　① 科学技術英語II　①

数理情報系 情報リテラシー　２

身の回りの数学　２

実感する化学I　２

キャリア系 キャリア設計　１ キャリア開発　２

小計 必修１０単位・選択１単位 必修２単位・選択２単位 必修２単位・選択３単位 選択３単位 必修２単位・選択３単位 選択５単位

数学分野 基礎数学　② 微分積分学I　③ 数理統計学　②

情報学部共通分野 情報と知的財産権　② 情報と文化　②

小計 選択２単位 選択５単位 選択２単位 選択２単位

情報基礎系・応用系 情報ネットワーク工学I　② 情報ネットワークリテラシー　２ 情報理論　② データベース　② 分散処理　②

情報ネットワーク工学II　② ソフトウェア工学　②
情報ネットワーク基盤
系

情報ネットワーク概論　②

小計 選択４単位 必修２単位・選択２単位 選択４単位 選択２単位 選択２単位

情報ネットワーク基盤系 ネットワーク工学　② インターネット技術　② ネットワークルーティング　② ネットワークインタフェース　②

インターネットアプリケーション　② Web技術　② ネットワークプログラミング　② ネットワーク解析技法　②

ネットワーク技術系 通信工学　② 光通信技術　② ディジタル移動通信　② モバイルネットワーク　②

アプリケーション系 ヒューマンインターフェース　② ソーシャルメディア技術　②

情報セキュリティ系 情報セキュリティ概論　② 情報セキュリティと法制度　②

情報ネットワーク導入ユニットI　４ 情報ネットワーク導入ユニットII　４ 情報ネットワーク基礎ユニットI　４ 情報ネットワーク基礎ユニットII　４ 情報ネットワークコースユニット　４ 情報ネットワーク応用ユニット　４

小計 必修４単位 必修４単位・選択２単位 必修４単位・選択６単位 必修４単位・選択８単位 必修４単位・選択８単位 必修４単位・選択８単位 必修８単位

合計 必修１４単位・選択７単位 必修８単位・選択１１単位 必修６単位・選択１１単位 必修４単位・選択１７単位 必修６単位・選択１３単位 必修４単位・選択１５単位 必修８単位

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

専
門

年次別合計 ４０単位 ３８単位 ３８単位 ８単位

卒業研究　６

情報ネットワークセミナー　２ユニットプログラム・
セミナー・卒研

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

共
通
基
盤

神奈川工科大学情報学部ネットワーク・コミュニケーション学科　ネットワークコース　履修モデル　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

（無印数字＝必修単位数、〇数字＝選択単位数）



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル　１

倫理系 情報社会と情報倫理　２

人文社会 現代社会講座　２ 国際化と異文化理解　② 暮らしの経済　② 政治学　② 起業と経営　②

倫理学　②

健康・スポーツ系 健康スポーツ科学実習II　①

英語基礎系 英語I　① 英語II　① 英語III　① 英語IV　①

言語応用系 プレゼンテーション技術　２ 科学技術英語I　① 科学技術英語II　①

数理情報系 情報リテラシー　２

身の回りの数学　２

実感する化学I　２

キャリア系 キャリア設計　１ キャリア開発　２

小計 必修１０単位・選択１単位 必修２単位・選択２単位 必修２単位・選択３単位 選択３単位 必修２単位・選択３単位 選択５単位

数学分野 基礎数学　② 微分積分学I　③ 数理統計学　②

情報学部共通分野 情報と知的財産権　② 情報と文化　②

小計 選択２単位 選択５単位 選択２単位 選択２単位

情報基礎系・応用系 情報ネットワーク工学I　② 情報ネットワークリテラシー　２ 情報理論　② データベース　② 分散処理　②

情報ネットワーク工学II　② ソフトウェア工学　②

情報ネットワーク概論　②

小計 選択４単位 必修２単位・選択２単位 選択４単位 選択２単位 選択２単位

情報ネットワーク基盤系 ネットワーク工学　② インターネット技術　② ネットワークルーティング　② ネットワークインタフェース　②

インターネットアプリケーション　② Web技術　② ネットワークプログラミング　② ネットワーク解析技法　②

ネットワーク技術系 光通信技術　②

アプリケーション系 マルチメディア処理　② メディア表現工学　② ヒューマンインターフェース　② ソーシャルメディア技術　②

情報セキュリティ系 情報セキュリティ概論　② 電子認証　② ネットワークセキュリティ　②

情報ネットワーク導入ユニットI　４ 情報ネットワーク導入ユニットII　４ 情報ネットワーク基礎ユニットI　４ 情報ネットワーク基礎ユニットII　４ 情報ネットワークコースユニット　４ 情報ネットワーク応用ユニット　４

小計 必修４単位 必修４単位・選択２単位 必修４単位・選択６単位 必修４単位・選択８単位 必修４単位・選択８単位 必修４単位・選択８単位 必修８単位

合計 必修１４単位・選択７単位 必修８単位・選択１１単位 必修６単位・選択１１単位 必修４単位・選択１７単位 必修６単位・選択１３単位 必修４単位・選択１５単位 必修８単位

神奈川工科大学情報学部ネットワーク・コミュニケーション学科　アプリケーションコース　履修モデル　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

（無印数字＝必修単位数、〇数字＝選択単位数）

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

共
通
基
盤

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

専
門

ユニットプログラム・
セミナー・卒研

情報ネットワークセミナー　２

卒業研究　６

年次別合計 ４０単位 ３８単位 ３８単位 ８単位

情報ネットワーク基盤
系



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル　１

倫理系 情報社会と情報倫理　２

人文社会 現代社会講座　２ 国際化と異文化理解　② 暮らしの経済　② 政治学　② 起業と経営　②

倫理学　②

健康・スポーツ系 健康スポーツ科学実習II　①

英語基礎系 英語I　① 英語II　① 英語III　① 英語IV　①

言語応用系 プレゼンテーション技術　２ 科学技術英語I　① 科学技術英語II　①

数理情報系 情報リテラシー　２

身の回りの数学　２

実感する化学I　２

キャリア系 キャリア設計　１ キャリア開発　２

小計 必修１０単位・選択１単位 必修２単位・選択２単位 必修２単位・選択３単位 選択３単位 必修２単位・選択３単位 選択５単位

数学分野 基礎数学　② 微分積分学I　③ 数理統計学　②

情報学部共通分野 情報と知的財産権　② 情報と文化　②

小計 選択２単位 選択５単位 選択２単位 選択２単位

情報基礎系・応用系 情報ネットワーク工学I　② 情報ネットワークリテラシー　２ 情報理論　② データベース　② 分散処理　②

情報ネットワーク工学II　② ソフトウェア工学　②

情報ネットワーク概論　②

小計 選択４単位 必修２単位・選択２単位 選択４単位 選択２単位 選択２単位

情報ネットワーク基盤系 ネットワーク工学　② インターネット技術　② ネットワークルーティング　② ネットワークインタフェース　②

インターネットアプリケーション　② Web技術　② ネットワークプログラミング　② ネットワーク解析技法　②

ネットワーク技術系 ディジタル移動通信　② モバイルネットワーク　②

アプリケーション系 メディア表現工学　②

情報セキュリティ系 情報セキュリティ概論　② 情報セキュリティマネジメント　② 情報セキュリティと法制度　② 電子認証　② ネットワークセキュリティ　②

情報ネットワーク導入ユニットI　４ 情報ネットワーク導入ユニットII　４ 情報ネットワーク基礎ユニットI　４ 情報ネットワーク基礎ユニットII　４ 情報ネットワークコースユニット　４ 情報ネットワーク応用ユニット　４

小計 必修４単位 必修４単位・選択２単位 必修４単位・選択６単位 必修４単位・選択８単位 必修４単位・選択８単位 必修４単位・選択８単位 必修８単位

合計 必修１４単位・選択７単位 必修８単位・選択１１単位 必修６単位・選択１１単位 必修４単位・選択１７単位 必修６単位・選択１３単位 必修４単位・選択１５単位 必修８単位

神奈川工科大学情報学部ネットワーク・コミュニケーション学科　セキュリティコース　履修モデル　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

（無印数字＝必修単位数、〇数字＝選択単位数）

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

共
通
基
盤

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

専
門 ユニットプログラム・

セミナー・卒研

情報ネットワークセミナー　２

卒業研究　６

年次別合計 ４０単位 ３８単位 ３８単位 ８単位

情報ネットワーク基盤
系



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル 1

倫理系
情報社会と情報倫理 2
技術者倫理 2
生命倫理 2

人文社会 新聞理解表現演習Ⅰ 1 新聞理解表現演習Ⅱ 1 実践プレゼンテーション・スキル 1 社会時事・討論演習 1 グローバル・コミュニケーション 1 社会・経済事情 1

健康・スポーツ系 健康・スポーツ科学実習Ⅱ 1

英語基礎系
ReadingⅠ 1
ListeningⅠ 1

ReadingⅡ 1
ListeningⅡ 1

ReadingⅢ 1
ListeningⅢ 1

ReadingⅣ 1
ListeningⅣ 1

言語応用系 文章表現技術 2 プレゼンテーション技術 2 技術文章の書き方 2

科学技術英語Ⅰ 1
Reading and Listening AⅠ 1
Reading and Listening BⅠ 1

科学技術英語Ⅱ 1
Reading and Listening AⅡ 1
Reading and Listening BⅡ 1

数理情報系 情報リテラシー 2

キャリア系

キャリア設計 1 キャリア開発 2
早期インターンシップ準備演習 1

早期インターンシップ 2 業界研究 2 インターンシップ 2

小計 必修７単位 必修６単位・選択２単位 必修５単位・選択４単位 必修３単位・選択２単位 必修５単位・選択４単位 必修３単位・選択２単位

数理論理学 2 離散数学 2

解析学Ⅰ 3 解析学Ⅱ 2 微分方程式 3

線形代数学 3

確率統計S 2

物理学A 3
化学A 2
ライフサイエンスⅠ 2

物理学B 3
化学B 2
ライフサイエンスⅡ 2

物理学C 2 物理学D 2

情報と科学技術 2 情報と知的財産権 2 実践的マーケティング論 2 実践的マネジメント論 2

情報と文化 2

小計 必修６単位・選択２単位 必修５単位・選択２単位 選択３単位 選択２単位 選択２単位 選択２単位

ゲーム制作論 2 メディアコンテンツ制作概論 2 ディジタルデザイン 2 ビジュアルシミュレーション 2 情報メディアプロデュース論 2

Web制作 2 フィジカルコンピューティング 2

マルチメディア入門 2

IT基礎 4 計算機構成論 2 情報理論と信号処理 2 メディアセキュリティ 2

応用プログラミングA 2 応用プログラミングB 2 応用プログラミングC 2 ソフトウェア開発 2

特別専攻演習 ICT特別演習Ⅰ 1 ICT特別演習Ⅱ 1 ICT特別演習Ⅲ 1 ICT特別演習Ⅳ 1

小計 必修５単位 必修１単位・選択２単位 必修１単位・選択６単位 必修１単位・選択６単位 選択４単位 選択４単位

CGアニメータ グラフィックス基礎論 2 CGデザイン 2 CGアニメーション 2 メディアアート 2

ゲームクリエータ ゲームデザイン論 2 ゲームグラフィックス 2 ゲームプログラミング 2 ゲームAI 2

キャラクタ キャラクタ概論Ⅰ 2 キャラクタ概論Ⅱ 2 キャラクタ創作論 2 キャラクタ制作 2

ユニットプログラム 情報メディア基盤ユニット 4 情報メディア導入ユニット 4 情報メディア基礎ユニットⅠ 2 情報メディア基礎ユニットⅡ 2 情報メディア専門ユニットⅠ 3 情報メディア専門ユニットⅡ 3

卒業研究関係 １年生特別専攻セミナーⅠ 1 １年生特別専攻セミナーⅡ 1 ２年生特別専攻セミナーⅠ 1 ２年生特別専攻セミナーⅡ 1

ICT海外研修Ⅰ 2 ICT海外研修Ⅱ 2

IT応用 2 情報英語 2

小計 必修５単位 必修５単位・選択２単位 必修３単位・選択４単位 必修３単位・選択４単位 必修５単位・選択４単位 必修５単位・選択４単位

合計 必修２３単位・選択２単位 必修１７単位・選択６単位 必修９単位・選択１７単位 必修７単位・選択１４単位 必修１０単位・選択１４単位 必修８単位・選択１２単位

ICTスペシャリストセミナー 2

検定系

目的別プログラム

ゲームクリエータ特訓 2

プロダクションCGクリエータ特訓 2

キャラクタクリエータ特訓 2

メディア実践講座 2

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

共
通
基
盤

神奈川工科大学情報学部情報メディア学科　ICTスペシャリスト特別専攻　コンテンツ制作系コース　履修モデル

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

情報メディア基礎

情報技術基礎

専門基礎導入

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

年次別合計 ４８単位 47単位 ４４単位 8単位

国際メディア実習 1

卒業研究 6
情報メディアセミナー 2

必修８単位

必修８単位

海外情報メディア研修Ⅰ 2　　海外情報メディア研修Ⅱ 2　　海外情報メディア研修Ⅲ 2
海外実習系

メディア技術者（検定） 2　　初級情報技術者（検定） 2　　基本情報技術者（検定） 2　　応用情報技術者（検定） 2　　高度情報技術者（検定） 2



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル 1

倫理系
情報社会と情報倫理 2
技術者倫理 2
生命倫理 2

人文社会 新聞理解表現演習Ⅰ 1 新聞理解表現演習Ⅱ 1 実践プレゼンテーション・スキル 1 社会時事・討論演習 1 グローバル・コミュニケーション 1 社会・経済事情 1

健康・スポーツ系 健康・スポーツ科学実習Ⅱ 1

英語基礎系
ReadingⅠ 1
ListeningⅠ 1

ReadingⅡ 1
ListeningⅡ 1

ReadingⅢ 1
ListeningⅢ 1

ReadingⅣ 1
ListeningⅣ 1

言語応用系 文章表現技術 2 プレゼンテーション技術 2 技術文章の書き方 2

科学技術英語Ⅰ 1
Reading and Listening AⅠ 1
Reading and Listening BⅠ 1

科学技術英語Ⅱ 1
Reading and Listening AⅡ 1
Reading and Listening BⅡ 1

数理情報系 情報リテラシー 2

キャリア系

キャリア設計 1 キャリア開発 2
早期インターンシップ準備演習 1

早期インターンシップ 2 業界研究 2 インターンシップ 2

小計 必修７単位 必修６単位・選択２単位 必修５単位・選択４単位 必修３単位・選択２単位 必修５単位・選択４単位 必修３単位・選択２単位

数理論理学 2 離散数学 2

解析学Ⅰ 3 解析学Ⅱ 2 微分方程式 3

線形代数学 3

確率統計S 2

物理学A 3
化学A 2
ライフサイエンスⅠ 2

物理学B 3
化学B 2
ライフサイエンスⅡ 2

物理学C 2 物理学D 2

情報と科学技術 2 情報と知的財産権 2 実践的マーケティング論 2 実践的マネジメント論 2

情報と文化 2

小計 必修６単位・選択２単位 必修５単位・選択２単位 選択３単位 選択２単位 選択２単位 選択２単位

ゲーム制作論 2 メディアコンテンツ制作概論 2 ディジタルデザイン 2 ビジュアルシミュレーション 2 情報メディアプロデュース論 2

Web制作 2 フィジカルコンピューティング 2

マルチメディア入門 2

IT基礎 4 計算機構成論 2 情報理論と信号処理 2 メディアセキュリティ 2

応用プログラミングA 2 応用プログラミングB 2 応用プログラミングC 2 ソフトウェア開発 2

特別専攻演習 ICT特別演習Ⅰ 1 ICT特別演習Ⅱ 1 ICT特別演習Ⅲ 1 ICT特別演習Ⅳ 1

小計 必修５単位 必修１単位・選択２単位 必修１単位・選択６単位 必修１単位・選択６単位 選択４単位 選択４単位

インタラクションメディア Webシステム 2 コラボレイティブWeb 2 データベース 2 インタラクションデザイン 2

イメージメディア 画像情報処理 2 映像メディアシステム 2 画像認識システム 2 ヒューマンインターフェイス 2

サウンドメディア サウンド解析 2 音楽論 2 コンピュータ音楽制作 2 サウンド情報処理 2

ユニットプログラム 情報メディア基盤ユニット 4 情報メディア導入ユニット 4 情報メディア基礎ユニットⅠ 2 情報メディア基礎ユニットⅡ 2 情報メディア専門ユニットⅠ 3 情報メディア専門ユニットⅡ 3

卒業研究関係 １年生特別専攻セミナーⅠ 1 １年生特別専攻セミナーⅡ 1 ２年生特別専攻セミナーⅠ 1 ２年生特別専攻セミナーⅡ 1

ICT海外研修Ⅰ 2 ICT海外研修Ⅱ 2

IT応用 2 情報英語 2

小計 必修５単位 必修５単位・選択２単位 必修３単位・選択４単位 必修３単位・選択４単位 必修５単位・選択４単位 必修５単位・選択４単位

合計 必修２３単位・選択２単位 必修１７単位・選択６単位 必修９単位・選択１７単位 必修７単位・選択１４単位 必修１０単位・選択１４単位 必修８単位・選択１２単位

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

専
門

年次別合計 ４８単位 47単位 ４４単位 8単位

国際メディア実習 1

卒業研究 6
情報メディアセミナー 2

必修８単位

必修８単位

海外情報メディア研修Ⅰ 2　　海外情報メディア研修Ⅱ 2　　海外情報メディア研修Ⅲ 2
海外実習系

メディア技術者（検定） 2　　初級情報技術者（検定） 2　　基本情報技術者（検定） 2　　応用情報技術者（検定） 2　　高度情報技術者（検定） 2

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

共
通
基
盤

神奈川工科大学情報学部情報メディア学科　ICTスペシャリスト特別専攻　メディア技術者系コース　履修モデル

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

情報メディア基礎

情報技術基礎

専門基礎導入

ICTスペシャリストセミナー 2

検定系

目的別プログラム

ゲームクリエータ特訓 2

プロダクションCGクリエータ特訓 2

キャラクタクリエータ特訓 2

メディア実践講座 2



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル　１

倫理系 情報社会と情報倫理　② 技術者倫理　②

人文社会 現代社会講座　２ 国際化と異文化理解　② 経済学　② 哲学　②

現代社会の心理学　②

健康・スポーツ系 健康･スポーツ科学実習Ⅰ　①

英語基礎系 英語Ⅲ　① 英語Ⅳ　① 英語Ⅴ　① 英語Ⅵ　①

言語応用系 英会話Ⅰ　① 英会話Ⅱ　① 英会話Ⅲ　① 科学技術英語Ⅰ　① 科学技術英語Ⅱ　①

数理情報系 実感する科学Ⅰ　２ 身の回りの数学　２

情報リテラシー　２

キャリア系 キャリア設計　１ キャリア開発　２

小計 必修８単位・選択３単位 必修４単位・選択２単位 選択６単位 選択１単位 選択５単位 選択５単位

数学系 微分積分学Ⅰ-ｄ　(3) 微分積分学Ⅱ-ｄ　(3) 機械系数学　２

線形代数学Ⅰ-ｂ　(2) 線形代数学Ⅱ-ｂ　(2)

物理学系 基礎力学Ⅰ-ｄ　(3) 基礎力学Ⅱ-ｄ　(3)

物理･化学ユニットプログラム　３ 基礎電磁気学Ⅰ-ｂ　(2) 基礎電磁気学Ⅱ-ｂ　(2)

化学系・生物系 化学Ⅰ-ａ　②

小計 必修３単位･選択必修８単位 選択必修１０単位 必修２単位･選択必修２単位 選択２単位

創造工学部共通 Ｃ言語　② Ｃ言語演習　①

基礎電子回路　(2)

学科専門基礎 基礎製図　２ 自動車のための情報･通信入門 ２

自動車要素設計Ⅰ　２ 自動車要素設計Ⅱ　２

熱力学　(2) 機械力学　(2)

材料力学　(2)

流体力学　(2)

小計 必修２単位・選択２単位
必修４単位･選択必修４単位

・選択１単位
必修２単位･選択必修６単位

インテリジェント化 自動車制御プロセッサ　② 制御工学　② 自動車制御ｼｽﾃﾑのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ②

電気自動車 カーエレクトロニクス　② 電気自動車ｼｽﾃﾑ工学　②

先進自動車性能 マルチボディダイナミクス　② カーエアロダイナミクス　②

スマートストラクチャー 材料強度力学　② ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ　②

環境・交通 応用熱力学　② 自動車エンジン工学　②

ユニットプログラム 自動車開発プロジェクトⅠ　② 自動車開発プロジェクトⅡ　②

自動車設計プロジェクト　②

総合科目

小計 必修２単位 選択２単位 選択１４単位 選択８単位 選択８単位 必修３単位・選択１単位 必修３単位・選択１単位

合計
必修１１単位･選択必修８単位

・選択３単位
必修８単位･選択必修１０単位

・選択４単位
必修６単位･選択必修６単位

・選択９単位
必修２単位･選択必修６単位

・選択１５単位
選択１５単位 選択１３単位 必修３単位・選択１単位 必修３単位・選択１単位

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

専
門

年次別合計 ４４単位 ４４単位 ２８単位 ８単位

自動車システム工学
　　　プロジェクト入門　２

自動車システム工学
　　　プロジェクトⅠ　②

自動車システム工学
　　　プロジェクトⅡ　②

卒業研究　６

輪講　②

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

共
通
基
盤

神奈川工科大学創造工学部自動車システム開発工学科　履修モデル　           

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

 （無印数字＝必修単位数、( )数字＝選択必修数、〇数字＝選択単位数）



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル　１

倫理系 情報社会と情報倫理　(2)

人文社会 新聞理解表現演習Ⅰ　１ 新聞理解表現演習Ⅱ　１ 実践ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｽｷﾙ　１ 社会時事･討論演習　１ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ　１ 社会･経済事情　１

国際化と異文化理解　② 倫理学　② 企業と経営　②

健康・スポーツ系 健康･スポーツ科学実習Ⅰ　①

英語基礎系 ReadingⅠ　１ ReadingⅡ　１ ReadingⅢ　１ ReadingⅣ　１

ListeningⅠ　１ ListeningⅡ　１ ListeningⅢ　１ ListeningⅣ　１

言語応用系 科学技術英語Ⅰ　１ 科学技術英語Ⅱ　１

Reading and Listening A-Ⅰ　１ Reading and Listening A-Ⅱ　１

Reading and Listening B-Ⅰ　１ Reading and Listening B-Ⅱ　１

数理情報系 情報リテラシー　２

キャリア系 キャリア設計　１ キャリア開発　２ 早期インターンシップ準備演習　１ 早期インターンシップ　２

小計 必修７単位・選択１単位 必修５単位・選択２単位 必修４単位 必修５単位
必修４単位・選択必修２単位

･選択２単位
必修４単位・選択２単位

数学系 解析学Ⅰ　３ 解析学Ⅱ　２ 微分方程式　３

線形代数学　３

物理学系 物理学Ａ　３ 物理学Ｂ　３ 物理学Ｃ　２

物理･化学ユニットプログラムＳ　３

化学系・生物系 化学Ａ　２

小計 必修１１単位 必修８単位 必修５単位

創造工学部共通 Ｃ言語　② 基礎電子回路Ｓ　２

学科専門基礎 基礎製図　２ 自動車のための情報･通信入門 ２

自動車要素設計Ⅰ　２ 自動車要素設計Ⅱ　２

機械力学Ｓ　２ 流体力学Ｓ　２

材料力学Ｓ　２

熱力学Ｓ　２

小計 必修２単位・選択２単位 必修１２単位 必修４単位

インテリジェント化 制御工学Ｓ　(2) 次世代自動車制御　(2)

次世代自動車情報通信　(2)

電気自動車 次世代自動車動力　(2)

先進自動車性能 マルチボディダイナミクスＳ　(2) 次世代自動車力学　(2)

スマートストラクチャー 材料強度力学Ｓ　(2)

環境・交通 応用熱力学Ｓ　(2) 自動車エンジン工学　②

ユニットプログラム

総合科目 １年生特別専攻ｾﾞﾐⅠ　１ １年生特別専攻ｾﾞﾐⅡ　１ ２年生特別専攻ｾﾞﾐⅠ　１ ２年生特別専攻ｾﾞﾐⅡ　１ 海外自動車工学研修Ｓ　２

小計 必修１単位 必修１単位 必修３単位
必修１単位･選択必修６単位

・選択４単位
選択必修６単位・選択４単位

必修２単位･選択必修４単位
・選択２単位

必修３単位・選択１単位 必修３単位・選択１単位

合計 必修１９単位・選択１単位 必修１６単位・選択４単位 必修２４単位
必修１０単位･選択必修６単位

・選択４単位
必修４単位･選択必修８単位

・選択６単位
必修６単位･選択必修４単位

・選択４単位
必修３単位・選択１単位 必修３単位・選択１単位

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

次世代自動車
　　　　開発プロジェクトⅣ　②

次世代自動車
　　　　開発プロジェクトⅤ　②

次世代自動車
　　　　開発プロジェクトⅢ　②

輪講　②

次世代自動車
　　　　開発プロジェクトⅡ　②

卒業研究　６

年次別合計 ４０単位 ４４単位 ３２単位 ８単位

共
通
基
盤

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

専
門 次世代自動車

　　　　開発プロジェクトⅠ　２

神奈川工科大学創造工学部自動車システム開発工学科　次世代自動車開発特別専攻　履修モデル　            （無印数字＝必修単位数、( )数字＝選択必修数、〇数字＝選択単位数）　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディスキル 1

倫理系 技術者倫理 ②

人文社会 現代社会講座 2 日本国憲法② 比較文化論② 心理学② 経済学②

日本近現代史②

健康・スポーツ系 健康・スポーツ科学実習Ⅰ 1

英語基礎系 英語Ⅰ ① 英語Ⅱ ① 英語Ⅲ ① 英語Ⅳ ①

言語応用系 文章表現技術② 技術文章の書き方 2

数理情報系 情報リテラシー 2 身の回りの数学 2

実感する科学Ⅰ 2

キャリア系 キャリア設計 1 キャリア開発 2

小計 必修9単位・選択1単位 必修2単位・選択7単位 選択3単位 必修2単位・選択1単位 選択4単位 必修2単位・選択2単位

微分積分学Ⅰ-c ③ 線形代数学Ⅰ-a ②

小計 選択3単位 選択2単位

回路設計入門 2 基礎電気回路 2 組み込みソフトウェア設計 2 情報通信技術 2

センサ工学 2

プログラミング　2 応用力学 2 設計製図 2

ロボット工学概論 2 人間工学 ②

小計 必修4単位 必修6単位 必修4単位・選択2単位 必修4単位

機構学 ② 材料力学 ② 組み込み機器入門 ②

アナログ回路 ② 機械力学 ② Android開発入門 ②

加齢と運動機能 ② ディジタル回路 ② プロダクトデザイン開発Ⅰ ②

ロボットシミュレーション ②

ロボット制御 ②

身体運動の科学 ②

画像処理工学 ② 知能情報処理 ②

メカトロニクス ② ロボット製品設計 ②

人間工学計測法 ②

ロボメカ基礎ユニットⅠ ④ ロボメカ基礎ユニットⅡ ④ ロボット開発設計ユニットⅠ ④ ロボット開発設計ユニットⅡ ④ ロボット開発設計ユニットⅢ ④ ロボット開発設計ユニットⅣ ④

小計 選択4単位 選択4単位 選択10単位 選択16単位 選択16単位 選択8単位

合計 必修13単位・選択5単位 必修8単位・選択14単位 必修4単位・選択17単位 必修2単位・選択17単位 必修4単位・選択20単位 必修2単位・選択10単位

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

専
門

年次別合計 ４０単位 ４０単位 ３６単位 ８単位

輪講 2

卒業研究 6

ユニットプログラム科
目群

ロボット・人間特性応
用科目群

ロボット・人間特性発
展科目群

必修8単位

必修8単位

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

共
通
基
盤

創造工学部共通科目
群

ロボット・人間特性基
礎科目群

神奈川工科大学創造工学部学部ロボットメカトロニクス学科　　履修モデル　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

（無印数字＝必修単位数、〇数字＝選択単位数）



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディースキル　1

倫理系 生命倫理　2

人文社会 新聞理解表現演習I　1 新聞理解表現演習II　1 実践プレゼンテーションスキル　1 社会時事・討論演習　1 グローバルコミュニケーション　1 社会・経済事情　1

環境論　② 法学　② 日本国憲法　②

健康・スポーツ系 健康・スポーツ実習Ⅰ　①

英語基礎系 Reading I　1 ReadingII　1 Reading III　1 Reading IV　1

ListeningI　1 ListeningII　1 ListeningIII　1 ListeningIV　1

言語応用系 科学英語I　1 科学英語II　1

Reading and Listening A-1　1 Reading and Listening A-2　1

Reading and Listening B-1　1 Reading and Listening B-2　1

数理情報系 情報リテラシー　2

キャリア系 キャリア設計　1 キャリア開発　2 早期インターンシップ準備演習　1 早期インターンシップ　2

小計 必修7、選択１ 必修5、選択2 必修4、選択0 必修5、選択2 必修6、選択2 必修4

基礎化学I-a　② 物理・化学ユニットプログラム　3

小計 選択2 必修3

生命科学I　２ 生命科学II　2

微生物学　②

バイオの基盤術理解 バイオ工学基礎　2 バイオ物理化学I　② バイオ物理化学II　②

化学・生物学基礎ユニット　4 バイオ基礎ユニットプログラム　3

有機化学　2 分析化学　2

生化学入門　2

生物無機化学　2

小計 必修10、選択2 必修11、選択2 必修０、選択2

情報処理技術 バイオインフォマティクス実習　①

基礎医学　② 病態薬理学　② 創薬化学　②

免疫化学　② 化粧品科学　②

生理活性物質化学　②

バイオ専門分野 生化学I　2 生化学II　2 先端バイオ科学　②

細胞生物学　② 分子生物学　② 高分子科学　② バイオ製品科学　②

生物有機化学　② 遺伝子工学　② 植物バイオテクノロジー　②

食品化学・微生物学基礎実験　2 応用微生物学　② 動物バイオテクノロジー　②

生化学実験　2 応用バイオ科学実験　2

バイオ機器分析ユニット　4 機器分析実験　2 生物工学　②

公衆衛生学　② 環境科学　②

食品機能科学　② 食品衛生学　②

国際コミュニティーバイオ英語I　① 国際コミュニティーバイオ英語II　①

バイオ総合演習I　① バイオ総合演習II　①

バイオ特別実験　① 海外バイオ研修I　②

機器分析特別実験　②

小計 0 0 必修4、選択10 必修8、選択14 必修4、選択11 必修0、選択17

合計 必修17、選択5 必修19、選択4 必修8、選択12 必修13、選択16 必修10、選択13 必修4、選択17

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

専
門

健康・医療分野専門

バイオ健康・医療周辺
分野

オプショナルプログラム

必修8

年次別合計 必修36、選択9 必修21、選択28 必修14、選択30 必修8

共
通
基
盤

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

生命現象理解
輪講　2、　卒業研究6

生命を構成する物質
とその理解

神奈川工科大学応用バイオ科学部応用バイオ科学科　医生命科学特別専攻 履修モデル　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

（無印数字＝必修単位数、〇数字＝選択単位数）



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディースキル　1

倫理系 生命倫理　2

人文社会 現代社会学講座　2 少子高齢化と社会問題　② 芸術論　②

文学　②

健康・スポーツ系 健康・スポーツ実習Ⅰ　① 社会学　②

英語基礎系 英語Ⅰ～Ⅲ（指定されたレベル）　1 英語Ⅰ～Ⅲ（指定されたレベル）　1 英語Ⅲ～Ⅵ（指定されたレベル）　1 英語Ⅲ～Ⅵ（指定されたレベル）　1

言語応用系 日本語表現技術　② 科学技術英語II　①

数理情報系 情報リテラシー　2 身の回りの数学　２

実感する科学　2

キャリア系 キャリア設計　1 キャリア開発　2

小計 必修7、選択1 必修3、選択4 必修1、選択2 必修1、選択2 必修6、選択2 選択1

基礎化学I-a　② 物理・化学ユニットプログラム　3

小計 選択2 必修3

生命科学I　２ 生命科学II　2

微生物学　②

バイオの基盤術理解 バイオ工学基礎　2 バイオ物理化学I　② バイオ物理化学II　②

化学・生物学基礎ユニット　4 バイオ基礎ユニットプログラム　3

有機化学　2 分析化学　2

生化学入門　2

生物無機化学　2

小計 必修10、選択2 必修11、選択2 必修０、選択2

情報処理技術 バイオインフォマティクス実習　①

食品機能科学　② 食品衛生学　② 食品分析学　② 食品工学　②

食品加工学　②

分子栄養学　②

バイオ専門分野 生化学I　2 生化学II　2 先端バイオ科学　②

細胞生物学　② 分子生物学　② 高分子科学　② バイオ製品科学　②

生物有機化学　② 遺伝子工学　② 植物バイオテクノロジー　②

食品化学・微生物学基礎実験　2 応用微生物学　② 動物バイオテクノロジー　②

生化学実験　2 応用バイオ科学実験　2

バイオ機器分析ユニット　4 機器分析実験　2 生物工学　②

基礎医学　② 免疫化学　②

公衆衛生学　② 環境科学　②

オプショナルプログラム 国際コミュニティーバイオ英語I　① 国際コミュニティーバイオ英語II　①

バイオ総合演習I　① バイオ総合演習II　①

バイオ特別実験　① 海外バイオ研修I ②

機器分析特別実験　②

小計 0 0 必修4、選択10 必修8、選択14 必修4、選択11 必修0、選択17

合計 必修17、選択5 必修17、選択6 必修5、選択14 必修9、選択16 必修10、選択13 必修0、選択18

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

専
門

食品・食糧分野専門

食品・食糧周辺分野

必修8

年次別合計 必修34、選択11 必修14、選択30 必修10、選択31 必修8

共
通
基
盤

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

生命現象理解
輪講　2、　卒業研究6

生命を構成する物質
とその理解

神奈川工科大学応用バイオ科学部応用バイオ科学科 食品・食糧分野 履修モデル　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

（無印数字＝必修単位数、〇数字＝選択単位数）



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディースキル　1

倫理系 生命倫理　2

人文社会 現代社会学講座　2 マスメディア論　② 国際化と異文化理解　②

倫理学　②

健康・スポーツ系 健康・スポーツ科学実習Ⅰ　① 経済学　②

英語基礎系 英語Ⅰ～Ⅲ（指定されたレベル）　1 英語Ⅰ～Ⅲ（指定されたレベル）　1 英語Ⅲ～Ⅵ（指定されたレベル）　1 英語Ⅲ～Ⅵ（指定されたレベル）　1

言語応用系 日本語表現技術　② 科学技術英語II　①

数理情報系 情報リテラシー　2 身の回りの数学　２

実感する科学　2

キャリア系 キャリア設計　1 キャリア開発　2

小計 必修7、選択1 必修3、選択4 必修1、選択2 必修1、選択2 必修6、選択2 選択1

基礎化学I-a　② 物理・化学ユニットプログラム　3

小計 選択2 必修3

生命科学I　２ 生命科学II　2

微生物学　②

バイオの基盤術理解 バイオ工学基礎　2 バイオ物理化学I　② バイオ物理化学II　②

化学・生物学基礎ユニット　4 バイオ基礎ユニットプログラム　3

有機化学　2 分析化学　2

生化学入門　2

生物無機化学　2

小計 必修10、選択2 必修11、選択2 必修０、選択2

情報処理技術 バイオインフォマティクス実習　①

基礎医学　② 病態薬理学　② 創薬化学　②

免疫化学　② 化粧品科学　②

生理活性物質化学　②

バイオ専門分野 生化学I　2 生化学II　2 先端バイオ科学　②

細胞生物学　② 分子生物学　② 高分子科学　② バイオ製品科学　②

生物有機化学　② 遺伝子工学　② 植物バイオテクノロジー　②

食品化学・微生物学基礎実験　2 応用微生物学　② 動物バイオテクノロジー　②

生化学実験　2 応用バイオ科学実験　2

バイオ機器分析ユニット　4 機器分析実験　2 生物工学　②

公衆衛生学　② 環境科学　②

食品機能科学　② 食品衛生学　②

国際コミュニティーバイオ英語I　① 国際コミュニティーバイオ英語II　①

バイオ総合演習I　① バイオ総合演習II　①

バイオ特別実験　① 海外バイオ研修I　②

機器分析特別実験　②

小計 0 0 必修4、選択10 必修8、選択14 必修4、選択11 必修0、選択17

合計 必修17、選択5 必修17、選択6 必修5、選択14 必修9、選択16 必修10、選択13 必修0、選択18

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

共
通
基
盤

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

専
門

バイオ健康・医療周辺
分野

オプショナルプログラム

年次別合計 必修34、選択11 必修14、選択30 必修10、選択31 必修8

輪講　2、　卒業研究6

必修8

生命現象理解

生命を構成する物質と
その理解

健康・医療分野専門

（無印数字＝必修単位数、〇数字＝選択単位数）

神奈川工科大学応用バイオ科学部応用バイオ科学科 健康・医療分野 履修モデル　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

導入系 スタディースキル　1

倫理系 生命倫理　2

人文社会 現代社会学講座　2 マスメディア論　② 国際化と異文化理解　②

倫理学　②

健康・スポーツ系 健康・スポーツ実習Ⅰ　① 経済学　②

英語基礎系 英語Ⅰ～Ⅲ（指定されたレベル）　1 英語Ⅰ～Ⅲ（指定されたレベル）　1 英語Ⅲ～Ⅵ（指定されたレベル）　1 英語Ⅲ～Ⅵ（指定されたレベル）　1

言語応用系 日本語表現技術　② 科学技術英語II　①

数理情報系 情報リテラシー　2 身の回りの数学　２

実感する科学　2

キャリア系 キャリア設計　1 キャリア開発　2

小計 必修7、選択1 必修3、選択4 必修1、選択2 必修1、選択2 必修6、選択2 選択1

基礎化学I-a　② 物理・化学ユニットプログラム　3

小計 選択2 必修3

生命科学I　２ 生命科学II　2

微生物学　②

バイオの基盤術理解 バイオ工学基礎　2 バイオ物理化学I　② バイオ物理化学II　②

化学・生物学基礎ユニット　4 バイオ基礎ユニットプログラム　3

有機化学　2 分析化学　2

生化学入門　2

生物無機化学　2

小計 必修10、選択2 必修11、選択2 必修０、選択2

情報処理技術 バイオインフォマティクス実習　①

公衆衛生学　② 環境科学　② 環境工学　②

環境保全学　②

バイオ専門分野 生化学I　2 生化学II　2 先端バイオ科学　②

細胞生物学　② 分子生物学　② 高分子科学　② バイオ製品科学　②

生物有機化学　② 遺伝子工学　② 植物バイオテクノロジー　②

食品化学・微生物学基礎実験　2 応用微生物学　② 動物バイオテクノロジー　②

生化学実験　2 応用バイオ科学実験　2

バイオ機器分析ユニット　4 機器分析実験　2 生物工学　②

基礎医学　② 免疫化学　②

食品機能科学　② 食品衛生学　②

オプショナルプログラム 国際コミュニティーバイオ英語I　① 国際コミュニティーバイオ英語II　①

バイオ総合演習I　① バイオ総合演習II　①

バイオ特別実験　① 海外バイオ研修I ②

機器分析特別実験　②

小計 0 0 必修4、選択10 必修8、選択14 必修4、選択13 必修0、選択11

合計 必修17、選択5 必修17、選択6 必修5、選択14 必修9、選択16 必修10、選択15 必修0、選択12

卒業単位 卒業要件：１２４単位以上

共
通
基
盤

専
門
基
礎
導
入

専
門
基
礎

輪講　2、　卒業研究6

専
門

環境・エネルギー周辺
分野

必修8

生命現象理解

生命を構成する物質
とその理解

環境・エネルギー分野
専門

年次別合計 必修34、選択11 必修14、選択30

神奈川工科大学応用バイオ科学部応用バイオ科学科 環境・エネルギー分野 履修モデル　

教育区分
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

（無印数字＝必修単位数、〇数字＝選択単位数）

必修10、選択27 必修8



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 25人 33人 24人 16人 1人 99人

修 士 人 人 人 5人 2人 3人 人 10人

学 士 人 人 人 2人 2人 人 人 4人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 1人 1人 3人 人 5人

博 士 人 14人 27人 9人 1人 3人 人 54人

修 士 人 1人 4人 3人 1人 人 人 9人

学 士 人 人 1人 人 人 人 人 1人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 1人 人 人 人 人 1人

博 士 人 人 1人 1人 人 人 人 2人

修 士 人 人 1人 2人 人 人 人 3人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 4人 2人 1人 人 人 人 7人

修 士 人 2人 5人 5人 1人 人 人 13人

学 士 人 人 人 人 2人 1人 人 3人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 1人 人 人 人 1人

博 士 人 18人 55人 44人 25人 19人 1人 162人

修 士 人 3人 10人 15人 4人 3人 人 35人

学 士 人 人 1人 2人 4人 1人 人 8人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 1人 2人 1人 3人 人 7人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

別記様式第３号（その３）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

准教授

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

講 師

助 教

合 計



資料 ７

学 科 等 の 名 称

　工学部 7 4 11

　　電気電子情報工学科 （ 7 ） （ 4 ） （ ） （ ） （ 11 ）

　情報学部 14 5 1 20

　　情報工学科 （ 14 ） （ 5 ） （ ） （ 1 ） （ 20 ）

　情報学部 8 4 1 2 15

　　情報ﾈｯﾄﾜｰｸ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 （ 8 ） （ 4 ） （ 1 ） （ 2 ） （ 15 ）

  情報学部 9 9 4 22

　　情報メディア学科 （ 9 ） （ 9 ） （ ） （ 4 ） （ 22 ）

　創造工学部 8 2 4 14

　　自動車システム開発工学科 （ 8 ） （ 2 ） （ ） （ 4 ） （ 14 ）

　創造工学部 6 3 9

　　ロボット・メカトロニクス学科 （ 6 ） （ 3 ） （ ） （ ） （ 9 ）

　応用バイオ科学部 9 4 3 16

　　応用バイオ科学科 （ 9 ） （ 4 ） （ ） （ 3 ） （ 16 ）

　※上段：学年進行終了時（平成32年度）の人数

　※下段：定員を変更する年度（平成29年度）の人数

合計助教教授 准教授 講師

教員組織の概要



専任教員１人当たりの学生数 資料８

現在 変更後 現在 変更後

全体 212 4,340 4,592 20.5 21.7

工学部

電気電子情報工学科
11 280 312 25.5 28.4

情報学部

情報工学科
20 560 620 28.0 31.0

情報学部

情報ネットワーク・
コミュニケーション学科

15 380 400 25.3 26.7

情報学部

情報メディア学科
22 600 660 27.3 30.0

創造工学部

自動車システム開発工学科
14 200 220 14.3 15.7

創造工学部

ロボット・メカトロニクス学科
9 160 200 17.8 22.2

応用バイオ科学部

応用バイオ科学科
16 480 500 30.0 31.3

収容定員 ＳＴ比
専任教員数学科名



資料 ９

学科等の
名 称

職 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

教 授   人 人 4 人 2 人 　 人 1 人   人 7 人

准教授   人 2 人 　1 人   人 1 人  人   人 4 人

講 師   人 人 人 人 人 人   人  人

助 教 人 人 人 人 人 人 人 人

合 計   人 2 人 5 人 2 人 1 人 1 人   人 11 人

教 授   人 人 5 人 7 人 　1 人 　1 人   人 14 人

准教授   人 1 人 　3 人  人 1 人  人   人 5 人

講 師   人 人 人 人 人 人   人  人

助 教 人  人 1 人 人 人 人 人 1 人

合 計   人 1 人 9 人 7 人 2 人 1 人   人 20 人

教 授   人 人 3 人 3 人 　1 人 　1 人   人 8 人

准教授  人 1 人 　2 人 1 人   人   人  人 4 人

講 師   人 人 1 人   人 人 人   人 1 人

助 教 人 1 人   人 1 人   人   人 人 2 人

合 計   人 2 人 6 人 5 人 1 人 1 人   人 15 人

教 授   人 人 1 人 3 人 　3 人 　2 人   人 9 人

准教授    人 2 人 　6 人   人  人 1 人    人 9 人

講 師   人 人 人 人 人 人   人  人

助 教 人 2 人 1 人   人 人 1 人 人 4 人

合 計    人 4 人 8 人 3 人 3 人 4 人    人 22 人

教 授   人 人  人 1 人 　6 人 　1 人   人 8 人

准教授  人 人 2 人 人   人   人  人 2 人

講 師   人 人 人  人 人 人   人   人

助 教   人 人  人 2 人 2 人  人   人 4 人

合 計   人 人 2 人 3 人 8 人 1 人   人 14 人

教 授   人 人 1 人 3 人 　1 人 　1 人   人 6 人

准教授   人 人 3 人 人  人  人   人 3 人

講 師   人 人 人 人 人 人   人  人

助 教 人 人  人   人 人 人 人   人

合 計    人 人 4 人 3 人  1 人  1 人    人 9 人

教 授  人 人 4 人 　3 人 1 人  1 人  人 9 人

准教授   人 1 人 2 人  1 人   人   人   人 4 人

講 師   人 人 人 人 人 人   人  人

助 教 人 2 人 1 人  人 人 人 人 3 人

合 計   人 3 人 7 人 4 人 1 人  1 人   人 16 人

創造工学部
自動車ｼｽﾃﾑ
開発工学科

創造工学部
ﾛﾎﾞｯﾄ･ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ

学科

情報学部
情報ﾈｯﾄﾜｰｸ･
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

学科

情報学部
情報メディア

学科

応用バイオ
科学部

応用バイオ
科学科

専任教員の年齢構成(学科別）

工学部
電気電子情報

工学科

情報学部
情報工学科
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学生の確保の見通し等を記載した書類  

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

① 学生確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

１ 入学定員設定の考え方 

入学定員設定の考え方については、電気電子情報工学科、情報工学科、情報ネットワー

ク・コミュニケーション学科、情報メディア学科、自動車システム開発工学科、ロボット・

メカトロニクス学科、応用バイオ科学科の最近５年間における入学者の志願状況や卒業生

の就職状況、神奈川県を中心とする高等学校に在籍している高校生に対する進学需要調査、

卒業生の採用意向調査の結果による数値などを総合的に踏まえるとともに、専任教員の配

置状況や校舎等施設などの教育研究環境の整備状況を踏まえたうえで、各学科における入

学者選抜の機能が低下しない範囲内での養成規模の充実を図ることとした。 

  ２ 定員を充足する見込み 

定員を充足する見込みについては、電気電子情報工学科、情報工学科、情報ネットワー

ク・コミュニケーション学科、情報メディア学科、自動車システム開発工学科、ロボット・

メカトロニクス学科、応用バイオ科学科の最近５年間における志願者数や入学者数などの

入学志願者状況等に加えて、神奈川県を中心とする高等学校に在籍している高校生に対す

る進学需要調査の結果による数値などから、十分な見込みがあるものと考えられる。 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

  １ 最近５年間の入学志願者状況等 

収容定員変更を計画している電気電子情報工学科、情報工学科、情報ネットワーク・コ

ミュニケーション学科、情報メディア学科、自動車システム開発工学科、ロボット・メカ

トロニクス学科、応用バイオ科学科における最近５年間の志願者数、受験者数、合格者数、

入学者数の実績は、資料１に示す通り、１８歳人口の減少期においても安定した志願者状

況等を維持している。（資料１） 

この最近５年間の志願者数、受験者数、合格者数、入学者数の実績に基づき、収容定員

変更を計画している学科ごとに入学定員に対する志願者数の割合を算出し、収容定員変更

後の倍率を予測するとともに、合格者数に対する入学者数の割合から、入学者選抜の機能

が低下しない倍率の確保が可能であるかについて考察を行った。 

   １）工学部 電気電子情報工学科 

電気電子情報工学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度４１２人、平成２５年

度４２９人、平成２６年度４２５人、平成２７年度４５２人、平成２８年度２９９人と

なっており、最近５年間の平均志願者数は４０３人、入学定員に対する志願者数の平均

割合は５．８倍となっている。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の定員に対する志願者数の割合

を算定すると志願倍率は約５．２倍となり、最近５年間で最も少ない志願者数による算

定においても約３．８倍の志願倍率を見込むことができる。 
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また、実質的な競争倍率である受験者数に対する合格者数の割合を見ても、最近５年

間の平均で約２．１倍であることから、入学定員を７０人から７８人に変更しても入学

者選抜の機能が低下しない受験倍率の確保を見込むことができる。 

一方、電気電子情報工学科の最近５年間の定員充足状況は５年間の平均で約１１６％

となっており、定員超過の事由は合格者の歩留まり率の読み違いによるものであるが、

歩留まり率の高さは当該学科への進学需要の高さを示すもと考えられることから、進学

需要への対応として収容定員変更を行うものであり、同時に定員管理の観点を踏まえた

定員超過率の是正を図るものである。 

２）情報学部 情報工学科 

情報工学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度６７７人、平成２５年度８０６

人、平成２６年度６９１人、平成２７年度８０８人、平成２８年度６４４人と増減はあ

るものの安定的な傾向を示しており、最近５年間の平均志願者数は７２５人、入学定員

に対する志願者数の平均割合は５．２倍となっている。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の定員に対する志願者数の割合

を算定すると志願倍率は約４．７倍となり、最近５年間で最も少ない志願者数による算

定においても約４．２倍の志願倍率を見込むことができる。 

また、実質的な競争倍率である受験者数に対する合格者数の割合を見ても、最近５年

間の平均で約１．８倍であることから、入学定員を１４０人から１５５人に変更しても

入学者選抜の機能が低下しない受験倍率の確保を見込むことができる。 

一方、情報工学科の最近５年間の定員充足の状況は５年間の平均で約１２０％となっ

ており、定員超過の事由は合格者の歩留まり率の読み違いによるものであるが、歩留ま

り率の高さは当該学科への進学需要の高さを示すもと考えられることから、進学需要へ

の対応として収容定員変更を行うものであり、同時に定員管理の観点を踏まえた定員超

過率の是正を図るものである。 

３）情報学部 情報ネットワーク・コミュニケーション学科 

情報ネットワーク・コミュニケーション学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年

度４５６人、平成２５年度４１５人、平成２６年度４１２人、平成２７年度４８９人、

平成２８年度４３７人と微増減はあるものの安定的な傾向を示しており、最近５年間の

平均志願者数は４４２人、入学定員に対する志願者数の平均割合は４．５倍となってい

る。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の定員に対する志願者数の割合

を算定すると志願倍率は約４．４倍となり、最近５年間で最も少ない志願者数による算

定においても約４．１倍の志願倍率を見込むことができる。 

また、実質的な競争倍率である受験者数に対する合格者数の割合を見ても、最近５年

間の平均で約１．９倍であることから、入学定員を９５人から１００人に変更しても入

学者選抜の機能が低下しない受験倍率の確保を見込むことができる。 

一方、情報ネットワーク・コミュニケーション学科の最近５年間の定員充足の状況は

５年間の平均で約１１３％となっており、定員超過の事由は合格者の歩留まり率の読み
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違いによるものであるが、歩留まり率の高さは当該学科への進学需要の高さを示すもと

考えられることから、進学需要への対応として収容定員変更を行うものであり、同時に

定員管理の観点を踏まえた定員超過率の是正を図るものである。 

４）情報学部 情報メディア学科 

情報メディア学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度７４６人、平成２５年度

７０４人、平成２６年度６８１人、平成２７年度７８０人、平成２８年度７５５人と微

増減はあるものの安定的な傾向を示しており、最近５年間の平均志願者数は７３３人、

入学定員に対する志願者数の平均割合は４．６倍となっている。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の定員に対する志願者数の割合

を算定すると志願倍率は約４．４倍となり、最近５年間で最も少ない志願者数による算

定においても約４．３倍の志願倍率を見込むことができる。 

また、実質的な競争倍率である受験者数に対する合格者数の割合を見ても、最近５年

間の平均で約１．８倍であることから、入学定員を１５０人から１６５人に変更しても

入学者選抜の機能が低下しない受験倍率の確保を見込むことができる。 

一方、情報メディア学科の最近５年間の定員充足の状況は５年間の平均で約１１８％

となっており、定員超過の事由は合格者の歩留まり率の読み違いによるものであるが、

歩留まり率の高さは当該学科への進学需要の高さを示すもと考えられることから、進学

需要への対応として収容定員変更を行うものであり、同時に定員管理の観点を踏まえた

定員超過率の是正を図るものである。 

５）創造工学部 自動車システム開発工学科 

自動車システム開発工学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度２８０人、 

平成２５年度２４８人、平成２６年度３５６人、平成２７年度３２４人、平成２８年度

２４４人となっており、最近５年間の平均志願者数は２９０人、入学定員に対する志願

者数の平均割合は４．６倍となっている。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の定員に対する志願者数の割合

を算定すると志願倍率は約５．３倍となり、最近５年間で最も少ない志願者数による算

定においても約４．４倍の志願倍率を見込むことができる。 

また、実質的な競争倍率である受験者数に対する合格者数の割合を見ても、最近５年

間の平均で約１．７倍であることから、入学定員を５０人から５５人に変更しても入学

者選抜の機能が低下しない受験倍率の確保を見込むことができる。 

一方、自動車システム開発工学科の最近５年間の定員充足の状況は５年間の平均で約

１１０％となっており、定員超過の事由は合格者の歩留まり率の読み違いによるもので

あるが、歩留まり率の高さは当該学科への進学需要の高さを示すもと考えられることか

ら、進学需要への対応として収容定員変更を行うものであり、同時に定員管理の観点を

踏まえた定員超過率の是正を図るものである。 

６）創造工学部 ロボット・メカトロニクス学科 

ロボット・メカトロニクス学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度２８９人、

平成２５年度３３１人、平成２６年度４６９人、平成２７年度３３９人、平成２８年度
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２５５人となっており、最近５年間の平均志願者数は３３７人、入学定員に対する志願

者数の平均割合は５．７倍となっている。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の定員に対する志願者数の割合

を算定すると志願倍率は約６．７倍となり、最近５年間で最も少ない志願者数による算

定においても約５．１倍の志願倍率を見込むことができる。 

また、実質的な競争倍率である受験者数に対する合格者数の割合を見ても、最近５年

間の平均で約２．０倍であることから、入学定員を４０人から５０人に変更しても入学

者選抜の機能が低下しない受験倍率の確保を見込むことができる。 

一方、ロボット・メカトロニクス学科の最近５年間の定員充足の状況は５年間の平均

で約１２２％となっており、定員超過の事由は合格者の歩留まり率の読み違いによるも

のであるが、歩留まり率の高さは当該学科への進学需要の高さを示すもと考えられるこ

とから、進学需要への対応として収容定員変更を行うものであり、同時に定員管理の観

点を踏まえた定員超過率の是正を図るものである。 

７）応用バイオ科学部 応用バイオ科学科 

応用バイオ科学科の最近５年間の志願者数は、平成２４年度８９６人、平成２５年度

８６０人、平成２６年度１，０５２人、平成２７年度８６３人、平成２８年度９３３人

と安定的な傾向を示しており、最近５年間の平均志願者数は９２１人、入学定員に対す

る志願者数の平均割合は７．７倍となっている。 

この最近５年間の平均志願者数から収容定員変更後の定員に対する志願者数の割合

を算定すると志願倍率は約７．４倍となり、最近５年間で最も少ない志願者数による算

定においても約６．９倍の志願倍率を見込むことができる。 

また、実質的な競争倍率である受験者数に対する合格者数の割合を見ても、最近５年

間の平均で約２．２倍であることから、入学定員を１２０人から１２５人に変更しても

入学者選抜の機能が低下しない受験倍率の確保を見込むことができる。 

一方、応用バイオ科学科の最近５年間の定員充足の状況は５年間の平均で約１１７％

となっており、定員超過の事由は合格者の歩留まり率の読み違いによるものであるが、

歩留まり率の高さは当該学科への進学需要の高さを示すもと考えられることから、進学

需要への対応として収容定員変更を行うものであり、同時に定員管理の観点を踏まえた

定員超過率の是正を図るものである。 

  ２ 高校生に対する進学需要調査 

電気電子情報工学科、情報工学科、情報ネットワーク・コミュニケーション学科、情報

メディア学科、自動車システム開発工学科、ロボット・メカトロニクス学科、応用バイオ

科学科の定員変更計画を策定するにあたり、学生確保の見込みについて計量的なデータか

ら検証することを目的として、神奈川県を中心とする近県の高等学校に在籍している２年

生を対象とした専門の調査機関による進学意向に関するアンケート調査を実施した。 

その結果、神奈川県を中心とした関東エリアに所在する一部の高等学校の２年生に限定

した調査結果においても、電気電子情報工学科、情報工学科、情報ネットワーク・コミュ

ニケーション学科、情報メディア学科、自動車システム開発工学科、ロボット・メカトロ
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ニクス学科、応用バイオ科学科への高い進学意向がうかがえることから、定員充足におい

ては十分な見通しがあると考えられる。（資料２） 

１）工学部 電気電子情報工学科 

電気電子情報工学科の進学需要調査による受験意向については、回答者数２，３１７

人の約３.５％にあたる８１人が「受験を希望する」と回答しており、電気電子情報工

学科に合格した場合の進学希望については、回答者数２，３１７人の約１０.３％にあ

たる２３９人が「進学を希望する」と回答している。 

なお、本調査は２年生を対象としていることから、受験希望において「わからない」

と回答している者が回答者数２，３１７人の約２３.５％にあたる５４５人となってい

るが、電気電子情報工学科に合格した場合には「進学を希望する」と回答している者が

２３９人であることから、今後、「わからない」と回答した層に対する広報活動を通じ

た積極的な働きかけを行うことにより、受験者数の増加を見込むことができるものと思

われる。（資料３－１） 

   ２）情報学部 情報工学科 

情報工学科の進学需要調査による受験意向については、回答者数５，１０３人の 

約５.５％にあたる２８１人が「受験を希望する」と回答しており、情報工学科に合格

した場合の進学希望については、回答者数５，１０３人の約９.４％にあたる４８１人

が「進学を希望する」と回答している。 

なお、本調査は２年生を対象としていることから、受験希望において「わからない」

と回答している者が回答者数５，１０３人の約１７.３％にあたる８８４人となってい

るが、情報工学科に合格した場合には「進学を希望する」と回答している者が４８１人

であることから、今後、「わからない」と回答した層に対する広報活動を通じた積極的

な働きかけを行うことにより、受験者数の増加を見込むことができるものと思われる。

（資料３－２） 

   ３）情報学部 情報ネットワーク・コミュニケーション学科 

情報ネットワーク・コミュニケーション学科の進学需要調査による受験意向について

は、回答者数３，３８４人の約４.１％にあたる１３９人が「受験を希望する」と回答

しており、情報ネットワーク・コミュニケーション学科に合格した場合の進学希望につ

いては、回答者数３，３８４人の約９.３％にあたる３１６人が「進学を希望する」と

回答している。 

なお、本調査は２年生を対象としていることから、受験希望において「わからない」

と回答している者が回答者数３，３８４人の約２６.６％にあたる９００人となってい

るが、情報ネットワーク・コミュニケーション学科に合格した場合には「進学を希望す

る」と回答している者が３１６人であることから、今後、「わからない」と回答した層

に対する広報活動を通じた積極的な働きかけを行うことにより、受験者数の増加を見込

むことができるものと思われる。（資料３－３） 

   ４）情報学部 情報メディア学科 

情報メディア学科の進学需要調査による受験意向については、回答者数５，９２５人
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の約４.２％にあたる２４６人が「受験を希望する」と回答しており、情報メディア学

科に合格した場合の進学希望については、回答者数５，９２５人の約７.８％にあたる

４６３人が「進学を希望する」と回答している。 

なお、本調査は２年生を対象としていることから、受験希望において「わからない」

と回答している者が回答者数５，９２５人の約１７.０％にあたる１，００８人となっ

ているが、情報メディア学科に合格した場合には「進学を希望する」と回答している者

が４６３人であることから、今後、「わからない」と回答した層に対する広報活動を通

じた積極的な働きかけを行うことにより、受験者数の増加を見込むことができるものと

思われる。（資料３－４） 

５）創造工学部 自動車システム開発工学科 

自動車システム開発工学科の進学需要調査による受験意向については、回答者数 

２，８３５人の約２.３％にあたる６６人が「受験を希望する」と回答しており、自動

車システム開発工学科に合格した場合の進学希望については、回答者数２，８３５人の

約６.９％にあたる１９７人が「進学を希望する」と回答している。 

なお、本調査は２年生を対象としていることから、受験希望において「わからない」

と回答している者が回答者数２，８３５人の約２０.１％にあたる５６９人となってい

るが、自動車システム開発工学科に合格した場合には「進学を希望する」と回答してい

る者が１９７人であることから、今後、「わからない」と回答した層に対する広報活動

を通じた積極的な働きかけを行うことにより、受験者数の増加を見込むことができるも

のと思われる。（資料３－５） 

   ６）創造工学部 ロボット・メカトロニクス学科 

ロボット・メカトロニクス学科の進学需要調査による受験意向については、回答者数

２，３０２人の約３.３％にあたる７６人が「受験を希望する」と回答しており、ロボ

ット・メカトロニクス学科に合格した場合の進学希望については、回答者数２，３０２

人の約７.８％にあたる１８０人が「進学を希望する」と回答している。 

なお、本調査は２年生を対象としていることから、受験希望において「わからない」

と回答している者が回答者数２，３０２人の約２０.７％にあたる４７７人となってい

るが、ロボット・メカトロニクス学科に合格した場合には「進学を希望する」と回答し

ている者が１８０人であることから、今後、「わからない」と回答した層に対する広報

活動を通じた積極的な働きかけを行うことにより、受験者数の増加を見込むことができ

るものと思われる。（資料３－６） 

   ７）応用バイオ科学部 応用バイオ科学科 

応用バイオ科学科の進学需要調査による受験意向については、回答者数３，８６４人

の約４.２％にあたる１６１人が「受験を希望する」と回答しており、応用バイオ科学

科に合格した場合の進学希望については、回答者数３，８６４人の約８.３％にあたる

３２１人が「進学を希望する」と回答している。 

なお、本調査は２年生を対象としていることから、受験希望において「わからない」

と回答している者が回答者数３，８６４人の約１９.６％にあたる７５６人となってい
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るが、応用バイオ科学科に合格した場合には「進学を希望する」と回答している者が 

３２１人であることから、今後、「わからない」と回答した層に対する広報活動を通じ

た積極的な働きかけを行うことにより、受験者数の増加を見込むことができるものと思

われる。（資料３－７） 

 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

１ 学生確保に向けた組織的な取組 

学生確保に向けた募集活動については、常勤の理事を責任者とし、企画入学課主体の募

集戦略会議において、外部環境、内部環境を詳細に分析した上で年度戦略を策定し、教職

員協働による全学的な募集活動を推進している。 

その活動は、大学案内やホームページ、広告代理店・ＰＲ会社が制作する進学情報誌や

進学情報ネットへの掲載を通した情報発信だけでなく、教職員が直接、高校の先生や高校

生、その保護者と接触することを重視していることから、専門スタッフによる年間約 

７，０００回の高校訪問をはじめ、年７回開催のオープンキャンパス、本学見学会は年間

３７回、年間１４８回の出前講義、高校進学ガイダンスは年間５００回に及んでいる。本

学の教育研究内容を直接広報することに重点をおいた学生募集活動を行っている。 

これにより、この８年間で大学全体の志願者数は大きく増加しており、平成１９年度入

試の志願者数に対して、平成２７年度入試では１．８９倍となっている。 

  ２ 学生確保に向けた具体的な取組 

学生確保に向けた具体的な取組として、本学の募集戦略における根幹となる取組（以下、

１）～６）参照）と平成２８年度からの新しい取組（以下、７）参照）について、下記の

とおり具体的に示すこととする。また、募集活動に対する効果、反応を示す資料として、

募集活動の実績推移について、別紙に示す。（資料４） 

このような学生確保に向けた具体的な取組の成果としては、志願者獲得の分母となり得

る「接触者数」が、平成１８年度の数に対して、平成２６年度は１．７７倍となっている。

特に接触者の多い「オープンキャンパス」において、平成１８年度から着実に増加し、平

成２６年度では１．６８倍の参加者数となった。このことも本学への志願度が年々高まっ

ている要因の一つと考えており、将来においても十分な志願者数及び入学者数を確保でき

るものと考えている。 

１）広報媒体の活用と大学案内、ホームページでの情報発信 

広告代理店・ＰＲ会社が制作する進学情報誌や進学情報ネットを通して高校生やそ

の保護者等に情報発信を継続して行うこととする。 

また、独自に制作した大学総合案内を全国の高校や予備校に配布し、ホームページ

では、最新の話題やイベントをニュースとして適宜アップする等の情報発信を行い、

資料請求者の獲得を図っている。 

平成２６年度に獲得した本学の資料を請求した受験生総数は、２９，９６７人であ

った。 
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２）高校訪問 

訪問目的と対象校・タイミングを考慮した情報提供を実施している。平成１６年度か

らは、志願者の多い地域に現地在住の専属の進学アドバイザーを設置し、教職員と連携

して各地域の高校と大学とのネットワーク構築の強化を図っている。 

平成１６年度の進学アドバイザー設置が６県６名であるのに対し、平成２７年度は 

２０都道県２３名と大きく拡大しており、重要な募集戦略として位置づけている。 

３）オープンキャンパス 

開催日ごとにテーマと内容を変え、３月、６月、７月（２回）、８月、９月、１１月

の年７回実施しており、また、来場者の満足度向上のために、オープンキャンパス内で

実施するイベント（各学科の体験実習や展示見学を特に重視）の質を向上させるよう心

がけている。 

平成２６年度のオープンキャンパスの参加者総数は、５，６２０人であった。 

４）在学生広報活動支援 

各回のオープンキャンパスで、その運営に約６０名の在学生が関わり、広報活動を支

援しており、来場者への受付説明（１５分程度）は、全て学生が行っている。 

来場者が在学生に直接、学生生活や学科の学び等を語る機会も設定しており、また、

積極的に女子学生を登用することにより、「工科大学＝男子」のイメージ転換と女子受

験生の獲得の活動をしており、さらに女子学生施設を紹介しながら、女子学生と女子高

校生の交流を行う「Girl’s  Program」もすべてのオープンキャンパスで実施している。 

５）高校進学ガイダンス、出前講義 

高校からの直接の依頼または広告代理店等が主催する高校進学ガイダンスや出前講

義に参加する機会を増やすことで、高校生に直接、大学の魅力を伝えることを重視して

いる。特に、出前講義では、年度初めに出前講義パンフレットを制作し、１９１の講座

を紹介する等、高校側が依頼しやすい工夫も行っている。 

なお、平成２６年度において、高校内での進学ガイダンスに参加した回数は５００回、

本学教員が高校で行った（本学内実施含む）出前講義は１４８回に及んでいる。 

６）本学見学会 

高校の行事の一環として行われる高校生の大学見学会について、積極的に受け入れを

行っており、高校側の希望に合わせて、「大学概要説明会」「体験授業」「施設見学」等

を組み合わせて対応するとともに、出来る限り、来校される高校の出身の学生へ協力を

依頼し、先輩の活躍している姿を高校生に見てもらえるような内容を盛り込んでおり、

平成２６年度においては、３７校の高校が単独で本学を見学している。 

７）平成２８年度入試に向けた新たな取組 

先に述べた通常の募集活動に加え、新たに次の方法を導入することで、効果的な学生

募集活動を実現する計画である。 

○ホームページの受験生サイトを充実させ、スマートフォンサイトやソーシャルネット

ワーキングサービスと連動する等、高校生の認知度を高める。 

○高校とのネットワーク構築を主とする現状の進学アドバイザーに加え、予備校・塾と
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のネットワーク構築を中心に行う進学アドバイザーの充実を図る。 

○高校情報を効率的に把握できる高校訪問支援システムを充実させ、資料請求者、オー

プンキャンパス参加者と高校情報を連携する等、効果的な活用を図る。 

○年間７回実施するオープンキャンパスにおいて、収容定員変更を行う学科に関わる説

明会を開催し、個別相談にも対応していく。 

○収容定員変更を行う学科に関わるパンフレットを高校訪問や進学相談会等で配布し、

あわせて、広告代理店等を通して当該学科に関するダイレクトメールを送付すること

で、当該学科に関心をもつ層の高校生名簿を獲得し、段階的に情報提供を行う。 

 

（２）人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

１ 工学部 電気電子情報工学科 

電気電子情報工学科では、電気電子情報工学に関する理論と技術の基礎を身につけ、そ

れらを実際に応用することができる知識と能力を備えて、幅広い産業分野で活躍できるエ

ンジニアの育成を目的とする。 

  ２ 情報学部 情報工学科 

情報工学科では、情報工学の専門技術に関する知識を有し、それらを応用できる能力を

備えて、情報システムの開発・設計・製造・運用を通して情報技術の発展に貢献できる情

報技術者の養成を目的とする。 

  ３ 情報学部 情報ネットワーク・コミュニケーション学科  

情報ネットワーク・コミュニケーション学科では、情報ネットワーク分野の専門技術に

関する知識を有し、それらを応用できる能力を備えて、情報ネットワークシステムの開

発・設計・製造・運用を通して情報ネットワーク技術の発展に貢献できる技術者の養成を

目的とする。 

  ４ 情報学部 情報メディア学科 

情報メディア学科では、各種情報メディアに関する技術とコンテンツに関する基本的な

専門知識を身に付け、新たなシステムやコンテンツを創作できる情報メディア技術者や制

作者の養成を目的とする。 

５ 創造工学部 自動車システム開発工学科 

自動車システム開発工学科では、自動車の構造と機能に関する知識と技術や実際に開

発・設計する能力とともに、安全確保や環境保全に関する基礎的な技術を有して、自動車

産業を支える技術者の養成を目的とする。 

  ６ 創造工学部 ロボット・メカトロニクス学科 

ロボット・メカトロニクス学科では、機械工学、電気電子工学、情報工学などのロボッ

ト・メカトロニクスの要素技術に加え、人間工学やプロダクトデザインの知識を習得し、

実際のものづくりに活かせる技術者の養成を目的とする。 

  ７ 応用バイオ科学部 応用バイオ科学科 

応用バイオ科学科では、生命科学を生活に役立てるための基本的な知識を習得し、生命
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科学技術の開発・設計・運用を通して人類社会の利益と安全に貢献できるバイオ技術者や 

バイオ支援技術者の養成を目的とする。 

 

 ② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

  １ 最近５年間の求人状況 

神奈川工科大学の最近５年間の求人件数の実績は、平成２２年度は就職希望者６６９人

に対して求人件数２，７０９件で求人倍率は約４．０倍、平成２３年度は就職希望者 

６６１人に対して求人件数２，３４３件で求人倍率は約３．５倍、平成２４年度は就職希

望者７４２人に対して求人件数２，６４７件で求人倍率は約３．６倍、平成２５年度は就

職希望者８１０人に対して求人件数２，８８７件で求人倍率は約３．６倍、平成２６年度

は就職希望者９３９人に対して求人件数２，７０８件で求人倍率は約２．９倍となってい

る。 

このように、昨今の就職難の状況下においても大きな影響を受けることなく、多数の求

人件数を得ていることは、神奈川工科大学における人材の養成に関する目的その他の教育

研究上の目的が、人材需要の動向等社会の要請を踏まえたものであることを示しているも

のであり、収容定員を増加した場合においても、就職先の確保については十分に見込める

ものと考える。（資料５） 

２ 収容定員を増加する学科の就職状況 

収容定員変更を計画している電気電子情報工学科、情報工学科、情報ネットワーク・コ

ミュニケーション学科、情報メディア学科、自動車システム開発工学科、ロボット・メカ

トロニクス学科、応用バイオ科学科の最近５年間の就職実績は、以下の通り、昨今の就職

難の状況下においても大きな影響を受けることなく、高い就職率で推移しており、このこ

とは、神奈川工科大学における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人

材需要の動向等社会の要請を踏まえたものであることの裏付けとなるものであり、収容定

員を増加した場合でも、卒業後の進路については十分に見込めるものと考える。（資料５） 

   １）電気電子情報工学科における最近５年間の就職実績 

電気電子情報工学科における最近５年間の就職実績は、平成２２年度は就職希望者 

７６人に対して就職者数６７人で就職率は約８８．２％、平成２３年度は就職希望者 

５４人に対して就職者数４６人で就職率は約８５．２％、平成２４年度は就職希望者 

６９人に対して就職者数６４人で就職率は約９２．８％、平成２５年度は就職希望者 

６３人に対して就職者数６０人で就職率は約９５．２％、平成２６年度は就職希望者 

８０人に対して就職者数７９人で就職率は約９８．８％となっている。 

２）情報工学科における最近５年間の就職実績 

情報工学科における最近５年間の就職実績は、平成２２年度は就職希望者８５人に対

して就職者数７３人で就職率は約８５．９％、平成２３年度は就職希望者１０２人に対

して就職者数８４人で就職率は約８２．４％、平成２４年度は就職希望者９４人に対し

て就職者数８８人で就職率は約９３．６％、平成２５年度は就職希望者９２人に対して

就職者数８６人で就職率は約９３．５％、平成２６年度は就職希望者１０２人に対して
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就職者数９８人で就職率は約９６．１％となっている。 

   ３）情報ネットワーク・コミュニケーション学科における最近５年間の就職実績 

情報ネットワーク・コミュニケーション学科における最近５年間の就職実績は、平成

２２年度は就職希望者６０人に対して就職者数５１人で就職率は約８５．０％、平成 

２３年度は就職希望者６９人に対して就職者数５３人で就職率は約７６．８％、平成 

２４年度は就職希望者８９人に対して就職者数８０人で就職率は約８９．９％、平成 

２５年度は就職希望者７８人に対して就職者数７３人で就職率は約９３．６％、平成 

２６年度は就職希望者９６人に対して就職者数９３人で就職率は約９６．９％となって

いる。 

４）情報メディア学科における最近５年間の就職実績 

情報メディア学科における最近５年間の就職実績は、平成２２年度は就職希望者 

１０６人に対して就職者数８０人で就職率は約７５．５％、平成２３年度は就職希望者

８１人に対して就職者数５９人で就職率は約７２．８％、平成２４年度は就職希望者 

９５人に対して就職者数８８人で就職率は約９２．６％、平成２５年度は就職希望者 

１２９人に対して就職者数１１０人で就職率は約８５．３％、平成２６年度は就職希望

者１５４人に対して就職者数１３９人で就職率は約９０．３％となっている。 

５）自動車システム開発工学科における最近５年間の就職実績 

自動車システム開発工学科における最近５年間の就職実績は、平成２２年度は就職希

望者５７人に対して就職者数５７人で就職率は約１００％、平成２３年度は就職希望者

５７人に対して就職者数５５人で就職率は約９６．５％、平成２４年度は就職希望者 

５５人に対して就職者数５４人で就職率は約９８．２％、平成２５年度は就職希望者 

４４人に対して就職者数４３人で就職率は約９７．７％、平成２６年度は就職希望者 

３５人に対して就職者数３４人で就職率は約９７．１％となっている。 

   ６）ロボット・メカトロニクス学科における最近５年間の就職実績 

ロボット・メカトロニクス学科における最近５年間の就職実績は、平成２２年度は就

職希望者６７人に対して就職者数５７人で就職率は約８５．１％、平成２３年度は就職

希望者４８人に対して就職者数３４人で就職率は約７０．８％、平成２４年度は就職希

望者６２人に対して就職者数５５人で就職率は約８８．７％、平成２５年度は就職希望

者６０人に対して就職者数４７人で就職率は約７８．３％、平成２６年度は就職希望者

６２人に対して就職者数５８人で就職率は約９３．５％となっている。 

   ７）応用バイオ科学科における最近５年間の就職実績 

応用バイオ科学科における最近５年間の就職実績は、平成２２年度は就職希望者６１

人に対して就職者数５１人で就職率は約８３．６％、平成２３年度は就職希望者６６人

に対して就職者数６１人で就職率は約９２．４％、平成２４年度は就職希望者８２人に

対して就職者数７５人で就職率は約９１．５％、平成２５年度は就職希望者９３人に対

して就職者数８７人で就職率は約９３．５％、平成２６年度は就職希望者１１３人に対

して就職者数１１０人で就職率は約９７．３％となっている。 
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  ３ 企業等への採用意向調査 

収容定員変更を計画している電気電子情報工学科、情報工学科、情報ネットワーク・コ

ミュニケーション学科、情報メディア学科、自動車システム開発工学科、ロボット・メカ

トロニクス学科、応用バイオ科学科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上

の目的が、人材需要の動向等社会の要請を踏まえたものであることを客観的根拠となるデ

ータから検証することを目的として、神奈川工科大学の卒業生の就職実績がある企業等の

採用担当者を対象として、卒業生の採用意向に関するアンケート調査を実施した。 

その結果、過去における卒業生の就職実績がある企業等に限定した調査結果においても、

電気電子情報工学科、情報工学科、情報ネットワーク・コミュニケーション学科、情報メ

ディア学科、自動車システム開発工学科、ロボット・メカトロニクス学科、応用バイオ科

学科で学んだ卒業生への高い採用意向がうかがえることから、卒業後の進路は十分に見通

しがあるものと考えられる。 

なお、今般の定員変更計画は、既設の学科の収容定員を変更するものであることから、

当該学科における養成する人材等について十分に理解している企業等を調査対象とする

ことが望ましいと判断し、過去における卒業生の就職実績がある企業等を中心して調査を

実施した。（資料２） 

１）工学部 電気電子情報工学科 

電気電子情報工学科の卒業生に対する採用意向については、調査票回収件数４７８社

の約８２．０％にあたる３９２社が「採用したい」と回答しており、電気電子情報工学

科の卒業生の採用人数については、「採用人数１人」と回答した民間企業等は、回答件

数４７８社の約２７．８％にあたる１３３社、「採用人数２人以上」と回答した民間企

業等は、回答件数４７８社の約２５．３％にあたる１２１社となっている。 

なお、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等の採用人数を２人として、これら

の採用人数を合計すると３７５人の採用が見込まれる。（資料６－１） 

２）情報学部 情報工学科 

情報工学科の卒業生に対する採用意向については、調査票回収件数４６９社の 

約７０．８％にあたる３３２社が「採用したい」と回答しており、情報工学科の卒業生

の採用人数については、「採用人数１人」と回答した民間企業等は、回答件数４６９社

の約２１．１％にあたる９９社、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等は、回答

件数４６９社の約２４．９％にあたる１１７社となっている。 

なお、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等の採用人数を２人として、これら

の採用人数を合計すると３３３人の採用が見込まれる。（資料６－２） 

３）情報学部 情報ネットワーク・コミュニケーション学科 

情報ネットワーク・コミュニケーション学科の卒業生に対する採用意向については、

調査票回収件数４６６社の約６２．０％にあたる２８９社が「採用したい」と回答して

おり、情報ネットワーク・コミュニケーション学科の卒業生の採用人数については、「採

用人数１人」と回答した民間企業等は、回答件数４６６社の約１９．１％にあたる８９

社、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等は、回答件数４６６社の約１９．１％
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にあたる８９社となっている。 

なお、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等の採用人数を２人として、これら

の採用人数を合計すると２６７人の採用が見込まれる。（資料６－３） 

４）情報学部 情報メディア学科 

情報メディア学科の卒業生に対する採用意向については、調査票回収件数４６４社の

約５２．４％にあたる２４３社が「採用したい」と回答しており、情報メディア学科の

卒業生の採用人数については、「採用人数１人」と回答した民間企業等は、回答件数 

４６４社の約１５．５％にあたる７２社、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等

は、回答件数４６４社の約１５．１％にあたる７０社となっている。 

なお、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等の採用人数を２人として、これら

の採用人数を合計すると２１２人の採用が見込まれる。（資料６－４） 

５）創造工学部 自動車システム開発工学科 

自動車システム開発工学科の卒業生に対する採用意向については、調査票回収件数 

４６１社の約５３．１％にあたる２４５社が「採用したい」と回答しており、自動車シ

ステム開発工学科の卒業生の採用人数については、「採用人数１人」と回答した民間企

業等は、回答件数４６１社の約１６．１％にあたる７４社、「採用人数２人以上」と回

答した民間企業等は、回答件数４６１社の約１１．９％にあたる５５社となっている。 

なお、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等の採用人数を２人として、これら

の採用人数を合計すると１８４人の採用が見込まれる。（資料６－５） 

６）創造工学部 ロボット・メカトロニクス学科 

ロボット・メカトロニクス学科の卒業生に対する採用意向については、調査票回収件

数４６５社の約６８．６％にあたる３１９社が「採用したい」と回答しており、ロボッ

ト・メカトロニクス学科の卒業生の採用人数については、「採用人数１人」と回答した

民間企業等は、回答件数４６５社の約２１．９％にあたる１０２社、「採用人数２人以

上」と回答した民間企業等は、回答件数４６５社の約１４．４％にあたる６７社となっ

ている。 

なお、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等の採用人数を２人として、これら

の採用人数を合計すると２３６人の採用が見込まれる。（資料６－６） 

７）応用バイオ科学科 応用バイオ科学科 

応用バイオ科学科の卒業生に対する採用意向については、調査票回収件数４６０社の

約３６．７％にあたる１６９社が「採用したい」と回答しており、応用バイオ科学科の

卒業生の採用人数については、「採用人数１人」と回答した民間企業等は、回答件数 

４６０社の約１４．６％にあたる６７社、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等

は、回答件数４６０社の約７．４％にあたる３４社となっている。 

なお、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等の採用人数を２人として、これら

の採用人数を合計すると１３５人の採用が見込まれる。（資料６－７） 

 



資料 １

区分 項目 28年度 27年度 26年度 25年度 24年度
５ヶ年
平均

電気電子情報工学科 入学定員充足率 (1.10) (1.21) (1.07) (1.24) (1.22) (1.16)
入学定員に対する
志願者数の割合

(4.3) (6.5) (6.1) (6.1) (5.9) (5.8)

合格者数に対する
受験者数の割合

(1.5) (2.6) (2.2) (2.4) (2.0) (2.1)

志願者数 299 452 425 429 412 403
受験者数 293 444 418 423 408 397
合格者数 194 169 192 179 201 187
入学者数 77 85 75 87 86 82
入学定員 70 70 70 70 70

情報工学科 入学定員充足率 (1.10) (1.29) (1.36) (1.17) (1.10) (1.20)
入学定員に対する
志願者数の割合

(4.6) (5.8) (4.9) (5.8) (4.8) (5.2)

合格者数に対する
受験者数の割合

(1.8) (2.1) (1.6) (1.9) (1.6) (1.8)

志願者数 644 808 691 806 677 725
受験者数 628 788 681 794 665 711
合格者数 351 379 414 412 407 393
入学者数 155 181 191 165 155 169
入学定員 140 140 140 140 140

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 入学定員充足率 (1.12) (1.13) (1.12) (1.10) (1.19) (1.13)
入学定員に対する
志願者数の割合

(4.6) (5.1) (4.1) (4.2) (4.6) (4.5)

合格者数に対する
受験者数の割合

(1.9) (2.1) (1.7) (1.8) (2.0) (1.9)

志願者数 437 489 412 415 456 442
受験者数 426 468 405 406 445 430
合格者数 226 225 245 222 219 227
入学者数 107 108 112 110 119 111
入学定員 95 95 100 100 100

情報メディア学科 入学定員充足率 (1.16) (1.34) (1.08) (1.15) (1.17) (1.18)
入学定員に対する
志願者数の割合

(5.0) (5.2) (4.0) (4.1) (4.4) (4.6)

合格者数に対する
受験者数の割合

(2.1) (1.8) (1.6) (1.8) (1.7) (1.8)

志願者数 755 780 681 704 746 733
受験者数 740 757 669 685 735 717
合格者数 352 422 418 385 425 400
入学者数 175 201 185 196 200 191
入学定員 150 150 170 170 170

自動車ｼｽﾃﾑ開発工学科 入学定員充足率 (1.14) (1.06) (1.13) (1.12) (1.09) (1.10)
入学定員に対する
志願者数の割合

(4.9) (6.5) (4.7) (3.3) (3.7) (4.6)

合格者数に対する
受験者数の割合

(1.9) (2.6) (1.6) (1.2) (1.4) (1.7)

志願者数 244 324 356 248 280 290
受験者数 237 319 352 244 271 285
合格者数 123 124 215 199 199 172
入学者数 57 53 85 84 82 72
入学定員 50 50 75 75 75

ﾛﾎﾞｯﾄ・ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ学科 入学定員充足率 (1.25) (1.20) (1.38) (1.23) (1.08) (1.22)
入学定員に対する
志願者数の割合

(6.4) (8.5) (5.9) (4.1) (3.6) (5.7)

合格者数に対する
受験者数の割合

(2.5) (3.4) (1.7) (1.3) (1.3) (2.0)

志願者数 255 339 469 331 289 337
受験者数 251 333 462 323 280 330
合格者数 101 99 269 244 219 186
入学者数 50 48 111 99 87 79
入学定員 40 40 80 80 80

応用バイオ科学科 入学定員充足率 (1.20) (1.12) (1.16) (1.30) (1.10) (1.17)
入学定員に対する
志願者数の割合

(7.8) (7.2) (8.8) (7.2) (7.5) (7.7)

合格者数に対する
受験者数の割合

(2.0) (1.8) (2.5) (2.2) (2.3) (2.2)

志願者数 933 863 1,052 860 896 921
受験者数 902 839 1,029 835 882 897
合格者数 444 458 409 372 385 414
入学者数 145 135 140 157 132 142
入学定員 120 120 120 120 120

※平成28年度の入学定員充足率は平成28年3月28日現在の小数点第２位まで（小数点第３位を切捨て）を記載しております。

収容定員を変更する学部等の志願者状況及び入学者状況

※入学定員充足率は小数点第２位まで（小数点第３位を切捨て）を記載しております。





































































































































































































































































































































 

 

資料３－１ 

 

□電気電子情報工学科への受験希望 

神奈川県及び隣接圏に所在する高等学校の２年生に、神奈川工科大学の電気電子情報工学

科への受験希望について質問したところ、回答者数 2,317人の約 3.5％にあたる 81 人が「受

験を希望する」と回答している。 

また、「わからない」と回答している者は、回答者数 2,317 人の約 23.5％にあたる 545人

となっていることから、当該回答者層への広報活動を通じた積極的な働きかけを行うことに

より、受験者数のさらなる増加を見込むことができるものと思われる。 

 

問４ 電気電子情報工学科への受験希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 受験を希望する 81 3.5 

２ 受験を希望しない 1477 63.7 

３ わからない 545 23.5 

 未回答・不明 214 9.2 

 合計 2317 100.0 

 

 

□電気電子情報工学科への進学希望 

神奈川県及び隣接圏に所在する高等学校の２年生に、神奈川工科大学の電気電子情報工学

科に合格した場合の進学希望について質問したところ、回答者数 2,317 人の約 10.3％にあ

たる 239 人が「進学を希望する」と回答していることから、電気電子情報工学科に対する進

学意向の高さがうかがえる。 

このような神奈川県を中心とした関東エリアに所在する一部の高等学校の２年生に限定

した調査結果においても、電気電子情報工学科への進学希望の高さがうかがえることから、

学生確保においては十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 電気電子情報工学科への進学希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 進学を希望する 239 10.3 

２ 進学を希望しない 1018 43.9 

３ わからない 827 35.7 

 未回答・不明 233 10.1 

 合計 2317 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料３－２ 

 

□情報工学科への受験希望 

神奈川県及び隣接圏に所在する高等学校の２年生に、神奈川工科大学の情報工学科への受

験希望について質問したところ、回答者数 5,103人の約 5.5％にあたる 281人が「受験を希

望する」と回答している。 

また、「わからない」と回答している者は、回答者数 5,103 人の約 17.3％にあたる 884人

となっていることから、当該回答者層への広報活動を通じた積極的な働きかけを行うことに

より、受験者数のさらなる増加を見込むことができるものと思われる。 

 

問４ 情報工学科への受験希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 受験を希望する 281 5.5 

２ 受験を希望しない 3836 75.2 

３ わからない 884 17.3 

 未回答・不明 102 2.0 

 合計 5103 100.0 

 

 

□情報工学科への進学希望 

神奈川県及び隣接圏に所在する高等学校の２年生に、神奈川工科大学の情報工学科に合格

した場合の進学希望について質問したところ、回答者数 5,103 人の約 9.4％にあたる 481 人

が「進学を希望する」と回答していることから、情報工学科に対する進学意向の高さがうか

がえる。 

このような神奈川県を中心とした関東エリアに所在する一部の高等学校の２年生に限定

した調査結果においても、情報工学科への進学希望の高さがうかがえることから、学生確保

においては十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 情報工学科への進学希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 進学を希望する 481 9.4 

２ 進学を希望しない 2270 44.5 

３ わからない 2239 43.9 

 未回答・不明 113 2.2 

 合計 5103 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料３－３ 

 

□情報ネットワーク・コミュニケーション学科への受験希望 

神奈川県及び隣接圏に所在する高等学校の２年生に、神奈川工科大学の情報ネットワー

ク・コミュニケーション学科への受験希望について質問したところ、回答者数 3,384人の約

4.1％にあたる 139 人が「受験を希望する」と回答している。 

また、「わからない」と回答している者は、回答者数 3,384 人の約 26.6％にあたる 900人

となっていることから、当該回答者層への広報活動を通じた積極的な働きかけを行うことに

より、受験者数のさらなる増加を見込むことができるものと思われる。 

 

問４ 情報ネットワーク・コミュニケーション学科への受験希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 受験を希望する 139 4.1 

２ 受験を希望しない 2261 66.8 

３ わからない 900 26.6 

 未回答・不明 84 2.5 

 合計 3384 100.0 

 

 

□情報ネットワーク・コミュニケーション学科への進学希望 

神奈川県及び隣接圏に所在する高等学校の２年生に、神奈川工科大学の情報ネットワー

ク・コミュニケーション学科に合格した場合の進学希望について質問したところ、回答者数

3,384人の約 9.3％にあたる 316人が「進学を希望する」と回答していることから、情報ネ

ットワーク・コミュニケーション学科に対する進学意向の高さがうかがえる。 

このような神奈川県を中心とした関東エリアに所在する一部の高等学校の２年生に限定

した調査結果においても、情報ネットワーク・コミュニケーション学科への進学希望の高さ

がうかがえることから、学生確保においては十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 情報ネットワーク・コミュニケーション学科への進学希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 進学を希望する 316 9.3 

２ 進学を希望しない 1484 43.9 

３ わからない 1499 44.3 

 未回答・不明 85 2.5 

 合計 3384 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料３－４ 

 

□情報メディア学科への受験希望 

神奈川県及び隣接圏に所在する高等学校の２年生に、神奈川工科大学の情報メディア学科

への受験希望について質問したところ、回答者数 5,925 人の約 4.2％にあたる 246 人が「受

験を希望する」と回答している。 

また、「わからない」と回答している者は、回答者数 5,925 人の約 17.0％にあたる 1008

人となっていることから、当該回答者層への広報活動を通じた積極的な働きかけを行うこと

により、受験者数のさらなる増加を見込むことができるものと思われる。 

 

問４ 情報メディア学科への受験希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 受験を希望する 246 4.2 

２ 受験を希望しない 4539 76.6 

３ わからない 1008 17.0 

 未回答・不明 132 2.2 

 合計 5925 100.0 

 

 

□情報メディア学科への進学希望 

神奈川県及び隣接圏に所在する高等学校の２年生に、神奈川工科大学の情報メディア学科

に合格した場合の進学希望について質問したところ、回答者数 5,925 人の約 7.8％にあたる

463人が「進学を希望する」と回答していることから、情報メディア学科に対する進学意向

の高さがうかがえる。 

このような神奈川県を中心とした関東エリアに所在する一部の高等学校の２年生に限定

した調査結果においても、情報メディア学科への進学希望の高さがうかがえることから、学

生確保においては十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 情報メディア学科への進学希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 進学を希望する 463 7.8 

２ 進学を希望しない 2765 46.7 

３ わからない 2566 43.3 

 未回答・不明 131 2.2 

 合計 5925 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

資料３－５ 

 

□自動車システム開発工学科への受験希望 

神奈川県及び隣接圏に所在する高等学校の２年生に、神奈川工科大学の自動車システム開

発工学科への受験希望について質問したところ、回答者数 2,835 人の約 2.3％にあたる 66

人が「受験を希望する」と回答している。 

また、「わからない」と回答している者は、回答者数 2,835 人の約 20.1％にあたる 569人

となっていることから、当該回答者層への広報活動を通じた積極的な働きかけを行うことに

より、受験者数のさらなる増加を見込むことができるものと思われる。 

 

問４ 自動車システム開発工学科への受験希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 受験を希望する 66 2.3 

２ 受験を希望しない 2092 73.8 

３ わからない 569 20.1 

 未回答・不明 108 3.8 

 合計 2835 100.0 

 

 

□自動車システム開発工学科への進学希望 

神奈川県及び隣接圏に所在する高等学校の２年生に、神奈川工科大学の自動車システム開

発工学科に合格した場合の進学希望について質問したところ、回答者数 2,835人の約 6.9％

にあたる 197人が「進学を希望する」と回答していることから、自動車システム開発工学科

に対する進学意向の高さがうかがえる。 

このような神奈川県を中心とした関東エリアに所在する一部の高等学校の２年生に限定

した調査結果においても、自動車システム開発工学科への進学希望の高さがうかがえること

から、学生確保においては十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 自動車システム開発工学科への進学希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 進学を希望する 197 6.9 

２ 進学を希望しない 1460 51.5 

３ わからない 1068 37.7 

 未回答・不明 110 3.9 

 合計 2835 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料３－６ 

 

□ロボット・メカトロニクス学科への受験希望 

神奈川県及び隣接圏に所在する高等学校の２年生に、神奈川工科大学のロボット・メカト

ロニクス学科への受験希望について質問したところ、回答者数 2,302 人の約 3.3％にあたる

76 人が「受験を希望する」と回答している。 

また、「わからない」と回答している者は、回答者数 2,302 人の約 20.7％にあたる 477人

となっていることから、当該回答者層への広報活動を通じた積極的な働きかけを行うことに

より、受験者数のさらなる増加を見込むことができるものと思われる。 

 

問４ ロボット・メカトロニクス学科への受験希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 受験を希望する 76 3.3 

２ 受験を希望しない 1500 65.2 

３ わからない 477 20.7 

 未回答・不明 249 10.8 

 合計 2302 100.0 

 

 

□ロボット・メカトロニクス学科への進学希望 

神奈川県及び隣接圏に所在する高等学校の２年生に、神奈川工科大学のロボット・メカト

ロニクス学科に合格した場合の進学希望について質問したところ、回答者数 2,302 人の約

7.8％にあたる 180 人が「進学を希望する」と回答していることから、ロボット・メカトロ

ニクス学科に対する進学意向の高さがうかがえる。 

このような神奈川県を中心とした関東エリアに所在する一部の高等学校の２年生に限定

した調査結果においても、ロボット・メカトロニクス学科への進学希望の高さがうかがえる

ことから、学生確保においては十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ ロボット・メカトロニクス学科への進学希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 進学を希望する 180 7.8 

２ 進学を希望しない 1112 48.3 

３ わからない 753 32.7 

 未回答・不明 257 11.2 

 合計 2302 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料３－７ 

 

□応用バイオ科学科への受験希望 

神奈川県及び隣接圏に所在する高等学校の２年生に、神奈川工科大学の応用バイオ科学科

への受験希望について質問したところ、回答者数 3,864 人の約 4.2％にあたる 161 人が「受

験を希望する」と回答している。 

また、「わからない」と回答している者は、回答者数 3,864 人の約 19.6％にあたる 756人

となっていることから、当該回答者層への広報活動を通じた積極的な働きかけを行うことに

より、受験者数のさらなる増加を見込むことができるものと思われる。 

 

問４ 応用バイオ科学科への受験希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 受験を希望する 161 4.2 

２ 受験を希望しない 2861 74.0 

３ わからない 756 19.6 

 未回答・不明 86 2.2 

 合計 3864 100.0 

 

 

□応用バイオ科学科への進学希望 

神奈川県及び隣接圏に所在する高等学校の２年生に、神奈川工科大学の応用バイオ科学科

に合格した場合の進学希望について質問したところ、回答者数 3,864 人の約 8.3％にあたる

321人が「進学を希望する」と回答していることから、応用バイオ科学科に対する進学意向

の高さがうかがえる。 

このような神奈川県を中心とした関東エリアに所在する一部の高等学校の２年生に限定

した調査結果においても、応用バイオ科学科への進学希望の高さがうかがえることから、学

生確保においては十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 応用バイオ科学科への進学希望 

№ カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 進学を希望する 321 8.3 

２ 進学を希望しない 2050 53.1 

３ わからない 1393 36.1 

 未回答・不明 100 2.6 

 合計 3864 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 ４

学生募集活動の実績推移

年度 資料請求者数
オープンキャンパス

参加者数
高校進学ガイダンス

実施回数
高校出前講義実施

回数
高校団体本学見学

会実施回数
志願者総数

平成18年度 16,937 3,346 216 77 29 3,530

平成19年度 14,836 2,729 265 74 23 3,663

平成20年度 16,436 3,453 298 78 21 3,880

平成21年度 20,042 4,202 336 117 31 4,415

平成22年度 24,490 4,530 344 133 38 5,085

平成23年度 25,571 4,260 425 164 39 5,682

平成24年度 26,721 4,955 524 165 44 5,602

平成25年度 25,858 4,703 500 130 34 6,020

平成26年度 29,967 5,620 500 148 37 6,677



資料 ５

区分 年度 26年度 25年度 24年度 23年度 22年度
5ヶ年
平均

神奈川工科大学

求人件数 2,708 2,887 2,647 2,343 2,709 2,659

就職希望者 939 810 742 661 669 764

求人倍率 2.9 3.6 3.6 3.5 4.0 3.5

区分 年度 26年度 25年度 24年度 23年度 22年度
5ヶ年
平均

神奈川工科大学

就職希望者 939 810 742 661 669 764

就職者数 901 750 677 556 584 694

就職率 96.0% 92.6% 91.2% 84.1% 87.3% 90.8%

就職希望者 80 63 69 54 76 68

就職者 79 60 64 46 67 63

就職率 98.8% 95.2% 92.8% 85.2% 88.2% 92.6%

就職希望者 102 92 94 102 85 95

就職者 98 86 88 84 73 86

就職率 96.1% 93.5% 93.6% 82.4% 85.9% 90.5%

就職希望者 96 78 89 69 60 78

就職者 93 73 80 53 51 70

就職率 96.9% 93.6% 89.9% 76.8% 85.0% 89.7%

就職希望者 154 129 95 81 106 113

就職者 139 110 88 59 80 95

就職率 90.3% 85.3% 92.6% 72.8% 75.5% 84.1%

就職希望者 35 44 55 57 57 50

就職者 34 43 54 55 57 49

就職率 97.1% 97.7% 98.2% 96.5% 100.0% 98.0%

就職希望者 62 60 62 48 67 60

就職者 58 47 55 34 57 50

就職率 93.5% 78.3% 88.7% 70.8% 85.1% 83.3%

就職希望者 113 93 82 66 61 83

就職者 110 87 75 61 51 77

就職率 97.3% 93.5% 91.5% 92.4% 83.6% 92.8%

※求人倍率および就職率は、小数点第２位を四捨五入しております。

大学全体の求人件数及び収容定員を変更する学科の就職率の状況

　応用バイオ科学部
　　　応用バイオ科学科

　創造工学部
　　　ロボット・メカトロニクス学科

　創造工学部
　　　自動車システム開発工学科

　情報学部
　　　情報メディア学科

　情報学部
　　　情報ネットワーク・コミュニケーション学科

　情報学部
　　　情報工学科

　工学部
　　　電気電子情報工学科

　大学合計

　大学合計



資料６－１ 

 

□神奈川工科大学の電気電子情報工学科で学んだ卒業生の採用 

神奈川県を中心とした関東エリアに所在する民間企業等に対して、神奈川工科大学の電気

電子情報工学科で学んだ卒業生の採用について質問したところ、回答件数 478社の約 82.0％

にあたる 392社が「採用したい」と回答しており、神奈川工科大学の電気電子情報工学科で

学んだ卒業生の採用に積極的な意向を示している。 

 

問４ 神奈川工科大学の電気電子情報工学科で学んだ卒業生の採用 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 392 82.0 

２ 採用は考えない 12 2.5 

３ わからない 44 9.2 

４ その他 29 6.1 

 未回答・不明 1 0.2 

 合計 478 100.0 

 

 

□神奈川工科大学の電気電子情報工学科で学んだ卒業生の採用人数 

神奈川県を中心とした関東エリアに所在する民間企業等に対して、神奈川工科大学の電気

電子情報工学科で学んだ卒業生の採用人数について質問したところ、「採用人数１人」と回

答した民間企業等は、回答件数 478 社の約 27.8％にあたる 133 社、「採用人数２人以上」と

回答した民間企業等は、回答件数 478社の約 25.3％にあたる 121社となっている。 

なお、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等の採用人数を２人として、これらの採

用人数を合計すると 375人となり、この採用人数からも電気電子情報工学科で学んだ卒業生

に対する採用意向の高さをうかがうことができる。 

このような神奈川県を中心に所在する民間企業等に限定した調査結果においても、神奈川

工科大学の電気電子情報工学科で学んだ卒業生への採用意向の高さがうかがえることから、

卒業後の進路については十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 神奈川工科大学の電気電子情報工学科で学んだ卒業生の採用人数 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ １人 133 27.8 

２ ２人以上 121 25.3 

３ わからない 126 26.4 

４ その他 94 19.7 

 未回答・不明 4 0.8 

 合計 478 100.0 

 

問５ 神奈川工科大学の電気電子情報工学科で学んだ卒業生の採用人数 

№ カテゴリ 件数／社 全体／人 

１ 採用したい／１人 133 133 

２ 採用したい／２人 121 242 

 合計 254 375 

 

 



資料６－２ 

 

□神奈川工科大学の情報工学科で学んだ卒業生の採用 

神奈川県を中心とした関東エリアに所在する民間企業等に対して、神奈川工科大学の情報

工学科で学んだ卒業生の採用について質問したところ、回答件数 469 社の約 70.8％にあた

る 332社が「採用したい」と回答しており、神奈川工科大学の情報工学科で学んだ卒業生の

採用に積極的な意向を示している。 

 

問４ 神奈川工科大学の情報工学科で学んだ卒業生の採用 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 332 70.8 

２ 採用は考えない 28 6.0 

３ わからない 77 16.4 

４ その他 31 6.6 

 未回答・不明 1 0.2 

 合計 469 100.0 

 

 

□神奈川工科大学の情報工学科で学んだ卒業生の採用人数 

神奈川県を中心とした関東エリアに所在する民間企業等に対して、神奈川工科大学の情報

工学科で学んだ卒業生の採用人数について質問したところ、「採用人数１人」と回答した民

間企業等は、回答件数 469 社の約 21.1％にあたる 99 社、「採用人数２人以上」と回答した

民間企業等は、回答件数 469 社の約 24.9％にあたる 117 社となっている。 

なお、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等の採用人数を２人として、これらの採

用人数を合計すると 333人となり、この採用人数からも情報工学科で学んだ卒業生に対する

採用意向の高さをうかがうことができる。 

このような神奈川県を中心に所在する民間企業等に限定した調査結果においても、神奈川

工科大学の情報工学科で学んだ卒業生への採用意向の高さがうかがえることから、卒業後の

進路については十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 神奈川工科大学の情報工学科で学んだ卒業生の採用人数 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ １人 99 21.1 

２ ２人以上 117 24.9 

３ わからない 154 32.8 

４ その他 90 19.2 

 未回答・不明 9 1.9 

 合計 469 100.0 

 

問５ 神奈川工科大学の情報工学科で学んだ卒業生の採用人数 

№ カテゴリ 件数／社 全体／人 

１ 採用したい／１人 99 99 

２ 採用したい／２人 117 234 

 合計 216 333 

 

 



資料６－３ 

 

□神奈川工科大学の情報ネットワーク・コミュニケーション学科で学んだ卒業生の採用 

神奈川県を中心とした関東エリアに所在する民間企業等に対して、神奈川工科大学の情報

ネットワーク・コミュニケーション学科で学んだ卒業生の採用について質問したところ、回

答件数 466 社の約 62.0％にあたる 289 社が「採用したい」と回答しており、神奈川工科大

学の情報ネットワーク・コミュニケーション学科で学んだ卒業生の採用に積極的な意向を示

している。 

 

問４ 神奈川工科大学の情報ネットワーク・コミュニケーション学科で学んだ卒業生の採用 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 289 62.0 

２ 採用は考えない 42 9.0 

３ わからない 102 21.9 

４ その他 31 6.7 

 未回答・不明 2 0.4 

 合計 466 100.0 

 

 

□神奈川工科大学の情報ネットワーク・コミュニケーション学科で学んだ卒業生の採用人数 

神奈川県を中心とした関東エリアに所在する民間企業等に対して、神奈川工科大学の情報

ネットワーク・コミュニケーション学科で学んだ卒業生の採用人数について質問したところ、

「採用人数１人」と回答した民間企業等は、回答件数 466社の約 19.1％にあたる 89 社、「採

用人数２人以上」と回答した民間企業等は、回答件数 466社の約 19.1％にあたる 89 社とな

っている。 

なお、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等の採用人数を２人として、これらの採

用人数を合計すると 267人となり、この採用人数からも情報ネットワーク・コミュニケーシ

ョン学科で学んだ卒業生に対する採用意向の高さをうかがうことができる。 

このような神奈川県を中心に所在する民間企業等に限定した調査結果においても、神奈川

工科大学の情報ネットワーク・コミュニケーション学科で学んだ卒業生への採用意向の高さ

がうかがえることから、卒業後の進路については十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 神奈川工科大学の情報ネットワーク・コミュニケーション学科で学んだ卒業生の採用人数 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ １人 89 19.1 

２ ２人以上 89 19.1 

３ わからない 172 36.9 

４ その他 105 22.5 

 未回答・不明 11 2.4 

 合計 466 100.0 

 

問５ 神奈川工科大学の情報ネットワーク・コミュニケーション学科で学んだ卒業生の採用人数 

№ カテゴリ 件数／社 全体／人 

１ 採用したい／１人 89 89 

２ 採用したい／２人 89 178 

 合計 178 267 



資料６－４ 

 

□神奈川工科大学の情報メディア学科で学んだ卒業生の採用 

神奈川県を中心とした関東エリアに所在する民間企業等に対して、神奈川工科大学の情報

メディア学科で学んだ卒業生の採用について質問したところ、回答件数 464 社の約 52.4％

にあたる 243社が「採用したい」と回答しており、神奈川工科大学の情報メディア学科で学

んだ卒業生の採用に積極的な意向を示している。 

 

問４ 神奈川工科大学の情報メディア学科で学んだ卒業生の採用 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 243 52.4 

２ 採用は考えない 56 12.1 

３ わからない 134 28.9 

４ その他 28 6.0 

 未回答・不明 3 0.6 

 合計 464 100.0 

 

 

□神奈川工科大学の情報メディア学科で学んだ卒業生の採用人数 

神奈川県を中心とした関東エリアに所在する民間企業等に対して、神奈川工科大学の情報

メディア学科で学んだ卒業生の採用人数について質問したところ、「採用人数１人」と回答

した民間企業等は、回答件数 464 社の約 15.5％にあたる 72 社、「採用人数２人以上」と回

答した民間企業等は、回答件数 464 社の約 15.1％にあたる 70社となっている。 

なお、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等の採用人数を２人として、これらの採

用人数を合計すると 212人となり、この採用人数からも情報メディア学科で学んだ卒業生に

対する採用意向の高さをうかがうことができる。 

このような神奈川県を中心に所在する民間企業等に限定した調査結果においても、神奈川

工科大学の情報メディア学科で学んだ卒業生への採用意向の高さがうかがえることから、卒

業後の進路については十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 神奈川工科大学の情報メディア学科で学んだ卒業生の採用人数 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ １人 72 15.5 

２ ２人以上 70 15.1 

３ わからない 203 43.8 

４ その他 105 22.6 

 未回答・不明 14 3.0 

 合計 464 100.0 

 

問５ 神奈川工科大学の情報メディア学科で学んだ卒業生の採用人数 

№ カテゴリ 件数／社 全体／人 

１ 採用したい／１人 72 72 

２ 採用したい／２人 70 140 

 合計 142 212 

 

 



資料６－５ 

 

□神奈川工科大学の自動車システム開発工学科で学んだ卒業生の採用 

神奈川県を中心とした関東エリアに所在する民間企業等に対して、神奈川工科大学の自動

車システム開発工学科で学んだ卒業生の採用について質問したところ、回答件数 461社の約

53.1％にあたる 245社が「採用したい」と回答しており、神奈川工科大学の自動車システム

開発工学科で学んだ卒業生の採用に積極的な意向を示している。 

 

問４ 神奈川工科大学の自動車システム開発工学科で学んだ卒業生の採用 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 245 53.1 

２ 採用は考えない 45 9.8 

３ わからない 133 28.9 

４ その他 36 7.8 

 未回答・不明 2 0.4 

 合計 461 100.0 

 

 

□神奈川工科大学の自動車システム開発工学科で学んだ卒業生の採用人数 

神奈川県を中心とした関東エリアに所在する民間企業等に対して、神奈川工科大学の自動

車システム開発工学科で学んだ卒業生の採用人数について質問したところ、「採用人数１人」

と回答した民間企業等は、回答件数 461社の約 16.1％にあたる 74 社、「採用人数２人以上」

と回答した民間企業等は、回答件数 461社の約 11.9％にあたる 55 社となっている。 

なお、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等の採用人数を２人として、これらの採

用人数を合計すると 184人となり、この採用人数からも自動車システム開発工学科で学んだ

卒業生に対する採用意向の高さをうかがうことができる。 

このような神奈川県を中心に所在する民間企業等に限定した調査結果においても、神奈川

工科大学の自動車システム開発工学科で学んだ卒業生への採用意向の高さがうかがえるこ

とから、卒業後の進路については十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 神奈川工科大学の自動車システム開発工学科で学んだ卒業生の採用人数 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ １人 74 16.1 

２ ２人以上 55 11.9 

３ わからない 214 46.4 

４ その他 112 24.3 

 未回答・不明 6 1.3 

 合計 461 100.0 

 

問５ 神奈川工科大学の自動車システム開発工学科で学んだ卒業生の採用人数 

№ カテゴリ 件数／社 全体／人 

１ 採用したい／１人 74 74 

２ 採用したい／２人 55 110 

 合計 129 184 

 

 



資料６－６ 

 

□神奈川工科大学のロボット・メカトロニクス学科で学んだ卒業生の採用 

神奈川県を中心とした関東エリアに所在する民間企業等に対して、神奈川工科大学のロボ

ット・メカトロニクス学科で学んだ卒業生の採用について質問したところ、回答件数 465

社の約 68.6％にあたる 319 社が「採用したい」と回答しており、神奈川工科大学のロボッ

ト・メカトロニクス学科で学んだ卒業生の採用に積極的な意向を示している。 

 

問４ 神奈川工科大学のロボット・メカトロニクス学科で学んだ卒業生の採用 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 319 68.6 

２ 採用は考えない 24 5.2 

３ わからない 84 18.1 

４ その他 36 7.7 

 未回答・不明 2 0.4 

 合計 465 100.0 

 

 

□神奈川工科大学のロボット・メカトロニクス学科で学んだ卒業生の採用人数 

神奈川県を中心とした関東エリアに所在する民間企業等に対して、神奈川工科大学のロボ

ット・メカトロニクス学科で学んだ卒業生の採用人数について質問したところ、「採用人数

１人」と回答した民間企業等は、回答件数 465社の約 21.9％にあたる 102社、「採用人数２

人以上」と回答した民間企業等は、回答件数 465社の約 14.4％にあたる 67社となっている。 

なお、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等の採用人数を２人として、これらの採

用人数を合計すると 236人となり、この採用人数からもロボット・メカトロニクス学科で学

んだ卒業生に対する採用意向の高さをうかがうことができる。 

このような神奈川県を中心に所在する民間企業等に限定した調査結果においても、神奈川

工科大学のロボット・メカトロニクス学科で学んだ卒業生への採用意向の高さがうかがえる

ことから、卒業後の進路については十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 神奈川工科大学のロボット・メカトロニクス学科で学んだ卒業生の採用人数 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ １人 102 21.9 

２ ２人以上 67 14.4 

３ わからない 179 38.5 

４ その他 109 23.4 

 未回答・不明 8 1.7 

 合計 465 100.0 

 

問５ 神奈川工科大学のロボット・メカトロニクス学科で学んだ卒業生の採用人数 

№ カテゴリ 件数／社 全体／人 

１ 採用したい／１人 102 102 

２ 採用したい／２人 67 134 

 合計 169 236 

 

 



資料６－７ 

 

□神奈川工科大学の応用バイオ科学科で学んだ卒業生の採用 

神奈川県を中心とした関東エリアに所在する民間企業等に対して、神奈川工科大学の応用

バイオ科学科で学んだ卒業生の採用について質問したところ、回答件数 460 社の約 36.7％

にあたる 169社が「採用したい」と回答しており、神奈川工科大学の応用バイオ科学科で学

んだ卒業生の採用に積極的な意向を示している。 

 

問４ 神奈川工科大学の応用バイオ科学科で学んだ卒業生の採用 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ 採用したい 169 36.7 

２ 採用は考えない 93 20.2 

３ わからない 128 27.8 

４ その他 69 15.0 

 未回答・不明 1 0.2 

 合計 460 100.0 

 

 

□神奈川工科大学の応用バイオ科学科で学んだ卒業生の採用人数 

神奈川県を中心とした関東エリアに所在する民間企業等に対して、神奈川工科大学の応用

バイオ科学科で学んだ卒業生の採用人数について質問したところ、「採用人数１人」と回答

した民間企業等は、回答件数 460 社の約 14.6％にあたる 67 社、「採用人数２人以上」と回

答した民間企業等は、回答件数 460 社の約 7.4％にあたる 34社となっている。 

なお、「採用人数２人以上」と回答した民間企業等の採用人数を２人として、これらの採

用人数を合計すると 135人となり、この採用人数からも応用バイオ科学科で学んだ卒業生に

対する採用意向の高さをうかがうことができる。 

このような神奈川県を中心に所在する民間企業等に限定した調査結果においても、神奈川

工科大学の応用バイオ科学科で学んだ卒業生への採用意向の高さがうかがえることから、卒

業後の進路については十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 神奈川工科大学の応用バイオ科学科で学んだ卒業生の採用人数 

№ カテゴリ 件数／社 全体／％ 

１ １人 67 14.6 

２ ２人以上 34 7.4 

３ わからない 222 48.3 

４ その他 118 25.7 

 未回答・不明 19 4.1 

 合計 460 100.0 

 

問５ 神奈川工科大学の応用バイオ科学科で学んだ卒業生の採用人数 

№ カテゴリ 件数／社 全体／人 

１ 採用したい／１人 67 67 

２ 採用したい／２人 34 68 

 合計 101 135 
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